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わが国情報処理の将来動向

昭 和54年3月

卿
財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 協 会



この報告書は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収益 の一

部で ある機械工業振興 資金の補 助を受けて昭和53年

度に実施 した 「わが国の情報処理 に関する動向調査」

の 一環 として,と りまとめた ものであ ります。
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世 界貿 易 の 需給 構 造 の 変化 とと もに,安 定成長 が指 向 され てい る現 在,産 業 経済

や国民 生 活 に対 し新 た な対 応 が 要請 され 始 め てお ります。

一般 の 産 業 界 に おい ては技 術 開発 の停滞 が み られ る中 で情 報 処 理 の 分野 で は ,ハ

ー ドウ ェア ,ソ フ トウ ェア両面 にお い て量 的,質 的 に大 きな進 展 をみ せ て お り,そ

の巻 き込 む 範 囲 の広 さ,変 革 の速 度,情 報化 の メ リッ ト及 び デ メ リッ トの大 き さ,

多様 性 の点 で予 断 を許 さ ない点 で,社 会 に対 して これ まで に なか った 新 しい 影 響 力

を持 ちは じめ て来 つつ あ ります。

当協 会 で は この よ うな状 況 を ふ まえ,「 情 報処 理 動 向調 査 委 員 会」 を設 置 し,将

来,と りわ け1980年 代 中期 を 目途 に情報 処 理,お よび情 報 化 につ い て,社 会,産

業 等各 方 面 か らの ニ ー ズを探 り 出 し,こ れ を支 え る技術 的 可 能 性 の検 討 を加 え る と

と もに,新 しい 情 報化 の 姿 を組 み立 て るた め の,ア ンケ ー ト調 査 お よび ヒア リン グ

調 査等 基礎 的 な調 査研 究 を行 い ま した。 本 報 告書 は その 成果 を と りま とめ た もので

あ ります 。

本 報 告書 の作 成 に あた り,ご 執 筆頂 い た委 員各 位 ならび に ア ンケ ー ト調 査,ヒ ア

リング調 査等 にご協 力 下 さった 方 々に対 し,心 よ り感謝 の 意 を 表 し ます と と もに,

本報 告 が 広 く各 方 面 に利 用 され,わ が国 の 情 報処 理 の発 展 の一 助 とな る こ とを 念願

す る次第 で あ ります。

昭和54年3月

財団注入 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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第1部

1980年 代 中期 におけるわが国情報処理の動向





第1部1980年 代 中期vataけ るわが 国 情報 処 理 の 動 向

は じ め に

調査研究の経緯

コ ンピ ュー タ利 用 の普 及 と社 会の 情 報化 は ,産 業 ・経 済,一 般 市民 の生 活 に大

きな影響 を与 え よ う と して い る。 これ までの電 力 や内燃 機 関等 に よ る筋 肉労動

の代 替か ら,エ レク トロニ クス によ る情 報 化 は,通 信 ネ ッ トワ ークと コ ン ピ ュ

ー タの利 用 お よび結 合 に よ って人間 の機 能 を よ り拡大 しよ うと してい る
。

この よ うな大 きな 変 化 は,人 類の歴 史 に おい て も数少 ない エ ポ ックを 画す も

の の 一つ で あ り,近 年 の技 術 変化 の波 の速 さは,と もすれ ば社 会 の 側 に おけ る

十 分 な準備 と対応の時 間を許 さず,ま た技 術の 社会 構造 に与 え る変化 の 影 響 を ま

す ます 大 きな もの と してい る。

情報処 理 技 術 の 社会 への 影 響は,そ の捲 き込む 範囲 の 広 さ,変 革 の 速 度,メ

リッ ト及 び デ メ リ ソ トの多様 性 の点 で予断 を許 さ ない ものが あ る。 情 報処 理 の

広範 な 利 用が 不断 に進 め られ つ つ あ る状況 の中 で,情 報 処 理 普 及の 将来 の動 向

を十 分 見極 め,あ り うる多 くの事 態 へ の事 前 の対 処 方針,望 ま しい 姿 への 的 確

な方 向付 け,最 少 の デ メ リッ トのも とに メ リ ソ トを最大 限 に引 き出す各 種 の 基

盤 整備 等 が必要 とな る。

この よ うな条 件 をふ まえ,1980年 代 にお け る 情報化 の 役 割 りと各 種 情 報 シ

ス テムの 形態 を探 るた め,社 会 にお け る新 しい情 報機 能 の可 能 性 につい て 考 察

を行 うと と もに,世 の 中の 様 々な方面 か ら要 請 され るで あ ろ う情 報化 の ニ ーズ

とこれ を支 え る技 術 的 可能性 を 多 くの視 点 か ら検討 し,80年 代 中期 に おけ る

情 報 化 の イ メ ージを組 み立 て よ うとす る もの で あ る。

1



調査研究の方法

通 信 ネ ッ トワ ーク,大 規模 デ ー タベ ース,安 価 な コン ピ ュータや 多様 な端 末

装置 が 次 々と実 現 され る 中 にあ って,技 術 が社 会 に蔓延 す る ので は な く,社 会

にお け るニ ーズの形態 に あわ せ て技 術 が これ を サ ポ ー トす る とい う体 制 にす る

ため には,産 業,経 済,文 化,国 民生 活 とい った 多方 面 の 情 報化 の潜 在的 ニ ー

ズを抽 出 し,こ れ を重要 度,優 先 度,開 発 費用等 の 観点 か ら整理 し,体 系 化 す

る必要 が あ ろ う。

当 調 査で は,社 会 にお け る情 報 化 の 多様 な ニ ーズを探 る こ と とし.今 年 度 は

ニ ー ズの土 壌 と して の情 報 化 社会 の 基本 的 イ メージを構 成 す るため,第1部 で

は,当 調 査委 員 会委 員 に よ っ て,1980年 代 中 期 を見通 した 企業 の 情 報化,ネ

ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ,流 通 分野 にお け る情 報 シ ステ ム化等 につ い て,

専 門的 見地 よ りの研 究 に も とづ き,議 論の 展 開を行 った。 これ らの各 テ ーマの

内容 は,各 委 員の 分担 で 執 筆 され た もの で あ り,各 章 が 独立 した内 容 を持 つ オ

ム ニバ ス形 式 を とっ てい る。 した が って,第1部 を通 じて 一 貫 した 議 論 の展 開

が行 わ れて いな い ため,内 容 に よ って は重複 した部 分 もあ り うる。

第1章 で は,企 業等 の 意 志 決定 にお い て,今 後,外 部 情報 も含 め た各 種 の情

報 の重 要性 が ます ます増 大 す る もの と して,経 営 にお け る情 報利 用 の将 来 動 向

を述 べたo

第2章 におい て は,激 しい 競 争 の も とにあ る企業社 会 にお い て,技 術 進歩 に

よ る新 しい ツール で ある コン ピ ュー タを活 用 した情 報 シ ステ ムを 十 分 に応 用 す

る こ とに よ り,産 業構 造 へ の新 た な 対応 を図 るた め,産 業構 造 の変化 に対 す る

情報 シ ステ ムの役 割 り として と り まとめ てい る。

第3章 は 今後 の安 定成 長,産 業構 造 の変化 をふ まえ,情 報 シ ス テム化 の展 開

に おけ る企 業環 境,情 報処 理 の 利 用環 境 等 外 的条件 につ い て言 及 してい る。

また第4章 では,企 業,社 会,個 人 の情 報 シス テム利 用 の基 盤 を形成 す る も

の と して,コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ,イ ン フォ メ ーシ ョン ・ユ ー テ ィ リ
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ティ,ま た各 種 コ ミュニケ ーシ ョンを包 括 す る ネ ソ トワ ー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィを と

り上 げ,そ の展 望 を 行 った。

第5章,第6章 で は,情 報処 理 の利 用動 向,技 術 の動 向 と して,ハ ー ドウェ

ア,ソ フ トウ ェア,分 散 処理 の動 向等 にっ いて述 べ た。

また,日 本 の産 業社 会 にお い て今後 合 理 化 と情 報 シス テム化 が大 い に期 待 さ

れ る流 通 業 界 にお い て,1980年 代 中期 にお け る情報化 ビジ ・ンを第7章 に と

りあげ た。

第2部 にお い て は,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン,日 本 語 情 報処 理,キ ャ ソ

シュ レス ・ソサエ テ ィ等 の各 種 情報 処理 分野 の1985年 を 目途 と した実 現度,

利 用意 識 等 を探 るた め,産 業 界 の各 方 面 で活躍 す る情報処 理 の 専 門家 等 を対 象

に ア ンケ ー ト調 査 を行 い,そ れ らの 分析 を行 った結果 を中心 に と りま とめ た。

最 後 に付録 として,調 査 の過 程 にお い て得 られ た各 界有 識者 の将 来 の 情報 処

理 動 向 に 関 す る講演 録 を掲 載 したの で ご参 照頂 きた い。
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1.経 営における情報利用の将来動向

1.1情 報 とは 何 か

わ が 国 は よ く資 源 が な い国 で あ る と言 われ る。 確 か に土 地 は狭 く,入 口 は多

い。 特 にエ ネル ギ ー資源 には殆 ど恵 ま れ てい ない。 若 し人間 の幸せ が物 財 の 所

有 や 利用 か らのみ 生ず る もの な らば,ま さ に絶望 的 であ る。 幸 い な こ とに,豊

か にな る と,人 間 の欲 望 が 物財 に よる充 足 か らサ ー ビス需 要 の 充実 に,生 活 必

需 品 に対 す る充 足欲 求 か ら便宜 品へ の関 心 へ と移 行,更 に大量 生産 の規格 品 よ

り,個 別 的 な手 作 り品 を選 択 す る気 風 な ど,入 間 の創造 性 や 知的 技 術 に よ る生

産 性立 国 が 今 後 可 能 とな る よ うに思 わ れ る。 人 は これ を脱工 業 化 社会(Post

IndustrialSociety)と か,テ ク ネ トロニク ス 時代(TechnetronicsEra)

と も呼 ん でい る よ うで あ るが,現 在 の 工業 社 会 か ら,そ れ らの時 代 へ の移 行 を

示 す 多 くの現 象 が既 に われ われ の身近 か に随所 で 散 見 しうる よ うにな っ た。 海

外 旅 行 ブー ム,茶 道や 華 道,手 芸 等 の教 養 教室,民 芸 品 ブー ム,マ イ コン ・ク

ラブ,SLフ ァ ンや音 気 痴 ブー ム,飛 鳥 ・古墳 ブ ー ム,ア ス レテ ィ ック ・ク ラ

ブや マ ラ ソ ン ・ブ ー ム な ど,入 間 の 多様 な欲 望 の 表現 で ある。 基 礎 産 業 の不 振

に対 して,サ ー ビス産業 の相 対 的優 位 の徴 候,素 材 産業 部 門 に対 す る加工 ・組

立 部 門 の優 位 性 な ど,所 得増 大 に伴 っ て時 代 は 確 か に大 き く変 化 しつ つ あ る。

更 に模 倣 の 経 済 か ら創 造 の経済 へ の移 行,わ が 国 経 済 の産 業 ・貿 易 ・雇 用 構 造

の変 革,先 進 ・開発 途 上 両 国 グル ー プ等 の調 整 問 題 ,名 目賃金 と実 質 賃 金 との

著 しい乖 離 な ど,今 後,わ が国経 済 ・企 業 に 大 きな体 質 改 善 を強 い る国 内外 の

潜 在 的 要請 が 山積 してい る。 企業 も国 家 も家 計 も,今 日の延 長 線上 に 明 日を期

待 出来 な い とい うこ とは 確実 であ ろ う。 従 来 に ま して,企 業 の明 日を繁 栄 と成

長 とに つ な ぐ トップ層 の 意思 決定 の緊 要性 と企 業 浮 沈 にかか わ る企 業 課 題 とが

こ こに潜 在 す る。 適 切 な意 思決 定 には適 切 な情 報 が必要 な こ とは 申す ま で もな

い。 しか も,コ ン ピュー タ とい う,新 しい,有 力 な情報 処 理機 械 が 登場 普 及 し
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つつある今 日,こ の機会 を捉え て,情 報利用の現状 と改善 とに関す る可能性 に

つ き,未 熟 で粗雑,未 だ構想段階 にあ る私見 を敢え て求 めに応 じて執筆 し・忌

揮 なきご批判 と助言 とを賜 わ り,後 日加筆修正の上,世 間 を誤導す ることなき

を期 したい と存ず る次第 で ある。

この小論は先づ第1に,私 見 に よる情報の意義 の定義 づけ を行い,次 いで第

2に 企業におけ る情報利用高度化 の阻害要因 に触れ,そ して最後 に,い ままで

で とは異なった企業環境 の下 での新 しい情報利用の可能性 につ き,具 体的 な方

法 を提示す る。 この最後 の部分 につ いては,今 後の調査 で大いに充実 してゆ き

たい と考え ている箇所である。

(1)情 報の定義

情報の定義は入 に よって色 々である。 京都府立大の樺島教授 は 「ある組 織

や社会の 中をある目的 を果たすために伝達され る,あ る物 」あるいは 「問題

が あって,こ れを解決 しよ うとす るとき,知 識 ・経験 ・文献 な どの中か ら問

題解決 に役立つ と評価され,選 択された ものが情報 である 」と。産業能率短

大 の川勝久 氏は 「情報 とは入 間や組織の行動 を予測 した り,調 整 するための

事実や デー タである」と。 情報 とは,も っ とも広い意 味で 「伝達 された もの」

或いは他 の一般的な定義は 「事象間の定型ずけ られた関係 である 」と。

情報 の定義は狭義 の情報理論,つ ま り通信 の数学理論 におけ る定義 か ら生

物 の遺伝内容 を伝達す る染色体 内のDNAの 配列の仕方 を情報 とす る分子生

物学 に至 る迄,更 に,科 学の基礎概念 として,物 質,エ ネルギー及 び情報 と

い う三つ をあげて,そ の体系化 を試み る新 しや科学体系の追求 な ど・ 内容は

い くらで も広 くな る。 こ こで はそ れ らの 批判 は 紙幅 の関 係 もあっ て・ 評論 の

一 切 を避 け ,以 下 の論 述 の ス ター ト ・ポ イ ン トと して,私 の情報 に関す る定

義 の み を掲げ て ご参考 に 資 し よ う。

情 報 とは一 種 の メ ッセ ー ジで あ り,そ の 受け 手 が何 等 か の 行動 を起 す 必要

性 を感 ぜ しめ る にた る内 容 を持 っ た メ ッセ ー ジで あ る と定 義 づけ てい る。 こ
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の小論 は企業 におけ る情報 を問題 としてい るので,こ の一般的な定 義に 目的

論 的に企業 とい う枠 をはめて限定演繹す ると,企 業の意見決定 や行動 に何等

かの影響 を与え うる内容 をもった メ ッセー ジであると定義づけ る ことが 出来

よう。1枚 の伝票でも新 しく獲得 出来 た新顧客へ の売上伝票は立派 な内容 を持

った情報 としての価値を有す るけ れ ども,毎 月何十徳かの売上げの ある常得

意先へ の数十枚 の伝票の内の1枚 は売上高 を構 成す る数値的価値 は あって も

情報 として の価値 は極 めて乏 しく,ま た情報 を構成す る素材 として の価値 も

余 りない と考え られ,そ れ らの伝票 の有す る情報性は私 の考え によれば情報

か ら除外され ることになる。

(2)情 報 処 理 とデ ータ 処理

コ ン ピュー タは よ く情 報 処理 機械 だ と言 われ る。 確 か に私 もそ の よ うな 可

能 性 を信 じて い る者 の一 入 で ある。 しか し現状 は ど うか とい うと,コ ン ピュ

ー タは デ ー タ処 理 を行
っ て い るけ れ ども,情 報処 理 は 余 り行 っ て い ない の で

は な いか。 む しろ情 報 処 理 を行っ てい るのは入 間 では な いか と言 い た くな る

のが現 状 であ る。 デ ー タ処 理 の結果,コ ン ピ ュー タの ア ウ トプ ッ トと して 作

成 され る定期 的 報 告 書 類 を見 て,何 処 に企業 行 動 を起 こす べ き問 題 や内 容 が

あるか を探 索 し,必 要 に応 じて意 味 を もった メ ッセー ジ を構 築 して い る のは

実 は人 間 で あ るか らで ある。 私 は コ ン ピュー タ で情 報 処 理 が 出来 る と考え て

い る し,そ の一 部 は既 に実 現 化 さ れて い る。 そ の詳 細 は 後述 す る こ と と して ,

一般 に デ ー タ処 理 や 計算 処 理 を情 報 処理 と混 同す る一般 的風 潮 が こ の業 界 で

は 非 常 に根強 い。 そ して コ ン ピュー タはペ イ ロール ・マ シ ンの延 長 線上 の適

用業 務 しか 出来 な い とか,企 業 経 営 には 大 して役 にた た な い とか の批判 が コ

ン ピュー タを か な り知 っ て い る マ ネ ジメ ン ト層 か ら聞か れ る の も,こ の よ う

な事 実 に基 づ くもの で あろ う。 大 学 や研 究所 にお け る コ ン ピュー タの利 用 の

仕 方 と企 業 や 計算 セ ン ター で実 際 行わ れ てい る コ ン ピ ュー タ利 用 とで は,甚

だ しい懸 隔 が あ り,ユ ー ザ ー同士 で話 しが 通 じな い とい う,全 く珍 しい 機 械
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で あ る。 そ れは コ ン ピ ュー タの汎 用 性 と万 能 性 の しか ら しめ る と ころ と言 え

ば,そ の通 りであ るが,企 業 におけ る コ ン ピュー タ利 用 を単 な る省 力機械 と

しての 利用 の域 か ら脱 せ しめ て,い や,そ れ に重 ね合 せ て企 業 におけ る意 思

決定 の支 援 システ ム と して の利 用 に踏み 出させ るため に は,い まが 好機 で あ

り,木 内信 胤氏 の言 わ れ る よ うに,「 日本 人 は 自分 に 自信 が持 て な くて なか

なか 実行 しな いが,止 む を得 ず実 施 した こ とが 結果 的 に は大 変 に良い こ とが

多 い とい う不 思議 な国 民 で あ る 」 との 日本人 特 性 を この 際 に大 い に活 用す べ

きで あ る。

(3)内 部 情 報 と外部 情 報

意 思決 定 を支援 す る情 報 に は企業 そ の もの 内部 に関す る もの と,企 業 の外

部,企 業環 境 に 関す る外 部情 報 に関す る もの とに大 別 出来 る。 企業 の内 部情

報 を構 成 す る粗 デ ー タは そ の 多 くが 既 に コ ン ピュー タ で利用 可能 になっ て お

り,人 間 とコ ン ピ ュー タ との合 作 で情 報処 理 が行 われ て い る。 外部 情報 の現

状 に比 し,企 業 内部 の ものは 相 対 的 に充実 してい る。 但 し内部 情報 に関す る

もの といえ ども,定 型 的 な実 績 報告 に類 す る もの が 多 く,果 た して情 報処 理

を して い るか ど うか,前 述 の私 見 に よる定 義 に よれ ば 疑 しい点 が多 々あ るが,

そ の改 善 につ いて は後述 す る。

マネ ジメ ン ト階 層 が 上 昇 す る に従 い,つ ま り,第 一 線 管 理 者 か ら ミ ドル ・

マネ ジ メ ン トを経 て,ト ップ経 営者 に至 る階層 にお い て,地 位 が 上 昇すれ ば

上 昇す る程,意 思 決定 に 内 部情 報 よ りも外 部情 報 へ の依 存 度 が 拡 大 す るとい

われ てい る。 ドラ ッカー教 授 に よれ ば 「企 業 の利 益 は 外 部 に あ り,企 業 内 部

に あ る ものは コス トだ け 」 との 発言 もあ る。 殊 に これ か らの わが 国企 業 の 多

くが従 来 の企業 路 線 の延 長 線 上 に明 日を求 め難 くなっ た こ とを想起 す れ ば,

そ の革新 の ため に も,外 部 情 報 の収集,処 理,評 価 に関 す る一 層 の充実 した

体 制 を必 要 と しよ う。

東大 の木村 尚三 郎 教 授 の説 に よる と,11世 紀 か ら14世 紀 半 ば ま では農
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業 技 術 の革 新 が あっ て,所 謂 「土 の時代 」で あっ た。 そ れ は 革新 技 術 に よっ

て 時 間軸 の延長 線 に繁 栄 と成 長 とが 約 束 され,政 策 の基 本 は ナ シ ョナ リズ ム

的 で あっ た。 それ に続 く14世 紀 か ら18世 紀 中ば迄 は 「土 離 れ の時 代 」 と

して 特 徴ず け られ,技 術革 新 の停 滞 に よ り各 国 は 自国 の時 間 軸 上 に 明 日が期

待 出来 な い の で,今 度 は場所 的 に異質 な 国民 経 済 間 におけ る 自由 交 流 ・自由

交 易の 精 神 に基 い て,国 際 協 調 に よる生 活改 善 を企 図す る商 業 の時 代 に移 行

した と。18世 紀 中ば か ら1960迄 は産 業 革命 に端 を発 す る技 術革 新 に よっ

て,再 び 「土 の 時代 」に帰 り,時 間 軸上 に 明 日の繁 栄 を希求 す るナ シ ョナ リ

ズ ムの拾 頭 とな り,先 進 諸 国 はそ の間大 い な る経 済 成長 を遂げ た。 そ して,

1970年 を境 と して,再 度,「 土 離 れ の時 代 」 に突入 し,低 成 長 しか 明 日に

期 待 で きない となる と,ま た 時 間軸 か ら場 所 的 な空 間軸 に期待 が移 行 して,

好 む と好 ま ざる とを問 わず,各 国民 経 済 間 にお け る 自由交 易 と自 由交 流 の原

則 にた っ て,生 活水 準 の 向上 の た め肩 を寄 せ あっ て協 力 し,達 成 す る時代 に

移 行 しつ つ あ る と。 そ して,こ れ か らの 時代 の 特徴 は 国際 商業 の 時 代 とな ろ

うと。 国 際商業 の 時 代 とい っ て も,か っ て の取 引 品 目 とは大 い に 異 な る高所

得社 会(ド ル ・ベ ース で)に あっ ては,必 需物 資 の取 引 量 に対 し,便 宜 品 や

個性 的 な情 報 価 値 の 高 い 取 引品 目が相 対 的 に増 大 し,海 外 交 流 な ど の支 出 の

増大 が 予 想 され よ う。 同 じ 「土離 れ の時 代 」に して も,企 業 は マ ー ケテ ィン

グ活 動 を含 む。 新 しい 戦略 的対 応 を迫 られ よ う。 その た め に も,外 部 情 報 に

対す る トップ層 の関 心 は 一段 強 ま る もの と予想 され る。

(4}意 思 決 定 の種 類 と 情 報

ア ンゾ フ教授 に よる と意 思 決 定 には3つ の カテ ゴ リー が あ る とさ れ て い る。

そ の1つ は業 務 的 意 思 決 定(OperatingDecision)と い い,入,物,金,

情報 とい う資源 を投 入 して,財 貨 とサ ー ビス(Goods&Services)と を産

出 してい るの が企 業 で あ るが,そ の資 源 転 化 プ ロセス の 効率 化 を 意 図 した 意

思決 定 が これ に該 当す る。 次 の意 思決 定 は管理 的意 思 決 定(Administrat－
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iveDecision)と 称 せ られ,資 源 の組織 化 に 関す る もの で,職 務 や権 限,

情 報 や デー タの流 れ な どに 関す る意 思 決 定 で あ る。 そ して最 後 に,第3の 意

思 決 定 を教 授は 戦 略 的 意思 決 定(StrategicDecision)と 名付 け,そ れ は

製 品 ・市場 ミ ック ス の最 適 化 努 力 に 関す る意 思 決 定 で あ る とさ れ てい る。 ア

ンゾ フ教授 の経 営 戦 略論 に 関 して は,そ の 対象 範 囲 が立 論 の根拠 となっ て い

る幸 福 な1960年 代 を反 映 してい て,オ イル ・シ ョ ック後 の きび しい 長期 停

滞 型 の企 業 環境 下 で,し か もこれ か ら始 ま る新 しい 「土 離れ の 時代 」,或 い

は脱 工 業 化 社会 に おけ る経 営 戦略論 と して は些 か妥 当性 を欠 き,そ の範 囲 が

狭 きに失 して い る と思 われ る。 しか し,そ の 批判 は別 の論 考 に譲 る と して,

こ こで は 当面 の テ ー マ に関連 す る,二 つ の こ とにつ い て 記述 して お こ う。 そ

の一 つ は ア ンゾ フ教 授 が 指摘 され,こ れ か らの企 業 者 に とっ て極 め て大 事 な

こ と,す な わ ち,戦 略 的 意思 決 定 は経 営 者 が努 力 して 自 ら問題 を積極 的 に 探

索 しない 限 り,業 務 的 意 思決 定 や管理 的 意 思 決定 な どの 諸 問題 の背後 に隠 れ

て しま っ て,戦 略 的 な問題 は決 して 自 らを現 わ す もの では な い とい う点 で あ

る。 従 っ て情 報 の収 集,処 理,評 価 に して も,経 営 者 の積 極 的 な問題 意識 が

存在 しな い 限 り,意 思 決 定 の場 に登場 す る こ とさえ あ り得 ない とい うこ とで

あ る。 大企 業 で の環 境 適 応 の 対 策が 計 画 的 に時 間 を かけ て進 め に くい こ とや

わが 国 で の政 策転 換 に は シ ョ ック策以 外 に打 つ手 が ない とい うの も,案 外 こ

ん な ところ に も一 因 が あ りそ うで あ る。 猫 に小判 ど ころ か,そ れ以 前 の認 識

の対 象 と もな り得 な い のが 戦 略 的諸 問 題 で,気 が つ い た とき には,ど うに も

打 つ べ き手 が な くて荘 然立 ちす くむか,人 員整 理 とい う安 易 な手 ぐ らい しか

残 さ れ て い な いの で あ る。

第2の 点 は業 務 的意 思 決 定 や 管理 的 意 思 決定 は 主 と して 内部 情 報 に 関連 す

る意 思 決 定 で あ る の に対 して,戦 略 的 意 思決 定 は外 部情 報 に 関連 す る こ との

多 い意 思 決 定 で あ る。 とか く,企 業 内 にお い て外 部 情報 が しば しば疎 ん ぜ ら

れ て い る の も,入 手 の 困難 性 の問 題以 外 に,経 営 者 の企 業 者(entreprene;

ur)的 性格 の有無 に よっ て,そ の関心 度 が 大 き く揺 れ,同 じ業 種 に あっ て も
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外 部 情報 に対 す るニ ー ズは 同 じでな い の も,そ の間 の事 情 に よる もの で あ ろ

う。 そ して 明 日の企 業格 差 は経 営者 の意 図的 な経 営戦 略 的対 応 の有無 に よっ

て 醸 成 さ れ る もので あ ろ う。

1.2情 報利用高度化 の阻 害要因

(1)模 倣の経済 と情報

わが国経済 は第二次世界大戦後 の廃虚 のなかか ら立 ち上 って,昭 和35年

頃か ら20年 間に して,と にか く自由経済圏 における第2のGNP大 国 に成

長 した。 それは教育程度 の比較的高い労働力の存在 とこれ を上手 に利用 し,

乏 しい資本 と結合 し得 た官民 におけ る ミ ドル層 の努力,先 進国 に追 い着け と

の合 言葉 の下 に結束 した,ひ たむ きな熱意 と一途な傾倒,そ して恵 まれた国

際政治や経済環境の賜物 によるものでもあった。高度成長 を支え た技術革新

につい ては,そ の基 本的技術は これ を海外か らの技術導入 に仰 いだ。 技術 を

開発す る よ りは,応 分の対価 を支払 うな り,技 術出資に よる合弁 会社へ提供

された技術内容 を急速 に会得 して事業化す ることに主 眼が置かれた。 マーケ

テ ィング能力 も既 に先進国 で企業化済み の青写真,か な り高度 な商品選別 能

力 を持つ1億 の消費人口,発 達 した マス コミとコミュニケーシ ョン能力 とをパ

ックにさほ どの心配 もな く事業化出来 た。次 に技術力 につい ては,絶 えず入

学試験 で鍛え あげ られ,問 題発見能 力 よ り問題解決能力に抜群 に優れた エン

ジニア陣 を擁 していたか ら,先 生 よ り教わる以上の製品 を作 りあげた。 銀行

も前例 のある青写真 附きの企業化計画 とわが国 におけ る飽 くな き潜在的購 買

力層の存在 を知ってい るだけに,安 心 して工 場建設の資金調達 を支援 し得 た。

その よ うな極めて恵 まれた企業化環境 の下 で,大 切なことは早耳情報 の入手,

速かな意思決定であった。 そ こでは長期 間かか る研究開発 の芽 は育 たず,科

学 的な開発努力 も育たないのが通例 である。 模倣の経 済の最大の成立要件 は

技術 ギ ャップの存在 その ものであ り,今 では技術格差は少 くとも現象形態上
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は既 に消失 して しまっ て い るの で,ギ ャ ップ利 用 の継 続 は不 可 能 にな って き

た。 従っ て好 む と好 ま ざ る とを問 わず,わ が国経 済 ・企業 は模 倣 の経 済 か ら

創 造 の経 済 に移 行 せ ざ る を得 ない 状 態 に追 い込 ま れ た。 こ こ当 分基 本的 な技

術革 新 は ない とい われ,応 用 技 術 的 な加 工 ・組 合 せ 技 術の優位 が21世 紀迄

続 くと称 され て い る こ とで あ る。 企業 内 に既 に蓄積 さ れ た技 術 の組 合 せ で,

ニ ュー ・ア イデ ア を実 現 して ゆけ ば
,こ こ当分 乗 切れ る こ とを意 味す るか ら

で ある。 しか し,そ れ では 当面 の営業 成績 だけ に心 を配 っ てお れ ば よいか と

い うとそ うでは な い。 人 間 で も入 間 の集 合 体 で ある組 織 体 で も,教 育 には 時

間 が かか る。 あ とに残 さ れ た時 間,天 与 の20年 間 を有効 に活 用 しな くて は,

21世 紀 に なって 贋 を噛 む こ とに な る。 そ れ が個 々の 企業 の存 立 にか かわ る

だ け の問 題 で は な く,国 民経 済 の前途 に も暗 雲 が投 ぜ られ ては 大変 で あ る。

早 耳情 報 は も う役 にた たな い の で,も っ と地道 な研 究 開発努 力 を マー ケ テ ィ

ン グ情 報 の収集 ・開発 と併 行 して 行 っ て欲 しい もの で あ る。 技 術 の早 耳 情 報

の場 合 は,先 進 国 での 企業 化 終 了 後 の早 耳 とい う1点 で も間 に合 っ た ものが,

これ か らは アイ デア 段 階,研 究 段 階,開 発 段 階,企 業 化 段階 な どの各 種 ステ

ップ段 階 を含 む とい う長期 化 す る努 力 を要 し,情 報 収 集 対 象 もか っ て の技 術

オ ー ナ ーた る企 業 とい う範 囲か ら拡 大 して,各 種 の研 究 所,大 学,企 業,ベ

ンチ ャー ・ビジネス な ど多方 面 に亘 っ て の情 報収 集 活 動 が 必要 で あ り,更 に

大 切 な こ とは それ らの評価 能 力 の充実 が要 請 さ れ よ う。 幸 い に して,既 述 の

如 くそれ を培 う時 間 は まだ あ りそ うで あ る し,日 本 人 は そ れ に十 分対 処 し う

る能 力 を備え て い る。 必要 な のは,創 造 の経済 の きび しさ に対 す る頭 の切 替

え で あ る と言え よ う。

(2}高 度 成 長 経 済 と情 報

高度 成 長 経済 の場 合 は 強気 で早 く企業 化 に着手 した 力 の政策 の推 進 が先 づ

有 利 で,少 々情報 評 価 を間違 え て も,目 先 きが新 しけ れ ば,と にか く事 業 的

に は成 功 し得 た。 ま た 他企 業 の 成功 をみ てか らの追 従 で あっ て もマー ケ ッ ト

ーー一・12一



が 世界 的 に拡 大 しつ つ あ る過 程 で はそ れ な りの収 益 を収 め る こ とが 出来 た。

そ の場 合 は 競争 企 業 の動 き を監視 す るだけ の情 報,極 端 に言え ば 業 界紙 や 一

般 紙か らの情 報 だけ で も企 業 化 に こ とか か なかっ た時代 と も言 え よ う。

「兎 と亀 」の物 語 は学校 教 育や 社 会 教 育 の 面で は亀 の勤 勉性 を たたえ,兎

の敏捷 性 よ りもそ の怠 惰 性 の故 に,こ れ を非難 して 道 徳 的 教 育 の一 つ の基 礎

と して きた。 企 業 で も入 事 部や教 育部 で は会 社生 活 には や は り,学 校 教 育 と

同様 に 「兎 と亀 」の物 語 で亀 を賞 讃 し,兎 を非難 す る態度 を持 して い る。 と

ころが 高度 成 長経 済 の時 代 に あっ て は,企 業 の本 音 は これ と逆 に亀 を軽 蔑 し,

兎 を尊 重 す る社風 が 知 らず 知 らず の内 に醸 成 され てい た。 亀 の 方法 とい うの

は実 は科 学 的方 法 論 で あっ て,進 歩 の過 程 は遅 々 と して い るが,絶 え ず一 歩

一歩 前進 を続け
,途 中停 滞 はあ って も後 退 す る こ との な い 努 力過 程 で ある の

に,兎 の方 法論 は時 々 の閃 め きは あ るにせ よ,そ の行動 は 一貫 性 を欠 き,御

都合 主 義 に流れ る もの で あ るが,そ れ に も拘 らず,労 せ ず して 高度 成 長経 済

の波 に巧 み に乗 る才 智 の方 が 受け て,兎 を尊 重 して きた き らい が あ った か ら

であ る。 私 は い ま一 度,「 兎 と亀 」とい う教育 物 語 を企 業 トップ は見 直 して,

これ か らの低 成長 経 済 では何 が大 切か を固 定観 念 や 先入 感 を去 っ て,静 か に

考 え て欲 しい もの で あ る。

わが 国 企業 で は,な か なか 科学 的 な ものの見 方 や科 学 的 力法 が 定 着 しに く

かっ た 理 由 も,実 は 余 りに も恵 まれ た環 境下 で十 分企 業 成長 が達 成 出来 た結

果 では ないか と思 う。 つ ま りニ ーズ が な かっ たか ら定 着 しに くかっ た とい う

解 釈 も成立 す るが 時 代 は 一 変 した。 これ か らは何 が 企業 に長 期 的繁 栄 と企業

成長 を斉 らすか を省 察 して,そ の道 を科 学 的 に追 求 す る こ とで ある。 力 法論

は既 に用意 され て い る。 い ま は貴 重 な第1歩 を踏 み 出 す か ど うかが 一 つ の 岐

路 となろ う。

(3)過 当 競争 と情 報

わ が 国 で は しば しば過 当 競争 とい う言 葉 が 聞か れ る。 確 か に販 売 面,経 営
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の オ ペ レー シ ョン面 では そ の よ うな外観 を呈 して い る。 しか し企業 にお け る

本 当 の競 争 とい うものは オ ペ レー シ ョン ・サ イ ドの もの では な くて,企 業 の

全 面競 争 で あ り,そ れ は研 究 開発 面か ら製 品 や サ ー ビス 内容 に至 る迄 の競 争

で はな い で あろ うか。 本 当 の 競 争 が あれ ば,同 じよ うな製 品 や サ ー ビス(競

合 品 とか,ぞ ろぞ ろ製 品 など)を 取 り扱 う同業 者 がか く沢 山 出現 し うるで あ ろ

うか。 口 で過 当競 争 を云 々 し,新 規参 入 には業 界挙 げ て反 対 す るが,一 旦 参

入 して しま うと,企 業 同士 は本 来 の競 争 を止 め て,オ ペ レー シ ョン段階 で の

競争 のみ にそ の搬 寄 せ が 行 われ,あ たか も過 当競 争 状 態 の よ うな感 を呈す る

の では あ るまい か。 わ が国 でい う過 当競 争 とい うの は企 業 の過 少競 争 の結 果

生 ま れ る現 象形 態 で,模 倣 の経 済,高 度 成 長経 済 の 落 し子 と も言え る。 企業

が 企業 らしか らぬ 競 争 を して い る こ とを猛 省 し,本 当 の競 争 を正 々堂 々 と行

え る体制 を整 え るべ き で あ ろ う。 そ の一 つ に,や は り情 報 収 集 ・評価 体 制 の

整 備,企 業 の厚 味 が 挙 げ られ よ う。 ひ と真 似 で生 き残 れ る時 代 は 終 っ た ので

あ る。

(4)コ ン ピュー タ 及 び コ ン ピュー タ 部 門へ の 期待 と情 報

コ ン ピュー タの 企業 へ の売 込 み は企 業 の近代 化 と省 力効果 とが挙 げ られ て

い た。 企 業 の近 代 化 は そ う簡 単 には 実現 出来 な い。 既 述 の如 く,高 度 成長 下

の模 倣 の 経済 では,さ して企 業 の近 代 化 を意 図 しな い で も,と にか く人並 み

の発展 を遂 げ得 られ る し,労 組 対 策 で頭 の痛 い ト ップ層 は専 ら省 力効 果 の追

求 に向け られ た。 そ こで コ ン ピュー タ部 門は 新 しい業 務 の 開発 つ ま り情 報 の

創造 よ り既存 の手 計 算 労 働 の 代替 に全 力投 球 せ ざ るを得 なか っ た。 コ ン ピュ

ー タの マ ネ ジ ャ も従 業 員 も この与 え られ た 目標 に対 しては実 に忠 実 に よ く働

い た。 それ に コ ン ピュー タ 自体 が 面 白い の で,多 少会 社か ら与 え られ た 目標

に対 して疑 問 を抱 い た と して も,十 分生 甲斐 の あ る仕 事 で あ るや に見 え た の

で ある。 か くて,コ ン ピュー タ化 は 相 当 に進ん だが,人 間 の行 っ て い る仕事

は 昔 と殆 ど変 って お らず,企 業 経 営 の深さ も厚 み の進 展 もな く,旧 態 依 然 で
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推 移 して きた。 と ころが オ イル ・シ ョック後 の 長期停 滞 期 に入 るや,つ い に

永年 の人 事政 策 の根 幹 であ った終 身雇用 制 と年 功序列 制 とが 動揺 し初 め,こ

れ か らの企 業経 営 は相 当 に変 貌 せ ざ るを得 ま い。 コン ピュー タは単 に手 計 算

労 働 を代替 す る以 外 に,人 間 で は従来 不 可能 であ った こ とを可 能 に し得 る道

具 で あ る。 コ ン ピュー タは万 能 で あ り,汎 用 の 道具 で もあ る。 そ して,こ れ

を生 か す技 法 も既 にい ろい ろ と用 意 さ れて い る。 日本 人 の創 造性 は未 知 数 で

は あ るが,経 営科 学 を初 め,企 業 の 行動 理 論,計 量 諸科 学並 び に プ ログ ラム

・パ ッケージや シ ミュ レー シ ョン言語 な ど も相 当 に整 備 され て きて お り,若 し

学 習期 間 さえ与 え られ れば,か な りの と ころ迄 急速 に ご要 望,す な わ ち各 種

技 法 を使 って の意 思決定 に役 立 つ情 報 の 創造 を な しうる能 力 を備 え得 る筈 で

あ る。 特 に コ ン ピュー タ部 門 の人材 はそ の よ うな資質 と能 力 とを潜 在 的 に十

分備 え て い る こ とを 申添 え て お きた い。

1.3情 報 利 用 の 将来

オ イル ・シ ョック以 後,正 確 に言 えば1970年 を境 と して,模 倣 の 経 済,

高度 成 長経 済 ともお別 れ,さ らに所謂 日本 的 過 当競 争 もやが て 不 成立 に な ろ う。

日本 的過 当競 争 とは企 業 対企 業 の前面 競 争 を避 け て,販 売 面 で の競 争 に搬 寄 せ

し,過 当 競 争 と呼 称 して,そ の 実,特 色 の ない競 合品 を作 りあ って安 易 な,共

存 共栄 の 実 を取 って きた こ とを意 味 す る。 そ の よ うな経 営 政 策 は これ か らの 低

成 長 時 代 には通 用せ ず,余 り大 き くな らな い パ イ をめが け て研 究 ・開発 ・製 造

・販 売 ・財 務 に わ た る全 面競 争 に発 展 す る で あ ろ う。そ こで 優 勝劣 敗 の 原 理 が

強 く支 配 し よ う。 経 営 者が 自覚 的 で あ るか 否 か は別 として,わ が 国企 業 に情 報

利 用 高度 化 へ の ニ ー ズは徐 々に 高揚 され よ う。 そ して,こ れ らの ニ ー ズ を充 足

す る企 業 ス タ ッフや コ ン ピュー タ ・ス タ ッフの 方 もこれ に応 え る資質 や 能 力 を

潜在 的 には 十 分備 え て い る。 殊 に コ ン ピュ ー タ部 門の数 学 出身 者 や理 工 学 科 出

身者 は事 務 処理 手 続 の プ ログ ラム化 で 面喰 らった り,面 白が った りす る時 期 は
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と うに過 ぎて,下 手 をす れ ば プ ログ ラ ム小僧 で一 生 を終 って しま うの で は な い

か との危 惧 もあ り,適 切 な問題 が 与え られ れ ば,そ れ こそ 勇躍取 り組 むで あ ろ

うこ とは 必定 で あ る。

企 業環 境 の激 変 か ら新 し く情 報 利 用 高度 化 へ の 対 応 を強 い られ て い る企 業 ニ

ー ズ とい う需要 側 の 要請 と
,こ れ らの ニー ズ を充 足 す る供 給側 の 資質 と能 力,

さ らに コ ン ピ ュー タ とい う道 具 の 新 しい活 用 とい う社会 的 ・人 類 的課 題 へ の 挑

戦 とい う使命 感 に燃 え て い る人 材 とが他 方 に待機 して い て,時 機 や まさ に 良 し

といえ よ う。 さ らに外 部情 報 の 手軽 な入 手 が情 報 サ ー ビス業 の 発達 と通 信 技 術

の 進歩 で ます ます 可 能 にな りつ つ あ る とい う外 部 経 済 の利 益 も見落 せ ない。

(1)デ ー タ処 理 か らの脱 皮

既 述 の 如 く,わ が 国 での コ ン ピュー タ利 用 は従 来 人 間が 手 計算 で行 って い

た デ ー タ処理 と作表 とを コン ピュ ー タで代替,置 換 す る仕事(1aboursav-

ing)が 多 くあ った 。 事務 の 機 械 化 は正 確 性,迅 速 性 及 び経 済 性 の 向上 とい

う観点 か らの コ ン ピュー タ利 用 を意図 した もの で,そ れ はそ れ な りの理 由が

あ り,更 に最 近 の 円 高 で名 目賃 金(ド ル ・ベ ー ス)が 国 際的 に著 し く高価 に

な って しま った か ら,事 務 の 機 械 化 の推 進 そ れ 自体 は国 際 的競 争 力 の維 持 の

た めに も大 変 結 構 な こ とであ る。 デ ー タは 読 取 り可能 な形式 で蓄 積 され て い

るわけ で あ る か ら,こ れ を利 用 して,新 しい情 報 を創造 す る工 夫 をす れ ば,

これ か ら沢 山の 情報 が コ ン ピュー タで得 られ るはず で あ る。

統 計 的 手 法 とい う もの は,元 来 混 沌 と した デ ー タ群 の 中か ら規 則性 や 法則

性 を見 出す こ との 出来 る技 法 で あ る。 予 測計 算 の時,わ が 国 で も統 計 的 技 法

が 企業 内 で 相 当使 われ た が,経 済 構造 の変 動 時 に は,そ の適 中率 は 当然 低 下

し,す っか り信 用 を失 って,い ま や 退化 しつ つ あ る よ うに思え る。 これ に社

会 的 風潮 と しての 数字 不 信 を引 き起 した た め,統 計 的技 法 に とって は い ま の

社 会 的,企 業 内環 境 とも,現 状 は 余 り恵 まれ て い る とは言 え ない。 併 し,一

方,ト ン ネル 内 に一条 の微 か な光 を求 め て 長 く回申吟 し,ひ たす ら きび しい減
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量 経 営 の み に活 路 を見 出す 努 力 を続 け て きた基 幹 産業 も,そ う長 くは 減 量政

策 を続 け得 な い とい う政 策 的 限 界 を意 識 してか,何 等 か の 現 状打 開の 手 段 を

別 に希 求 しだ して い る こ と も事実 で あ る。

社 内 デー タの多 くは既 に コン ピュー タ化 され てい るの で,因 子 分析,回 帰

分 析,時 系列 分析 な ど を適 宜 組 み合 わせ て,単 な る実 績 報 告 の外 に,一 つ の

コ ン ピュー タ ・ア ウ トプ ッ トが一 つ の 主張 を もち,情 報 の 受 け 手が 何 等か の

行 動 を とる ニ ー ズ を感 ぜ しめ るに た る現 象 を先 づ ・一つ 指 摘 して,次 にそ れ を

ベ ース と して徐 々に拡 大 す る こ とが 望 ま しい。 そ して,そ の 場 合,何 を実 施

す るか の対 象 の選 定 に は コン ピュー タ ・ユ ーザ ー部 門の これ ぞ と思 う人 物 と

の 協 議 が決 め 手 で あろ う。

② 科 学 的方 法 の適 用

管 理工 学 的 技 法 と しては 線 型計 画 法(LinearProgramming)他 の 数 理計

画 法,パ ー ト(PERT)やCPM(CriticalPathMethod)な どの ス ケ

ジュ リング と資 源 割 当技 法,シ ス テ ム ・ダ イナ ミックス(DYNAMO),

シムス ク リ ップ ト(Simscript)及 びGPSS(GeneralPurposeSystem

simulator)な どの シ ミュ レー シ ョン言 語 を使 用 した シ ミ=レ ー シ ョン技 法,

計 量経 済 モ デ ルや 企 業行 動 モ デ ル並 び に 外部 デ ー タ と関 連 せ しめた 統 計 的 技

法 な ど,か な り技 法 は既 に整 って い る。 当該 企 業 に適 切 な問題 を見 つ け て,

これ らの技 法 を適切 に組 み合 せ,情 報 を 創造 す べ きで あ る。80年 代 の セ ー

ル ス マ ンは枕 言葉 と して の 経済 学 や 教養 と して の対顧 客 との 会話 以 外 に,自

己 の扱 う製 品 や サ ー ビスの経 済 学 的 性 質,例 え ば 需 要の価 格 弾 力性 や エ ネ ル

ギ ーの窮 極 的 必 要量(産 業連 関分 析 の応 用 で算 出可能(注1))や 窮 極 的 労

働 必要 量(同 上)な どを知 悉 して,も っ と高度 な知的 売 込 技術 を保 有 して い

な くて は な る まい。 また 自社 の都 合 や相 手 の好 意 に甘 え る こ とな く,相 手 の

た め に な る製 品 ・サー ビス と共 に 情 報 提 供者 と・な る こ と も情 報化 社 会 に おい

て は 大 切 なこ とで,新 た な人 間 関係 は そ の ような努力 か ら生 まれ よ う。
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以 前 自社 の デ ー タを用 い て,3,000系 列 の 月別20年 間 の外 部 デ ー タ と

の 相 関分 析 でス ピア マ ンの順 位差 法 を使 って,相 関係 数 を算 出,自 社 製 品の

価 格 及 び数 量 を予 測 した こ とが あ る。 そ の方 法 はA製 品 の価格 と6ケ 月の タ

イ ム ・ラ ッグで 相関 してい るB製 品 が あ る とす れ ば,現 時 点 に お け るA製 品

の 価格(現 在 のFacts,既 知)か ら6ケ 月先 きのB製 品 の価格(未 知)を 予

測 す るの で あ る。 この方法 は産 業 構造 の変 動 が 進 行中 で あっても,過 去 の引 き

延 ば し予 測 よ りは信 頼 性 が大 と考 え られ るが,予 測値 と して算 出 した数 値 を

現 実 の経 済 の 検 定数 値 と して利 用 し必要 に応 じて修 正 を施 す こ と もで き,変

化 を注意 深 の織 り込 み なが ら予 測 し うる利 点 もあ る。 尤 も予 測 とは大 袈裟 に

言 えば,ア ダ ム ・ス ミスの 「見 え ざる神 の御 手 」に 対す る挑 戦 で あ るか ら,

そ の利用 に あた って は慎 重 を期 す る要 が あ ろ う。 そ の 利 用 にあ た って,現 場

の第1線 課 長 に対 し私 は言 うで あ ろ う,「 私 共 は この ような予測 を してみ た

が,も し,こ れ が あな たの 勘 と一 致 して お れ ば,自 信 を以 て堂 々お や りなさ

い。 若 し,わ れ わ れ の 予測 値 と勘 とが 不 一 致 な らば,私 の方 が 間違 ってい ま

し ょうか ら,勘 を と って下 さ い 」と。 企業 と して は,物 事 を堂 々 と実施 す る

こ と とお っか な び っ く りで行 うこ と との間 に は 自ず か ら成果 に差 異 が あ る も

の で,へ っぴ り腰 の 行動 が 少 な くな る ことだ け で も予 測 計算 の 効果 は あ る と

思 う。

統 計 的 技 法 とい う もの の弱 点 は 統計 的理 論 は あ って も,実 体 論 的 説 明が 理

論 的 に行 い 得 ない ことで あ る。 戦 後 第2の 肥 料 ブー ムが 完 全 に予 測 され てい

た けれ ども,十 分 な実 体論 的 説 明 が 出来 ず に 企 業機 会 を生 かせ なか った。 あ

とか ら気 が つ い た こ とで あるが,そ の 場合,世 界に お げ る代 表的 企 業 の10

社 ぐ らい を選 別 し,そ れ らの企 業 行 動 を常時 モ ニ ター して おれ ば,変 化 が あ

った と き,そ れ らの行 動 を経 営 者 の ホ ッ トな パ ッシ ョンに訴 え る方法 で ク ー

ル な統計 的 予測 の 弱 点 を カバ ーす る な どの工 夫 が 必要 であ った と反 省 してい

る。 予 測計 算 も計 算値 だ け を算 出 して い るだ け では 不 十 分 で,こ れ を如 何 に

して トップ並 び に第1線 に売 り込 む か の工 夫 が 必 要 で ある。
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自社 製品 の 出荷 量(化 学 製 品)と 一 般的 景気 変 動 との 相 関 を20年 間追 求

してみ る と,初 め は なか なか 相 関 が認 め られ なか った が,肥 料関 係 を除 いて

み る と,化 学 製 品 は 素材 産業 で あ るの で,一 般 的 景気 変動 に後 れ る こ とお よ

そ6ケ 月 の タ イ ム ラ ッグ が あ る こ とが 判 明 した。 但 し,設 備 過 剰 の 関 係が あ

ってか,景 気 の谷 の時 は著 し くタ イ ム ラ ッグが縮 少 して1～2ケ 月 ぐ らいの

遅 れ とな って い る こ とが わか った。 これは 略 々私 の事 業 経 験 と合 致 す る もの

で はあ った が,経 験 値 が統 計 的 に実 証 され る と意 外 に 自信 が深 ま る もの で あ

る。 経 験 とか勘 の貴 重 な こ とは 今後 共 変 りは ない で あ ろ う。 未 知 へ の挑 戦 は

永 遠 に続 くもの で あ るが,か って の未 知 と今 日の 未知 との 内容 は 絶 えず変 化

してお り,未 知 を既 知 に斉 らず 努 力 は人間 の務 め で あ り,そ こに 進 歩 が生 ま

れ る。

外 部 デ ー タの 自社 で の作 成 は とて もペ イ しない。 幸 い 日経 の デ ー タベ ー ス

(NEEDS)や 通 産 調 査 会 の デ ー タ,野 村 証 券 や興 銀 な どの 各 種 企 業 の 財

務 デ ー タ,さ らにNBER(NationalBureauofEconomicResearch)

やDRI(DataResourceInc.)な どの ア メ リカにお け る デ ー タ も磁 気 テ

ー プや衛 星通 信 を介 して手 軽 に応 分 の 費用 で購 入 出来 る こ とと な って い る。

そ して情 報 サ ー ビス業 の 今後 の 発 展は益 々安 価 に 外部 デ ー タが 購 入 出来る事

態 に 向 うで あ ろ うし,国 連 や 各 国政府 の デー タ もニー ズが 出れ ば,コ ン ピュ

ー タです ぐ使 え る状 態(Computerreadab1elanguage)で 手軽 に購 入 で き

よ う。 要 は これ らを十 分 に駆 使 す る能 力の 習 得が決 め手 で,そ の 有 無 が企 業

の 盛衰 ・明 暗 を分 つ とい う,所 謂 知 的技 術,頭 脳 の生 産 性 を主 体 とす る脱 工

業 化社 会,ド ラ ッカー教 授 の 言 う 「利益 の 源泉 は知識 で あ る 」とい う知識 社

会 に 向 って一 歩一 歩 前 進 して 行 くこ とで あろ う。

㈲ 経 営 戦 略 的 利 用

4～5年 前 か らわ が 国 で もPPM(ProductPortfolioMatrix)と か,

SBU(StrategicBusinessUnit)と か の 言 葉 が 企 画 部 や 調 査 部 門 で
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一般 に 使用 され る よ うに な
った。 試 み てみ る と,な か なか大 変 な作業 量 と な

る。 しか も,そ れ らを真 に生 か す た め には,製 品別,市 場 別,代 替製 品 毎 に

区 分計 算す る セ グ メ ン ト別 の計 算 が必 要 で あ る。 更 に セ グ メ ン ト毎 に研 究 開

発 費,設 備 投 資額,生 産 費,投 融 資額,販 売 費(人 件 費,運 賃,倉 敷 料 な ど

を含む),運 転 資金 な ど をキ ャ ッシ ュ ・フ ロー と して把 握す る こ とが 要 請 さ

れ てお り,従 来 か らの 財 務計 算 とそ の よ うな計 算 との二 重 計算 は今後,避 け

られ ない で あ ろ う。 しか も,こ れ か らの低 成長 経 済 に おい て は平 均 的 な もの

の 見方 か ら限 界的 な見 方 を追 加す る必要 が あ り,従 来 の 財務計 算 や 同一 管 理

基 準(投 資収 益 率,売 上 高利 益率,収 益 現 在価 値 評 価 法 な ど)の 一律 適 用 に

よる事業 評価 の 危 険 性 が 指摘 され て い る。 デー タ ・ベ ー スの 設計 にあ た っ て

は,こ れ らの要 請 を十 分 考 慮 に入 れ て デ ザ イ ンす る必 要 が あ るが,す べ て の

こ とを事 前 に ビル トイ ンす るの は無理 で あ るの で,検 索 用の よい プ ログ ラム

が 作成 され る こ とを期 待 して い る。

経 営 戦 略 的適 応 はPPMの 利 用に止 ま らない。 私 は経 営 戦 略 とは 「長 期 的

・広域 的 な観 点 か ら ,企 業環 境 の変 化 に対 して 企業 資源 の 最 適 結合 を意 図 し

た企業 構造 及 びそ の運 営 に関 す る現 状打 開 の ガ イ ド ・ラ イン また は意 思決 定

のル ー ル 」(注2)と 定 義 づ け て い る。 従 って既 述 の ア ンゾ フ教 授 の 製 品 ・

市 場 ミ ック スに 関 す る意 思決 定 とい う,狭 い範 囲 に経 営戦 略論 を 限定 して い

ない。 そ の た め に は,自 社 の 長 所 ・短 所 を対 外 的 に 見極 め,企 業環 境 の変 化

を注意 深 く監 視す る仕 事 が 登 場 し よ う。 そ して,そ の よ うに して,企 業 対

企業 の全 面 競 争 が 展 開 され,各 々そ の 長所 を生 か した製 品 とサ ー ビス とで 社

会進 歩 に貢 献 す る時 代 に突 入 しよ う。 企 業環 境 変 化 の 分析 に は外 部 デ ー タの

入手 は も と よ り,そ の事 実 分 析,価 値 分析,さ らに事 実 は事 実 を以 て語 ら し

め よ うとな る迄 に は 相 当 の試 行 錯 誤 の修 練 を積 む必 要 が あろ う。 困 難 では あ

るが,時 代 が 変 った の で あ るか ら,致 し方 なか ろ う。
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(4)企 業 環境 走 査の 試み

フ ェイ(LiamFahey)氏 と キ ング(WilliamKing)氏 との論 文 に

よる と,「 環 境 走 査(EnviromentalScanning)と は企 業 の外 部環 境 に か

け る事 象 と諸 関係 とにつ いて の 情報 で,そ の知 識 が 当該 企業 に おけ る将来 の

行動 を左 右 す る こ とで,ト ップ ・マネ ジ メン トの助け と なる情 報 を求 め るプ

ロセ ス で あ る 」(注3)と 定 義 づ け てい る。 ア メ リカにお け る12社 の企 業

につ き三 つ の理 念 型 と して,不 規 則 モ デ ル,規 則 モデ ル及 び連 続 モ デル に 区

分 して分 類 評価 を行 ってい る6こ の種 の試 み は いま始 ま った ばか りで,現 状

で は,こ れ らの環境 情報 を 長期 計 画 に 関連 づ け る とこ ろ迄 は至 ってい ない よ

うで あ るが,調 査 対 象会 社 の す べ て がそ うな る ことの 必 然 性 と必 要 性 とを認

め て いた こ とは注 目に値 し よ う。 私 共 の 会 社 の得 意 とす る プ ロセ ス制 御 で は,

(注4)人 間 に代 って コ ン ピ ュー タが 計測 器(温 度計 ,圧 力計,流 量 計,水

準 計及 び分 析計 な ど)の 動 作 状 態 並 び に プ ラン トの動 作 状 態 を1日24時 間

監 視 して い て,異 常 が あれ ば,す か さず プ ラン ト運転 者 に ブザ ー を吹 鳴す る

と同時 に赤 字 で タ イプ ・ア ウ トして 適切 な人 間行 動 を始 動 せ しめ る。 異 常 が

な け れば,「 便 りの ない の は 良い 報せ 」とい うわ け で,既 に リポ ー テ ィ ング

の 例 外化 の 試 み は実施 ず み で あ る。 デ ー タ収 集 は実 は デ ー タ削減 を伴 なわ な

い と意味 が ない。 大 脳 の レ ン トゲ ン写 真 に お い て,コ ン ピ ュー タで ノ イズ を

除去 して,よ り鮮 明 な画 像 が 得 られ るの と同様 で ある。 外 部 デ ー タの活 用 は

や が て環 境 の 常時 モ ニ ター制 度 と しての 例 外 原理(ManagementbyExce-

ption)の 活 用 へ と進 展 し,次 い で,そ の よ うなデー タや プ ログ ラム ・パ ッ

ケ ー ジの市 販 へ と進 展 す る で あ ろ う。 た だ問 題 は企 業環 境 の 事 実 関 係 は 明 ら

か とな って も,価 値 関 係,評 価 の 問 題 は依 然 と して残 され て お り,企 業経 営

は 人 間 の リス ク ・テイ キ ング で あ る とい う基 本 関係 に は変 化 が ない。

⑤ サ イ モ ン教 授 の提 案

1977年9月 に来 日され た,ノ ーベ ル賞 受 賞 のサ イモ シ教 授(Herbert
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ASimon)は 二 つ の 新 しい 提 案 を試 み て い る。 一 つ は 代 替 的 シ ナ リオ を 利

用 す る 分 析 的 情 報 シ ス テ ム(AnalyticIntormationSystem)で あ り,他

方 は 非 数 値 的 情 報 を 自動 処 理 す る 非 数{直 情 報 自動 処 理 シ ス テ ム(Systems

forAutomaticHandlingofNonnumericalInformation)と で あ る

(注5)
o

分析 的 情 報 シス テ ムの構 想 は 「外 部 事 象 を種 々の仮 設下 にお い て,そ れ ぞ

れ異 な った 政 策 が どの よ うな結果 を生 む か とい う代替 的 シ ナ リオ を試 み る こ

とで あ り,か くす る こ とに よって生 起 しそ うな事 象の パ ター ンの 中か ら望 ま

しい政 策 の 選択 と万一 不測 事 態 が 発生 す れ ば,そ の災 拒 を避 け うる政 策 を選

択す る こ とが 出来 よ う 」と。 そ して,モ デ ルは な るべ く簡 単 な線型 モ デ ルで

よい ので あ って 事 象 の タ イム ・パ ス(TimePath)を 追 わ ない,弾 力 的 モ

デ リング を推奨 され てい る。OR(OperationsResearch)の 初 期 モ デ ル

化 に返 った よ うな 気が す る。

次 に非 数値 情 報 自動 処理 シス テ ムに就 い て は既 に1960年 代 か ら同教 授

はそ の こ と を考 え られ て いた よ うで あ るが,コ ン ピュー タで即 座 に処 理 可 能

な形 態 で の 媒 体(computerreadablelanguageの 媒 体,具 体 的 な例 と して

は記 録 済 み の磁 気 テ ー プや磁 気 カー ドな ど)と 人 間語 の媒 体(書 籍,雑 誌,

新 聞 な ど)と の2種 類 の媒 体 の 市場 同 時 流 通 を考 え て お られた 。 ま た現 在 は

コ ン ピュー タ ・リー ダ ブル な媒体 の 方 が 量的 に 少 な いけ れ ど も,や が て はそ

の 方の 量 が 人 間語 の 媒 体 に比 し多 くな る と も予 想 され てい た。 自動抄 録 シス

テ ム とか,電 子 郵 便 シス テ ム,コ ン ピュー タ に よる情 報 ・デ ー タの フ ィル タ

リング(filtering)な どが そ の 内容 を なす よ うで あ る。 人 間は 必 要 な と き

に,フ ァイ ルか ら人 間語 で情 報 を取 り出せ ば 良い の で あ って,コ ン ピュー タ

対 コ ン ピュ ー タの 通信 は コン ピュー タ用 言 語 で よい との立場 の よ うで あ る。

売上 代請 求 書 は わ が 国 で も既 に磁 気 テ ー プの授 受 とな ってい る こと を思 えば,

そ の よ うな世 界 もやが て到・来す るで あろ う。

こ こで注 意 しなけ れば な らぬ こ とは英 字 に比 して文 字 数 の圧 倒 的 に大 な る
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漢字 を利 用す る 日本 人 を含 む ア ジア民 族 に とって は,将 来 に おけ る情 報格 差

を如 何 に して縮 少 す るかが 問 題 で あ る。 相当将 来 の こ とは,こ の格 差 もまた

コ ン ピ ュー タで無 視 出来 る程 度 に 必ず な し うる と思 う し,表 意 主義 の漢 字 は

表 音 主 義 の英 字 や カ ナ文 字 に 比 し,勝 れ た とこ ろが 多 々 あ る と思 われ るが,

こ こ当 分 の 間は 相 対 的 にか な りの不 利 を 惹起 し よ う。 サ イ モ ン教 授 はテ キス

トも 自宅 の コン ピュ ー タ端末 機 を使 用 して作成 した といわ れ るけ れ ど も,日

本 語 の テ キス トはそ の よ うに は まだ 作 成 出来 ない。 ま た端 末 機 の キ イ ・イ ン

は 人間 語 の テ キス トの外 に同 時 に コ ン ピュー タ ・リー ダ ブ ルな テ キス トが 作

成 され た こ とを意 味 し,そ れ は他 の コ ン ピュー タ との 交 信 は 勿論,コ ン ピュ

ー タ ・ リーダ ブル な媒 体 と して 流通 可 能 で ある点 が強 い。 わ れ わ れ 日本 人 は

そ の よ うな比 較 的劣 位 を如 何 に して 克 服す るか,短 期 ・長 期 の 情報 戦 略 ・戦

術 が国 も企 業 も個 人 も国 際 競 争上 必 要 で あろ う。

⑥ 定性 的 情報 と定 量 的情 報

これ まで コ ン ピュー タの 将来 にお け る適 用業 務 に成 長 す る 見込 みが 大 き く,

しか も情報 の 創 出に 関係 す る各種 の 技 法 につ いて 論述 して きた。 そ こで情報

の 源 で ある デ ー タ も定 量 的 な もの に限 られ て きた。 しか し ドラ ッ カー教 授 も

か つ て述 べ てい た よ うに,企 業 トップに必 要 な情 報の90%は 非 数値 的 な定

性 的 情 報 で あ る と。 ま た サ イモ ン教 授 も「企 業 トップに とっ て重 要 な情 報は,

そ の多 くとい う よ りはそ の す べ てが 企 業 内活動 と財 務処 理 に 関す る企業 内 記

録 か らの情 報 より も企業 の 外 部 に発 生 す る情報 で あ り,そ の情 報 の 多 くは数

値 的 定 量情 報 では な く,例 え ば 新 聞,業 界誌 あ るい は雑 誌 に掲 載 の叙 述 文 形

式 の もの で あ る(注6)」 と言 って いる。 そ こで,こ の小 論 の 終 りに あ た っ

て非 数値 的定 性 的情 報 につ い て,日 頃 考 えて い る こ との一 端 を 申 し添 え て む

す び と した い。

先 ず 第1に 本 当 に大 切 な情報 とい う ものは金 では 買 え ない とい うこ とで あ

る。 情 報 の世 界 は相 互 依 存(giveandtake)の 社会 で あ る。 書籍 は1年 以
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上の 遅れ が あ り,雑 誌 は3ケ 月以 上 の 遅れ を伴 うもの で ある。大 切 な 情報 は

入 間 が運 ぶ もの で あ り,人 間 と共 に あ る。 従 って大 切 なの は 人間 との 知識 ・

情 報 の 交流 で あ り,な るべ くレベ ルの 高 い情 報 の ネ ッ トワー クの一 員 とな る

こ とであ る。 勝 れ た情 報 の ネ ッ トワー クに 参加 す る 資格 は何 等 か の点 で他 人

の追 従 を許 さ ない 専 門分 野 を持 ち,そ の専 門知 識 に よ って ネ ッ トワー ク全 体

の レベル ・ア ップに寄 与 し うる可 能 性 が 必要 であ る とい う事 で あ る。

第2に これ か らの 知識 人の 責任 は 社 会 や 企業 や仲 間 を ミス リー ドしない こ

とで あ る。 そ の ため に は古 い情 報 は 絶 え ず 更新(update)す る責任 を持 つ

こ とに な るが,そ の よ うな努 力 を絶 え ず 個人 で続 け て いた ら,と て も身 が持

て ない。 そ こで ネ ッ トワー ク にそ の更 新 を専 門分 野 別 に委 ね る こ とで あ る。

そ して必要 に応 じて,自 分 の 知識 ・情 報 の 内容 が 誤 って いな いか ど うか を確

か め る こ とが必 要 であ る。 そ して その こ とが今 後 の 知識 人の 最低 義 務 で あ る

と思 うの で あ る。

第3に,個 人 の蓄 積 としての 知識 量 ・情 報量 は有 限 で あ り,必 要 に応 じて

検 索 し,動 員 し うる能 力 を重 視 すべ きで あ る。 最 高の 情報 源 は 人 と人 との 交

流 の場,つ ま り情 報 の入 間 に よる ネ ッ トワー クで あ り,コ ン ピ ュー タ もデ ー

タ も意 思 決 定 モ デ ル も科 学 的手 法 もす べ て,そ の よ うな ネ ッ トワー ク と意 思

決 定 者 の意 思決 定 を支 援 す る ため の もの で あ る こ とを特 に 申 し述 べ て お きた

い。(石 原委 員担 当)

注1松 木 星,吉 田 共 著,「 石 油 高 騰 化 の 化 学 工 業 へ の 影 響 」,化 学 経 済6月 号,1974

注2拙 稿 「経 営 戦 略 一経 営 意 思決 定 」,日 本 科 学 技 術 連 盟 発 行 「エ ン ジニ ア 」 誌1977年

7月 号 所 載

注3・ 拙 稿 「経 営 計 画 の た め の 環 境 走 査 に つ い て 」,日 本 能 率 協 会 発 行MTSリ ポ ー ト1978

年2月1日 号,LianlFahey&WilliamR.king:EnviromentalScann-

ingforCorporatePlanning,``BusinessHorizons,,,AUG.1977

注4``TheRealMeaningofProcessControlbyComputerstothe

ProcessIndustries,ChemicalEconomy&EngineeringReview

JULY/AUG.,1976Vol.8,No.7,8(No.97)
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注5,注6Herber.tA.Simon:

tion-richSociety,

1977

OrganizingandManag.inginan.Informa-

SangyoNoritsuTankiDaigaku,sText.'
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2.産 業構造の変化に対する情報システムの役割 り

2.1技 術 の進 歩 と情報 シ ス テ ムの 進 化

現在,コ ン ピュ ー タ業 界 は 厳 しい 競争 の 中 に あ る。 コ ン ピュー タに関 連す る

技 術革 新 は,め ざま しい もの が あ り応 用 分野 の裾 野 は急 速 に拡 大 しつつ あ る。

さ ま ざま な製 品 に組 み込 まれ始 め つつ あ る マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサの 発達 と,端

末 装置 か ら通信 回 線 を介 して大 型 コン ピュー タ を直接 利 用 しうるデ ー タ通 信 の

普 及に よって,コ ン ピ ュー タの イ メー ジは 大幅 に変 化 しつ つ あ る。1980年

代 中期 に 予 想 され て い る コン ピュー タお よび そ の 関連 産 業 の動 向 を図1-2-

1に 示 す。

技 術

・マ イ ク ロ プ ロセ ッサ ー

・衛 星 通 信

・光 通 信

・ノ ン イ ンパ ク ト

・バ ブ ル メモ リ ー

・大 容 量 デ ー タ ベ ー ス

真 の ユ ー ザ ー が 現 場

へ 移 り 市 場 構 造

が 変 化

情報関連業界

・高 性 能 タ ー ミ ナ ル

・分 散 処 理

・オ フ ィス ・オ ー トメ ー

シ ョン

・電 子 郵 便

・フ ル タ ー ン キ イ シ

ス テ ム

・業 界 別 トー タ ル シ ス

テ ム サ ー ビス

ユーザー

・新 しいア プ リケーシ,ン:CAD/CAM,企 業 間 システム,医 療情報 シス

テム等価値 の創 造

・組織制度の変更:専 業化 ,協 業化,階 層化

・コン ピェータ利用パターンの変更:経 営理念 との一致

・選択基準の変化:ト ータル ライフサイクル コス ト

・予算 と費用配分のパター ンの変化:CPUか ら ター ミナルへ

図1-2-180年 代 におけるコンピュータおよび関連技術の変化 とそのインパク ト
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通 信 と コ ン ピュー タの 結 合は,情 報 を動 か す能 力 の画 期 的 な拡 大 を意 味 す る

もの であ る。 この ことは,情 報 シ ス テ ム とい う言葉 の内容 を充実 させ,本 質 的

な重 要 性 を増 加 させ る最 大 の 要 因 とな って い る。 世 界最 大 の コ ン ピュ ー タ ・メ

ー カーで あ るIBM社 は ,昨 年 新 しい コン セ プ トに よる 分散 処 理 方式 の 新 シス

テ ム を発 表 した。 これ まで の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムに 代え て あ えて情 報 シス

テ ム とい う呼称 に 変更 した こ と,ま た セ ー ルス ・ポ イン トを 「組 織 の 活 動 に 対

応 した コ ン ピュー タの 配 置 」へ切 り換 え て来 た こ とも,80年 代 の 課 題 が,70

年 代 と異 な った ア プ ロー チ を必 要 とす る こ とを示 唆 す る もの と考 え られ る。 技

術 的 な面 で は,大 規模 な組 織 体 に お い て,組 織 の神経 系 統 と しての役 割 り,つ

ま りす べ て の オ ペ レー シ ョナ ル な事 務 処 理 を引 き うけ る こ とが 可能 とな って来

て い る。

経 済 活 動 の 多 くの構 成 要 素が 通 信 回線 に よって結 合が 可 能 とな る とい う現 実

は,こ れ まで 考 え られ な か った 新 しい 企 業 また は 産業間 の シス テ ム化 を可 能 と

す る。 新 しい 価値 の 創 造 が 可能 とな るが,こ の こ とは これ まで の 産業 構 造 に大

きな 変化 を起 こす 直接 の インパ ク トと な る もの と考え られ る。 新 しい 技 術 の実

用 化 で 重要 性 を増 しつ つ ある情 報 シス テ ムが,80年 代 中期 の 産 業 構造 の変 化

に どの よ うな役 割 りを果 す こ とが 可 能 か,ま た 果 さねば な らない か を以 下考 察

して み る こ とにす る。

2.2産 業構造 の変化 の課題

日本 の産 業 構造 は,昭 和30年 以 降 約20年 間 つづ いた 高 度成 長 に よ って,

中 進国 型 か ら先進 国型 へ と次第 に進 化 を してい る。 図1-2-2は 産 業構 造 の

変 化 の過 程 を示す もの で あ る。 この 間,一 貫 して第 一 次産 業 の 構成 比 が 低'下 し、

第 三 次 産業 の 構成 比 が増 大 す る とい う傾 向 が継 続 して い る。 この ま ま行 け ば,

80年 代 の 中期 に は,現 在 の米 国 の よ うな パ ター ンへ 移行 す る こ とが 予 測 され

る。 重化 学 工 業 型 の産 業 構造 か ら,知 識 集 約型 の 産業 構造 への 変 化 が 必 要 な専
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(構 成 比 ・%)

昭和30年 度

(日 本)

40年 度

(日 本)

50年 度

(日 本)

50年 度

(ア メ リカ)

第1次 産業 22.8 11.2 6.7 3.6

第2次 産業 29.0 37.0 35.6 31.7

第3次 産業 48.2 51.8 57.4 64.7

図1-2-2産 業 構 造 の 推 移

態を迎 えている。

一方
,貿 易構造 の面では,日 本の これ までの輸 入は原材 料 ・燃料 ・食糧 など

第1次 産業に属す るものが主体で あ り,輸 出は鉄鋼 ・船舶 ・電気製品な ど第2

次産業に属す るものが主 力となって居 り,国 際経済 社会 の中で 日本は生産資源

の付与条件 に依存す る垂 直分業的 な役割 りを果 して来た。 このことは,国 際的

な社会での貿易収支 のア ンバ ランス をもた らす主要な原 因 となっている。 中進

国の追上げ,開 発途 上国への援助 などの問題 を含 め,国 際的なバ ランスを回復

して行 く・ことは国家 レベルでの 日本の重要 な課題 とな ってお り,国 際経済社 会

の中で知識や技術 の蓄 積のちがいに もとつ く水平 分業的 な産業構造 への移行が

必要 な時期 に来 ている。

国 内において,輸 出に関係の ない分野では第3次 産業 を含めて,極 めて非効

率 な分野が依然 と して残 され てお り,日 本の社会構造 としてはいわゆる重層構

造 となってい る。既 に,日 本の名 目賃金は ヨー ロッパの水準を抜 き,米 国の水

準 に近づ きつつある。 これ までの よ うに,欧 米の模倣 だけ ではすまされ ない事

態を迎えている。

産業構 造の転換 とい う課題は,本 質的 には既得権 のバ ランスの修 正の問題 で

ある。 産業構造が先進国型へ変化 して行 く過程の中で,合 理化 を進展させ るた

めには,企 業単位 の問題 を超 えて国家 レベルでの政 策を必要 とする要件が増加

す るもの と思われ る。急激な変化は避け なければ な らないが,長 期 的には正 し
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い 方向 へ 体 質 を変 化 させ て 行 くこ とが 必 要 とな る。 いつ どの よ うに変 化 させ る

べ きか は,重 要な戦 略 的 な課 題 とな る。

2.3製 造 工 業 の 変 化

産業 構 造 が 先 進 国型 へ 変 化 して行 く場 合 で も,第2次 産業 の主 体 で あ る重 化

学工 業 は存 続 させ て行 く必 要が あ る。 重 化 学 工業 が 存 続 して行 くた め に は,

・高 度 の 技 術力 を必 要 とす る製 品 の生 産

・コ ン ピュ ー タ化 され た 省 力化工 場 に よる生 産 コス トの低 減

の 二 つ の 事項 を実 現 しなけ れ ば な らない と考 え られ る。 特 に製 造 工 業 は,化 学

プ ラン トの場 合 と異 な り これ ま で 自動 化 が困 難 な 特性 を もつ業 種 が 大 部 分 を 占

め て い た。 国 際競 争 力 の観 点 か らは

・先 進 国 の シス テ ム化 され た機械 労働 力

・中進 国 ・開 発 途 上 国の安 価 な労 働 力

の コス ト ・パ ー フ ォー マ ンの比 較 が,重 要 な チ ェ ック ・ポ イ ン トとな る。

(単
に コス トだ け で な く,国 際 的 な視 野 での水 平 分業 体 制 の あ り方 につ い て は,

相 手国 の メ リ ッ トも考 え た政 策 に そ った長 期 的 な ビジ ョン に基 づ い て具 体 策 を

実施 して行 くこ とが 必 要 と な る。

・資 源 多 消費型 か ら知識 集 約型 へ

・中進 国 ・開 発途 上 国 で生 産 可 能 な もの は 漸次そ の 国 での生 産 へ

移 行 して行 くこ とが,長 期 的 な ビジ ヲンの 基 本 に な る もの と考 え られ る。 この

時 代 に対 処 す るた め の製 造 工業 の解 決 すべ き課 題 は知 的 生 産性 の 向上 と トー タ

ル な製 造 コス トの 低減 の二 つ に な る。

知 的 生産 性 向上 の 問題 解 決 に は,新 しい技 術 に よって 強 化 され つつ あ る情 報

シ ス テ ムの有 効 性が 大 きな役 割 りを しめ る もの と期 待 され て い る。

・各 種 実験 ・計測 ・解析 の 自動 化

・コ ン ピュー タに よる シ ミュ レー シ ョン技 術 の発達

一29一



な どに よって,研 究 開 発 面 での 知 的生 産性 は 大幅 に 向 上 して 行 くもの と考 え ら

れ る。

・対 話型 計 算 処理

・コン ピュー タ ・グ ラフ ィ ック ス

・製 図 自動 化

・エ ン ジニア リン グ ・デ ー タベ ー ス

な どに よって,設 計 部 門 の生 産 性 向上 も実 現 す る こ とが 可能 とな り始 め る。 特

に これ ま で殆 ど着 手 され てい なか った個 別受 注 生産 型 の企 業 で,受 注 に直結 し

た 上流 設計 の 分野 での シス テ ム開 発 が,企 業 の重 要 な戦 略的課 題 と して ク ロ ー

ズ ・ア ップ され て くる もの と予 想 され る。 図1-2-3は,1981年 を 目標

に米 国 で 開発 され て い るNASAのIPAD(IntegratedProgramsfor

Aerospace-vehicleDesign)の 開発 目標 を示 した もので あ る。

工場 の生 産 性 向上 面 で は,従 来 特 に 自動 化 が進 展 しなか った 多 品種 小 量 生 産

の 合 理化 が挑 戦す べ き課題 とな る。

設計の価値 ・成果

新 システ ムの 目標

、 !

新 シス テ ム

従来の方法

所要期間

図1-2-31PADの 開 発 目標
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・ ロボ ッ ト

・NC工 作機 械

・マ テ リアル ・ハ ン ドリング 自動 化

・自動 試 験装 置

・デ ー タ収集 自動 化

な どの実 用化 ・低価 格 化 で,現 場 直 接 作業 の生 産 性 の向上 が 実 現 可能 とな り,

工 場 内 の非 人 間 的 作業 の 機 械 化が 進 展 して 行 くもの と予想 され る。

製造 工 業 に お け る情 報 シス テ ムは,単 な る機 械 的 な 自動 化 では な く,人 間の

意 志 に よ って 自 由に稼 動 させ る こ とが 可能 な シス テ ムと して 開発 して 行 くこ と

が 必 要 とな る。

企 業 経 営 の 側 面 か らは,経 済 的 な採 算 性 が重 要 な チ ェ ック ・ポ イ ン トとな る

が,こ のた め に は事 業 化 ・協 業 化 を進 め て行 くこ とが重 要 な 要件 とな る。 生 産

・販 売 ・物 流 を考 慮 に入 れ た企 業 間 シス テ ムの 実 現が ,こ れ か ら先,先 進 国型

へ 産業 構 造 が 変 化 して 行 く中 で,生 きの こるた め の重要 な企 業 の戦 略 的課 題 の

一 つ とな る もの と予想 され る。

2.4物 流 シ ステ ム の合 理 化

物 流合理 化 の 問題 は,個 別企 業 内 の 問題 と して は,販 売 ・仕 入 ・生 産 ・保 管

の 諸 活動 を有 機 的 に連動 させ る問 題 で あ り,社 会 的 な観 点 か らの 問 題 と して把

え る と,製 造 業 ・卸 売 業 ・小 売業 ・消 費 者 に また が り,金 融 業 ・輸 送 業 な ど と

も関 連 を もつ広 範囲 の 問題 を カバ ー す る課 題 とな る。

この問 題 の 解決 に対 して,情 報 の 流 れ を シス テ ム化す る こ とが,不 可欠 の要

因 とな る。 本格 的 な物 流 コス トの 低 減 を考 え る場合,電 話 や テ レ ックス 等 に よ

る情 報 の流 れ を管理 す る こ とだけ で は 追 い つけ な くなる事 態,つ ま り,通 信 と

コ ン ピ ュー タの 結合 が 必 要 な 前提 として大 き くク ローズ ・ア ップ され る。

80年 代 は,低 成 長 の 時 代 とな る こ とが世 界的 な予測 とな って お り,低 成長
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の 時 代 に は,売 上 げ増 加 に伴 な う利 益 の拡 大 に頼 る とい う事態 か ら脱却 し,合

理化 に よる コス トの 低減 を行 う ことが,企 業 経 営 に 必 要 な課題 とな る。 この よ

うな 見地 か ら考 え て,物 流 シス テ ムの 合 理化 は80年 代 の最 大 の課 題 の一 つ に

な る もの と考 え られ る。

個 別 企 業 の 問題 と して,販 売 と生 産 の 一 貫 した シス テ ム化 は,非 常 に重 要 な

課題 とな る。 一 般 的 に 業務 の 運 営上

・生 産 と販 売

・発 注 と受 注

の バ ッフ ァ と して,在 庫 は不 可欠 の 要 素 で あ るが,通 信 と コ ン ピュー タの 結合,

と くに大 容量 デ ー タベ ース の実 用 化 は,仕 入 ・生 産 ・在庫 の諸 活 動 の タイ ム リ

ー な コン ドロー ル を可 能 とす る。 製 品 在庫,中 間製 品在 庫 等 の 内容 を常 時 把 握

し,販 売 と仕 入 の タ イ ミングのつ れ に よる ロス を減少 させ,企 業 の利益 の 確 保

に大 きな役 割 りを果 す こ とが可 能 とな る。

社 会 的 な問 題 と して も,輸 送 手段 の進 歩,保 管 技 術 の 進歩 は,商 圏 の拡 大 を

招 き,そ れ に伴 ない 情報 の 収 集 ・伝 達 の 範 囲 を全 国 的 な レベ ルへ,更 に全 世 界

的 な レベ ル と拡 大 して来 てお り,企 業 間 シス テ ムの 生 成 と発 展 が 期待 され る。

物 流 シス テ ムの 合 理 化 には,情 報 化 と同 時 にそ の前 提 条 件 と して,新 しい タ

イプの 流 通 セ ン ター構 想 を推 進 して 行 くこ とが 必要 とな る。

・配 送 セ ンタ ー

検 品 一 仕 分 け 一 出荷

・流 通 セ ン ター

荷 受 け 一 保管 一 品 揃 え 一 出荷

の 二 つ の タ イプの セ ン ター を必要 に 応 じ整 備 して行 くこ とが必 要 とな る。 特 に,

後 者 は,直 送 のた め の流 通,垂 直 共 同型 の流 通 な どマ ー ケ ッテ ィング戦 略 とか

らん だ物流 シス テ ム と して,流 通 業 の 合理 化 に 新 しい 問 題 を なげ か け る もの と

思 われ る。

企 業 間 の シス テ ム化 は,物 流 合 理 化 の基 本 と な る重要 な要 件 で あ るが,金 融
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業 の オ ン ラ イ ン化 の規 制,電 々公 社 の ネ ッ トワー ク構 築上 の法 的 規 制 な ど,多

くの改 善 して 行 か な けれ ば な らない 行政 ・制度 面 での問題 を含 ん だ もの とな る。

相 反 す る利 害 の バ ラ ンス を と りなが ら,全 体 と して社 会 へ新 しい 技術 の恩 恵 を

もた らせ る よ うな方向 へ,行 政 ・制度 面 の 規 制 を改善 してい くこ とが,国 家 レ

ベ ル で の重 要 な課 題 とな る もの と考 え られ る。

2.5情 報 に関連す る産業構造 の変化

超LSI,衛 星 通 信 ・光通 信,バ ブル ・メモ リー等 メモ リーの低 価 格 化,タ

ー ミナ ルの 多様 化 ・高 性 能化 な どに よ って ,コ ン ピュー タ技 術 はす べ て の 産業

・日常 生 活 のす み ず み ま で普 及 して行 くもの と予 想 され る。

1台 の コ ン ピュー タで,大 量 処理 を行 っ た時 代 か ら,通 信 回線 を介 して 即 時

に 回答 を引 き出 す オ ン ラ イン処理 の時 代 へ,さ らに機種 の 違 うコ ン ピュー タや

ター ミナ ル を相互 に通 信 回線 で つ な ぎ,遠 く離 れ たい ろい ろ な ター ミナ ルか ら

多 くの コ ン ピュー タ を共 同 利 用 し うる 「第4世 代 」へ進 ん で来 た 。

これ らの技 術 の 進 歩 につ れ て,コ ン ピュ ー タ ・メー カー 自身 は既 に 大 きな構

造 上 の 変革 を実 施 して い る。 ま た,'こ れ に 伴 な ってそ れ に 関 連 す る関 連 産 業 も,

大 きな変 化 を とげ つ つ あ る。

コ ン ピュー タの 技術 革 新 の 進展 に よって,情 報 関連 産 業 の構 造 は

・高性 能 ター ミナ ル

・オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン

・業 界別 トー タル ・シス テ ム ・サ ー ビス

等 の 実 用化 を軸 と して,大 き な変 革 を強 制 され る もの と思 わ れ る。

企 業 内 コ ン・ピュ 一 夕部 門 も,そ の 役 割 りが 次第 に進化 して行 くもの と考 え ら

れ て い る。 図1-2-4は,技 術の 進 歩 と コ ン ビ=一 夕部 門 の所 掌 業 務 の 変 化

の過 程 を予 測 した もの で あ る。 コン ピュー タ担 当の マネ ジ ャー は,情 報 システ

ム ・サ ー ビス担 当 の マ ネ ジ ャー と して,コ ン ピュー タと通 信 の結 合 を統 轄 して
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EDP担 当

マネンヤー

ISS担 当

マ ネ ンヤー

企業内部 情報関連業界

電子郵便 実用化 電子郵便サービス

オ フ ィス.オ ー トメー シ ョン

業 界 別 トータル・ンステム・サー ビス

年代一
図1-2-4EDP部 門の所掌業務の変化

行 くこ とが 予想 され て い る。

2.6企 業 内に お け る コン ピュ ー タの役 割 の 変化

単 純 作 業 にお け る ロー コス ト化 の た め の 自動 化,大 容 量 デ ー タベ ース の実 用

化 に よる企 業 内 経営 情 報 の 一元 化,衛 星通 信 の利 用 に よる世 界的 規 模 で の距 離

と時 間 の壁 の解 消等 に よ って,企 業 内 にお け る コン ピュー タの役 割 りは,従 来

の コ ン ピュー タの有 効利 用に よる経 営 効 率 の改 善 とい う戦 術 的 な ものか ら,新

しい マ ネ ジ メ ン ト ・ツー ル と して 企業 内の オペ レー シ ョナ ル な業 務 処 理 の 中 枢

神 経 系 として 位置 づ け られ る戦略 的 な ものへ 変化 しつ つ あ る。

既 に,IBM社 もDEC社 も,と もに80年 代 の コ ン ピュー タ処 理の 中心 課

題 で あ る分 散 処 理方 式 につ いて,分 散 処理 は マ ネ ジ メ ン ト ・テ ク ニ ックであ る

と定 義 して キ ャ ンペ ー ンを開始 して い る こ と も興 味 の あ る と ころ で あ る。

経 営 の近 代 化 の 方 向 は,計 画 機 能 の思 い切 った 集権 化 と,オ ペ レー シ ョナル
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な機 能 の徹 底 した分 権 化 であ る。 第4世 代 の コン ビL－ 夕は,こ の ため の ツー

ル と して有 用 で あ る ことが 必要 な要件 とな る。 人 事 組織 の コン トロー ル と同 等

に,経 営理 念 と コ ン ピュ ー タの アー キテ クチ ャを一 致 させ,こ れ を 中央 で強 力

に コン トロー ルす る こ とが重 要 な命題 とな る もの と考 え られ る。

2.7ト ッ プ ダ ウ ン ・ア プ ロ ーチ の 必 要 性

通 信 と コ ン ピ ュー タの 結合 した,情 報 シス テ ムが 経営 に根 をお ろ して来 る と,

従 来 の 官 僚 的 な階 層 構 造 は 変容 して階 層 の少 な い もの とな ら ざる を得 な い。

・第1線 の管 理 者 と ト ップが 直結 す る

・ トップ を サ ポ ー トす る ス タ ッフは情 報 シス テ ムの 統 轄 とコ ン ピ ュー タ

を駆 使 して 仕 事 を して ゆ く専 門職 とな る

こ とが 予 想 され る。

この よ うな革 新 は,稟 議制 度 に基 づ くボ トムア ップ ・ア プ ロー チで は実 現 は

不 可 能 と考 え られ る。 本 質 的 な意 味 で,革 新の 実 施 は トップ の他 に委 譲 出来 な

い 重要 な フ ァン クシ ョンで あ るが,こ の よ うな観 点 か ら考 え る と,シ ス テ ム開

発 を トップダ ウ ンで行 うた め の手 法 の確 立 が重 要 な意 味 を持 って くる。

い つれ に して も,新 しい技 術 の恩恵 は既 存 の シス テ ム を全 面 的 に 改 革 しなけ

れ ば受 け られ な い と ころに 最大 の問題 点 が あ る。 革 新 を売 る こ とが,知 識 集 約

型 産業 の 主要 な ビジネ ス とな る もの と予想 され る。

民間 企業 が 減 量経 営 で苦 しん でい る現状 で も,国 家 レベ ル の課 題 で あ る行政

改 革 の 問 題 は殆 ど進展 して い ない。 技 術的 な面 で は,近 い将 来 この 問 題 の 解決

を実 現 し うる 可 能 性 は非 常 に大 きい と考 え られ る。 この た め に は,米 国 の カル

フ ォル ニ や州 の 納税 者 の反 乱の ように,生 産 性 の 向上 が な く高価 な政 府 へ の ク

レー ムを世論 と して盛 り上 げ,政 治 レベ ル での 意 志 決定 が な され る よ うに働 き

か け て行 くこ と も必要 な事 項 に な る もの と思 わ れ る。

新 しい技 術 は,新 しい価 値 を もつ シス テ ム の創造 を可 能 と して来 つ つ あ りま
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す 。 これ に よって,既 存 の 産業 の機 能 と構造 は,根 本的 な面 での 変化 を 必要 と

す る時 代 を迎 え つ つ あ る こ とは,疑 い の ない事 実 で あ る。 経 済 の よ り多 くの 構

成 要 素 を通 信 回線 に よって有 機 的 に結 び つ け て行 くため に は,政 策 的 に法 的 規

制 の あ り方 を再検 討 して 行 くこ とが 必 要 とな る。 行 政 面 で も,企 業経 営 の 面 で

も,長 期 ビ ジ ョンに基 づ く段 階 的 な問 題 解決 型 の ア プ ロー チが 必 要 とな る。

明確 な長期 ビジ ョンの確 立 と,人 間 の 能 力の 活用 ・行動 の革 新 が,80年 代

に 必要 とされ るダ イナ ミ ックな産 業 構 造 の 変化 に対 処 して 行 くため の,最 も重

要 な命題 に な る もの と考 え られ る。(綾 委 員 担 当)
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3.企 業 における情報処理の利用環境

3.1概 要

産 業 界 と くに一 般 的企 業 の情 報 処 理 化 は,1980年 代 に入 り,急 速 に変 貌

して 行 くもの と考 え られ る。

これ ま での 企 業 に お け る情報 処理 は,経 済 が 高度成 長時 代 で あ り,且 つ,ハ

ー ドウ ェア
,ソ フ トウ ェアの 発展 の過 程 に あ った た め,そ の対応 の 仕 方 は,画

一 的 な進 み 方 をた ど って きた。

ま た,企 業 経 営 上 に おい て も,経 営 計 画 を単 な るハ ウ ソー とみ なす 一 般 的傾

向 に あ ったた め,そ の システ ム化 の 方 法 も,他 社 の手 法 を模 倣 す る こ とが 多か

った。

そ の画 一 的 な シス テ ム化 の方 向 の 中 で,コ ンピュー タを 中心 と した情 報 処 理

化 は,企 業 経 営 上 の手 段,ツ ー ル と して,省 力化 な らび に事 務処 理 の効 率 化 を,

ス ケ ール メ リッ トとい う面 で と らえ て,一 応 の 成果 をあげ て きた こ とは事 実 で

あ る。

これ が急 激 に 低 成長 時 代 へ移 行 され た こ とに よ り,こ れ か らの企 業 経 営 は,

経 営 計画 を独 自の システ ム と して 自主 的 に構 築 す る ことが 必 要 とな る で あ ろ う。

1970年 代 後半 まで の 企業 経 営 は 、 トップの 有能 で,且 つ確 固た る経 営理

念 に よ って 維 持 され 発 展 して きた と言 え よ う。

しか しなが ら,今 後 の環 境 変 化速 度 の 加速 化 時 代 にお い て,企 業 がそ の変 化

に 的 確 に対 応 す る ため には,そ れ ぞ れ が独 自の方 法 で,シ ス テ ム的 に 意思 決定

を行 う必要 が 生 じて きた か らで あ る。 た とえ ば

① 国 際通 貨 の 乱 高下 現 象 も,そ の 際 に 発生 す る リス ク を極 小 化す る シス テ

ム を,そ れぞ れ の 企 業が 独 自に 作 成 し,こ れ を通 常 の状 態 と して 定 着 させ

る方 向 で シス テ ム構 築 をはか る必 要が あ る。

② 減 量 経 営,攻 め の 経 営 な どの 計 画 設定 に際 して,要 員 ・資 金 ・技 術 ・原
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料 ・製 品等 の有 限性 資源 を,最 適 な形 で組 み合 わせ る選択 経 営計 画 の シス

テ ム構 築 を,企 業 の体 質 に応 じて作成 す る こ とが 必 要 とな る

等 々で あ る。

す なわ ち,企 業 経 営 の方 向 が,自 社 の ニー ズ と条 件 に合 う自社 ・独 立型 の計

画 シス テ ム,い わゆ る 自主 経 営 の方 向 が 強 く要 請 され る よ うに な る。

た だ,そ れ らの 計 画 シス テ ム構 築 の 中で,コ ン ピュー タを 中心 と した情 報 処

理 機能 が どれ程 まで に対応 で きるか は,現 時 点 で予 測す る こ とは 出来 ない。

しか し,数 多 くの 新 しい企 業 ニ ーズ の充 足 の うえ での コ ン ピ ュー タの果 た す

役 割 は,益 々大 き くな り,そ の比 重 を増 して行 くもの と思 われ る。

最 近 の ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアの急 速 、 多彩 な進 展 は,上 記 の 方 向 と相

侯 って,企 業の 情 報処 理 運 用組 織 や 運 用 方法 を,根 本 的 に再検 討 す る必要 を生

ぜ しめ るで あ ろ う。

3.2利 用 環 境 と コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

図1-3-1に おい て,ユ ー ザ ーで あ る企 業 が 開発 す る ソ フ トウ ェアは,ソ

フ トウ ェア分 野 か ら基 本 的 ソ フ トウ ェア部 分 を除 いた 部 分 で あ る。

1980年 代 中期 の 企 業 に おけ る情報 処 理 の 利用環 境 にお い て,最 も重 要 な

役 割 をなす もの は,メ ー カー側 の 提 供す る基 本 的 ソフ トウ ェアの進 展 度 で あ ろ

う。

そ の時期 に お け る情 報処 理技 術 応 用 の 企 業 に与 え る影 響 は,範 囲の 広 さ,変

革 の速 度 、 多 様 性 の点 で,過 去お よび現 在 の 姿 の延 長 線 上 にそ の 姿 を描 くこ と

は で きない もの と考 え られ る。

これ ま で の情 報 処理 化 の過 程 は,主 として 半導 体技 術 革 新 を中心 とす るハ ー

ドウ ェア技 術 の発 展 の歴 史で あ り,そ の 結果,コ ン ピュー タ ・システ ムの なか

で の ハ ー ドウ ェアは,低 価 格 化 の一 途 をた ど って きた。

これ に対 して,ソ フ トウ ェアは コン トダ ウンや合 理化 が,ハ ー ドウ ェアに 比
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「

メーカー側の

提供する分野

システムの構築

図1-3-1企 業環境とコンピュータ・システム

して 極 め て遅 れ て お り,今 後 は,ソ フ トウ ェア をは じめ とす る周辺 技 術 の進 歩

が,企 業 経 営上 に とって,ま た 国民 経済 的 に も極 め て重 要 視 され る に至 って い

る。

1985年 には,情 報 処理 総 コス トに 占め る ソ フ トウ ェアの ウエ イ トが8割

に まで達 す るで あろ うと言 われ て い るが,そ の 見通 しは,お そ らく正 しい もの

とな るで あ ろ う。

次 に,期 待 され る基 本 的 ソ フ トウ ェア の進 展動 向 は,次 の 通 りで あ る。

(1)複 数 個 の仮想 記憶 域 を制 御す る多重 プ ログ ラ ミン グ方 式 を採 用 した,大

型 シス テ ム のた め の システ ム制 御 プ ログ ラムの定 着

・資源 管理 の 効 率化

・入 出力 時 間 の短 縮

・タイ ム ・シ ェア リング機能 の拡大

(2)シ ス テ ム ・ネ ッ トワー ク体 系 にお いて,共 通 の基盤 ・ル ー ルの 確立
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・分 散処 理 シス テ ムの 定着

・異 機 種 間の 複数 シス テ ム ・ネ ッ トワーキ ング ・システ ムの確 立

(3)エ ン ド ・ユ ーザ ー用言 語 の開 発 と進 展

・対話 式 計 算 システ ムの定 着

・広範 な適 用分 野 で の 利 用

・大 型 コ ン ピュー タ需 要 の 増大

(4)大 容 量 記憶 の 活用

.エ ン ド ・ユ ー ザ ーが使 用 可 能 なデ ー タ ・ベ ース の確 立

図1-3-2の コ ン ピュー タ ・システ ムに おいて,オ ペ レー テ ィン グ ・シ ス
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図1-3-2適 用 業 務 と コ ン ピ ュー タ ・ シス テ ム
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テ ムは定 着化 し,ア ク セ ス ・メ ソ ッ ド,デ ー タ ・マ ネジ メン ト,言 語 プ ロセ ッ

サ ーの分 野 の 進展 が はか られ,よ り人 間の言 葉 に近 い 高水 準 言語 が 開発 され る

で あろ う。

と くに,マ イ ク ロ ・プ ログ ラム技 術 や基 本 的 ソ フ トウ ェアの 発 達が 進み,ハ

ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェアの 明確 な区別 が しだ い に固難 とな る。

1985年 頃 に は,ソ フ トウェアの 機能 が 高 高ま り,そ の 規模 も巨大 化 して い

くで あろ う。 た とえば 通 信 衛 星 システ ム と コン ピュー タ ・シス テ ムが 効率 的 に

結 ば れ,こ の 衛 星 の コ ン ピュー タ制 御 の ため の ソ フ トウ ェア は,数 百 万 ス テ ッ

プ とい った 巨大 な もの とな る。

3.3企 業 環境 と情報 処理の利用環境

1980年 代 中期 の 企 業環 境 は,ま す ます 厳 しさを増 し,そ の 方 向 は次 の よ

うな もの に な る と考 え られ る。

(1)企 業 の国 際化 が 進 む が,資 源 ナシ ョナ リズ ム と保護 貿 易 主 義 とい う二 つ

の 要 因 か ら,国 際的 相 互 依存 とい う方 向 に定 着 す るで あ ろ う。

この 方 向 は,す で に 自動車 会 社 や家 電会 社 な どが 海 外 に工場 を建 設 し,

そ の 工 場か ら逆 に部 品 を輸 入 した り,新 しい 国際 ル ー ル を意識 した 国 際経

営の 展 開 が は じま って い る。

1985年 頃 に は,多 くの 日本 企業 が 国 際地 域 との かか わ り合 い を持 つ

よ うに な るた め,海 外 に もコ ン ピュー タを設置 し,国 内 の コ ン ピ ュー タ と

衛 星 通 信 を介 して 直結 し,情 報 ネ ッ トワーク を形 成 す る方 向が 定 着 す るで

あ ろ う。

そ の 内容 は,製 品 販 売 や部 品 サ ー ビスの オ ーダ ー ・エ ン トリー ・システ

ムの 確立 で,販 売 ・部 品 サ ー ビス な どを海 外 各地 に また が って,情 報 を一

元 管 理 し,部 品在 庫 を最少 と し,納 期 を短 縮 して,需 要 動 向 ヘ タ イ ム リー

に 対応 しよ うとす る もの で あ る。
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そ こで必 要 とな る情 報 処理 シス テ ムは,

① 製 品 ・部 品の 受 注,出 荷,販 売.在 庫 情 報 の 授 受 シス テ ム

② サ ー ビス情 報,品 質 情報 の 収 集 システ ム

③ 生 産 に必 要 な各 種情 報 の提 供 システ ム

④ 保 管 ・管 理情 報 の収 集 システ ム

⑤ マ ーケ テ ィン グ情 報 の収 集 シス テ ム

…等 々で あ る。

そ の た め,輸 送会 社 は,荷 主 との情 報連 携 化 を進 め て,出 荷,販 売,在

庫 情 報 の授 受 を含 め て,物 流 シス テ ムの合 理 化,一 貫 輸 送 シ ステ ムの 確立

とい う本格 的 な輸送 体 制 を確 立す る必要 が あ る。

と くに1980年 代 中期 は,高 価 格 商 品の 輸 出の増 大 に伴 い,航 空 貨物

輸 送 の 需要 は 飛躍 的 に伸 び る もの と予想 され る。

そ の場 合 も,情 報 処 理 体 制 に お い て,衛 星 通信 シス テ ム と コ ン ピュー タ

・シス テ ムの 結合 とい う,新 メデ ィアに よるサ ー ビス体 制 の確立 が 必 要 と

な るで あ ろ う。

(2)経 営機能は,政 治 ・社会的要因が経済 ・技術要因 と同 じように,あ るい

はそれ以上に重要 となって くるもの と予想 され る。

た とえば,石 油危機以来,石 油の生産 と供給の制限 に より,エ ネルギー

の大半 を海外に依存 して いるわが国 においては,石 油流通 は著 しく不安定

な時期 に入 り,将 来 を展望す ることは非常 に難か しくなった。

そ こで,石 油な らびにその関連業 界,企 業は,新 しい国際石油情勢にか

んがみ,産 油国の供給制限 な どに よる緊急事態の発生,原 油価格 高騰 と消

費節減,代 替 エネルギー開発の促進,航 路お よび輸送手段の変化,備 蓄 の

増強 などが石油流通 に どの ような影響を与え るか,ま た,そ れぞれの連関

性について検討で きるサ ブ ・システムを開発 し,こ れ らを総合的に用いて,

それぞ れが計画をたて るとい う必要 性が生 じて きた。
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1985年 頃 には,コ ン ピ ュー タ ・システ ム利用 を中心 に,新 しい 科学

的 手法 で,石 油流 通 の構造 変化 に対応 す る問題 解析 シス テ ムが 作 成 され る

であ ろ う。

これ らの シス テ ム ・モデ ル は,石 油 需要 の ア ンバ ラ ンス や 矛 盾 を 明 らか

に して,警 告 を発 し,あ わ せ てそ の よ うな矛 盾や ア ンバ ランス を解 消す る

た めの,具 体 的 な施 策,計 画 の ため の 選択 資料 を提供 で き うる実 用 性 と柔

軟 性 を備 え る もの と なろ う。

と くに,中 東産 油 国 の一 国 に異 変 が 起 きれ ば,連 鎖反 応 が 企 業環 境 に 広

が る よ うに な るた め,不 測 事 象 の発 生 へ の対 応 システ ムが作 成 され,そ の

際 に 発生 す る リス ク を極小 化 す る ように なる。

(3)変 化 の速 度 の加 速 化 は,80年 代 の企 業環 境 の特 徴 に な るで あ ろ う と言

われ て い るが,企 業 経 営 上,時 間や タ イ ミングの管 理 を重視 す る迅 速 経営

営 が 要請 され る よ うに な る。

この 方 向 に対 して は,コ ン ピュー タ技 術 と通 信 技 術 との結 合 とい う新 し

い情 報 処理 機 能 が,よ り重 要な 手段 となる こ とは疑 い も ない事 実 と な るで

あ ろ う。

(4)企 業 経 営 は,従 来 の 他社 追 随型 経 営か ら脱 皮 して,好 む と好 ま ざる にか

か わ らず,自 主経 営 の方 向 に進 ま ざる を得 な くなる もの と考 え られ る。

そ の結 果,企 業 に おけ る情 報 処 理 は,こ れ まで の画 一 的 な進 み 力 は,次

第 にそ の 姿 を消 して 行 き,Valueあ る仕事 の システ ム化 を求 め て,企 業 独

自の主体 的 な工 夫 に よ って,着 実 で地 道 な進 み方 に な る もの と思 われ る。

(5)外 部環境 に即応 した経営活動 が要求 され るため,企 業経営上,外 部 情報

の入手 とそれ等の情報 を十分活用で きる情報処理の仕組みが必要 となる。

プランニングの前提 となる外部情報 の大部分は,内 外の政府機 関やその
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関連 機 関 が 持 って お り,企 業 がそ の情 報,デ ー タを早 く自 由に使 用 で き得

る よ うな 「情報 提 供 セ ン ター 」の 設立 が 望 ま れ る。

そ のた め,関 係 官 庁 な らび にそ の 関係機 関 に よって,NIS(ナ シ ョナ

ル ・イ ン フ ォ メー シ ョン ・システ ム)が 確立 され,企 業 活動 に寄 与す る こ

とが,1980年 代 に お い て,企 業 が 国 際競 争 に勝 ち残 れ るため の大 きな

要素 と な るで あ ろ う。

(6)1980年 代 中期 に 至 って,異 種 企 業 間 に おけ る系 列 化,グ ル ー プ化,

さ らには シス テ ム化 とい う垂 直 的 な方 向 で の,情 報 ネ ッ トワー クの形 成 に

よ る相 互 結 合が 盛 ん と な り,体 制 強 化 策 が さ らに進 め られ て い くこ とで あ

ろ う。

そ の方 向 は,旅 行 あ っせ ん 業 者 と国 鉄,航 空 会 社 との 相 互結 合 に は じま

って,情 報 処理 サ ー ビス業 者 と企 業 システ ムの結 合,製 造 業 と商 社,輸 送

会社 との間 に おけ る製 品輸 送,原 材料 輸 送 に 関す るネ ッ トワー クの形 成 や

製 造 業 と商 社,代 理 店,問 屋 との 間 の製 品 ・部 品 の販 売 や 供給 に関 す るネ

ッ トワー ク等 と,相 互 結 合 の ニ ーズが 増 大す る もの と思 わ れ る。

これ は,共 存共 栄 の 思 想 で あ り,有 力 な関 連 企業 が シス テ ムを介 して結

び合 い,合 理 性 と無 駄 の排 除 に よ り,新 しい 時代 の繁 栄 へ とむか って い く

もの で あ る。

この た め,シ ス テ ム ・ネ ッ トワー ク体 系 に お い て,共 通 の基盤 とル ール

の確 立が 必 要 で,と くに,異 機 種 コ ン ピュー タ間 を結 ぶ 複 数 シス テ ム ・ネ

ッ トワー キ ン グ ・システ ムの確 立 が,ネ ッ トワー ク形 成 の キ メ手 とな る。

3.4企 業 内の利用動向に ついて

(1)オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン

「1970年 代 に お け る コン ピ ュ=タ'シ ス テ ムの 活 用 は,製 造 部 門 の生 産
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性 に対 して は,90パ ー セ ン トの 向上 を果 た したが,オ フ ィス内の 事 務 処 理

に 関 して は,わ ず か に10～15パ ー セ ン トしか改 善 さ れ てい なか った 」と

い う報告 が な され て い る。

これ は,こ れ まで の事 務 処理 が 単 な る ス ケー ル ・メ リ ッ トの追求 に の み没

頭 し,経 済 の 高 度 成長 の 流 れ にの って,増 大 す る事務 量 に対 して,人 員増 加

の抑 制 とい う消極 的 な方向 で の利 用 をは か って きたか らで あ る。

と くに,企 業 は,事 務 管 理 に はほ とん ど投 資 をお こなわ なか った。 た とえ

ば,事 務 職員 ひ と り当 りの平 均投 資額 を1と す れ ば,工 場 労働 者ひ と り当 り

の平 均投 資額 は,そ の5～12.5倍 に達 した と言 わ れ て い る。

工 場 にお い て は,オ ー トメー シ ョン化 に よって,企 業 は労 働 力 と投 下 資本

とを置 換 して きた た め,飛 躍的 な生 産 性 の 増加 を もた ら した が,オ フ ィス に

お い て は,オ ー トメー シ ョン化 に 関心 が もた れず,そ の 生 産 性 を高 め る ため

の 努 力が は か られ なか った。

そ れが,1970年 代 の 後半 に至 っ て,よ うや くオ フ ィス ・オ ー トメシ ョ

ン化 の重 要 性 が 認 識 され る ように な った。

ス タ ン フ ォー ド研 究所 の調 査 に よる と,ア メ リカに おい て は,事 務 職員 ひ

と り当 りの平 均 投 資額 が,こ れ まで の2,000ド ル～6,000ド ルか ら,

1985年 に は10,000ド ル以 上に 上 昇す るで あろ うと予 測 してい る。

これ らの 方 向は,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グや電 子 郵 便 な どの導入 を は じめ,

オ ー プ ン ・プ ラ ンに よる スペ ー スの レイ ア ウ トな ど,企 業 の オ フ ィス環 境 は,

次第 に 変 革 を遂げ て い くこ と と思 われ る。

1985年 の 一 般 的企 業 の利 用 動向 は,日 常 の定 型 的 事 務が,事 務 職 員 の

手 か らコ ン ピュ ー タの制 御 に置 き換 え られ るで あ ろ う。

この 時期 にお け る オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンは,こ れ まで の デ ー タ処 理,

事 務 管理 業 務 や テ レコ ミュニ ケー シ ョン とい う もの よ り,更 に 幅 広 い視 点 か

らの情 報 処 理 を必 要 とす る し,組 織 体 の 事務 を,組 織的 に組 み替 え て オ ー ト

メ化 をはか って い くもの と考 え られ る。
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す なわ ち,特 定 の デ ー タ処 理 へ の適 用 か ら脱 皮 して,組 織 的 に,デ ー タ処

理,文 書 通 信,資 料 管理,情 報 検 索 な どの,広 範 囲 な企 業 活動 に伴 うイ ンテ

リジ ェン ト ・ター ミナ ル の方 向 へ 発 展 し,事 務 職 員 の労 働 力 の生 産 性 を向上

させ る オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの実 現 が期 待 され る。

② オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ と漢 字 情 報処 理 シス テ ム

最近 の オ フ ィス ・コ ン ピュー タの性 能 は,半 導 体技 術の 急速 な発 展 に伴 っ

て,主 記憶 装 置 や 中央 処 理装 置 にLSIを 実 装 す る こ とに よ り,低 価格 の専

用機 あ るい は端末 機 と して,ま た,汎 用機 に迫 る レベ ル に達 す る もの が 出現

しよ う と してい る。

このた め,1985年 頃 に は,そ の経済 性 と処 理 性能,使 いや す さか ら,

オ フ ィス ・コ ン ピュー タを導入 す る企 業 は 急速 に増加 す るで あ ろ う。

わが 国 で の導 入対 象企 業 は,従 業 員30名 以 上(小 売業 は10名 以上)で

約36万 社 あ る と言 わ れて お り,現 状 の15パ ー セ ン トの 普及 率 か ら,70

～80パ ー セ ン トに達 す る もの と予想 され て い る。

次 に,大 企 業 に お い ては,前 述 の イ ンテ リジ ェ ン ト ・ター ミナ ルの 方 向か

ら,分 散 処理 指 向 に よる活 用 が 期待 され,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンを担

うオ フ ィス ・コ ン ピュー タの 出現 が 可能 に な る で あろ う。

漢 字 情 報処 理 システ ムに お い て も,LSI技 術 の進 歩 に よって,文 字 発生

機 構 に安価 な メモ リーが 利 用 で き る ように な った。

ま た,高 性能 の オ フ ィス ・コ ン ピュー タの 出現 に より,日 本 語 の ワー ド ・

プ ロセ ッサが 実 用化 の段 階 に 入 りつつ あ る。

漢 字 処 理 シス テ ム も,こ れ まで の 新 聞 ・出版 業 界 な どの 分 野か ら,地 方 自

治 体,金 融 業 界 な どの一 般 ユ ーザ ーへ も活 発 に導 入さ れ る よ うに な って きた。

今後 は、一 般 的 企 業 の デ ー タ処 理 分野 での利 用 へ と,そ の 拡 が りを みせ る

もの と考 え られ る。

しか し,漢 字情 報 処理 の問題 点 は,入 力 コス トが 英 数字 デ ー タの4倍 もす
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る とい う欠 点 が あ る。 誰 れ もが 手軽 に取 り扱 うこ とが で きて,か つ適 用 業 務

に マ ッチ した種 々の 入 力装 置 が,1980年 代央 ま で に開 発 され る こ とが 切

に 望 ま れ る。

最 後 に,日 本語 は 漢 文字 とい う特 殊 性か ら,文 字 が限定 さ れ て い る タ イプ

ライ タ,テ レ ック ス な どに おい て,表 現 ・伝達 上 に限 界 が あ った。 そ のた め,

言 語伝 達 を解 決 す べ くフ ァク シ ミ リ技 術の 開発 に力が 注 がれ,そ の結 果,日

本 の技 術 は 世 界の 最 高 水 準 に な った とい え よ う。

これ らの フ ァク シ ミ リ技 術 を保 有 し,さ らに研 究開 発 を進 め て い る 日本 の

オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ ・メー カー の 中か ら,漢 字情 報 処理 を 包含 した,総

合 的 な オ フ ィス ・コ ン ピュー タの開 発 が はか られ,1980年 代 央 には,そ

の 製 品が でて くる もの と期 待 され る。

3.5そ の他 の状 況

1980年 代 中期 の,企 業 に おけ る情 報 処理 の利 用環 境 とは,企 業 側か らみ

れ ば,1980年 代 の コ ン ピュー タ リゼ ー シ ョンの 進路 と課 題 とい う問題 に,

そ の つ なが りが み られ る。

そ れ らの 問題 点 を列 記 す れ ば,次 の よ うな ものが あ る。

(1)80年 代 の コ ン ピュー タ リゼ ー シ ョン を考 え る視 点 は何 か

(2)経 営環 境 の 変遷 と コ ン ピュ ー タへ の期待 とは何 か

③ 環 境変 化 に 即応 で きる システ ムの構 築 とは 何か

(4)問 題解 決 の た め の 新 しい ア プ ローチ はいか に あ る べ きか

㈲ 経 営が 期 待す る コ ン ピュ ー タ効果 とは

(6)コ ン ピュー タの 高度 利 用 とは何 か,そ してそ の方 向 は

の コ ン ピュー タ関連 技 術 の 動 向 と経 営 に及 ぼす インパ ク トは何 か

(8)組 織 的 な イ ンテ リジ ェンス の ネ ッ トワー ク化 をはか れ

(9)コ ン ピ ュー タ技 術 と通 信 技 術 の結 合 は 何 を意味 す るか
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⑩80年 代 の オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの 方 向 とは

以 上 の よ うな項 目に 対 して,一 般企 業 の 多 くは 試 行 錯 誤 を重 ね なが ら進ん で

い くもの と思 わ れ る。(鈴 木 委 員担 当)
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4.ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 動 向

4.1ネ ッ トワ ー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの 特 性

ネ ッ ト ワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィな る概 念 に つ い て は,国 際 的 に も未 だ 確 立 さ

れ た もの が あ る わ け で は な い 。 類 似 概 念 と し て の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ

ィ,イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィ と並 ん で,あ い ま い さ が か な り含 ま

れ て い る概 念 で あ る。

し か し な が ら,こ れ ら三 つ の 概 念 に つ い て 共 通 し た ユ ー テ ィ リテ ィ とい う言

葉 に 注 目す る こ とが 必 要 で あ ろ う。 ユ ー テ ィ リテ ィ とは 元 来 パ ブ リ ッ ク ・ユ ー

テ ィ リテ ィ とい う形 で 使 わ れ て い る こ と が 多 い 言 葉 で あ るが,一 般 に 公 益 事 業

に対 し て 用 い ら れ る も の で あ る。 電 気 ・ガ ス ・水 道 は い ず れ もパ ブ リ ッ ク ・ユ

ー テ ィ リテ ィ と し て 社 会 に 提 供 さ れ て い る が ,コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ティ リティ ・

イ ン7ォ メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィ,ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの い ず

れ もが,将 来 そ うな る こ と を 期 待 さ れ て い る こ と を示 唆 す る も の で あ る。 そ れ

は1980年 代 中 期 でそ うな る とい うの で は な く,も う少 し 時 間 を 要 す る こ とで

あ ろ うが,21世 紀 を め ざ し て,そ の よ うな 状 況 が 予 想 さ れ る と い う こ と に な

る。

と こ ろ で,こ れ ら 三 つ の 類 似 概 念 の な か で.ネ ヅ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ

は いか な る特 性 を 有 す る の で あ ろ うか。 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィは コ ン

ピュ ー タ ・パ ワ ー の 共 有 に 力 点 が あ り,イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィ

は イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン そ の もの の 共 有 に 力 点 が あ っ た 如 く,ネ ッ ト ワー ク ・ユ

ー テ ィ リテ ィ は ネ ッ ト ワ ー ク性 の 共 有 に 力 点 の あ る概 念 が あ る と考 え るべ き で

あ ろ う。

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の1種 で あ る ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の

特 性 は,ネ ッ ト ワー ク の 新 し い 意 義 に よ っ て 説 明 さ れ る べ きで あ ろ う。 す な わ

ち,集 中 型 の コ ン ビ 二 一 タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ で は な く,分 散 型 の ネ ッ トワ 一

一49一



ク を 指 向 し て い るの で あ り,か つ ネ ッ ト ワー ク に よ る便 益 の 共 有 を め ざ し て い

る とい うこ と に な る 。 中 央 の 大 型 コ ン ピ ュ ー タ あ る い は デ ー タ ・ベ ー ス と,端

末 に お け る 機 能 との 機 能 の 分 担 が バ ラ ン ス さ れ た ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ

ィ の イ メ ー ジ が,そ こ に 示 唆 さ れ て い る と い っ て よ い で あ ろ う。

4.21980年 代 中期 の シナ リオ

次 に検 討 しな けれ ば い けな いの は,ネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの 動 向 を

規 定 す る社 会 的情 報 行動 で あ る。 今 更 い うまで もな く,ネ ッ トワーク ・ユ ーテ

ィ リテ ィは 豊 かな 技 術的 可 能性 に 恵 まれ た もの で あ るが,そ れ がそ の ま ま無 条

件 で 開花 す るわ け では な い。 社 会 に受 け 入れ られ な い技 術 は,結 局 実験 室 レベ

ル に止 ま った まま時期 を 待 つ こ ととな る。 例 えばテ レ ビ電 話 の 如 き もの であ る。

い か に す ぐれ た技 術 とい え ど も,そ れ が社 会 ・経 済的 な見 地 か ら受 け入 れ ら れ

な い こ とは これ まで多 くの例 が あ るの で あ る。

さ て,本 プ ロジェ ク トの主 題 とな っ て い る1980年 代 中期 とは一 体 いかな る

環境 な ので あろ うか 。 あ と数 年 間 の射 程 距 離 にあ る とは い え,転 換 期 に あ るわ

が 国 の社 会,経 済 的 状況 を予 測 す る こ とは,決 して容 易 な もの では な い。 これ

まで 用 い られ て きた各 種 の予 測 方 法,た とえば デル フ ァイ法 な どは,応 用 分野

が そ れ ほ ど広 くない こ とが 次第 に 明 らか にな って き てい る。 と りわ け射 程 距離

が数 年 程 度 と長 く,変 化 の激 し い場 合 には,と り上 げ られ るべ き予測 手 法 は 限

定 さ れ て くる。 そ の な か での 有 力 な手 法 が シ ナ リオ ・ライテ ィ ング で あ り,こ

れ まで に公 表 され た い くつか の シナ リオ を手 が か りに して,1980年 代 中期に

お け る社 会 ・経 済 的 状 況 及 びそ れ に よ っ て規 定 され る情 報 行 動 を 考 察 す る こ と

とした い。

ネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィに とっ て重 要 な市 場 とし ては 家 庭及 び企業 が

あげ られ るか ら,そ の二 つ を 中心 とした 情 報行動 の シ ナ リオ を考 えて み よ う。

ま ず 家 庭 で あ るが,生 活情 報 に対 す るニ ーズ は1980年 中期 までに増大 す る こ
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とは 間違 い な い と考 え られ る。 しか も,次 第 に受 け手 主 導 の情 報が 求 め ら れ る

こ と とな ろ う。

受 け手 主 導 の 生活 情 報 が 要請 され る最 大 の 原 因 は,「 学 習社 会 」(Learning

Society)へ の指 向 で あ る。 現在.い わ ゆ る高 金化 社 会,あ るいは余 暇 社 会 へ

の 道が 着 実 に築か れ てい るの で あ るが,こ の よ うな傾 向 を一 つ の 目標 へ と方 向

づけ る とす れ ば,そ れ は 「学 習社 会 」 の実 現 とい うこ とに な るで あ ろ う。事 実,

家庭 にお け る情 報 ス トックの 実 態 を分 析 し てみ ると,想 像 以 上 に 学習 へ の 努 力

がす で に払 わ れ つ つ あ る こ とが 明 らか にな っ て きて い る。 家 庭 が広 い意 味 で の

学 習 の場 に な る とす れ ば,そ れ を支 え るた め の メデ ィ アが 必 要 とな るこ とは い

うまで もな い。 これ ま での よ うな活 字 メデ ィ ア中心 の学 習 か ら,よ り効 果 的 な

ニュ ー ・メデ ィアへ の移 行 が 期 待 され てい るの で あ る。

家 庭 にお け る情 報行 動 は,情 報 ニ ーズ の 増 大の み でな く,情 報 に対 す る価 値

観 に ょっ て も左 右 され る。 わが 国 にお い て は,古 来情 報 に対 す るニ ーズ は 強 い

もの の,そ れ に 対価 を支 払 うとい う慣 習 が乏 しか っ た とい わ れ る。 この よ うな

日本 的情 報 行 動 が,こ れ か ら どの よ うに 変 化 して い くか で あ るが,若 い世 代 の

情 報 行動 が 主 流 を占め る こ とを重 視 す れ ば,情 報 の商 品 化 は加 速 され る もの と

考 えら れ よ う。

以 上 を総 合 す れ ば,家 庭 にお け る情 報 市場 は1980年 代 中 期 に向 っ て,大 き

な可 能性 に 富む もの とな っ て い くと評 価 さ れ る。

目を転 じて,わ が 国企 業 に お け る情 報行 動 が どの よ うに変 貌 して い くか を み

よ う。 企業 にお け る最 大 の課 題 は,ま す ます きび し くな っ て い く国 際競 争 に ど

の よ うに生 き抜 い てい くか で あ り,そ れ に は産 業 構造 の 近代 化,生 産性 の 向 上

等 を推 進 せ ざ るを得 な い。 また,こ れ らの流 れ の なか で,オ フ ィスの 生産 性 の

向上 が と りわけ大 きな課 題 とな って い るの で あ る。 「オ フ ィス ・オ ー トメー シ

ョン」な る言 葉 は,付 録 で も述 べ てい る よ うに,誤 解 を もた ら す ので 避 け る と

して も,「 オ フ ィス ・イ ン フ ォ メーシ ョ ン ・シス テ ム」(OIS)に つ い て は

着 実 に進展 す る こ ととな ろ う。 日本 語 の持 つ 複雑 さ,あ るい は 日本的 経 営 の特
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質 で あ る意 思 決定 メカ ニズ ムの あ い ま いさ な どは,OISに とっ て大 きな障 害

とな るとい われ て きた し,事 実 大企 業 にお い て も情 報 行動 は 旧態 依然 た る もの

が あ.った。 しか し,こ れ か ら1980年 度 中期 に向 って,こ の よ う』な余 裕 は次 第

に許 さ れ な くな るほ ど,き び しい経 営 環境 が待 ち受 け て い るの では あ るまい か。

消極 的 な オ フ ィス の 人べ ら しで は な く,積 極 的 なOISへ の指 向 が 明確 化 す る

のが,1980年 代 前半 の展 望 とな るで あろ う。

情 報 行 動 が大 き く転換 し よ うとして い る分野 の 一 つは流 通 産 業 で あ り,サ ー

ビス産 業 で あ る。 消 費 者 の ニーズ の 変化 に迅 速 に対 応 し,即 応 で きな けれ ば淘

汰 され る これ ら業 界 にお け る情 報 行 動 は,め ざ まし く近 代 化 され つ つ あ り,さ

らに効 果 的 な シス テ ム が導入 され よ うとし てい る。

以 上 を総 合す れ ば,1980年 代 中期 に向 っ て,企 業 にお け る情 報 活動 は大 き

く変 貌 し ょ うと して お り,よ り効 果 的 な情 報 シス テ ムの 導入 が 国際 ・競争 に勝 ち

抜 く鍵 と もな りつ つ あ る こ とが うか がわれ る。

4.3ネ ッ トワ ー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの 動 向

ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィが1980年 代 中期 に 向 っ て どの よ うな発 展 を

とげ て い くか に つ い て,以 下 に概 観 してみ た い。 前述 の 如 く,ネ ッ トワー ク ・

ユ ー テ ィ リテ ィ 自体が 未 だ星雲 の如 き不 確 実 さ の 多 く含 まれ た概 念 で あ るので ,

本稿 で もそ れ を特 定 す る こ とは差 し控 え た い。そ して,ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ

ィ リテ ィ的 特質 を もつ,あ るい は もつ可 能 性 の あ るユ ーテ ィ リテ ィが,ど の よ

う・に発 展 を とげ よ うと して い るか に つ い て要 約 す るに止 めた い。

ま ず家 庭 を対 象 とし た ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィで あ るが,こ れは 既 存

の 電話 網 の 多角 的利 用 とい う形 での 発展 が始 まろ うとして い る。 後 述す る イギ

リス の プ レス テル に相 当 す るわ が 国の キ ャ プテ ン ・シ ス テ ムの実 験 が1979年

中 に は開 始 さ れ る。 これ は一 つ の時 代 の始 ま りを 告 げ る もの とい っ て よい で あ

ろ う。 実験 結 果 が 明 らか に な る1980年 代 前 半 に は商 用 化 の体制 が整 い,
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1980年 代 中期 に は い よい よ新 しい情 報 メデ ィア と して発展 の緒 につ い て い る

こ とが期 待 さ れ る。 「学 習 社 会 」の ニーズ に応 え るた め に は,ネ ッ トワー ク ・

ユ ーテ ィ リテ ィ本 体 のみ な らず ,そ れ を支 え る諸 々の 組 織,と りわけ情 報 提供

機 関 の協 力 が きわめ て重 要 な意味 を持 っ てい るこ とは い うまで もな い。 これ ら

の面 につ い て も,1980年 代 中期 まで には 体制 づ く りが か な り進 む と考 え られ

る。

次 に,企 業 を対 象 と した ネ ッ トワーク ・ユ ー テ ィ リテ ィで あ るが,こ れ も

1979年 に ス タ ー トす る電 電 公社 の デ ィジ タル ・デ ータ 交換 網(DDX)の 発

展,あ るい は近 い将来 国 際 電 電 の提供 す るVENUSな どに ょっ て,新 しい 時

代 の到来 が 予測 さ れ る。 す で に企 業 コ ミュニ ケ ー シ ョンの 中心 は 電話 や テ レ ッ

クスな ど在 来 型 メデ ィ アか らデ ータ通信 へ と移 行 して お り,DDXは そ の傾 向

に さ らに拍 車 をか け るこ とに な る。OISの 展 開 は これ らの流 れ の うえ に着 々

と実 現 して ゆ くこ ととな るで あ ろ う。 従 っ て,1980年 代 上期 にお い ては,企

業,と りわ け大 企業 にお け るネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの利 用 はか な りの

割 合を 占 め るこ とに な る もの と予 測 され る。

一 方
,企 業 の な か で も中小 企 業 に お いては,DDXの 利 用 な どの前段 階 と し

て,電 話 網 な どの 利 用 に ょ るデ ータ ・テ レホ ンな どの利 用 が次 第 に拡 大 して い

くこ とに な るで あろ う。 つ ま り,イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナル化 され た電 話

機 に よ るネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの発 展 も,1980年 代 中期 にお いて注

目さ れ る一 つの傾 向 とな る と考 え られ るの で あ る。(小 松 崎 委員 担 当)
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5.情 報処 理 シ ステ ム利 用 の動 向

5.i集 中処理 の利 害

1970年 代 にお け るコ ン ピ ュ ータ の 発展 は,即 大 型 機 の 開発 に あ りと思 われ

てい た。 そ して,大 型 化 に ょっ て,情 報処 理 の セ ンタ ーへ の 集 中化 が す すめ ら

れ,だ れ もが規 模 の経 済 とい う観 点 か ら,集 中化 を追 求 した 。具 体 的 に は適 用

業 務 とフ ァイ ル を統 合 し ょ うとい う努 力 がな さ れ た。 デ ータ ・ベ ー ス につ い て

も,集 中化 さ れ る傾 向 が み られ る。 これ はパ ッチ ・シ ス テ ムで あれ,オ ンライ

ン ・シス テ ムで あれ,本 質 的 に は,デ ータ が 中央 に 集 め られ,処 理 され るの で

あ る。

この よ うな集 中処 理 の 目的 の一 つ は,コ ス トの 削減 に あ る。 集 中処 理 は,要

員 コス ト,ハ ー ドウ エ ア ・コス ト,ソ フ トウエ ア ・コス ト,お よび スペ ー ス ・

コス トを最 小 にす る こ とが で き る。 そ れ の み で な く,集 中処 理 は 当然 要員 の集

中 を うな がす。 要員 が 一 堂 に会 す るの で あ るか ら.シ ス テ ム形 成 の ノ ウハ ウは,

相 互 に利用 で き るよ うに な る。 さ らに 要員 が得意 な 分 野 をみ つ け て,ス キ ル の

専 門家 に育 っ て い く。 そ こに は スキル の重複 が ない し,か つ スキ ル の 向上 へ と

つ なが る。 これ らが集 中処 理 の利 点 で あ ろ う。

この よ うな集 中処 理 の利 点 の反面,集 中処 理 をせ ん が た め の標 準 化や ス ケ ジ

ュー リングをエ ン ド ・ユ ーザ ー に強制 す る結 果 とな る。 シス テ ムの標 準 化 は,

エ ン ド ・ユ ーザ ー特 有 の問 題 が解 決 され ず に放 置 され る こ と とな る。 大 まか な

問題 は シス テ ム化 さ れ るが,真 の ニ ーズ は無 視 され る こ とにな る。 そ れの み で

な くス ケ ジ ュー リン グ も,集 中処 理 に よ る手順 に よ っ て決 ま るの で.ア ウ トプ

ッ トの タイ ミン グ も,エ ン ド ・ユ ーザ ーの希 望 日時 と必 ず し も一 致 しな い。 と

くに ノミッチ処 理 には,こ の種 の問 題 が 多 い。 この ほ か 多種 多様 な ニ ーズ が,次

か ら次へ とお こ り,こ れ らに い ちい ち対応 で きな く,シ ス テ ムの 柔軟 性 や 拡張

性 が な くなっ て しま う。
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も とも とDP部 門 とエ ン ド ・ユ ー ザ ー とは一 体 とな っ て シス テ ム化 をは か る

の が通 常 で ある。 と ころ が,以 上 の よ うな集 中処 理 に よる欠 点 が .時 と して利

害 が 対立 す るこ と もお こ る。

DP部 門 としては,他 部 門 に ま った く関係 が な く,一 つ の 部 門 の特 有 な問 題

の 解決 を要 求 され る と して も,あ る一 つ の特 定 の部 門の 要求 の た め に ,限 られ

た 要員 を さ くこ とが で きな い場 合 が 多 い。 この よ うな場 合 は,両 者 は 完 全 に対

立 す る。DP部 門 とし ては,な ん とかや ってや りた くと も,実 際 問 題 として手

が だせ な い こ との ほ うが 多 い。 この よ うな こ とが 集 中処 理 の欠 点 で あ る。 とい

う よ りも,集 中処 理 を や っ て い る限 り,コ ン ピュ ータ に よ る シス テ ム化 の最 大

の欠 点 は な くな らな い とい え るの で な か ろ うか。

この よ うな集 中処理 の 欠 点 は,コ ン ピ ュータ に よるシス テ ム化 の失 敗 とみ る

べ きでな い 。そ れ な りの 成 果 を あげ て きた こ とは認 めな け れば な らな い。 そ れ

は ・経 営 の機 能 は相互 に 関連 しあ ってい るが ・ コン ピュー タ を介 して ,集 中処

理 す る こ とに よっ て,こ れ らの機 能 の統 合を はか る ことに よっ て,シ ス テ ム の

効 果 を あげ た こ と も事 実 で あ る。 具 体 的 に い えば,た とえば 予 測,受 注,材 料

手配,購 売 要求,部 品製 造,在 庫,組 立,検 査,出 荷,請 求 書 発 行 とい うよ う

に,ほ とん どすべ て の機 能 を コン ピュ ータ を中 核 に して結 び つ け よ うとす る構

想 で あ る。

これ らの機 能 は 相互 関 連 が あ る と して も,互 い に反 発 しあ っ て い るの で ,全

体 と して の シス テ ム効 果 を期 待で きな い。 た とえば,製 造 部 長 は最 少 限 の設 計

変 更 で長 期 安 定 した生産 をお こな いた い と望 む が,技 術 者 は 良 い アイ デ アが生

れ れ ば ・そ の つ ど設 計変 更 し た い と考 え る。 在庫 管理責 任者 は 部 品 の在 庫 を最

少 限 に お さ え,在 庫 費 用 の低 減 をは か ろ うとす るが,ラ イ ンの責 任 者 は豊 富 な

部品 を手 もとにお いて,コ ンベ ア ーを止 め ない よ うに願 うで あ ろ う。 また,販

売部 門 は顧 客 の注文 に速 や か に応 じる よ うに多 くの製 品の 在 庫 と,迅 速 な受渡

しを 望 む が,出 荷 部門 の責 任 者 は受 渡 の 要求 に対 しては,も っ と も安 い方 法 で

運 ぶ こ とをめ ざす。

一55一



5.2集 中か ら分 散 へ

これ まで各 人 が分担 す る仕事 を最 適 な方 法 で遂 行 す れ ば,全 体が よ くな る と

考 え られ ていた が,上 記 の よ うに相 互 の 主張 が 矛 盾 しあ うの で,全 体 とし て最

適 にな る よ うな シス テ ム に しなけ れば な らな い と考 え る よ うにな っ た。 この よ

うな考 え に もとつ いた シス テ ム 構想 が,ト ータ ル ・シス テム,あ るい は統 合 シ

ス テ ム とい う。一 般的 にい えば,購 売,生 産,販 売,財 務 の よ うな機 能 の統 合

をは か るべ くデザ イ ンされ た シス テ ムで あ る。 企 業 の規 模 に も よるが,こ れ を

可 能 に した のが,大 型 コン ピュ ータ に よ る集 中処 理 なの で あ る。

この よ うに集 中処 理 に よ る大 きな メ リ ッ トが あ るの で あるが,人 間 は一 つ の

ものが 達成 され る と,次 か ら次 へ とニ ーズ が お こ り,こ の ニ ーズ をな ん とか満

た し てや ろ うとす る。 そ こに進 歩 が あ るの で あ る。 この よ うな こ とか ら集 中処

理 の利 点 を享 受 した と して も,集 中処 理 に よ る欠 点 も改善 した くな る もの で あ

る。 この 目的 で出 現 したの が,今 さ かん に論 じられ て い る分 散処理 シス テ ム で

あ る。 端 的 に い う と分 散処 理 システ ムは,集 中処 理 で で きな か った ロ ーカ ル な

部 門特 有 の問 題 を解 決 しよ うとい うの で あ る。

そ こで,論 を進 め る に当 っ て分散処 理 シス テ ムの 構 造上 の形態 が どん な もの

で あ るか を述 べ な けれ ば な らな い。 極 端 な こ とを い えば,組 織 内 での 手 作 業 に

よ る事 務 処理 は,典 型 的 な 分散 処理 で あ る。 これ は タ イ ピス ト ・プ ール での 集

中処 理 以 外 は,ほ とん どな か っ たの で,わ ざ わ ざ分 散処 理 と言 わな か っ た。 こ

の手 作 業 が 個 人 別 の 分散処 理 で あ るの で,非 常 な 融通 性 が あった 。今 問 われ て

い るの は,こ の 融通 性 の有 無 な の で あ る。

これ は さ て お き,電 卓,ミ ニ コン,オ フ ィ ス コンな どで,組 織 内で各 々が 相

互 に関 係 な く,単 一 適 用業 務 を処 理 す る形 態 も分散 処 理 とい えな い こ ともな い

が,こ こで は単 に マ シ ンが 分 散 され てい るだ け で あ るの で,分 散 処理 シ ス テ ム

とし て論 じな い こ とにす る。

また,世 界 的 に有 名 な ア メ リカ のARPAネ ッ トワー クの よ うに,地 理的 に
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分 散 し て い る コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー クの よ うな 形 態 も,分 散 処 理 シ ス テ ム

とい え る か も し れ な い が,リ ソ ー ス が 水 平 的 に 分 散 し て い る に す ぎ な い の で,

こ こ で は 論 じ な い こ と に す る。

5.3分 散 処 理 の形 態

こ こで い う分 散 処 理 シ ス テ ム は,ど の よ うな 構 造 上 の 形 態 の もの で あ るか み

て み よ う。 端 的 に い え ば,中 央 集 中 型 の 分 散 処 理 シ ス テ ム を考 察 して み よ う と

い うの で あ るo

中 央 に ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ が あ る 。 リモ ー ト側 に ロ ー カ ル ・プ ロ セ ッ サ

が 配 置 さ れ る。 これ は 一 カ 所 で も数 カ 所 で も よ い が,こ の ロ ー カ ル ・プ ロセ ッ

サ と ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ と は 通 信 回 線 で 結 ば れ る。 ロ ー カ ル ・プ ロセ ッサ に

に は,メ イ ン ・ス ト レ ー ジや デ ィ ス ク をそ な え,数 台 の タ ー ミ ナ ル が ぶ ら さ が

っ て い る 。 形 か らみ れ ば,ち ょ う どキ ー ・ッ ー ・デ ィ ス ク が,ホ ス ト ・コ ン ピ

ュ ー タ と通 信 回 線 で 繋 げ ら れ て い る よ うな もの で あ る。

分 散処 理 シ ス テ ム とキ ー ・ツ ー ・デ ィ ス ク と は,ど こが ちが うか み て み よ う。

キ ー ・ツ ー ・デ ィ ス ク で は,デ ィ ス ク にた め こん だ デ ー タ を バ ッ チ に し て磁 気

テ ー プ に落 と し,こ れ を 人 手 で ホ ス ト側 に 搬 送 し て い た が,こ の 分 散 処 理 シ ス

テ ム で は,オ ン ラ イ ン ・バ ッチ で,ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ に 通 信 回線 を 通 じ て

伝 送 す る 点 が 異 な る 。

そ れ よ り基 本 的 相 違 は,デ ィ ス プ レイ ・タ ー ミナ ル と ロ ー カ ル ・プ ロセ ッサ

の 距 離 が600メ ー トル か ら1,500メ ー トル ま で 離 す こ と が で き る と こ ろ に あ

る。 この こ と は 何 を 意 味 し て い る か と い うと,タ ー ミナ ル を 第 一 線 に 分 散 配 置

で き る こ と で あ る。 こ の ロ ーカ ル ・プ ロセ ッサ は,タ ー ミ ナ ル を コ ン ト ロー ル

す る タ ー ミ ナ ル ・コ ン トロ ール ・ユ ニ ッ トの 役 目 を 果 た す の で あ る。

そ し て,ホ ス ト ・マ ス タ ー ・フ ァイ ル の コ ピー を ロ ー カ ル ・プ ロセ ッサ に 置

き,リ モ ー ト側 で も,デ ー タ の チ ェ ッ ク と対 話 式 イ ン ク ワ イ ア リー を 行 な え る
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よ うに す る。 適 用 業 務 の 性 質 と規 模 に よ っ て,ホ ス ト ・マ ス タ ー ・フ ァ イ ル の

完 全 な コ ピ ー を も つ か,部 分 的 な コ ピ ー を も つ か を 考 慮 す る 必 要 が あ る。 この

よ うな 分 散 フ ァイ ル を も つ こ と に よっ て,エ ン ド ・ユ ー ザ ー部 門 の ロ ー カ ル な

特 有 の 問 題 を 解 決 し て くれ る。

5.4分 散 処 理 の特 徴

分 散処 理 シス テ ム にお いて,ロ ーカル な 日常 業務 を処 理 し,そ の 処 理 デ ータ

の うちホ ス ト ・コ ン ピ ュータ に 必 要 な もの を あ る一 定 時 間(た とえ ば1日 分),

リモ ー ト側 の フ ァイ ル に集 め られ る。 これ らの蓄積 され た デー タ は,リ モ ー ト

側 か らホ ス ト側 へ,通 信 回 線 を通 じて,バ ッチで伝 送 さ れ る。 バ ッチ で伝送 す

るの で あるか ら,オ ンライ ン ・リアル ・タ イ ム ・シス テ ム の よ うに 高価 な専 用

回線 を用 い な く とも,安 い交 換 回 線 を 用 い る こ とが で き る。 また,ホ ス ト側 と

リモ ー ト側 聞 の デ ータ のや りと り回 数 を減 らす こ とが で き る。 これ に よっ て,

ホ ス ト ・コ ン ピュ ータ の負 荷 お よび通 信 コス トの大 幅 な 削減 が可 能 にな る。

もし,ホ ス ト ・コ ン ピ ュータ や通 信 回線 が ダ ウン した場 合 で も,リ モ ー ト側

で ローカ ル な処 理 は 独 立 して行 な え る。 そ し て,ダ ウ ン回 復後 伝 送 で きな か っ

た デ ータ を ホ ス ト側 に 送 る。

ホ ス ト ・コ ン ピュ ータで は,リ モ ー ト側 か ら送 られ て きた デ ー タ に よっ て,

全 社的 な処 理,た ・とえば 全 社 的 な会 計 処理 を集 中 して処 理 し,処 理 が終 っ た あ

と,ロ ーカ ル に必 要 な デ ータ あ る いは ア ウ トプ ッ トが あれ ば,ま た通 信 回線 を

通 じて バ ッチ で返 送 さ れ る。 この こ とは デ ータ処 理 の 集 中 方 式 の利 点 が生 かさ

れ てい る こ とで ある。

これ で わか る よ うに分 散処 理 と集 中処理 とは,ま っ た くの 反対 の概 念 で,一

方 の欠 点 は他 方 の利 点 とな り,ま た一 方 の利 点 は他 方 の欠 点 とな る。 そ の こ と

は従 来 の集 中 と分散 の そ れ ぞ れ の 利点 を 出場 させ た新 しい デ ータ処 理 の方 式 と

い え る。 ち ょ うど正 と反 とが 合 とな る よ うな 弁証 法 的発 展 の 産 物 が,こ こで い
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う分 散処 理 シス テ ム で あ る。 た だ分 散処 理 で あ りさ えす れ ば よ いの で な い。 分

散処 理 も行 な え る と と もに,集 中処理 も行 え る こ とであ る。

5.5分 散 処 理 シ ス テ ム の進 化

分 散処 理 シス テ ムが 出現 した背 景 に は,テ クノ ロジ ーの驚 異 的 発展 に よ って,

マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ,マ イ ク ロ ・コン ピ ュー タ等 の技 術の 進 歩 に負 うと こ ろ

が 多 い。 将来 は これ らの コス'トが,も っ と低下 す るで あ ろ うこ とが考 え られ る。

そ の あか つ きに は,現 在 の 分散 処理 システ ムの 中 心 的役 割 を果 た して い るイ ン

テ リジ ェ ン ト機 能 の細 分化 が行 な わ れ る で あろ う。 す な わ ち,タ ー ミナル 自身

に イ ン テ リジ ェ ン ト機 能 を もた せ,よ り多 くの処 理 能 力 を与 え て,ロ ーカル ・

プ ロセ ッサを省 略 す る こ とが 考 え ら れ る。 なぜ な らタ ー ミナル に それ ぞ れ 個性

を もた せ る こ とが で き る し,極 め て融通 性 に富 ん だ処 理 が で き る よ うに な るか

らで あ る。

さ らに 人件 費 の 節減 の面 か ら も,イ ンテ リジェ ン ト機 能 の 細 分 化 が進 め られ

るで あろ う。 な ぜ な らタ ー ミナル は ど うして も,人 間が 操 作 しな け れば な らな

いか ら,タ ー ミナル ・コス トは 人件 費 の一 部の よ うな もの で あ る。 この ため タ

ー ミナル に イ ン テ リジ ェ ン ト機 能 を もたせ ,操 作 を 容易 に,し か も正 確 にす れ

ば,タ ー ミナル 当 りの生 産 性 の 向上 が 期 待で き る。 このた め に もタ ー ミナル 個

々 にイ ンテ リジ ェ ン ト機 能 を組 み こむ こ とが要 請 さ れ る。

さ らに,第 一 線 の 部門 や 遠 隔事 業 所 の ニーズ に こたえ るた め に,タ ー ミナル

の 処 理能 力は,だ ん だん と強 力 にな っ てい くで あ ろ う。 そ の 反 面 ホ ス トの処理

能 力 は,相 対 的 に小 さ くな るか も しれ な い。 しか し,あ くまで相 対的 な もの で,

分 散 処理 のす そ 野 の ひ ろが りに よ る量 的質 的 拡 大 に対処 す るた め には,ホ ス ト

の パ ワ ーを あげ る こ と も必 要に な っ て くるか もしれ ない 。 この点 予測 は極 め て

困難 で ある。

た しか に 分 散処 理 シ ス テム に よっ て,部 門 特 有 の きめ 細 か な処 理 形 態 が確 立

一一59一



さ れ る か も しれ な い が,臨 時 的 単 発 的 な 問 題 解 決 に は 極 め て 弱 い と い わ な け れ

ば な ら な い 。 一 度 苦 労 し て っ くっ た プ ロ グ ラ ム を ま れ に し か,あ る い は 一 度 も

使 わ な い よ うな もの で は,対 応 が 解 決 さ れ る と は い え な い 。 また,電 卓 な ど で

計 算 で き な い 個 人 別 の 計 算 に も弱 い とい わ な け れ ば な らな い 。

こ うみ て く る と分 散 処 理 シ ス テ ム よ り も っ と き め 細 か い ニ ー ズ が あ るの で あ

っ て,こ れ に 対 応 す る た め の シ ス テ ム が 要 請 さ れ る 。 こ れ の 具 体 に な っ て あ ら

わ れ た もの が,TSSの よ うな イ ン タ ー ラ ク テ ィ ブ ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・シ

ス テ ム で あ ろ う。 ま た,言 語 と し て は,GIS(GeneralizedInformation'

System,あ る い はAPL(AProgrammingLanguage)で あ ろ う。 これ らの

進 歩 に よ っ て,コ ン ピ ュ ー タ を 知 ら な い 人 で も,容 易 に 利 用 で き る よ うな 方 向

に 進 む で あ ろ う。

さ ら に,現 在 緒 に つ い た ば か りの ラ ン ゲ ー ジ ・プ ッセ ッサの 発 達 は,古 くか ら

と な え ら れ て い な が ら,み るべ き成 果 の 少 な か っ た イ ン フ ォ ー メ シ ョ ン ・リ ト

リー バ ル へ の 道 も開 か れ る こ と に な ろ う。(小 沢 委 員 担 当)
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6.情 報処理技術の動向

6.1半 導 体 技術 につ い て

情 報 処 理 産業 の発 展 の 要 素 とし て,半 導 体技 術の進歩 とそ の量 産規 模 の 拡大

に よ る半 導 体製 品 の 低 コス ト化 が重 要 で ある こ とは い うまで もな い。

昨 年8月,日 本経 済 新 聞 に 「21世 紀 への課 題 」 とい う記事 が連載 さ れ,こ

の 記事 の 中で21世 紀 に至 る 中 で主 要産 業 の業 種 別成長 度 に関 す る業 界 人 の意

見調 査 が あっ た。

この 調査 に よれ ば成 長 可 能 性 の 高 い 方 か ら低 い方 に5段 階 に分 け た 中 で,そ

の第 一 区 分 の 「か な り高 い業 種 」に 入 る と予測 され た もの は通 信 機 とコ ン ピュ

ータの2業 種 で あ り,第2区 分 の 「やN高 い業 種 」にあ げ られ た10業 種 の 中

で製 造業 に 属 す るの は,通 信機 と コ ン ピュータ以外 のエ レク トロニ クス,精 密

機 械,航 空機 の3業 種 で あっ た。

コン ピュ ータ,通 信 機 は 過去 す で に半 導体製 品 の高度 化 に 合 わせ て 付加 価 値

を高 め,今 後 ます ます,そ の 傾 向 を 強 め てい る。

航 空 宇宙 産 業 は,非 常 に 高 性 能 軽量 化 とい うニ ーズ に よ り,半 導 体技 術 の進

歩 の 推進 役 を して い る こ とは 衆知 の通 りで あ り,か つ,航 空 機 の コス トの半 分

近 くが エ レ ク ト・ニ クス製 品 で 占 め て い る とい われ,将 来 ます ますそ の 方 向 で

発 展 す る こ とが 予想 され てい る。

一 方 家庭 電 気製 品 の 中に 占め る半 導 体製 品 として も,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー

タ の 利 用,CCD(ChargeCoupledDevise)な どの 高 度 な半 導 体製 品Vcよ

る付加 価 値 の 向 上 をめ ざ して い る。 自動 車産 業 において も,安 全 性,省 エ ネル

ギ ー,自 動運 転 の 方 向 を 目 ざ して,エ レク トロニ クス装 備 に よ る機 能 向 上 は現

在 の航 空 機 と同様 の 方 向 を た ど る もの とみ られ て い る。

時計,ミ シ ン,カ メラ,電 卓 な どの 大 衆 消費 の精 密機 械 工業 製 品 もす で に半

導 体 の利 用 に よる高性 能 化,機 能 向 上 が 著 しい。
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この よ うに半 導 体 の大 量 需 要 の動 向 は 多 くの成 長産 業,巨 大 産 業 の 分野 で進

み つつ あ り,こ の こ とが半i導体 ・エ レク トロ ニクス産 業 の競争 を多 くし,か つ

そ の 技 術 の進 歩 を いや が うえ に も大 き くし てい る。

そ の結 果 で最 も顕 著 にみ られ るのは そ の 価格 面 にお い て で あろ う。

半 導 体製 品は工 業 製 品の 中で は最 もス ケー ル オ ブ メ リッ トが 大 きい製 品 の一

つ で あ り,そ の 動 向 を示 す もの に 「ラ ー ング ・カ ー ブ」 とい われ る もの が あ

る。

図1-6-1(A)に は米 国の 各種 半 導 体製 品 を マ ク ロに とらえ た累積 生 産 量

とそ の コス トの動 向で あ る。

10.00

単
位5.00
(あ
一た2
.00九り

五コ1 .00八ス

年 ト0 .50ド

ノレ

価O.20

格 ドル
)0 .10

0.10.20.5125102050iOO

(A)(朝 日新 聞 よ り)

10

8

(6

茸4
)

2

廠
04カ氷

∈ :

＼

1

日本vak－け るMOSLSI(電 卓 十時計十マ

イクロプロセ ッサ)のLearningcurve

(1973～1978年 の 資料に よる。但 し1972

年 以 前の生産量 は推定。)

24681020

累積 生産量(比 率)

(B)(電 子 通信学会誌1979年1月 号)

図1-6-1半 導 体生産業 とコス ト
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図1-6-1(B)は,日 本 のMOSLSIの 累 積 生産 量 とそ の価 格 の 関係 を示 し て

い る。 こ こで は 累積 生産 量 が10倍 にな る と価 格 は1/3近 くに下 が る こ とを示

して い る。

今 後 コン ピュ ータ の主 要 部品 と してのLSIも,関 連 半 導 体部 品 の 需 要の 拡

大 を ベ ー ス とし て,低 コス ト化,小 型 化 が ます ます急 ピ ッチで進 む と予想 され

る。

1980年 代 中期 にお け る大量 の製 品 に適 用 され るテク ノ ロ ジー は現 在 実験 室

レベ ル で は関 発 され て い る ものか,ま た は 開 発 目標 として取 り上 げ られ て い る

もの で ある。

大型 計 算 機 に利 用可 能 なLSI製 品 の1つ の 目標 とし て次 の よ うな もの が あ

る。

表1-6-1大 規模LSIの 開発目標例

素 子 の 種 類 目 標 値 1970年 後 半 か らの比

論 理 素 子
100Kゲ ー ト/チ ッ プ 20倍

1.5ns/1ロ ジ ッ ク 5～10倍

メ モ リ 素 子

2Mバ イ ト/チ ップ 100倍

150ns/サ イ ク ル 2～5倍

1960年 代 中期 か ら1970年 代 後 期 に 至る同 じ分 野 の進 歩 をふ りか え っ てみ

た場 合 論 理素 子 に お い ての 集積 度 は200～800倍 に 上 り,記 憶素 子 にお

いては 約2,000倍 にも達 し てい る こ とか らみ て上 記 目標 値 は,1980年 代中期

で の実 用 上 の製 品 にお い て十 分達 成 され て い る もの と考 え た い。

しか しLSIの コス ト要 因 と して,1種 類 の 設計 コス トは大 き く,同 一 種 類

の1チ ップの製 造 コス トは非 常 に小 さ い とい う特 性 は,集 積 度 が高 ま るにつ れ

て ます ます 利 用面 にお い て顕 著 な影響 を及 ぼ す 方 向 にあ る。

今 後 の重 要課 題 として次 の よ うな もの が あ る。

(1)微 細 パ タ ー ン加 工 技 術

(2)ロ ジ ック,記 憶 電荷量 の低 エ ネル ギ ー化 に伴 い,外 乱(放 射性 物 質 な ど)
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か らの影 響 を うけや す くな る こ とに対 す る対 策

(3)CAD(ComputerAidedDesign)の 開発 によ りLSIの 設 計 コス トの

低 下 と期 間 の短縮

(4)同 種 のLSIを 並 列 使 用 す るシ ス テム 構成 の推 進

6.2入 出 力,記 憶 装 置,関 連 技 術

端 末 ・入 出 力,記 憶装 置 は コン ピ ュー タシ ス テム 構成 上 の ウエ イ トを今後 と

もます ます大 き くし重 要 な位 置 を 占 め る。

表1-6-2に 計算 機 シ ス テムを構 成 す る価 格 比 の予 想 の1例 を示 す。

表1-6-2

年 代 端 末 周辺/外 部記憶装置 本体系 そ の 他

1975年 14% 21% 63% 2%

1985年 32% 22% 46% 0

端 末,入 出 力装 置 お よび周 辺 記 憶装 置 に利 用 され る技 術 は,半 導 体 素子 ほ ど

の急 ピ ッチ の利 用分 野 の拡 大 は 予 想 さ れ てい な いが,多 方 面 に おけ る応 用分 野

の拡 大 と大量 使 用 に支 え られ て低 コス ト化 し,今 後 新 しい コ ン ピュ ータ の入 出

力装 置 と関連 し て発展 す る ものが 多 く次 の よ うな方 向 の発展 が考 え られ る。

(1)マ ンマ シ ン ・イ ンタ7ェ ー ス の改 善

音声 入 出力機 能,図 形入 出 力機 能 の改 善 と低 コス ト化 が進 み 人 間 の五 感

と直接 的 に対 応 出 来 る入 出力 端末 機 器 が 実 用化 さ れ,現 在 よ りは るか に多

くの ものが一 つの 計算 機 に接 続 され る傾 向 にな る。

また,利 用業務 に よ り密着 した専 用 の 入 出 力機 器 が 実 用化 さ れ,計 算 機

利 用 分野 の拡大 に貢 献 す るで あろ う。

またパ ー ソナル ・コ ン ピュ ータ の 低 コス ト化 した もの も簡 易 端 末 として

利 用可 能 とな り,大 衆(ア マチ ュア)と 情 報 サ ー ビス産業 との 密着 度 を 高
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め て情 報化社会の発展を促進す るであろ う。

(2)新 原 理 に よ る機 器 の 普及

現 在 は まだ特殊 な技 術 としてみ られ てい る ものが実 用 化普 及 し,安 価 で

高能 率 な 入 出 力装置 と して利 用 が進 み 省 力化,業 務 形 態 の 改善 に 貢 献す る。

例 えば

・ プ ラズ マ ・デ ィス プ レイ に よる低 コス ト小形 図 形 入 出力 装 置

・ イ ン クジ ェ ッ ト ・プ リンタ に よる低 音の高 速 プ リンタ

・ レーザ光 線 に よ る大 量 ・高 速,自 在 な フォ ーマ ッテ ィ ング の 印刷 装

置

な どが あ り,現 在 大量 の計 算 機 パ ワー と多量 の入 出 力装 置 を利 用 して い

る金 融 保 険,電 力,ガ ス等 の企 業 内で の運 用形 態の 改 善 が進 む と同時 に企

業 内の設 備 としての 重要 性 と密着 度 を ます ます 高め る。

(3)外 部 記 憶装 置

従来 の 回転 機 構 の デ ィス クが当 分外 部 記憶装 置 とし て有 力 で ある が,そ

の他 に新 方式 の 固 体外 部 記 憶装 置 が大 き く発展 し外 部 記憶 装置 の ハ イ ラー

キ 構成 を 豊富 にす るで あろ う。

また超 大 容量 の フ ァイル 記憶 装 置 も高密 度化 と製 品 の種 類 も多様 化 し小

規 模,中 規 模 の 範 囲 に まで カ バ ー され る。

表1-6-31980年 代中期外部記憶装置の予測

種 別 容 量 待 時 間

高速外部メモリ(MOS) 100～200MB 10～100μS

〃(OCD) 〃 0.5～1mS

大 容 量 バ ブ ル メ モ リ 100～200MB 1～2mS

超 大 容 量 デ ィ ス ク 1,000～2.000MB 10～20mS

超 大 容 量 カー ト リ ッ ヂ 1,000～2、000GB 10～20S
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磁性材料 を利用 した外部記憶 も今後製品改良,高 密度化 に より1980年

代中期 には現時点の単位容量 あた りの価格は低下す るであろ うが,半 導体

の コス ト低下は桁違 いに大 き く外部記憶装置 に半導体記憶装置 が仲間入 り

す ると考 えられ る。

しか し半 導体記憶装置 の揮発性特性 の弱点の対策 として,い くつかの工

夫が課題 とな るであろ う。

(4)そ の他 の技 術

今後 の重要 な ハ ー ドウェ ア技 術 とし て,機 器 の実装 と接 続 の技 術が ある。

将 来 の コン ピ ュータ の 実装 形態 を 予測 す る もの と して 図1-6-2に 示

す よ うな ものが あ る。

1980年 代 中期 に どの程 度 実 現性 が あ るか は別 と して も,一 つ の構 造 体

の 内 部 に ヒュ ーマ ン ・イ ン タ フェ ース以 外 のす べ て の機 器 を 収容 す る とい

う考 え方 は,設 備 工 事 の簡 略 化,設 置 スペ ースの縮 少,と い う意 味 で 今後

進 むべ き方 向 と考 え られ る。

ま た,プ ラ グ ・コンパ チ ブル ・メー カ対 策 とし て大 手 メーンフ レーム ・メ

ー カ ーの営業 政 策 上 の 必要 性 か ら もこの よ うな考 え方が 取 り入れ られ る も

の と思 う。

ま た この よ うに一 体 化 さ れた処 理 系 記 憶系 の 装 置 と ヒュ ーマ ン ・イ ンタ

フ ェース の装 置 との 間 の接 続 につ い ては,今 後 光通 信 の 技 術 が大 幅 に取 り

入 れ られ るで あ ろ う。

この技 術 は 当初 は長 距離 大 容量 通 信 の技 術 として 開発 が 進 め られて来 た

もの で あ るが,

・ 電 気雑 音,そ の 他外 乱 に対 して 非 常 に強 く伝送 特 性 の 良 い もの が可

能

・ ケ ー ブル コス トが低 下 す る可 能 性 大

・ 大 量 情 報転 送 に向 い て い る
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な どの 特 徴 に よ り情 報処 理 シ ステ ム にお い て本 体系 と周 辺 入 出 力 との情

報転 送,お よび 端末 とセ ンタ ー との接 続 な ど に今後 大 き く利 用 さ れ よ うと

して い る。

今 後 新 た な適 用 分野 の拡 大 に よ り低 コス ト化 と,電 気e光 変換 用 のLS

Iの 開発 な どが待 たれ る。

LSI論 理 及 び

記憶(109BITS)

応
保
確

晒
璽
1

図1-6-2

集 中複合 アクセス ・ヘ ッ ド

機械 的電子的 メ カニズ ム

Source:AFIPSNCC1975

将 来 の デ ー タ 処 理 シス テ ム

6.3コ ン ピ ュ ー タ の 構 成 技 術 の 動 向

6.3.1LSl化 の影 響

半 導 体 コス トの 低下 は ます ます進 み1980年 代 に入 る と,中 小 型 価 格 レ

ン ジの コン ピュ ータに お い て も,主 記 憶 容 量 が数MB～10数MBの も

の が コス ト的 に利 用可 能 とな る。
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ま た従 来 の 汎用機 とみ な され てい る ものの他 に,オ フィ ス用,科 学 技 術

用,通 信 端 末 制 御 用,プ ロセ ス制 御 用 といっ た よ うな専 用 に特 化 され た も

の が競 合 して市 場 に 出 まわ る こ とが考 え られ る。

これ ら専 用機 の ソフ トウ ェ ア体系 は比 較 的簡 易 な もの を指 向 して,低 コ

ス ト高性 能 とい う面 で特 徴 づ け られ よ う。

また 汎用 中小 型機 はLSIの 量 産 効 果 に よ りハ ー ドウエ アコ ス トは大 巾

に低 下 す る。

また使用上は今後 の ソフ トウエア上の技術進歩に 合わせて多 くの機能が

付加 され よ うが基本 的 ハ ー ドウェ ア構 造 お よびOSの 構 造な どは1970年

代 の後 期 の 大型 超 大型 計算 機 の概 念 を引 き継 いだ もの とな ろ う。

一 万大 型機 ,超 大型 機 とみ な され る分野 の コン ピュ ー タはそ の構成 が 少

しず つ変 るの で はな いか とい うことが 予 想 され てい る。

LSIの 設 計 コス トは大 き く,製 造 コス トは小 さ い とい う特 性 が あ るた

め,将 来 の 大型 機 を作 るに あ た っ ては,

①LSIの 設 計 を正 確 に,安 く,早 く行 う技 術 を 開発 す る。

② 論 理 装 置 を簡 単化 し同一 の もの を出来 るだ け並 列 使 用 す る。

③ メモ リを 多量 に か つ 多 目的 に利 用 し,特 殊 な機 能 は マ イ ク ロ コー ド

化 す る。

の よ うな手 法 を よ り一 層 徹 底 し て お し進 め る必 要 が あ る と考 え られ て い

る。

この よ うな 考 え方 で将 来IBM社 が どの よ うな コ ン ピュ ータを 出す で あ

ろ うか と予測 した一 つの 例 とし て,,図
.1-6-3に 示 す よ うな.も,のが あ る。

(ACT・Lecht/C・mp・terW・rld紙 よ り)

図1-6-3に 示 す 次 世 代 の コン ピュータの特 徴を簡 単 に ま とめ る と,

① 高 速 バ ス(HighDataRateBus)お よ び シ ス テ ム 記 憶 装 置(Basic

Memory)を 中 心 と し て,各 種 の 用 途 別 プ ロセ ッ サ が フ レキ シ ブル な

イ ン タ フ ェ ー ス で 結 合 さ れ て る。
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② 新 し い主 プ ロセ ッサ(System80Processor)は ア ドレス空 間が

非常 に大 き くとられ てお り,ワ ン レベ ル ・ス トレー ジの概 念 が導 入 さ

れ て い る。

フ ァイル ・プ ロセ ッサ と ハ ー ドウ ェアの制 御 に よ っ て大 容量 キ ャ ッ

シ ュ,シ ステ ム メモ リ,バ ブィレメモ リ,デ ィス ク,ラ イ ブラ リメモ リ,

な どの 多段 メモ リ構 造 が一 元 的 に管 理 され てい る。

③ 機 能 別 に 多 くの 専 用 プ ロセ ッサが 用 い られ マイ ク ロ コー ド・ジ ック

でそ の 機 能別 特 徴 が発 揮 され てい る。

④ 既 存 の370/303Xコ ン ピュータ と連 動 してそ の ソ フ トハ ー ド資

産 を継 承 出来 る。

上記 の よ うな 大 型 計算 機 が 一 度 に 出現 す る可 能性 はむ しろ少ない と考 え ら

れ,1980年 代 に徐 々に 大型,超 大 型 の計算 機 の 構成 が この よ うな形 態 に

変 身 して行 くと考 え た方 が 理解 しや す い。

す な わ ち,各 種 の 専 用 プ ロセ ッサ,な どが 従来 の等 価 な機 能 と並 行 的 に

逐 次商 品化 され ユ ーザ の シ ステ ムに組 込 まれ 利 用効 果 を上 げ 旧機 能 を不 要

化 して行 く もの とみな され る。

以 上の よ うな 見 方 で今 後 の 中小型,大 型,超 大 型 コン ピュー-fiの1980年

代 中期 にお け る能 力お よび コス トパ ー フ ォーマ ン ス を考 え る と次 の よ うな

予 想が 出来 よ う。

表1-6-41980年 代の中期のコンピュータ性能

区 分(価 格レンジ) 能 力
1970年 代 の 相 対 的

コストパーフォーマンス向上夏

中 小 型 汎 用 機 0.5～5MIPS 5～10(ハ ー ドの み)

大 型 ・超大 型 機 5～50MIPS 3～7(〃)

MIPSMillionlnstructionsPerSecond

LSIの 影 響 は 中小 型機 の コス トパ ー フォ ーマ ンス を よ り多 く向上 さ せ

る であ ろ う。
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63.21980年 代 中期 の コン ピュー タの機 能

半 導 体 技 術 の進 歩 と半 導 体産業 の発展 に支 え られ て,ハ ー ドウ ェ アの 飛

躍 的 な コス トパ ーフ ォ ーマ ンス の 向上 が 期待 さ れ る。

本 来 ハ ー ドウェ ア化 出来 に くい非標 準 的 な もの が ソ7ト ウ ェ アで扱 わ れ

てい るた め,今 後 ソ フ トウ ェ アの開発 は ます ます大 きな問 題 と して意 識 さ

れ な け れば な らな い。

図1-6-4と 図1-6-5に この 悩みをわかりやす くグラフで表 現 して示 す 。

この悩 み を出 来 るだけ 少 くす る こ とが1980年 代 の コン ピュ ータ 開発 お

よび利 用技 術 に対 して課 さ れ た大 きな課 題 と いえ よ う。

今 後 の コン ピュ ータの ユ ー ザ ー ・イ ン タ フェ ース を よ りこの よ うな課 題

に 合 わせ るべ く発 展 させ るに あた り強 調 さ れ る機 能 と して次 の こ とが あ る。

① 既 存 の コ ン ピ ュータ 上で 稼動 し てい る ソ フ トウェ アの 資産(世 界 中

では100兆 円 を上 まわ る と推 定 さ れ て い る)の 大 部 分 を新 しい コン

ピ ュータ の 上 で引 きつ づ き実行 出来 る機 能 を持 つ こ と。

② 新 しい コン ピ ュータ ・イ ンタ フェ ー スの 上 で 開発 さ れ る ソフ トウ ェ

ア お よび シ ス テ ムの成果 は,長 期 に資 産 と して価 値 を持 て る よ うに普

遍 的 な マ シ ン環 境,す なわ ち,メ モ リサ イズ,機 器 構成,OSの バ ー

ジ ョン,そ の 他 の外 部条 件か ら独立 な環 境 で作 成お よ び修 正 が行 え る

こ と。

これ らのニーズ 特 に② を実現 す るに あた っ ては,新 しい コン ピュ ータ の

提 供 す る 各 階 層 の イ ン タ フェ ース が標 準 化 され,か つ,OS構 造 な どか

ら独立 な普 遍 的 イ ンタ7ェ ースを持 つ こ とが 必 要 にな っ て くる。

新 しい コン ピュ ータの 階層 構造 を簡 単 化 し て表現 す れ ば 図1-6-6に

示す よ うに表 現 され る。

この よ うな考 え 方 は アプ リケ ー シ ョン ・レベ ルそ の他 の階 層 構 造 を標 準

化 し,ネ ッ トワ ー ク上の 他 の コン ピュ ー タ とジ ョ ブの移 送 を 自由に 出 来 る

よ うに しよ うとい う,ネ ッ トワー ク ・ア ーキ テ クチ ャの プ ロ トコル の 設定
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と い う考 え方 と同 じ結 果 を生 む こ とにな ろ う。

ア プ り

(

ケ 一 シ ヨ ン

HLL記 述)

,(D～HLLイ"一 フー

(HLLサ ポ ー ト ・ル ー チ ン)

(1)〆 一＼_/DB/DCイ ンター

DB/DC機 能

(1)r-一 ＼_一!OS/パ ッケ ー ジ イ

ア ク セ ス メ ソ ッ ド

OS 基本機能

ノ 、 一 ド ウ ェ ア

通
信
網

1/0デ パ ィス

図1-6-6コ ン ピュータの階層構造

図1-6-6の 階 層構 造 を想定 した場 合,ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム が 問 題 向 のHLL

(HighLevelLanguage)の イ ン タ フ ェ ー スAを 有 し,HLLサ ポ ー トル

ー チ ン群 に 接 し
,こ の ル ー チ ン 群 は,DB/DC(DataBase&Data

Communication)イ ン タ フ ェ ー スBに よ っ てOSの 提 供 す る 各 種 ア ク セ

ス メ ソ ッ ドの 提 供 す る イ ン タ フ ェ ー スCに 接 し て い る 。

こ の 場 合 資 産 と し て の 価 値 の 高 さ はAの イ ン タ フ ェ ー ス の 上 位 の ユ ー ザ

プ ロ グ ラ ム だ け で な く,DB/DCパ ッ ケ ー ジ も今 後 ま す ま す,資 産 と し

て の 重 み を 増 し て い る 。

こ れ ら の ニ ーズ と の 対 応 は す で に1970年 代 に お い て も,次 の よ うな 形
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で行 われ て い る。

(1)HLLイ ンタ フ ェ ース としてDML/DDLの 設 定 な ど

(ii)DB/DCパ ッケー ジの標 準 化

餉 仮想 ファ イル ・アクセ ス メソ ッ ド,仮 想端 末 ア クセ ス ・メソ ッ ド,

仮 想 記憶 方式 な ど各 種基 本機 能 の仮 想 化

これ らの機 能 の標 準 化,仮 想 化 も現時 点 で は 方 式的 に同 一概 念 に て作成

さ れ た同 一 メーカ ー の同 系統 のシ ス テ ム上 で通 用 す る概 念 で しか な い。 今

後 は これ ら の機 能 の標 準 化普 遍性 を よ り高 め る こ とが 期待 さ れ る。

これ らの 目標 が 達成 され る まで に処 置 され る こ とが望 ま しい考 え方 と し

て特 徴的 な もの を2～3ひ ろ い出す と次 の よ うな もの が 考 え られ る。

ω デ ータの 表 現 法 と して従 来 の ワー ド,バ イ ト,ビ ッ トな どハ ー ドウ

ェア の 属性 は な くな り,可 変 長 な デ ー タキ ャラ ク タ とい う表 現 に変 る。

回 メモ リ空 間の 表 現 も,ア ドレス とい う概 念 か ら シ ンボル 表示 空 間 と

い う表 現 に変 る。

←寸 フ ァイ ル お よび デ ー タベ ース もよ り論理 的 表現 で統 一 され た デ ータ

モ デル として取 扱 われ る。

上 記 の例 で示 した よ うな ハ ー ドウ ェア お よびOS環 境 か ら独 立 な 論理 的

機 能 の み で シ ス テム 設計 とプ ログ ラ ム作 成 が行 うこ とが 出来 る とす れ ば,

そ の成 果 は,ソ フ トウエ ア資産 と して従来 よ り,よ り普 遍的 価 値 を 有 す る

と同 時 に,時 間 的 に も空間 的(ネ ッ トワーク を通 じて他 の コン ピ ュー タで

処 理 出 来 る こ と)に もポ ータ ビ リテ ィが 高 ま る。

この よ うな理 想 的 な環境 を作 るに は,ハ ー ドウ ェ アの コス ト ・パ ーフ ナ

ー マ ン スを まだ ま だ犠 牲 に しな け れ ばな らな い こ とが 予想 さ れ,1980年

代 中ば にお い て十 分 にそ の 商 品価 値 を発 揮 し てい る とい うの はむ つ か しい

が,一 部の 大 型機 に お い ては 実現 し つつ ある もの と考 え た い。1980年 代

後 半 か ら1990年 代 にか け てはそ の ニ ーズ が よ り高 ま り,汎 用 コ ン ピュ ー

タの 基本 条 件 とな っ て くるで あろ う。
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63.3デ ー タベ ー ス ・シス テ ムの 技 術

今 後 の コン ピュ ータ を利 用 した シス テ ム作 りにお い て,デ ータベ ース ・

シ ス テ ムが非 常 に 重 要 な役 割 を 果 す こ とは 明 らかで あろ う。

1980年 代 中期 にお いて大 規 模 データベ ース に要 求 され る容量 は,101L

　ヨ

10と い う規 模 の もの が 出 て来 る。 これ は比 較的 大規 模 な一 つ の企 業 で取

り扱 う全 情 報量 に匹 敵 す る規 模 だ とい わ れ てい る。

また デ ータベ ース の参 照 ・更 新 を伴 うアクセ スに対 す る耐 力(パ ー フ ォ

マ ン ス)も1970年 代 に 実 用 さ れ て い る もの よ り10～100倍 程 度の高

性 能 の 要 求 も出現 す るで あ ろ う。

これ らを 実現 す るた め の技 術 見 透 し と して,

(1)1970年 代 にす で に実 用 化 され てい る デー タベ ース ・シス テ ム とほ

ぼ 類 似 の概 念 で は あ るが,高 速 大容 量 の 記憶 装 置(固 体 外 部 記 憶装置)

,フ ァ ーム ウ ェ ア化 され た 高 速 の ア クセ ス手順 と超 大 容量 の 記憶 機 構

の組 合 せ で高 速 大 容量 デ ー タベ ース機 構 が実 現 さ れ よ う。

(2)ま た 特 に利 用 頻度 の 高 い大 容量 デ ータベ ース ・シス テ ム実 現 の 方法

と して,従 来 の 高 速 コン ピュ ー タの遂 一 的 な処理 方法 の限界 を突 破 し

て,プ ロセ ッシ ン グ能 力 を有 す る高速 論 理機 能 の並 列処 理 に よ り情 報

の 検 索 ・更 新 能 力 を 飛躍 的 に 向 上 さ せた い わゆ るデ ー タベ ース ・マ シ

ン とい わ れ る もの が研 究 され てい る。

これ は1980年 代 中期 に大 幅 に実 用化 が進 ん で い るか ど うか は まだ

明 確 に見 透 せ な い が技 術 的 な 面 で は十 分 可能性 を 有 してい るで あろ う。

(3)大 容量 デー タベ ース の利 用 をサ ポ ー トす る技 術面trctsい て も,着 実

にそ の 進歩 が行 われ て,シ ス テ ムの 創成 ・再 編成,の よ うな 基 本 的 な

TOOLの 充 実 か ら,現 実 の ア ブ リケー シ ・ンの世 界 に存 在 す る大量

の 情 報 を変 換/加 工 して利 用 目的 に適 した情 報 の 集 合 体 を作 成 す る デ

ー タベ ース 設計 ,創 成,加 工 のTOOLが 発 達す る こ とが期 待 さ れ て

い る。(田 中 茂 已 委員担 当)
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7.流 通業界 におけ る情報化 ビジ ョン

わが 国 の流 通業 界 は,1980年 代 を迎 え るに 当 っ て,大 きな転 換 を要請 され

てい る。 そ の 基本 的 背 景 は,安 定 成長 経 済 へ の移行,省 資源,省 エ ネル ギ ーの

要請 等,国 民経 済 的 視 点 か ら,流 通 機 構 全 体 の効率 性 が求 め られ てい る こ とに
、

よる。 さ らに企業 経 営 の 立場 か ら も,構 造的 変 革期 な らび に競 争 激 化 とい う与

件 に直 面 し,経 営 体質 の 改善 の必 要 性 に迫 られ てい る。

この よ うな国 民 経済 的 要請 な らび に 企 業経 営 の ニ ーズ に応 え るた め の重 要 な

手 段 とし て,情 報 シス テ ム化 の 推進 が 緊 急課 題 にな っ てい る とい え よ う。 とこ

ろで,わ が 国 の流通 業 界 にお け る情 報 シ ステ ム化 の必 要 性 につ い て は,す で に

早 くか ら喧 伝 され て きた。 近年 に お い て,流 通業 界 の 中の一 部 の業 種,一 部 の

企 業 で,情 報 システ ム化 の動 きが 目立 って きてい る もの の,わ が国 の流通 業 界

を総 じて評 価 す れ ば,他 の産 業 部 門や 欧 米諸 国 と比 較 して,ま だ まだ 遅 れ て い

るもの とい わ ざ るを得 な い。

したが っ て,流 通 業 界 にお け る情 報 シス テ ム化 の 本格 的 推進 は,こ れ か らで

あ り,1980年 代 が普及期 と予想 され る。 だ が,流 通 業 界trCtsけ る情 報 シス テ

ム化 の推 進 な り普 及 は,他 の産 業 部 門 が 示 した よ うに 個別 企業 の発意 や 努 力 だ

けで もっ て,可 能 に な る と予 想 す る こ とは で きな い。 つ ま り,わ が 国の 流通 業

界 に は,情 報 シ ステ ム化 を阻 害 す る 構 造的持 質 や 取 引 慣 習等 が,依 然 とし て存

在 し てい る。 これ まで の遅 れ も,そ の よ うな 阻害 要 因 に起因 して い る と ころ が

大 きい。

した が っ て・)1980年 代 を流通 業 界 にお け る情 報 シ ス テム化の 普及 期 と予想

し,期 待す るに して も,従 来 か らの 阻害 要 因 を 排 除 し,そ の ため の 環 境整 備 を ・

公的 立場 あ るい は業 界 団 体等 にお いて 実施 し てい くこ とが不 可 欠 な 条 件 となろ

う。 そ の よ うな条 件 整 備 を強 力 に推 進 し,な お か つ流通 活 動 の特 性 に 適 合 した

ハ ー ドな らび に ソフ トウエ アが積極 的 に開発 さ れ てい くこ とに よっ て,1980

年 代 の わが 国流通 業 界 の 情 報 シ ステ ム化 は,飛 躍的 な進 展 を示 す もの と予想 さ
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れ る。

そ こで,1980年 代 中 期 の 流通 業 界 にお け る情報 化 ビジ ョンを画 く前 に,'阻

害 要因 とし ての 流通 機 構iの特 性 な らび に取 引慣 習 等 に つ い て若 干 の問 題 提起 を

行 い,あ わ せ て そ れ ら整 備 の 方 向 を ま とめて お き た い。

7.1流 通業界 の特 質 と問題点

表1-7-1な らび に表1-7-2は,わ が 国uctsけ る流 通業 界 の 構造 的 実

態 を示 してい る。表 にみ る よ うに,卸 売業34万,小 売 業160万 とい う膨 大

な数 の 事業 所 が 存在 して い る。 これ らの 事業所 数 は ア メ リカ と並 ん で,世 界 一

の数 で ある。 も し,将 来,こ れ らの事 業 所 に情 報 機 器が 導 入 され てい くとす れ

ば,未 開 の一 大 市 場が 存 在 し てい る こ とにな る。

だ が,問 題 は これ らの事 業 所 の規 模 で あ る。 一 事 業所 当 り年 間 販 売額 を算 出

す る と,卸 売業 が 約6,500万 円,小 売 業 が約3,500万 円 となる。 つ ま り,年 商

1億 円足 らず の 事業 所 が圧 倒 的 多数 を 占め るわ け で あ るが,よ り零 細性 を端 的

に表 わ して い るの が,表1--7-2の 従 業 者 規 模 別 分 布 で あ る。 従 業 者4

人以下 を 家族経 営 的商 業(生 業 的商 業)と 規定 すれ ば,卸 売 業 で45%,小 売

業 で85%が,そ こに 含 まれ る。

この よ うに未 開 の一 大 市 場 も,そ の 内容は きわめ て零 細 な事 業 所 集 団 で あ り,

従 来 の情 報 シス テ ム概 念 か らす れ ば,対 象外 の市 場層 が 圧 倒 的 多 数 を占 め て い

る ことに な る。 しか し,国 民 経 済 的 ニ ーズ か ら広 く流通 業 界 に情 報 シス テ ム 化

を推 進 す る とな る と,こ れ らの層 を対 象 外 として放 置す る こ とは許 され な い で

あろ う。 これ らの層 に対 して も情 報 シス テ ム化 の対 象 と して設定 し得 る よ うな,

ハ ー ドな らび に ソ フ トウエ アの技 術開 発 が,む し ろ肝要 で あ る。

とも あれ,流 通 業 界 にお け る情 報 シ ステ ム化 の遅 れ と困 難 性 の大 きな 一 つ の

原 因 が,零 細性 とい う構造 特 質 に あ る ことを認 識 しな け れば な らな い。

表1-7-1か ら,わ が 国の 流通 業 界 にお け る別 の特 質 を見 い 出す こ とが で
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表1-7-1昭 和51年 商業統計調査結果総括表(増 加率の単位は%)

増 加 率 増加率
産業 分 類別 47年 49年 51年 51年/

49年/47年 49年

商 店 数(店)

卸 売 業 259,163 292,155 340,430
、

12.7(10.0) 16.5

小 売 業 1,495,510 1,548,184 1,613,810 3、5(2.1) 4.2

従 業員 数(人)

卸 売 業 3,007,647 3,289,663 3,518,794 9.4(8.9) 70

小 売 業 5,141,377 5,303,378 5,579,156 3.1(2.3) 5.2

年間販売額(百 万円)

卸 売 業 106,780,082 173113,132 222,634,702 62.1(6L5) 28.9

小 売 業 28,292,696 40,299,895 55,987,974 42.4(41.6) 38.9

(資 料)昭 和51年 商 業統計

(注)47年 は 沖縄県 を含んでいない。増加率の カッコは沖縄県 を除 いた数字。

表1-7-2 昭和51年 従業者規模別分布

(構 成比の単位は%△ は減)

小 売 業
・

卸 売 業
従業者

51年 実数 増加率 構成 比 51年 実 数 増加率 構成比
51年/ 51年/規 模

(店) 49年 49年 51年 (店) 49年 49年 51年

計 1,613,810 4.2 100.0 100.0 340,430 16.5 100.0 100.0

1～2人 999,649 3.4 62.5 61.9 72,475 21.4 20.4 21.3

3～4人 382,240 6.0 23.3 23.7 83,600 21.4 23.6 24.6

5～9人 165,747 4.8 10.2 10.3 9τ536 16.3 28.7 28.7

10～19人 43,432 5.1 2.7 2.7 50,750 11.5 15.6 14.9

20～29人 11,095 9.7 0.7 0.7 15,861 10.5 4.9 4.7

30～49人 6,776 11.3 0.4 0.4 11,098 5.6 3.6 3.3

50～99人 3,275 10.6 0.2 0.2 6,465 1.6 2.2 1.9

100人 以 上 1,596 3.4 0.1 0.1 2,642 △9.2 1.0 0.8
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き る。表 にみ る よ うに卸 売年 間 販売 額 約220兆 円 に対 し て,小 売業 年 間販 売

額 は 約55兆 円 で あ る。 つ ま り,そ のひ らきは 卸4:小 売1の 比率 で あ る。 ア

メ リカ では卸1.5:小 売1,ヨ ー ロ ッパ諸 国は2:1が 一般 的 で ある。 欧 米諸

国 に 比 較 して 日本 の 格差 が異 常 に高 い の は,卸 売段 階が 多段 階 の構造 を成 して

い るか らにほ か な らな い。換 言 すれ ば,卸 売 企業 間 で複 雑 多 岐 に取 引 が展 開 さ

れ て い る結果,卸 売業 の全 体 販 売額 が異 常 に拡大 され て い るわけ で あ る。

この よ うな 多段 階 に して複雑 多岐 な取 引形 態 が,零 細 な卸 売 業 の存 在 を可 能

に してい る し,ま た,そ の こ とが科 学 的 な情 報 シ ス テム の進 展 を阻 害 し て い る

一因 で もある
。 したが っ て,わ が 国 の卸 売業 界 に情 報 シ ス テ ム化 を推 進 し てい

くため には,こ の よ うな 構 造特 性 自体 の改 革 が 必要 とな る が,長 い歴 史 の 過 程

か ら形成 され た 卸 売機 構 を短 時 日に して改 革 す る こ とは,き わめ て 困難 で あ る。

しか しなが ら,む しろ 一 部 の卸 売業 にお け るシス テ ム化 が,伝 統 的 構 造 を打

破 し てい くこ とにな るか も しれな い し,ま た,卸 売 企業 間 でボ ラ ンタ リー ・チ

ェー ンや 共 同仕 入 機 構 や協 同 組 合 の よ うな動 き を よ り以 上 活発 に展 開 して くる

とす れ ば,卸 売複 数 企業 間 の 中に 高度 な情報 ネ ッ トワー クが形 成 され る可能 性

も あ る。

い ず れに して も,わ が 国の 流通 業 界 に は情 報 シス テ ム化 を 阻害 す る構 造的 特

質 が 山積 して お り,そ れ らの 特質 を改 革 し て い くこ とが ま ず 必要 とな る。 だ が

一 方 にお い て ,日 本 的特 質 を与件 とし て,そ の 与 件 を踏 まえ て の情 報 シ ス テ ム

化 の ため の技 術 開 発 が必 要 で あろ う。

流 通業 界 に おけ る情 報 シス テ ム化 の阻 害 要 因 と して,上 述 した よ うな構 造 的

特 質 と並 ん で,日 本 的 ともい え る取 引条 件 を 指摘 しなけ れ ば な らな い。 た とえ

ば,返 品問 題,支 払 サイ ト(手 形 な ど)問 題,リ ベ ー ト問題 な ど,伝 統 的 な取

引 条件 や 取 引 慣 習 が,不 合理 な 方 式 の ま ふで 温存 さ れ て い る。そ の よ うな 実態

が 流通 業 の 機械 化 や シス テ ム化 を 著 し く阻ん で い る大 き な原 因 とな っ て い る。

した が っ て,流 通 業 界 にお け る情 報 シス テ ム化 の 推進 に当 た っ ては,不 合理

な取 引条 件や 取 引 慣 習 を 合理 化 し,欧 米 の流 通業 界 にみ る よ うな標 準 的 ル ール
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を 確 立 す る こ とが必要 で あ る。 そ のた め に は,公 的立 場 か ら強 力 な指 導が 必 要

で あ る。

7.2流 通 業 界 に お け る 情 報 シ ス テ ム 化 の 主 体

わ が国 の流 通i業界 には,上 述 した よ うな多 くの 問題 点 が 内在 して い るが,近

年,一 部 の流 通 企業 では,問 題 点 を 克服 し て,高 度 な情 報 シ ステ ム化 を推 進 し

て きて い る こ と も事実 で あ る。 そ れ らの企 業 の 動 きが,1980年 代 の情 報 シス

テ ム化推進 のた め の パ イオ ニ ア的 役 割 を果 た しつ つ ある とい え よ う。

そ こで,現 在 な らび に1980年 代 におけ る流 通 業 界 の情 報 シス テ ム化 の 主 た

る担 い手 を 整理 すれ ば,次 の もの が あげ られ る。

① 卸 売 業界

大規 模 卸 売業 ……… 各 業 種 の 上位200社 程 の一 次卸 売 業

ボ ラ ンタ リー ・チ ェ ーン本 部卸 売業

キ ャシ ュ ・ア ン ド ・キ ャ リー卸 売業

卸 商業 団 地 参加 卸 売業

卸 売業 協 同 組合組 織

そ の 他

② 小 売 業界

ス ーパ ーマ ーケ ッ ト………ナ シ ョナル ・チ ェ ー ン,リ ジ ョナル ・チ ェ ー ン,

ローカ ル ・チ ェ ー ン

百貨 店 ……… 大都 市 百貨 店,地 方都 市 百 貨店

専 門店 ……… 高級専 門 チ ェ ー ン,量 販 専 門店 チ ェー ン

コン ビニエ ンス ・ス トア ……… チェ ー ゾ,シ ス テ ムの コ ン ビニエ ンス ・ス

トア

デ ィスカ ウ ン トス トア チ ェ ー ン ・シス テムの デ ィス カ ウン ト ・ス

トア
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月賦百貨店

その他大規模小売業

③ そ の 他

農協店舗,生 協店舗,通 信販売業者,運 輸業者,倉 庫業 考な ど

7.3流 通分野 に要 請 され る情報処理機器の条件

さ て,情 報処 理技 術 の進 歩 は め ざ まし い。 流通 分野 は 人 間 的 な 要 素 が最 も必

要 とされ る領 域 で あ るし,情 報処 理 の 前提 とな る デ ータ も非 定 型 的 な もの が 中

心 とな っ てい る。 そ うした 流 通 分野 で も高度 な情 報処 理 技 術 を応 用 で き る時代

にな った とい え よ う。

最 近,あ る大手 の外 食 チ ェ ー ン(レ ス トラ ン)が 全店POS化 を発表 して い

る。 こ こで は コン ピュ ータ(ミ ニ コ ン)を 中心 とした店 舗 情 報 シ ス テ ムを駆 使

で きる よ うにな っ て お り,技 術 向 上 の 内容 は次 の よ うな もの で あ る。

① 小 型化,コ ンパ ク ト化

② 操 作 の容 易化

③ 品質 の安 定 化

④ 価格 の低 廉 化

流 通 業 は立 地産 業 で あ る。 狭 い 限 られ た国土 の 中で も,特 に人 口の 密集 し,

混 雑 の激 しい場所 に営 業 拠 点 を 設 け るこ とが基 本 で ある。

こ うした場 所 で は商 品陳 列 に十 分な ス ペ ース を とりた いの で,直 接利 益 を生

み 出 さな い情 報処 理 機 器 な どに は スペ ース をさ きた くな い の で あ る。 これ まで

の情 報処 理 機器 は 大 きす ぎた の で あ り,小 型 な機 器 の要 求 は 強 い。

第2に,流 通 分野 に従事 す る人 は非 専門 家 が 多 い こ とを 知 る必 要 が ある。 女

子 や パ ー トタイ マ ー が 多い の で あ る。 こ うした従 業員 には 操 作 の複 雑 な,長 期

の教 育 の要 す る機 器 を委 ね られ な い。 今 日の情 報処理 機 器 は 操 作 が ソ7ト 化 さ

れ,基 本 的 な操作 手 順 は プ ログ ラ ムの指示 に ょっ てな され る よ うにな っ て い る。
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第3に,品 質 の 安 定 化 が不 可 欠 だ とい うこ とで あ る。 流通 業 は サ ー ビス業 と

もいわれ る。顧 客 へ の満 足 提 供 を経 営 の基 本 とし てい るの で,機 器 の故 障 に よ

るサ ー ビスの 中断 は 許 され な い。外 食 チ ェ ーンのPOSコ ン トロー ラは二 重 化

され,ダ ウ ン 時 の 切換 に ょる シス テ ムの 中断 を回 避 して い る。

第4に 価 格 の 低 廉 な こ とが望 まれ る。 流通 企 業 は 低 マ ー ジ ン経 営 体 で あ る。

低マ ー ジ ンの 蓄 積 に よっ て経 営 を推持 して い る。 情 報処 理 コス トにそ れ ほ どさ

けな い。

こ うした以 上 の4点 は い ずれ の 企業 体に 当然 あ ては ま る情 報処 理 活 用 上 の条

件 で あるが,と りわけ 流通 分野 の 企業 には 要求 され る条件 で あ る とい え る。

7.4流 通 情 報 ネ ッ トワ ー クの広 が り

流通 にた ず さ わ る企 業 の 売 上高 の増 大,取 引地 域 の拡 大,取 引 先数 の増大,

取 引地 域の 拡 大 な どの進 展 に と もな い流通 機 能 の 低 コス トに よ る運 営 が各 社 の

重要 な課 題 とな っ て きてい る。

この 流通 機 能 の効 率 化 の た め に は単一 企 業 内 の生 産(仕 入 れ)か ら販 売 に い

た る諸活 動 を 円滑 に 連動 さ せ る こ とは も とよ り,仕 入 先,得 意 先 と も相 呼 応 し

た トータル な 流通 合理 化 が 要 求 さ れ る。

この た めに,情 報 処 理 機 器 の もつ機能,特 性 を十 分 に駆使 す るこ とが絶 対 条

件 とな る。 今 や そ れ ぞ れ の流 通機 能の特 徴 に適 合 した コン ピュ ータ ・シス テ ム,

デ ータ通 信 シス テ ムの 構 築 と運 用 が,企 業 や 産 業界 の興 亡 をか けた 挑 戦 テ ーマ

で ある とい っ て も過 言 で な い で あろ う。

流通情 報 の 円 滑 な 流 れ を低 コス トで 実現 し,こ の 流通 情 報 を収 集,加 工 し,

そ れぞ れ の 部門 の 活 動 に 必要 とされ る詳細,正 確 か つ鮮 度 の あ る情 報 を得 て,

リス クが 小 さ くム ダの 少 な い経 営 活動 を展 開 してい くこ とが企 業 は も とよ り,

国 民経 済 レベル にお い て も必要 で あ る。

国民経 済 レベ ルの トー タル な流 通情 報 シス テ ム化 の 前 に個 別 企業 の情 報 シス
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テ ム化 をみ て み よ う。

小 売業 の そ れ として はPOS(Pointofsale)シ ス テ ムが あ る。概 念 的 に

とら え られ て い るPOSシ ス テ ムは 小 売 業 の販 売 の 拠点 で あ る各 店 舗 の レジ ス

タ ーが,コ ン ピュータ の端 末機 と して機 能 し,販 売処 理 を通 じて,で き るだ け

詳 細,正 確 な情 報 をキ ャ ッチ し,店 舗,あ るい は本 部の ホ ス ト ・コン ピュ ータ

とい う管 理 の 中枢 に迅 速 に伝 達 し,必 要 な加 工 が ほ ど こされ,次 の 経 営 活動 の

資料 を提供 す る.もの で あ る。POSと は いっ て も,い わ ば小 売 業 総 合経 営情 報

シ ステ ム と解 釈 すべ き内 容 を もつ。(図1-7-1)

小 売 業 のPOSシ ス テ ム とい っ て も,業 態,業 種 に応 じて異 な るシスf ,ムに

な る もの で,衣 料 品 を中心 とす る耐久 消費 財販 売 管 理型 モ デル,例 え ば百 貨 店,

専 門店 モ デル,あ る いは 食料 品 を 中心 とす る低 マ ー ジ ン,高 回転 商 品 を対 象 と

す る モ デル な どや,食 堂 型,ホ テル 型 な どの サ ー ビス業 モ デル も ある。

POSシ ス テ ムは 小 売業 の 夢 で あ る単 品 管 理,顧 客管 理 を可能 とす るシス テ

ムで あ るが,多 種 多様 な商 品 を対 象 と してい る こ と,不 特定 多数 の 消費 者 を相

手 と してい る こ とな どの ため,そ の シ ス テ ム化 は技 術的,コ ス ト的 に極 め て難

し く,わ が 国 は も とよ り世 界 的 に も未 だ成 功例 は少 な い。

卸 売 業 の 情 報 シ ステ ム とし ては一 般 に受発 注,在 庫管 理 シス テ ム と呼 ば れ て

い る トー タル ・シス テ ム ・モ デル が あ る。

卸 売機 能 と して典 型的 には,① マ ーチ ャン ダイ ジン グ機 能 ② 販 売(分

荷)お よび 販 売促 進機 能 ③ 物 的 流 通 機 能 ④ 金融 ・代 金 回収,信 用供 与

機能 ⑤ 小 売 業 者 管 理 機 能(販 売 先 指導 育成)の 五 つが あげ られ る。 これ

ら はサ ブ ・シス テ ム としてそ れぞ れ相 互 にか らみ 合 って お り,こ れ らの諸 機 能

を全 体 とし て最 も効 率的 に機 能 さ せ るため の 制 御 シス テ ム と して情 報機 能 シス

テ ム化 が 不 可欠 な の であ る。 そ うした システ ムを オペ レー シ ョナル な 側 面 か ら

み る と,受 注 シ ス テ ム,発 注 シス テ ム,在 庫 管 理 シ ステ ム の三 つの 大 きな サ ブ

・シ ス テ ム とし て と らえ られ る。

製 造 業 にお いて は卸 売業 の情 報 シス テ ムの い くつか の サ ブ ・シス テ ムに加 え
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て生 産 面 の制 御 シス テ ムが要 求 され るが,今 日的 には製 造業 とい え ど も流 通 機

能 の充 実 こそ重 要課 題 とさ れ る段 階 に あ り,卸 売 業 と同 じよ うに受 注 シス テ ム

を ベ ース とした流 通 情 報 シス テ ムの完 成 こそ 企業 の 鍵 を握 る もの とい っ て過 言

で は な い で あろ う。

流 通 機 能 を中心 的,主 体的 に遂行 す る製 造 業,卸 売業,小 売 業 の い わ ゆ る生

販3層 の 情 報 シ ス テ ムに物 流業,金 融 業 の情 報 シ ステ ムが 連動 し,図1-7-

2に み る よ うな ネ ッ トワー ク ・シス テ ム が形 成 され てい く。

この ネ ッ トワー クの 核 とな る流通 情報 セ ンタ ーは ① 取 引 情 報 の 交 換(ス イ

ッチ ング,ク リア リン グ)② 共 同計 算 セ ンタ ー(中 小企 業 の 場 合 な ど)

③ デ ー タベ ニス ・セ ンタ ー(ク レジ ッ ト ・セ ンターな ど)な どの 諸機 能 を果

た す もの で あ る。 流通 情報 は不 特定 多数 の企 業相 互 に また が っ て流 れ る極 め て

オ ー プンな 性格 を もっ て い るた め,情 報 の 円滑 な流通 のパ ィ ブと な る情 報 セ ン

タ ー の存 在 が 不可 欠 とな っ て こよ う。 流通 情 報セ ンター をベ ー ス とし た シス テ

ム 関係 は 図1-7-3に み る よ うな もの で あ る。

一 方 ,特 定 の 地 域 とい う面 で と らえ た流 通 分野 で は地 域 コ ミュ イ テイ とし て

の ネ ッ トワーク ・シス テ ム が形 成 さ れ て い くで あ ろ う。図1-7-4が そ のモ

デル で あ る。

7.5流 通 情報 ネ ッ トワ ー ク化 の基 盤 条 件

いず れ の場 合 に して も,多 元 的な タ テ,ヨ コの情 報 ネ ッ トワーク が 展 開 さ れ

て い くが,そ の 中継 シ ステ ム と して の流通 情 報 セ ンターの 存 在 や 中 継 シ ス テ ム

の あ り方 が問 題 とさ れ て くる。

個 別企 業 レベ ル,企 業 群 レベ ル の ネ ッ トワー クの形成 が進 む につ れ て,取 引

す る企業 の相 互 に要 求 され て くる のは情 報交 換 の条 件 に,多 くの 調 整 す べ き点

が 生 じて くる。

現在,問 題 とさ れ早 期解 決 が望 まれ,あ るいは調 整が 始 まっ てい る主 な もの
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に次 の もの が あげ ら れ る。

① 伝 票仕 様 の標 準化

② 情 報交 換 媒体 の標 準 化

③ 使 用文 字 の標 準 化

④ 取 引 コー ドの 共通 化

⑤ そ の他 値 札,カ ー ドな どの標 準 化

これ らの標 準 化,共 通 化 はそ の 実 用化 の 時期 が ポイ ン トとな る。 産 業 界 に そ)

うした共 通 化 の ニ ーズ が そ れほ どで もな く,共 通 化の メ リッ トが見 出せ な い早

期 に決 定 す る こ とは,実 用化 に結 び つか な い案 とな る危 険 が あ る。 一 万,各 企

業 の シス テ ム化 が大 規 模 にな り広 く定着 して しま った時 期 に,共 通 化 をは か ろ

うとす れ ば,条 件 に適 合 しな い企業 の シス テ ム変 更 は コス ト的 に も技 術 的 に も

難 し く,不 可 能 にな って くる。

これ らの整 備 条 件 の あ り方 は流 通 の で きるだ け広 い領 域 にお い て,そ れぞ れ

の 企業 に とっ て等 し く効 率的 で あ る よ うに決 定 され るこ とが望 ま し い。 そ の さ

い,基 本 的 には 流通 の川 下 に位 置 す る企 業(小 売 業)の 立 場 で設 計 さ れ,決 定

さ れ るべ きもの と判 断 され る。

流通 情 報 は 消 費 者の ニ ーズ を 早期 に的確 に 把握 し,生 産 か ら小 売 に至 る継 起

的諸 段 階 を トー タル に効率 よ く果 たす た め に 活 用 され るべ きで あ る。 この 基 本

的 理 解 に立 つ な らば,流 通 の川下 に位 置 す る小 売業 の情 報 シス テ ムの 効 率 的 運

用 を可 能 とす る条 件 設 定 でな け れば な らな い で あろ う。

特 に大型 小 売 業 にお いては,消 費 財 の あ らゆ る商 品 を扱 っ て い る のが 特 徴 で

ある。 そ こでは総 合的 な観 点 か ら,コ ー ドの分 野 や 体系 化 の あ り万 が とらえ ら

れ るの で あ る。 この 小売 業 の立 場 で の流 通 情 報 シス テム化 の あ り万,整 備 条 件

を産 業 界 で承 認 した うえ で 自己 の シス テ ムに と り入 れて ゆけ ば,そ れ は 流通 の

タ テ に も,ヨ コに も適 用さ れ,ト ータル な シス テム が効率 的 に連動 す る基 盤 整

備 にな る もの と思 わ れ る。
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7.6流 通 情報 ネ ッ トワ ー ク化 の 効果

さ き に述 べ た流通 情 報 セ ンタ ー の存在 に よ るネ ッ トワ ー クに よ る効果 を あげ

て お こ う。

加 工 食 品業 界 の企業 で従業 育10人 以 上 の事 業 所 が,こ の ネ ッ トワー ク に参

加 し て,正 確,迅 速 な取 引 情 報 に よ る事 業活 動 を した と仮 定 したシ ミ ュ レー シ

ョン に よ る と,例 えば 流通 在庫 は87%削 減 させ る ことが理論 的 には 可能 で あ

る。 又,半 数 の 企業 が参 加 す る と46%の 流通 在 庫 削減 が可 能 とな る。

最 も単純 な流 通 機構 を 示 して い る石 油業 界 を モ デル と した場 合 で も,理 論 的

に は ほぼ 同様 の シ ミュ レー シ ョン結 果 を得 て いる。

花 王石鹸 や 富 士 フイル ムな どオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク を完成 さ せ て い る企

業 の 場 合 には,現 実 にオ ンラ イ ン化 前 の 流通 在 庫 が オ ン ライ ン に よ る在 庫 管 理

に よ って約0.5ケ 月分 削減 さ れ てい る とい う事 実が あ る。 月商100億 円の 場

合,月50億 円の在 庫 負担 が な くな っ た こ とを示 す もの で あ る。(宮 下 委 員担

当)

製造業界
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図1-7-2将 来 の 流 通 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク パ タ ー ン
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第2部1980年 代 中期 の情 報 処理 に関 す るア ン ケ ー ト調 査

1.ア ン ケ ー ト調 査 の 概 要

1.1は じ め に

今 回 の調 査 は1980年 代 中期 す な わ ち1985年 頃におけ る情 報 処 理 の動 向 を

探 る こ とを 目的 と した アン ケ ー トに よる調 査 で ある。

近 時,情 報処 理 産業 にお け る技 術 革 新 は一 段 と激 しさ を増 し,LSI技 術 の

予 想 を 上廻 る急進 展 も あっ て,ハ ー ドウェ ア にお け る コス ト ・パ フ ォー マ ンス

は年率20～30%も の勢 いで 向 上 してい る とい われ,そ の 影響 下 に分 散処 理

ブームや マ イ コ ン ・ブー ムが 現 出 してい る。

一 方 ,通 信 の コス ト ・パ フ ォー マ ンス は ほぼ横 這い で あ り,ソ フ トウェ ア に

至 っ て は,人 件 費 の確 実 な増加 とシス テ ム の巨大 化 に よっ て,む しろ コス ト ・

パ フ ォーマ ンス が大 幅 に ダ ウ ンす る傾 向 に あ る。

情 報処 理 の進 歩 に はハ ー ドウ ェ ア技 術,ソ フ トウ ェ ア技 術,通 信 技 術 の三 位

一 体 とな っ た進 展 が 必要 で ある が ,そ の破行 現象 はます ます 強 ま り, .た め に第

四世 代 の 出現が 大 幅 に遅 れ る な ど,技 術予 測 は極 め て難 しい情 勢 に あ る。

しか しなが ら,情 報処 理 の新 し い動 きはす で に い くっか そ の 萌 芽 が 現 れ て お

り,情 報 処理 の新 し い時代 の幕 開け を感 じ させ る。1985年 はお そ ら くそ の新

しい時代 で あ ろ う。

そ の 一 つ が 日本 語 情 報処 理 で あ る。 従 来 の情 報処 理は あ くまで も欧 米 と りわ

け米 国 の 後追 い型 で あ り,日 本 固 有の 問 題,た とえぽ漢 字や ひ らが な な どの 国

字処 理や,帳 票 サ イズ な どのJIS規 格 化 を避 け て通 っ て きた が,よ うや くそ

こに 目が行 きわ た り,オ フ ィス ・コン ピュ ータな どの底 辺 部 分 か ら徐 々に 日本
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化 の 方 向 をた ど り初 め て きた 。

今 後 は これ が わが 国 の情 報 処 理 の一 つ の柱 にな る もの と思 われ る。

また,従 来 の情 報処 理 は企 業 内情 報処 理 に 大 き く偏 り,一 般 家 庭 や 自営 業 の

情 報処 理 は せ いぜ い電 卓 か レジ ス タ ー くらい で,ほ とん ど観 られな か っ た し,

企業 内 にお いて も,技 術計 算 や 統 計 処理,会 計処 理 な どの計 数 情 報 に一 方 的 に

偏 り,事 務 用文 書 の作 成,保 管,検 索 な どの作業 は,複 写 機 や マ イ ク ロ ・フィ

ル ムな どに よ っ て別 の 形 で処 理 さ れ てお り,情 報処 理 的 見 地 か らは新 大陸 や あ

るいは 暗黒 大陸 に も比 肩す べ き未 開分 野 と して取 り残 さ れ て きた こ とは否 め な

いo

こ れ ら の 分 野 は 近 い 将 来,ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ や キ ャ ッシ ュ レス

・ソ サ エ テ ィ ,オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン と し て花 開 くで あ ろ う と思 わ れ る 。

1.2ア ンケ ー ト調 査 の概 要

今 回 の調査 で は1980年 代 の情 報 処 理 に大 き く影響 を与 え るで あ ろ うと思 わ

れ るテ ーマ に しぼ り,社 会的 ニ ーズ の把 握 に重点 を置 いた ア ンケ ー ト調査 を行

っ た。

選 ば れ た テ ーマ は 次 の6つ で あ る。

L

2

a

4

5

6

ネ ッ ト ワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ

オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン

日本 語 情 報 処 理

キ ャ ッシ ュ レ ス ・ソサ エ テ ィ

分 散 処 理

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ

また;ア ン ケー トの 初 め で,情 報処 理技 術 の進 展 に重 大 な 影響 を与 え るで あ

ろ うど思 われ る,19・80年 代 中期 の社 会 環 境 につ い て,回 答者 自身 の 予想 を聞

くこ と と した 〇
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これ は1980年 代 中期 の情 報処 理 動 向 の背 景 を明 らか にす ることと共 に,回

答 者 の想 念 を7年 後 の世 界 へ誘 導 す る こ とを狙 い と した もの で あ る。

情 報 処 理 に 関 す る従 来 の ア ンケ ー ト調 査 は,そ の ほ とん どが企 業 の情 報 処 理

部 門 を対 象 とした もの で あ った ため,回 答 者 が 特定 で きず,ま た,個 人的 見 解

と企 業 人 と しての 立場 が あ い まいな まX混 用さ れ て,対 象 が不 明確 に な るき ら

いが あ った 。

従来 の各 種 の ア ン ケ ー ト調査 が,商 目的 の もの も含め て,各 企 業 の情 報処 理

部 門長 宛 に集 中 され す ぎた結果,回 答 者が アン ケ ー ト慣 れ して情 熱 を失 い,精

度 を落 して い る一 般 的傾 向 も否 めな い。

そ こで今 回 は 回答 者 を個 人 に しぼ る こ と とし,各 種 の名 簿 よ り主 体 を情 報 処

理 関 連 分野 で活 躍 して い る方 々 に置 くこ とに した。

た だ し,対 象 が プ ログ ラ マ職 に偏 るの は好 ま し くな く,で き るだ け プラ ン ナ

ーや マ ネ ー ジ ャ を主 体 に したい とい うこ と と,情 報処 理 に 関す る見 識 を持 つ人

で 情報 処 理 部 門以 外 の人 も若 干は 含め た い とい うこ とか ら,企 業 の 中 堅管 理 者

層 を含 め,若 干 の補 正 を加 えた 。

回答 者 の プ ロ フ ィー ルは 次 の,調 査 対象 者 お よび 回答者 の構 成 状況 に示 す と

お りで あ るが,大 半 がベ テ ラ ンの情 報処 理技 術者 で あ り,母 集 団 が特 化 して い

るの で,設 問 に よっ ては 好 ま し くな い偏 りが 出 る場 合 もあ り,こ の結 果 が即 ち,

社 会的 ニ ーズ とは言 い きれ な い 部分 が あ るこ とは注 意 して見 る必要 が あ る。

また,回 答 者 の得 意 とす る専 門 的 な 設問 と専 門外 の設 問 に個 人差 が あ り,回

答結 果 に もそ の差 が 現 われ てい るの で,こ れ も注意 して見 る必 要 が あ ろ う。 概

し て,自 己 の 専 門 分野 での 回答 には きび し く,一 般 的 な質 問 には 甘 くな る傾 向

が あ る もの と思 われ る。

ア ン ケ ー トの 回答 結 果 は 回収 率 が32.4%で あ り,こ の種 の 調査 と しては か

な り高 い。 また,設 問 が61問 に も及 ん だ に もかか わ らず,ほ とん どすべ ての

回 答 者 が最 後 まで答 え てお り,ほ とん どの回答 者 が記述 形 式 で も意 見 を寄 せ る

な ど,回 答 者 の レベ ル が 非 常 に高 か っ た のが 印 象的 で あっ た。
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問 題 の作 成,調 査 票 の集 計,お よ び分 析 は各 委員 が テ ーマ毎 に 分担 した。そ

の ため に集 計等 の形 式が異 な り,若 干,意 見 の重 複 や 喰 い違 い も見 られ るが,

あえ てそ の まXと した。 読 者 の 偏見 の な い見 方 を期待 す る故 で ある。

この レポ ー トが激動 の70年 代 の 次 に くる情 報処 理 新 時代 の 展望 に 少 しで も

お役 に立 てば幸 いで ある。

1.3調 査対象者および 回答者の構成状況

(1)調 査 対 象 者

この アンケ ー トの発 送 お よび回 収 の 状況 は 次 の通 りで ある。

① 発 送 件 数1564件

② 発 送 月 日1953年11月28日

③ 回 収 件 数507件(1954年2月9日 現在)

④ 回 収 率32.4%

⑤ 有 効 分析 数494件(分 析 件 数 比 率

494件/1564件 ×100=3L69・)

(2)調 査 対象 者 の 構成

ア ン ケ ー ト調査 の対 象 者 は この ア ンケー トの 調査 趣 旨 を,

①1985年 頃 の 情 報化 お よび 情 報処 理 の動 向 を聞 く,

② アン ケー トの設 問 の 内容 につ いて,専 門的 知 識 を有 し てい る人 に 聞 く,

の二 点 に置 い た こ とに よ り,当 然,高 度 な情 報処 理 技 術 を有 し,将 来 の 情

報 処 理 分野 の動 向 に 関心 の ある と思 われ る人 に しぼ られ る結 果 とな った。

(3)回 答 者 の構 成

回答 者 の 構成 に っ い ては図ll-2-0に み ら れ る とお りで以 下 回 答者 の
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属性 別 に 述べ てみ る。

① 年 令層

年 令層 別 に 回答 者 の 構成 を見 る と30才 か ら34才 まで が35.6%を

占 め,最 も多 く,ま た,30才 以 上 の 回答 者 が441件 と全 体の9割 近

くを占 め て い る。

平 均年 令 は36.7才 で あ り,回 答 者 が 情 報処 理 の部 門 で の 中堅 に位 置

して い る こ とが 想像 で きる。

② 業 種 区 分別

回答 者 が 所 属 す る企 業,団 体等 に つ いて の業 種 区 分 別 の 構成 で は 民 間

の製 造 業 とサ ー ビス業 の2分 野 で,909e以 上に な り,官 公 庁 その 他 団

体 に 属 してい る回答 者 は,40件(&1%)で あっ た。 さ らに,電 子 計

算 機 製 造 業,計 算 セ ン タ ー,ソ フ トウ ェア業 お よ び,広 告 ・情 報提 供 サ

ー ビス業 の3種 を情 報 関 連業 種 とし て見 た ときのttそ れ以 外 の業 種 ・と

比 較 す る と,約4割(202件)が 情 報 関連業 種 に 属 す る 回答 者 で あっ

た 。 そ してそ れ ぞ れ の 回答 者 の平 均 年 令 は35.1才,37.5才 とな っ て

お り,情 報関 連 業 種 に 属す る回答 者 の 方が"そ の他 業 種 ・に属す る回答

者 よ り も若 干 若 い とい う結 果 が 出て い る。

③ 仕 事 内容 別

次 に 回答 者 が 所 属す る企 業 内で ど うい う内 容 の仕 事 を して い るか につ

いて見 る と,圧 倒 的 に ・情 報処 理,シ ス テ ム ・部 門 に就 い てい る人 が 多

く,370件 と全 体 の約3/4に のぼ っ てい る。 次 い でtt総 務,企 画 ・,

・製 造(設 計)・ ,・ 営 業,販 売 ・,・ 事 務,経 理 ・,・ ・仕 入,購 売 ・

の順 に構成 して お り,会 社 の役 員 あ る いは仕 事 を兼 務 してい る等 ・そ の

他 ・は31件(6.3%)で あった。

④ 所 属 企業 の従 業 員,資 本金 規 模別

回答 者 をそ の所 属企業 の規 模 で別 け た場 合 を見 る と,ま ず従業 員 規 模

では,5000人 以 上 の企業 に 属 してい る もの が232人(47%)と 半
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数近 くを 占め,こ れに1000人 ～5000千 人未 満 の グル ープ を 加 え る と

333人 で全 体の約2/3に な り,また平 均が2万1千 人 とい う規 模 を考 え

る と回答 者の 構 成 が か な り,大 企業 に集 中 してい る とみれ る。

さ らに,資 本 金 規 模 で 見 て も50億 円以 上が47.4%(234人)と

約半 分 を占 め,平 均 も約298億 円 と巨 額 に な り,わ が 国の 代表 的 企業

に属 す る回 答者 が 多 か っ た こ とが わ か る。

なお業種 につ い て は第3部 付 録 の ア ンケ ー ト票 の フ ェース シー トを参

照 され た い。
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ア ン ケー ト回 答 者 の 状 況(回 答 者494人)

O内 はパ ーセン ト

a.年 令 層

(平 均36.7才)

b.業 種 区 分

情 報 関 連c
'業 種 区 分

d.仕 事内容別

所属企業のe'従 業員規模

(平均2万1千 人)

所属企業のf
. 資本金規模

(平均298億 円)

lll,∫`1`,
102030405060708090100%

25～29才

51

(10.3)

30～34才

176

(35.6)

35～39才

132

(26.7)

40才 以 上

133

(26.9)

＼一 抱 、_㌔/

〔19～22〕

製 造 業 〔01～09〕

233

(4τ2)

サ ー ビ ス 業 〔10～18〕

217

(43.9)

卜 官公庁
＼ 他
40

(8.1)

〔 〕醜 ・.一・一 一 一・ 棚 論/

情 報 関 連業 種
〔08.16,17
202(40.9)〕 ◎

そ の 他

_1、 ㊥

○印内は平均年令:才

29

(5.9)

情 報処理,シ ス テム370

(74.9)

29

(5.9)

31

(6.3)

＼脇 企画 繊 経理曲/勾 「
諜 販売品 製造(設 計)

不鴫)仕入
・購売(。}2)

100～500

人 未満

67

(13.6)

500～

千 人未 満
47

(9.5)

1000～5千 人未 満

101

(20.4)

5千 人以上

232

(470)

'＼荒 鷲 辮
一/

10～20人 未満7(L4)

10人 未満8(1.6)

30

(6.1)

1億 ～5億5～10

未 満 億未満
5728

(11.5)(5.7)

10～50

億 未満

64

(13.0)

50億 円以 上

234

(47.4)

不 明

51

(10.3)

＼ 蕩 鶏 。`。満'⑭
1千 万円未満13(2,6)

図ll-2-0回 答者の属性別 構成
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2.社 会 環 境 の変 化

情 報 化の よ うに社 会 の 各 方 面 に深 い影 響 を与 え る動 向 の 分析 に当 っ ては,情

報化 を受 け入 れ る社 会 のサ イ ドに おけ る実態,人 間 の意 識 態 度 の あ りさ ま を

も十 分 に考慮 さ れな け れ ば な らな い。

1985年 に お け る情 報 処 理 環 境 として,総 論 に述 べ た よ うな ネ ッ トワー ク ・

ユ ーテ ィ リテ ィ等 の各 分野 の進 展 度 をみ る場 合,そ の 頃 の経 済 環 境,労 働 環境,

企業 行動,大 衆 心 理 は,大 きな前 提条 件 とな る。

所 得 の余 力 を社 会 の 新 しい分 野 に振 り向 け る とい う意 味 か ら・情 報処 理 サ ー

ビス の社 会 に お け る受 入 れ は 経済 環境 が重 要 な条 件 で あ る と と もに,近 年 の企

業 並 びに個 人 の意 識 構造,価 値観 の 変化 は,労 働 環 境,企 業行 動 を1980年 代

に お い て,大 き く変 化 させ る様 相 を呈 してい る。 こ こに お いて,情 報化 は この

変化 に様 々な影 響 を与 え る と と もに影響 を受 け る。

また,こ の アン ケ ー トは情 報処 理 の広 い分 野 に わ た って,1'985年 即 ち約7

年 後 の社 会 にお け る実 現 度 を質 問 してい る ・そのため晒 者の思 考空間を1985

年 に投 影 させ るた め に も,一 般 的 質問 か ら始 め て,企 業行 動,情 報化 の影響 と

時間 効果 の深 い 問題 へ と移 る とと もに,情 報 処 理 問 題 へ と近 づ いて い る。従 っ

て,社 会環 境 の ア ン ケ ー ト項 目で は,回 答 者の 専 門 外 で経 済 的 専 門 家 で も答 え

に くい よ うな設 問 が 含 まれているが,こ れ らはあとの 章 の アンケー トへ の心 理的 誘

導 効果 を狙 っ た も の とい え よ う。

しか し,情 報 処 理 とい う先 進 的技 術 を専 門 とし,企 業 内 の各 方 面 と折 衝 を重

ね てい る人 た ちの意 識 は,未 来 指 向的 思 考 方法 をふ まえ て お りそ の 回答は貴 重

な もの といえ よ う。
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2.1社 会 環境 の変 化 の 意 識

21.1環 境 の変化

各方 面 の研 究 分野 にお い て将 来 予測 を行 う場 合,一 般的 万 法 と して過 去

か らの延 長 線 と して 把 え る場 合が 多 い。 特 に経済 成 長 の 予測 にお い ては,

この延 長 線 に種 々 の事 情 を加 味 して行 わ れ る。 この場 合特 に問 題 とな るの

が,突 発 的 な 出来 事 で あ る。 例 えば 大 きな災 害,経 済 パ ニ ック,戦 争 等 で

あ る。 しか しこれ らの 事件 は何 もない と ころ に突 然 起 きるの では な く,自

然 現 象や 社 会 現 象 の 歪 みが ス トレス とな っ て集 積 し,そ れ が限 界 点 を越 え

た と きに突発 す る もので ある とい え よ う。

趨 勢 曲線 の 上 に この よ うな突 発事 件 を お り込 む事 は 難 しいが,突 発 的 事

件 に も何 らか の周 期 性 が あ り,な だ らか な経 済 成長 曲線 上 にそ の よ うな可

能性 を考 慮 し てお く こ とは,何 らか の参 考 とな ろ う。

この意 味 か ら,ア ン ケ ー ト第1問 で あ る1985年 ま でに起 り うる社 会環

境 の急 激 な変 化 の設 問 に対 す る 回答 をみ る と,輸 出環 境 の悪 化,エ ネル ギ

ー危機 ,原 材料 資 源危 機 等 に 回答 が 集 まっ てお り,国 際貿 易 関 係 の 変 動 に

注 目して い るとい っ て よいで あ ろ う。

そ の他 項 目にお い て指摘 さ れ た もの と して は,異 常 気 象,食 料 危機,水

飢饅 とい った 自然 現 象 に関 連 の深 い もの か ら,保 革 逆転,外 交 危 機,と い

っ た政 治的 問題,精 神 文 明化,道 徳 の荒 廃 といっ た項 目がみ られ る。 全 体

的 に は,現 在 の外 貨 黒 字 増大,日 米経 済 交渉 とい っ た現 状 の問 題 点 をふ ま

えた将 来 へ の投 影 とみ る こ とが で き よ う。

21.2経 済 環 境

1985年 に お け る 日本 の経 済 環 境 につ い ては,総 回 答 数493件 の うち,

254件(51.59・)が 安 定 成 長 経済 と回答 してお り,低 迷 経 済36.7%,

成 長経 済 と回答 した の は3%に 止 まっ た。
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図 皿一2-11985年 までの社会環境への インパク ト
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図fl-2-2 1985年 頃 の所得倍率
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安 定 経 済 と低迷 経 済 を 合計 す る と,8&2%に 達 し,大 多数 が成 長 経済

には な らな い で あろ うとい う見 通 しの もとに,次 章 以 降 の設 問 に回答 して

い る とい うこ とが い え る。

21.3世 帯 所得 の 倍 率

国 民大 衆 にお け る耐 久 消 費財や 情 報 サ ー ビス の普 及 に当 っ ては,そ の時

点 にお け る所 得 水 準 が 影響 す る。 特 に情 報 サ ー ビス の よ うな第3次 産 業 的

な もの は所 得 弾 力 性 が 高 い といえ よ う。

また,情 報 サ ー ビス 受 け るにあた って,入 出 力端 末 装 置 乃至 は イ ンタ フ

ェ ース装 置 が必 要 とさ れ,装 置購 入又 は リース に お け る所 得 に 対す る比 率

が問 題 とな る。

予想 され る世 帯 収 入 倍 率 につ い て回答 では 倍率 がL5倍 ～2倍 未 満 と し

た もの が64%と 大 多数 を 占め,回 答平 均値 は1.6倍 で あ った。 ここで 国

民生 活 白書 に お け る平 均 世帯収 入か ら概算 を試 み る。 昭和51年303万

円,52年334万 円 か ら,年 間延 び 率 を10.2%と して,53年 の平 均

世 帯 収 入 を368万 円 とす る と,そ の1.6倍 は約589万 円 とな る。 また

個 人所 得 に お け る 日本 とア メ リカ の比 は1:1.48な の で,単 純 にい うと

1985年 にお いて 日本 は アメ リカ の現在 の所 得 水 準 を 上 まわ っ てい る こ と

にな る。 この7年 間 で1.6倍 とい う所 得 の増 加 は年 間成 長 率6.99・va相 当

す る。

21、4新 耐 久 消 費 財

い わ ゆ る3C商 品 と して ク ーラ ー(Cooler),カ ラ ーTV(ColorTV)

自動 車(Car)の 三 つ が 耐久 消 費財 の 中心的 役 割 を果 し て い る。 産業 界 に

お いて は この 後 に くる べ き もの が あ ま り見 当 らず,一 種 の手 づ ま り状態 と

な って い る。
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図 皿一2-31985年 頃 の企業活動の変化

表[-2-1耐 久 消費財製品名一覧(問4)

No 耐久消費財名 件数 備考 No
.

耐久消費財名 件数 備考

1 ビ デ オ 124 15
テレビ音声多重

放送
4

2
集 中 エ ア ・コ ン

デ ィ シ ョナ ー
32. 16 別 荘 4

3 ホー ム ・コン ピュータ 24 17 健康 促進 器 具 3 健康維持
関連機器

4 電 子 レ ン ジ 18 18
マイ コン付家電

製品群
2

5 ホ ー ム ・フ ァ ク ヌ 13 19 乾 燥 機 2

6 住 宅 11 20 キャ ン ピン グ カー 2

7 大型冷凍冷蔵庫 8 21 家庭用工作機器 1

8 高 級 家 具 8 22 給 湯 器 1

9 端 末 装 置 7 23 テ レ ビ ゲ ー ム 1

10 大型 カラーテレビ 6
多 目的,

壁 かけ
24 8m/m映 写 機 1

11 テ レ ビ 電 話 6 25 ヨ ツ.ト 1

12 楽 器 6 26 モ ー タ ー ボ ー ト 1

13 ス テ レ オ 5 計 295 記入回答者
273人

14
太陽熱省エネル

ギー利 用暖房
4
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1985年VCtsい て,ど の よ うな 消 費 財 が 予 想 さ れ,ど の 程 度 情 報 機 器 が

出 て くる か は 興 味 あ る と こ ろ で あ る。 そ こ で ポ ス ト3Cと し て ど の よ うな

も の が 考 え られ る か を 自 由 記 入 形 式 で 質 問 し た と こ ろ,総 回 答 数273件

中 複 数 回 答 も含 め て ビ デ オ 関 係 と回 答 し た もの が124件 で 全 回 答 数 中

45%を 占 め た 。 ま た,集 中 エ ア コ ンが32件 と 下 が っ て12%,そ の 他

ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タ,電 子 レ ン ジ,ホ ー ム ・フ ァ ク シ ミ リ,高 級 家 具 等,

10%に 未 だ な い 回 答 とな っ た 。 ビデ オ ・コ ー ダ ー(VTR)は,ビ デ オ

・カ メ ラ ,PCM録 音,ビ デ オ ・カ セ ッ ト ・パ ッケ ー ジ と多 様 な 展 開 が 期

待 さ れ る が,方 式 標 準 化 の 面 で 問 題 を 残 し て い る。

情 報 機 器 と し て はVTRの 他 に,ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タ(24件),ホ

ー ム ・フ ァ ク シ ミ リ(13件)
,端 末 装 置(7件),テ レ ビ電 話(6件),

テ レ ビ音 声 多 重 機 器(4件),マ イ コ ン 付 家 電 製 品(2件)と な っ て い る。

ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー タ の 形 態 は 多様 な も の が 想 像 さ れ る が,現 在 で も ホ

ビ ー の 一 環 と し て,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ ・キ ッ トが 学 生 を 初 め と し て ,

多 く の 人 気 を 博 して お り,ア メ リカ に お け る急 速 な 普 及 と を 考 え 合 わ せ る

と今 後 の成 長 が期 待 され る。1985年 に はソフ トの充 実 が 達 晟 さ れ,実 用

的 用 途 で の展 開 も相 当見 込 まれ よ う。

21.5企 業 行 動 の 変 化

原 材 料資 源 の 貿 易 構造 の変 化 に も とつ く企 業 環境 の 変動 は,多 くの 局 面

にお い て企業 の 新 た な対 応 を迫 っ て い る。

高 度成 長 とい う目標 を失 っ た産 業 社 会 は,資 源多 消 費型 か ら高 付加 価 値

産 業 へ と多 角経 営 化 が図 られ て い る。装 置 産業 か ら知 識 集 約 へ 転換 す る と

ともに,設 備 投 資 は 大 き く沈 滞 した 。 これ らの要 因 が 相互 に循 環 して,産

業 構造 が徐 々 に変化 しつ つ あ る。

このた め,現 代 の社 会 は不 確 定 性 の 時代 とも,目 標 喪 失 の 社 会 ともい わ

れ る。 価 値観 の 逆転 も多 くみ られ,勤 労 よ り余 暇優 先,大 量 生産 よ り多 品
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種 化,ア メ リカ ナ イズ か ら 日本 風 へ,外 貨 蓄 積 か ら外貨 減 ら しへ,等 々 で

あ る。 また 勤 労階 層 の 意 識 に も変化 が起 き,大 企業 離 れ,出 世 離 れ,収 入

離 れ,と い っ た これ まで の価 値 感 が くず れ る とともに,職 人 を含 め た 自由

業 へ の 指 向,女 性 の 職 場進 出 と男女 同権 化 といった傾 向が 出 て きて い る。

以 上 の よ うな現 在 の動 向の も とに,1985年 にお け る企業 行 動 の変 化 に

関 す る ア ン ケー ト回 答 をみ てみ る と,「 部課 制 が プ ロジ ェク ト ・チ ー ム制

に変 わ り人事 組 織 が 流動 的 に な る」 とい う回 答が トップで649・ の 人 が こ

の よ うに な る で あろ う と回 答 してい る。 現 時点 にお け る これ らの傾 向 は,

企業 に お け る年令 構成 ピラ ミ ッ ドが崩 れ,部 長,課 長,係 長 とい った 階層

構 造 が維 持 で きな くな っ て きた とい う理 由 もあ るが,今 後 はホ ワイ トカ ラ

ー族 の業 務 も専 門 化 され
,仕 事 主 体 チ ーム編 成 が行 わ れ,こ れ が仕 事 の 期

間 に ょっ て流 動的 に全 社 的 に行 われ る とい う真 の意 味 で の プ ロジ ェ ク ト ・

チ ーム制 が採 用 され る ことを 意味 しよ う。

第2に 回 答 が多 いの が,「 系 列 企業 との 人 事交 流 が行 われ る 」で あっ て,

これ も企 業 内で の人 事 交 流 が よ り流動 化 し,さ らにそ れ が系 列企 業 間 に ま

でひ ろが る,と い うこ とで あろ う。

「定 年制 の年 限 が 変化 す る 」 と答 え た もの が177件(36.5%)あ り,

図H-2-4に み る よ うにそ の年 令 は60才 と答 え た もの が121件(63

9・)を 占め てい る。 全 体の 平 均 を とる と58 .6才 とな る。 また定年 年 限 が

短 縮 す る と答 えた もの の平 均 は47.1才 で あ り,年 限 が延 長 す る と答 え た

もの の平 均は61.1才 で あ る。 勤 務 体制 の 変化 とい う設 問 に おい て も,段

階的 定 年 制 の普 及 を指摘 した もの が あ っ た が,職 種,業 種 に よっ て様 々な

定 年 年 限 が で きる こ とが考 え られ る。156件(31.8%)を 占 め た もの

に,「 企業 や 業 務 や サ ー ビス の集 中化,ピ ークを避 け,平 準 化 稼 動 を指 向

す る」が あ る。

現 在 都 市 にお け るい ろ い ろ な場面 で の過 密 が 問題 とな っ てい るが,こ れ

らが一 つの社 会 問 題 とな っ てい る。 都 市 にお け る鉄道 会社 は,朝 夕 の通 勤
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ピー ク のた め に膨 大 な設 備 投 資 を施 し,電 力会 社 は冷暖 房 電 力需 要 の ピー

クの た めに 多 大 な発 電 余 力 を残 し ておか ね ば な ら な い。 社 会 的 慣 習や 社 会

的仕 組 み にお い て,多 くの 人間 が 同 じ よ うな行 動 を とる よ うに しむ け られ

て きた が,今 後 は情 報 化 の進 展 に よ り,そ の よ うな過 密 現 象が 分 析 さ れ広

くア ナ ウン スさ れ る こ とに よ り,無 駄 な集 中や ピーク を意 識的 に避 け る傾

向 が社 会 に で き るの で はな い か とい うの が設 問 者 の 意図 で あ る。

図 にお け る各 項 目の外 に,自 由 記 入欄 で あるそ の他項 目に は,金 融 資 本

支 配 か らの離 脱,海 外 進 出の 強化,企 業 内能 力再 開 発 とい った項 目が み ら

れ た。

21.6勤 務 体 制 の 変化

企 業行 動 の 変化,就 業 年 令 構成 の 変化,人 々の 勤労 離 れ等 多 くの要 因 に

よっ て,今 後 は 企業 にお け る勤 務 体 制 も大 き く変 わ るで あろ うこ とが 予 想

され る。

一 つ は ,産 業 社 会 にお け る労 働 時間 の減 少傾 向の 一環 とし ての週 休 の 増

加 及 び 月 間労 働 時 間 の 短縮 で あろ う。 この 外,勤 務 時 間の フ レ ックス ・タ

イ ム制 の導入,自 宅 勤務 化 な ど,時 間 的,場 所 的 拘 束 が徐 々 にな くな る と

と もに深 夜労 働 も普 遍化 す る。 また,自 発 的,他 動 的 に従 業 員 と企業 組 織

との 結 び 付 きが 弱 くな る傾 向 が 出 て くる もの と思 わ れ る。職 務 の専 門化 が

す す む と と もに,企 業 内 の 人事 が 流動 化 し,企 業 間 にお い て も専 門 職 の 交

換 等 が 良 く行 われ るで あろ う。

ア ン ケー トにお け る回答 を み てみ る と,1985年 頃 に おけ る勤務 体 制 と

し て,「 官庁,銀 行 を含 む 全 般的 週 休2日 制 」 の普 及 と こた えた ものが,

総 回答 数494件 中457件(92.9%)と 多 数 を 占め た の に対 し・週 休

3日 制 が 普及 す る と答 え たの は19件(3.99・)で あ った。

地 方 や 故 郷 で 働 ら くUタ ー ン現 象 及 び転 職 傾 向 は と もに619・ と比 較的

高 い率 を示 してい る。 これ ら は共 に転職 を意 味 す る もの で あっ て,前 項 で
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み た 企業 内及 び企 業 間 流動 人事 が他 動 的 で あ るの に対 し,自 発的 な職業 選

択 で あ り,大 企 業 離 れ,勤 労優 先 でな くな っ た こ とと と もに,大 きな 特 色

を示 す もの で あ ろ う。

勤 務 の フ レ ック ス ・タイ ム制 の採 用 は,通 勤 混 雑 の 面や,個 人 の よ り自

由 な時 間 の 利 用 とい っ た勤 労 階層 か らの 要望 とは別 に,他 企 業 との連 繋,

サ ー ビス面 の 低下 等 の 面 で解 決 すべ き問 題 が残 るで あろ う。

一 方 ,「 自宅 勤務 の企 業 や 職務 が 増大 す る」 と こた えた もの は,3.9%

とか な り少 な か っ た。 設 問 とし ては,コ ン ピュ ータの ホ ーム ・タ ー ミナル

・を利 用 し た 自宅 に お け る勤 務 を想定 した が,1985年 には まだ 余 り普 及 し

な い,と い う見 方 の よ うで あ る。

勤 務 体制 の 変 化 に お け る 自由記 入 欄 で あ るそ の他 の 欄 では,「 夏休 み,

冬休 み が長 くな る 」,「 パ ー トタイ マ が増 大 す る」,「 契 約 制 給 与 体系 が

採 用 さ れ る 」 とい うよ うな 記述 もみ ら れた 。

2.1.7市 民 の意 識

1985年 に お い て は社 会 及 び企業 にお い て情 報 シス テ ム化 が進 展 す る と

と もに,一 般 市 民の 間 で もホ ーム ・フ ァク シ ミ リ,そ の他通 信 タ ー ミナル

の利 用 が進 む と考 え ら れ るが,こ の 場 合 コス ト要 因 とと もに心 理 的要 因 即

ち情 報 の 利 用 意識 が大 き く影響 す る もの と思 われ る。 これ らの 前 提 と して,

情 報 へ の対 価 意 識,情 報 か らの 逃避 とい っ た 直接的 意識 動 向 と ともに,個

性 的 生 活,集 団 へ の帰 属意 識 とい っ た情 報利 用指 向 の意 識傾 向 等 に つ い て

質 問 を行 った。

ここ にお い て も,該 当す る と思 われ る もの3項 目選択 の 方式 を とっ てい

るが,「 個 性 的 生 活 が尊 重 され る」 とい うもの が305件 で,61.9%,

「個人 が 多 くの 集 団 に 属 す る」 とい うの が299件(60.69・)「 情 報へ

の 対価 意 識 が 高 ま る 」が280件(56.8%)1が 多 数 を占 めた 。

個姓 的生 活 は,多 様 化 さ れ る多 くの選 択 肢 の中 か ら 自分 の考 え に よ り道
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を選 ぶ とい う意 味 で 情 報化 的 で あ り,情 報 利 用 に対 し て意 欲 的な 態 度 で あ

る とい え よ う。

また 個 人 が 多 くの集 団 に属 す る とい うこ とは,個 人 が集 団 の異 質 性 に着

目す る こ とで あ り,地 域 集団 を離 れ て よ り広 い連帯 範 囲 を もっ,と い う意

味 で 情 報 化 的 で あ り,こ れ ま で意 識 さ れ てい な か っ た集 団へ の帰 属感 を意

識 し,自 分 に 関 わ りの あ る集 団 へ の積 極 的 な 参 加,と い う意 味 で もま た情

報化 に潜 在 的 な意 欲 を示 して い る もの と見 ら れ る。

これ ら に対 し て,情 報 過 剰等 に起 因 す る と見 られ る 「アンチ文明的傾 向」

に つ い ては,107件(21.7%)と 少 な く,次 問 の情 報化 の 悪 影響(個

人 面)に お け る 「情 報 か らの 逃避 」 も119件(24.1%)で あ り,6項

中3項 選 択 とい う方 式 か ら考 え るな らば,マ イ ナス 方 向へ の 指摘 は 少な い

とい え よ う。

問7に お け る一－rw市 民 の 意識 の 自由回答 欄 で は,画 一 思考 化,思 考 の混

乱,退 廃 化 等 の 記述 と と もに,価 値 感 が変 化 す る,趣 味 の重 視,権 利 意 識

の 強化 等 の 指 摘 が み られ る。権 利 意 識 の 強化 とは,情 報化 の進 展 に 伴 な い

現在 の 自分 の立場 が 明確 化 し,権 利 に関 す る情 報 が 流通 す る と ともに個 人

が 自己の 権 利 を明確 に把 握 す る こ とが で き,互 に譲 り合 わ な くな る とい う

意 味 では な いだ ろ うか。

21.8情 報 化 の もた らた 悪 影響

情 報 化 の もた らす 個 人 的 な側面 へ の悪 影響 と して は,「 情 報 の 無 差別 利

用(情 報 へ の 過 剰依 存)」 が369件(74.79・)と か な り多数 を 占め,

自分 を含 め た 社 会 に お い て情 報 の ソ ースや 信 頼 性 に検 討 を加 えず に,手 近

か な情 報 を無 差別 に利 用す る こ とに対 し て警 戒意 識 を もっ て い る こ とが う

か が わ れ る。

この項 と と もに,プ ラ イバ シ ーの侵 害,機 械 との対 話 増 に 伴 う人 間 疎 外

感 」 が50%以 上 を占 め,「 情 報 か らの 逃避 」,「 意 識 と行 動 の 分 裂 」は
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各 々24.1%,23.7%と3項 選 択 とい う方 式 を考慮 すれ ば 少 な か った と

いえ よ う。

社会 面 へ の悪 影 響 で は,「 情報 に よ る大 衆操作 」,「 情 報犯 罪 」,「 情

報 の集 中権 力化 」の 三 つ に50%以 上 の 回答 が 集 っ て お り,情 報 の能 力に

大 きな恐 れ を 抱 い てい るの が判 る。

また,「 大 衆 行 動 の 不和 電動 化 」及 び 「情 報 パ ニ ック 」 に も1/3以 上

の 回答 が 返 っ て きてい る。

"そ の他"で は ,個 人 に 与 え る 影響 として は,「 情 報 に対 す る不感 症 」,

「能 力格 差 の 増大 」,「 享 楽 面 の 増長 」 とい う回 答 がみ られ,社 会 的 側面

で は 「為 政者 の フ ァ ッシ ョ化 」,「 誤 情 報 に よる混 乱 」,「 伝統 軽視,文

化 の乱 れ ∫ とい っ た 回答 がみ られ た。
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2.2回 答者の社会に対す る展望

この アン ケ ー トに お け る 「社 会 環 境 」の項 の 設 問 は,後 の情 報処 理 各 分野 で

の1985年 にお け る展 開や ニ ーズ の設 問 に回 答 す るに あ た っ て,そ の 前提 と し

ての社 会 環 境 に一 定 の 仮 設 を打 ち立 て る もの であ った 。

これ らの 回答 結 果 を み る と,今 後1985年 にか け て社 会 環 境 を急激 に刺 戟 す

る突 発 事 件 は可 能 性 と して い くつ か考 え られ る ものの,経 済 は ゆ るや か に成 長

し,だ いた い年 に6～79・ の割 合 で続 行 す る こ とが 予想 さ れ,こ の 間 に世 帯 収

入 は平 均 約1.6倍 とな る こ とが,大 方 の 回答 者 の 予測 に お け る展 望 で あろ う。

企 業行 動 は,人 事 の 流 動 化 に ょ り人 材 の有効 活 用 が図 られ る とと もに,企 業

や 社 会 活動 の ピーク集 中 を避 け平 準 化 を指 向す る。 勤 務 体 制 は定 年 が60才 近

くに延 長 さ れ,週 休二 日制 が 広 く普 及 す る とと もに,就 職 のU4一 ン現 象 や 転

職 が増 大 し,フ レ ックス ・タイ ム制 が 導 入さ れ るで あ ろ う と して い る。

市 民 は 日常 の 生 活 に 対 して,個 性 的 な生 活 が尊 重 され,趣 味集 団,同 郷 集 団

等 多 くの集 団 に 属 す る よ うに な る と ともに,情 報 へ の 対 価意 識 が高 ま る が,意

見や 選 択 の 多様 化 に よ り もの ご とが ま とま りに くくな るで あろ うと見 て い る。

しか し,こ れ ら情 報 化 の進 展 に伴 な い,個 人面 で は 情 報 の無 差 別 利 用 に よ る

情 報へ の過 剰依 存,プ ラ イバ シー の侵 害,機 械 との対 話 の機 会 が 多 くな る こ と

に よっ て人間 疎 外 感 が ます ます生 ず る こ とを危 惧 し,ま た,情 報 が 氾濫 す る こ

とに対 し,情 報 に よ る大 象操 作の 危 険 性 が あ り,情 報 が 集 中 して それ が新 た な

権 力 を構 成 す る とい う恐 れ を抱 き,い わ ゆ る情報 犯 罪 の 増 加等 社 会 的 な悪 影 響

を懸 念 す る声 が 強 く出 さ れ て い る。

全 体 と しては,社 会環 境 を 現在 の 延長 として とら え る とと もに,情 報 化 の 悪

影 響 につ い て は,や や 過 敏 に反 応 して い る とい え る であ ろ う。
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3.ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ

わが 国 にお け る,今 後 の 企 業経 営 あ るい は個 人の 生 活 面 で の情 報処 理 の利 用

は,前 章 でみ た よ うに社 会 環 境 の 変化,産 業 構造 の 変 革,企 業 あ るい は個 人の

価値観 の 変容 に 伴 い,ま す ます 重要 性 を増 し,多 様 化 ・高 度 化 す る と と もに,

広 域性 を有す る よ うにな るで あ ろ うこ とが 予想 され る。 企 業 ・個 人 ・社 会 の 各

レベル にお げ る利 用 分野 の個 別 的 情 報 システ ム は,全 国 各 地 の 利 用 者 の 多様 な

ニ ーズ に応 えるた め,オ ン ライ ン指 向 を一 層 強 め,ネ ッ トワー ク化 さ れ,複 数

の シス テ ムへ の 自由 な ア クセ ス,あ るい は組 合 せ的 利 用等 に よる新 しい利 用 面

が追求 され る よ うにな る と思 われ る。

この よ うな 多様 ・高 度 で広 域的 な オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク形 態 に よ る各 種

の情 報 シ ス テムの 利 用 に対 し,総 合 的 なネ ッ トワー ク機 能 を,電 力 ・ガス ・水

道等 の よ うな い わ ゆ るパ ブ リ ック ・ユ ーテ ィ リテ ィ とし て構成 し,各 種 の端 末

や シ ステ ムが 自由 にそ の ネ ッ トワー ク に参 加 し,そ の機 能 を共 用 しあ うネ ッ ト

ワ ーク ・ユ ーテ ィ リテ ィ(NetworkUtility:NU)と い う考 え万 が最 近 提唱

され始 め て い る。*

本 章 で は,今 後の 情 報 化社 会 の 進 展 に とっ て,中 心 的 仕 組 み の 一 つ とな る と

予 想 され るNUに つ い て,そ の概 念,進 展 の 背 景 を示 した後,NUに よ り提供

が 予想 さ れ る新 しい サ ー ビス ・メニ ュ ーの い くつ か をあ げ,そ の よ うな サ ー ビ

ス に対 し情 報処 理 方 面 の 利 用者 は どの よ うな意 識 ・イ メージ を有 してい るか を

ア ンケ ー、ト調 査 結果 に よ り紹介 す る。

*ネ ッ ト ワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの 実 現 を め ざ して:ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン'77年2月
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3.1ネ ッ トワ ー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィ の 概 念

3.1.1ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ とは

ネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィ とは,各 種 の端末 か ら多種 多様 な情 報 シ

ス テ ム を 自由に利 用 で き る よ うな仕 組 み を意 味 し,利 用者 全 体 が情 報 に よ

る効 用 を公平 に受 け る ことが で き るネ ッ トワ ークを 介 したユ ーテ ィ リテ ィ

で あ る。

そ の 理 想像 は,各 家 庭や 事 務 所 に置 か れ た端 末装 置 が社 会全 体 との接続

点 と して機 能 し,そ れ を通 じて必 要 な情 報 ・知 識を 随 意 に取 り出 す こ とを

可 能 とし,あ わせ て社 会 活動 へ の能 動的 参 画 へ の 窓 口 とな る よ うな姿 で あ

る と想 定 さ れ て い る。*

31.2ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ進 展 の背 景

この よ うな概 念 に よ るネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィが提 唱 さ れ る に至

っ た背 景 の 一 つ には,次 の よ うな技 術的 進 展 が あげ られ る。

(1)オ ン ライ ン ・シス テ ムの進 展

最 近 の 各種 オ ン ライ ン ・シ ス テム の進 展 に は 目覚 しい もの が あ り,特

に金 融 界 に お け る相 互 デ ータ交 換 を 含む バ ン キ ング ・シス テ ム,NCS

(NationalCashService)の 全 国的CD(CashDispenser>サ ー ビ

ス等,各 種 交通 機 関 と旅行 業 者等 に よ る旅 行,交 通,レ ジ ャー等 の総 合

旅行 予約 システ ム,各 企業 に おけ る生 産,在 庫,販 売 を有機 的 に結 合 す

る ト〒タ ル ・オ ー ダ ・エ ン トリー ・シス テ ムな どに見 られ る よ うに,ま

す ます 多様 化,高 度 化,広 域 化 の度 合 を 強め,異 シス テ ム間 結 合 を含 む

複 合的 な ネ ッ トワー ク利 用が 多 くな りつ つ ある。

この よ うな傾 向に対 し,各 コン ピュー タ ・メー カで も自社 オ ンライ ン

*前 記 「ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ'リテ ィ の 実 現 を め ざ して 」 よ り'
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製 品系 列 の 一 元化 を図 るネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ァ(NA)を 発 表

し てお り,各 社 の個 別NAの 標 準 化,融 合 化 を 目指 した電 々公社 のDC

NA(DataCommunicationNetworkArchitecture)の 開発 も進 め ら

れ てい る。

(2)高 度 な通 信 ネ ッ トワー クの 出現

米 国 のARPA(AdvancedResearchProjectAgency)網 の成 功

を皮 切 りに,そ の 商 用版 で あ るTELENET,TYMNET等,主 と

してパ ケ ッ ト交 換 を利 用 した高 度 な電 気通 信 網 が 各国 にお い て 出現 し,

単 な る通 信 回線 の提 供 のみ で は な く,伝 送 の 速 度変換,コ ー ド変 換,プ

ロ トコル変 換,蓄 積 サ ー ビスな ど,い わ ゆ る網 に対 す る付 加 価値 的 サ ー

ビス と共 に,高 信 頼 度 の異 機 種 間 ・デー タ ・ネ ッ トワー ク機能 を提 供 す

る よ うにな っ て きてい る。 この よ うな デー タ網 は,英 国,フ ラ ンス等 欧

州各 国 にお い て も競 って 開発 され てお り,EC9ケ 国 に ょ るEURON-

ETと 呼 ば れ る情 報 通 信 ネ ッ トワーク も近 く運 用 開 始 さ れ る予定 とな っ

てい る。

わ が国 で も,日 本 電 信 電 話公 社(NTT)がDDX(DigitalData

eXchange)と 呼 ば れ る新 デ ータ網 を近 くサ ー ビス 開始 す る予定 で あ り,

国 際 間接 続 とし てはKDDがVENUS(ValuableandEfficient

NetworkUtilityService)の サ ー ビス を予定 してい る。

これ らの新 デ ー タ網 は,い ず れ も,高 信 頼 度 の ネ ッ トワー ク機 能 を全

国的 ・国際 的 レベ ル で コス ト効率 良 く提 供 しよ うとす る もの で あ り,新

デ ー タ網 を 中心 とし既存 の専 用回線,公 衆 電 話 網 な ど との接続 に よ りア

クセ ス形 態 範 囲 の拡 大 を図 るな ど,NUの 中心 的通 信 フ ァシ リテ ィ とし

て の役 割 が期 待 され て い る。

(3)新 しい情 報提 供 形 態 の萌 芽

こ こ数 年,英 国(Prestel),フ ラ ンス(Antiope),西 ドイ ツ

(Bildschirmtext)な ど欧州 各 国 に お い て,電 話 とTV受 像 機 を結 合
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した双 方 向 の画 像 情 報 サ ー ビスの 開発 ・実 験 が盛 ん に な っ て き てい る。

わが 国 にお い て も郵政 省 が 同 種の シス テ ム で あ るCAPTAINSシ ス

テ ムの 実験 サ ー ビス を今 秋か ら開 始す る予定 で あ る。 これ らの シ ス テ ム

は いず れ も電 話 とテ レ ビ とい う,現 在長 も普 及 して い る通 信 メデ ィア を

組 合 せ,融 合化 し て新 し い利 用形 態 を生 み 出 そ うとい うもの で あ り,従

来 の マ ス ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョンにお け る一 方 通行 の情 報提 供 形 態 か ら,

双 方 向 の積極 的 情 報 利 用形 態 へ と質 的 な転換 が図 ら れ て い る。 さ らに,

テ レ ビの文 字 多重 放 送 に よ る情 報 の一 斉放 送 では あ る が,あ る程 度 の選

択 的 利 用が 可 能 な テ レテ キス ト(英 国 のCEEFAX等),多 摩 二L－

タ ウ ンや 東 生 駒 な どで 実験 中 の有線TVに よ る コ ミ ュニ テ ィ ・レベ ル の

生 活情 報 シス テ ム(こ れ らは双 方 向)な どの 新 し い情 報提 供 シス テ ムの

開 発 が進 ん で い る。 この よ うな 双方 向性 を有 す る情 報 提 供 シス テ ムは,

NUの 理 想 の 姿 で あ る社 会全 体の接続 点 として 端末 装 置 が機 能 し,必 要

な情報 を だれ で も,い つ で も引 き出す こ とが で き,か つ社 会 活 動 に能 動

的 に参 加 す る ため の ツール と して,大 きな期 待 が持 たれ,個 人 ・企 業 ・

社 会 の各 レベ ル に お け る新 し い利 用 方 法が研 究 され つ つ あ る。

この よう に 多様,高 度 で広 域 的 な通 信 ネ ッ トワー ク が求 め られ て い る

現 在,新 デ ー タ 網 を中心 に既存 の電話 網/電 信 網,専 用 回 線 等 の オ ン

ライ ン通信 メデ ィ ア に加 え て,画 像,テ レ ビ,郵 便,新 聞 な どの 従来 か

らの通 信 メデ ィ ア を融 合化 し,本 来 資本集 約的 な ネ ッ トワー クの ・規 模

の経 済 ・を生 か し,多 数 の人 々,シ ス テ ム に よっ て総 合的 ネ ッ トワー ク

機 能 を共 用 し よ うとす るパ ブ リ ック ・ユ ーテ ィ リテ ィ と してのNUと い

う考 え方 が 出現 す るの は,ご く自然 で は あ る。
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3.1.3ネ ッ トワ ー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの 将 来 像 に 対す る

ア ンケ ー ト項 目

本 報告 の 主 題 で あ る ・1980年 代 中期 にお け る情 報処 理 の 動 向 ・(第1

部)の 中 で,ネ ッ トワーク ・ユ ーテ ィ リテ ィの1980年 代 中期 にお け る実

現像 につ い ては,家 庭 お よび企業 にお け る情 報行 動 の シナ リオ とい う形 で

既 に示 され て い る。

本 章 で は,こ れ ま で示 し た よ うなNUに 対 し,比 較的 情 報 マ イ ン ドが 高

い と見 られ る情 報 処 理 関 係 の技 術 者 ・管 理 者 を対 象 と して行 っ た ア ンケ ー

ト調査 を も とに,彼 等 が1985年 頃 の 実現 像 とし て どの よ うな意 識 を持 っ

てい るか を 探 る もの で あ る。

NUに つ い て は第1部 で も述 べ られ て い る よ うに,未 だ概 念 として 明確

化 され た もの で は な く,本 調査 がNUの 仕 組 み そ の もの に対 す る意 識調 査

で もな い こ とか ら,NUの よ うな仕 組 み を利 用 して提 供 が 予 想 され る新 し

いサ ー ビス形 態 をNUを 包 む 情 報化 形 態 とい う形 でい くつか提 示 し,そ れ ら

のサ ー ビス の1985年 頃 の実 現 性 ・普 及 に対す る意 識 を まず調 査 した。 こ

こで と りあげ た もの は 次 の5項 目で あ る。

① 画像 応 答 サ ー ビス

個 人,企 業 にお け る同 サ ー ビスの 普 及 度,利 用希 望 の 有 無,広 範 囲 な

普 及 を は ばむ 要 因 等

② 遠 隔 自動 検 針 サ ー ビス

同 サ ー ビス の 実現 性,実 現 をは ばむ 要 因 。

③ 異 シス テ ム 間結 合

異 シス テ ム 間結 合の ニ ーズ,相 互 結 合 の形 態"

④ 電 子郵 便

家庭 用,業 務 用電 子 郵 便(ビ ジネ ス ・メール)の 実用化 度 合,広 範 囲

な普 及 へ の 課 題

⑤ 電子 新 聞
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電子 新 聞 実用化 の 度 合,広 範 囲 な普及 へ の課 題

次にNU実 現にあた って大きな課題 の一つ となる,画 像 応 答 サ ー ビス,デ ー

タベ ー ス検 索,電 子 郵 便,電 子 新聞 等 の複数 のサ ー ビス に共 通 に利 用 で き

る よ うな マル チ ・ア ク セ ス ・タ ー ミナル 実 用 化の可 能 性,家 庭 用 タ ー ミナ

ル として の購 入 可能 価 格 に つ いて の設 問 を用意 し た。 さ らに,最 後 の 設 問

とし て,こ の よ うな ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの 実現 時 期,お よび 回

答 者 に よ るNUの 将 来 像 ・実 現性 に対 す る意 見 を聴取 した。

次節 の アン ケ ー ト集 計結 果 に示 す よ うに,全 設 問 とも 回答 率 は極 め て 高

く(約80%を 超 え る),NUに 対 す る関 心 の高 さ を示 して い る。

このテ ーマ に関 して は各 設 問 項 目に,簡 単 な説 明 を 付 して は い るが,こ

れ に よ って各 サ ー ビス の 内 容'範 囲 が 明確 に定 義 さ れ て い る訳 で はな く・

各 種 の 専門 的 知 識 レベ ル の 回答 者 が 自分 自身 の イ メージ で も っ て答 え て い

る と思 われ るので,結 果 は この 点 に 注意 して 読み とる必 要 が ある。

ま た,こ れ らの結 果 は1985年 頃 に は必 ず この よ うな実 現 度,普 及 度va

な る とい うこ とで は な く,回 答 者 の期 待感 と しては こ うな っ て欲 しい とい

う意 識 の表 われ が あ る と見 るべ き ところ も多 々あ る。

3.2ア ンケ ー ト集 計 結 果 と分析

321画 像 応 答サ ー ビス

(1)画 像 応 答 サ ー ビスに つい て,回 答 者 に以 下 の よ うな説 明 を提示 して回

答 を求 め た と ころ 次 図 の よ うな結 果 が 得 られ た。

端末 としてTV,キ ーパ ッド(押 ボ タ ン型簡 易 デ ー タ入 力 機),電 話

器 を使 用 した各 種 情 報 提 供 サ ー ビス が,現 在,英 国 にお け るPREST

EL,日 本 のCAPTAINSと し て実験 サー ビス開 始 あ るい は 計 画 中

の段 階 にあ ります 。 提供 情 報 の種 類 として は,学 習 ・教 養 ・趣 味,医 療

相談,シ ョ ッ ピング情 報,各 種 経済 情 報,レ ジ ャ ー情 報,各 種 予約 シ ス
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テ ム との 結 合等 多岐 に亘 り,一 般 家庭,ビ ジ ネ ス界 に お い て広 範 囲 な利

用 が期 待 され て お ります。

この よ うな サ ー ビス の 実現 性 に つ いて ど う考 え ます か。

個 人,ま たは一 般 家 庭 用 と して,1985年 頃 に は,

① 大部分の家庭に普及する

③ ほ とん ど普及 しない

わか らない0.6%

② 一 部の 家 庭 に普 及 す る

④ わか らな い

(問9-1)

ほとん ど ・

普及 しない

33.6%

織

留

及
訪

回答数
一部 の家庭 に

494普 及 する

59.9%

図 皿一3-1個 入 ・家庭用画像応答サービスの普及度(1985年)

(2)業 務 用 とし て1985年 頃 には

① か な り普 及 す る ・

③ ほ とん ど普 及 しな い ・

② 一 部普 及 す る

④ わ か らな い

(問9-2)
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ほ とん ど普及 しない

3.0%

わ か らない

0、2%

一 部 普及 する

53.0%
回 答数

494

か な り普及する

43.8%

図 皿一3-2業 務 用画像応答サービス の普及 度(1985年)

(3)あ な た は,こ の よ うな シ ス テ ム を 利 用 し た い と思 い ま す か 。

① 利 用 した い と思 う

③ ど ち ら と も言 えな い

② 利 用 した い と思 わ な い

(問9-3)

どちらとも

言えない

26.5%

』利 用 した
い と

思 わない

14、2%

図 皿一3-3

回答数

494

画 像 応 答 サ ー ビ ス の 利 用 意 識
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(4)こ の よ うな シス テ ムの 普 及 を は ばむ 要 因 に つ い て ど う考 え ます か 。

① 情 報の 使 用 コス トがそ れ ほ ど低廉 にな らな い。

② 端末 が まだ 高 価 で あ る。

③ この よ うな双 方 向 の利 用形 態 には な じまな い。

④ 一 般TV,新 聞 等 に よる一 方通 行 情 報の選 択 利 用 で十 分 で あ る。

⑤ 有 効 な情 報 の 整 備 が 大変 で あ る。

⑥ 電 話 料金 が コス ト高 だ し,距 離 格 差が 大 きす ぎ る。

⑦ そ の他

(問9-4)

件数

300

250

200

150

100

50

① ⑤ ② ⑥

回答 数458

()内 はパ ーセ ン ト

(複 数回 答)

⑥ ③ ⑦

図 皿一3-4画 像応答サーーービスの普及をはばむ要因

本 設問 は,NUに よ る新 し いサ ー ビス形 態 と して,か な り有 望 視 され

欧 州各 国お よび わ が 国 で実 験 ・開 発 中の 画 像 応答 サ ー ビス の普 及 に 関す

一118-一



る もの で,英 国BPO,西 ドイ ツBP,日 本 の郵政 省 な どの サ ー ビス 提

供 サ イ ドか らは,今 後 の 普 及 が大 い に期 待 され てい る もの で あ る。

問9-1の 個 人 ・家 庭 用,問9-2の 業 務 用 と しての1985年 頃 に お

け る普 及 度 を比 較 し て次 の よ うな こ とが言 え る。

。家 庭 用 として大 部 分 の 家 庭 に普 及 す る と答 えたの は6%足 らず,ほ と

ん ど普 及 しな い とい うの が 約34%で あ り,一 方,業 務 用 とし ては,

か な り普及 す る と答 え たの が 約44%,ほ とん ど普 及 しな い,と い う

の が39eで あ り,1985年 頃 にお い ては,家 庭 用 よ りは,業 務 用 とし

て の普 及 が進 む とみ てい る。

・一 部 で普及 す る とい う答 が,家 庭 用 で約60%,業 務 用 で53%と,

約半 数 を占 め て い る。 これ は,設 問 中 で一 部 とい う範 囲が 明確 で な い

ため,技 術 開発 が 進 み 一 部 の大 都 市 ・大 企 業 な どで は 大 規 模 に普 及 す

るだろ うとい う肯定 的 見 方 と,コ ス ト的 にみ て まだ まだ 実験 的 利 用 が

多 く,ほ ん の一 部 に しか 普 及 しな いだ ろ うとい う否定 的 見 方 の 両方 が

可 能 で あ るが,後 の 問9-4に お い て普 及 をはば む要 因 に 関 す る回答

と照 合 して み る と,否 定 的 回答 とみ るの が 妥当 と思 わ れ る。

次 に,問9-3の 利 用 に対 す る意 識 では,609・ 以 上 が 利 用 し たい と

い う回答 で,利 用 した い と思 わ な い とい うの は約14%に 過 ぎず,こ の

よ うなサ ー ビス に対 す る関 心 の 強 さ を示 してい る。 こ こで は,利 用 コス

トは無 視 して い るが,問15-2で タ ー ミナル 価 格 が5千 円/1日 以

下 な ら購 入 して も良 い と答 え てい る回答 が約62%あ る。

問9-4は,一 部 普及 す る,あ る いは,ほ とん ど普 及 しな い,と した

回答 者 が,そ の 普及 をは ばむ 要 因 にっ いて ど う考 え てい るか も示 して い

る。

回答 数 が 上位 に き てい るの は,情 報 の使 用 コ ス ト,端 末 コス ト,通 信

コス トとい うよ うに利 用 の コス ト面 でで あ り,こ の3要 素 で全 体の約60

%を 占め て い る。 これ らの結 果 か らす る と,普 及 をは ば む 要 因 として は.

一119一



1に コス トで,あ とは提 供 側 に お け る情 報 の整備 の 大変 さ,お よび,受

け手 主 体の 双 方 向 に よる情 報 の積極 的 利 用 には な か な かな じ まな いの で

は な いか とい う利 用 者意 識 の問 題 が あ る と言 え よ う。

そ の他 の 要 因 と して あげ られ て い る50回 答 の具 体的 中 味 は以 下 の通

りで あ る。

。必 要 性 が 薄 い13件

。操 作 性,プ ライ バ シ ー保護,信 頼性 な どの技 術 面 で未 だ 未完 成

。段階的普及が必要で,時 間を要す る

。情報 に対す る対 価意識の欠如

。情 報の画一化に対する反対

。回線利 用の制 限

。情報活用の知識に乏 しい

件

件

件

件

件

件

6

5

4

4

4

3

3.2.2遠 隔 自動検 針

(1)次 に遠 隔 自動 検 針サ ー ビス の問 題 に つ い て調 査対 象者 に 以下 の よ うな

説 明 を提 示 し,回 答 を求 め た と ころ下 図 の よ うな結 果 が え られ た。

電 気 ・ガス ・水 道 な どの遠 隔 検 針 シ ス テ ム(各 家 庭 の検 針装 置 とセ ン

タ ー の コン ピュ ータ を 回線 で結 合 した 自動 検 針 シス テ ム)は,日 本 お よ

び諸 外 国 にお い て 実用 化 実験 の段 階 に入 っ て い ます 。 この よ うな シス テ

ムの 実 現 性 につ いて ど う考 え ます か。

1985年 頃 には

① 全 国 的 に実現 す る ② 一 部 の地 域 で実 現 す る

③ 実 現 は難 しい ④ わか らな い

(問10-1)
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わか らない1.0%

実 現 は 全国的 に

難 しい 実現する

10.0%11.4%

回答 数

492

一 部 の地域で実現する

77.6%

図 皿一3-5遠 隔自動検針の実現度(1985年)

(2)問10-1で ② あ るいは③ と答 え た方 は,こ の よ うな シス テ ム の 実現

を はば む 要 因 とに つ い て ど う考 え ます か。

① 検 針装 置 の コス ト高

② 既 存通 信 回線(専 用,電 話,電 力供 給 線)等 の 安価 な利 用 が 困難

③ 光 フ ァイ バ な どを 利 用 し た新 規通 信 網 が 必 要 と な るの で ニ ュー タ ウ ン

等 これ か らの 計 画都 市 に しか普 及 しな い。

④ 現 在 の検 針 要員 ・人 件 費で十 分 ペ イす るの で 新 シス テ ム は必 要 な い。

⑤ 機 械 に よ る 自動 的 な検 針 で は間 違 い が心 配 もあ る。

⑥ そ の 他

(問10-2)
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件数

①

検
針
装

置

の

コ
ス
ト
高

義 皇 怒 璽2麟 諸

馨i1曇1i他
蓋 奮い ↑ ξ

図 皿一3-6遠 隔 目動検針シヌテムの実現 をはばむ要因

遠 隔 自動検 針 の 実 用 化 の見 通 しにつ い ては,こ れ ま で のい くつ か の調

査 報 告 書 に よれ ば,か な り先 の こ とで あ り,あ ま り明 るい とは言 えな い

とされ てい る。

設 問中 の説 明 では,・ 日本 お よび 諸外 国 にお い て実 用化 実験 の段 階 に

入 っ てお り……"と い うよ うに,誘 導 的 な もの にな っ てい るの で,こ の

説 明 に惑 わさ れ た よ うな 回答 に な っ て いる可 能 性 もあ る。

問10-1で これ か ら7年 後 で あ る1985年 頃VCe全 国的 に実 現 す る

とい う回 答 が約1割 もあ っ た事 は,設 問 の設 定,回 答 結果 の読 み方 に注

意 しな けれ ば な らな い が,こ れ らの 回答 は,技 術 的 にみ て 実現 可 能 性 あ

り とす る期 待感 の表 われ であ る と見 るべ きで あ り,普 及 度 とは異 な る見

方 をす る必 要 が あ る。
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次の,問10-2は 実現 をは ばむ 要 因 の 回答数 を示 してい る。 こ こで

も上位1,2位 は検 針装 置 や通 信 回 線 の コス ト面 であ る。 ま た③ の 回 答

は,既 設 の電 力 ・ガス ・水道 な どの ユ ーテ ィ リテ ィには設 備 投 資 額 が 大

きす ぎて,適 用 が 困難 で あ るが,こ れ か ら新 たに ユ ーテ ィ リテ ィ設 備 を

建 設 す る ニ ュ ータ ウ ンな どにお い て は,適 用の可 能 性 が 高 い とみ て い る

と言 え る。

また"そ の 他"の 回 答67の 具 体 的 内 容 には,

O検 針要員 の雇用問題

o必 要 性 が薄 い

。設備充 実に多大な投資が必要

。大 都 市等 人 口集 中地 区 で しか ペ イ しな い

。誤動 作 に対 す る保障 と料金 面 の トラ ブル

。普及 に は時 間 が かか る

15

10

6

6

6

6

件

件

件

件

件

件

等 の 主 な意 見 が 散見 され て い るが,技 術 的vane理 とい う回答 は2件 の

み で あ り,シ ス テム の 多角的 利 用,決 済 の システ ム化 とい うよ うな 前 向

きの 回答 もい くつ か み られ た。

3.23異 シス テ ム間結 合

(1)異 種 シス テ ム,異 企 業 間 の相 互 結 合 につ い ては,次 の よ うな 設 問 を 試

み たが結 果 は下 図 の通 り とな っ た。

最 近,国 鉄 と旅行 代 理 店3社,航 空 会社 との相 互結 合,情 報 処 理 サ ー

ビス 業 者 と企業 シス テ ムの 結 合,全 銀 シ ス テム,NCSな ど異 種 シ ス テ

ム,異 企業 間 の相 互結 合が盛 ん に な りつ つ あ ります が,こ の よ うな 相 互

結 合の ニ ーズ は1985年 頃 には ど うな る と思 い ます か。

(問12-1)

① ま す ます増 大 す る ② やや 増 大 す る

③ 現 在 と変 らない ④ わか ら な い
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現在と変らない0⑨%

やや増大 す る

17.8%

回 答数

493

ます ます増大する

81.3%

図 皿一3-7異 システム間結合のニーズ(1985年)

(2)相 互結 合 の形態 は どの よ うな もの が 多 い で し ょ うか 。

① 同業 他 社 間 ② 流通 等 水 平横 断型 ③ 企 業 グル ー プ等 垂

直 型 ④ リソ ース 共 用 の相 互 依 存型 ⑤ そ の他

(問12-2)

図 皿一3-8

同業他社間

15.5%

企業グルー
プ等垂直型

② 流通等水平横断
型

31.9%

異種 ・異企業 システムの相互結合形 態(1985年)
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前 節 で述 べ た よ うに,NUの 大 きな効 用 としては,各 種 の端 末 か ら必

要 な シス テム に 自由に ア クセス で きる こ とや,異 種 の シス テ ム同 士 が 自

由 に結 合 され,新 た な利 用 面 を生 み 出す こ とがあ げ られ る。

問12-1の 結 果 は,こ の よ うな異 シス テム間 結 合 の ニ ーズ は,今 後

ます ます 増 大 す る とみ てい る回答 が 圧倒 的 多数 を占 め てい る こ とを示 し

て い る。

ま た,問12-2は 異 種 ・異 企 業 の シス テムの相 互 結 合形 態 を示 す も

の で,流 通 等 水平 横 断 型,リ ソース共 用 の 相 互依 存型,企 業 グル ー プ等

垂 直 型,同 業 他 社 間 な ど色 々 の形 態 にな るだ ろ うとみ てい る。

これ らの形 態 め混 合型 も当然 考 え られ る訳 で,そ の他 の欄 に も具 体 的

な 記述 と して 混 合型 を指 摘 して い る もの が 一番 多 く(5件),相 互結 合

に よ り初 め て可 能 とな る新 商 品,新 ニ ーズ を中心 と した集 団や,資 産 の

流 れ にお け る結 合 とい うよ うな新 しい形 態 を指 摘 して い る回 答 もあ り,

ニーズ の 多様 性,深 さが うか がわれ た。

3.24電 子 郵 便

電子 郵 便(ネ ッ トワー ク を介 レた端末 間通 信,7ァ ク シ ミ リ等 の電 子 的

手 段 に ょ る郵便 の 伝送,配 達 シ ス テ ム)に つ い ての 回 答 は 次 の よ うな結果

が得 られ た。

(1)一 般 家 庭 へ の宅 配 の 電 子郵 便 へ の移 行 は1985年 頃 には ど うな る と思

い ます か。

① 全 国 的 に 実 用化 され る .② 一 部 の地 域 で 実 用 化 され る

③ 実 用化 は難 しい ④ わか らな い

(問13-1)
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わか らない3.3% 全 国 的に実用化1.0%

実 用 化は難 しい

58.1%

一 部 の地域で

実 用化

回答数37
.6%

490

図皿一3-9一 般家庭用電子郵便実用化の度合(1985年)

(2)ビ ジ ネス ・メール(企 業 内 ・企業 間 の業 務 用 文 書 の 配送)の 電子 郵 便

は1985年 頃 に は ど うな ります か。

① か な り実 用化 され る ② 一 部 の 会社 で使 用

③ ほ とん ど使 用 され な い ④ わ か らな い

(問13-2)
実用化は難 しい5.4%わ からない1.6%

一部の会社で

使用

43.1%

図 皿一3-10

かな り実用化

される

回答数49
.9%

489

ビ ジネス ・メール としての電子郵便実 用化の度合(1985年)
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全 国 的 なNUが 実現 す れ ば,そ の 新 しい サ ー ビス と して現 在 の郵 便 シ

ス テ ムを電 子 化 す る こ とが考 え られ る。 電 子郵 便 も実 現 が困 難 な 分 野 の

一 つ とみ られ て い るが ,問13-1家 庭 用,問13-2ビ ジ ネス ・メー

ル の 両者 の実 用 化 の度 合 を比較 し て,次 の こ とが 言 える。

。1985年 頃 では,家 庭 用 とし ての 実 用化 は 困難 であ るが,ビ ジ ネ ス ・

メ ール と しての 企業 サ イ ドの 利 用 は,か な り広 範 囲 な もの とな ろ う。

・家 庭 用 の電 子郵 便 は,ど の よ うな形 態 で あ るか は別 と して ,一 部 の地

域 にお い て実 用化 され るで あろ うとみ て い る回答 が約38%も あ る。

シス テ ム形 態 に つい ての 明確 な定 義 づ け は行 っ て い ない の で,こ の デ

ー タ を どの よ うにみ るかは難 しい
。特 定 地 域 内の メ ッセ ー ジ伝 送 形 態 で

あ ろ うか。

次 に電 子郵 便 の実 用化 ・普 及 へ の課 題 を 自由意見 として 記述 して くれ

た 回答 者 の総 件 数 は413件 で あ り,約85%と い う高 記 入率 で あ っ た。

そ の 記 入 内容 の主 な もの は以 下 の通 りで あ る。

。 コス ト面(端 末65,初 期 設 備 ・運 用147,端 末 ・通 信 回線39,

通 信 回 線21)272件

。信 書 の 秘 密 保 護,プ ライ バ シ ー,セ キ ュ リテ ィの解 決 …66件

。文 字 だ けで は な く図 表 ・絵 も送 れ る高 精 度 ・高 速 の伝 送手 段

33件

・家 庭 で は不 用 だ が企 業 では 他 の通 信 との共 同利 用等 に よ り実 用 化 され

よ う

・郵 便 事 業 の制 度 面,要 員 問 題 の 解決

。デ ィジ タル 網等 通 信 ネ ッ トワーク の整 備

。人 間 の 情緒 面 で のな じみ難 さ

・多 目的 端末 の 開発 ・普 及

な どで あ り,

あげ られ て い る。

32

27

24

21

18

件

件

件

件

件

この 他,操 作 性,社 会 的 信 用 を得 る,回 線 利 用制 度 な どが
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ま た,実 用化 は無 理 あ る い は不 必要 であ る とい う表 現 の 回答 も合計 で

43件 もあ り,解 決 すべ き問 題 の 複雑 さ を示 して い る。

中 には,① コス トは 月収 の1/1.000② 性 能は 自動 受信 ・鮮 明度

・一 般 用 紙 の使 用 ③ 操 作 は2段 階 まで で ,合 計30タ ッチ位 とい う

よ うな非 常 に具 体 的意 見 や,本 人 の 欲 し くない メー ルの 受取 り拒否権 を

シス テ ム的 に確 立 す べ きな ど とい う現在,米 国 な どで問 題 にな りつ っ あ

る新 たな課 題 もあ げ られ て い る。

3.25電 子 新 聞

NUの 身近 な例の一つと して 一 般 家庭 用 に供 す る と考 え られ る電 子 新 聞

(家 庭 用 フ ァクシ ミ リ端 末 等 へ の 電送 新 聞,TV端 末 とハ ー ド ・コ ピー装

置 を用 いた ニ ュー ス検 索形 の シス テ ム な ど)に つ い てそ の 実 用化 の 予想 を

聞 い てみ た ところ 次 の よ うな 結 果 が 帰 っ て き た。

(1)一 般 家 庭へ の新 聞 宅配 の電 子 化 は1985年 頃 に は,

① 全 国的 に実 用化 され る ② 一 部 の地 域 で実 用 化 さ れ る

③ ・実 用化 は難 しい ④ わか らな い

(問14-1)

わからない2、7%全 国的に実用化される2.4%

実用化は難 しい

56.8%回 答数

488

一 部 の地域で

実 用化

38.1%

図 皿一3-11電 子 新聞実 用化の度合(1985年)
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電子 郵 便 と同様 に電 子 新 聞 も,サ ー ビス と して考 え る こ とは で き る が

そ の実 用化 は困 難 な 分 野 だ と言 われ てい る。 ただ,設 問 中 に フ ァク シ ミ

リ等 の 電 送 新 聞 だ け で は な く,画 像 応 答 サ ー ビス の ア プ リケ ー シ ョ

ン例 の一 つ と して考 え られ る ニ ュース検 索形 の シス テ ム形 態 も示 して い

る の で,イ メー ジの 受取 り方 は様 々であ ろ う。

問14-1で 示 さ れ る実 用化 の 度 合 につ い ては,実 用化 は 難 しい,あ

る いは一 部地 域 で の み 実 用化 され る とし た回答 は電 子 郵 便 の 場 合 とほ ぼ

同率 の割 合 となっ て い る 。

全 国的 に 実用化 さ れ るだ ろ うとした回答 が2.4%で 電 子 郵 便 よ りは 高

率 とな っ て い る。

さ らに電 子新 聞 の 実 用化 ・普 及 へ の課 題 につ い て,具 体的 な 意 見 を求

め る と,そ の 記入 件 数 は390件 で あ り,そ の主 な もの は以下 の通 りで

あ る。

・ コス ト面(全 体 コス ト180,端 末 コス ト43,通 信 コス ト6)

229

◎一 方通 行形 ニ ュ ース か ら受手 が選 択 す る転換40

◎ 多機 能 型(TV)端 末 の開 発20

。新 聞 社 ・販 売店 の反 援,雇 用 問 題 の解決13

◎ 情報 収 集 ・加 工 の 合理 化 ・ス ピー ド ・ア ップ,品 質 向上 …12

。高 密度 ・高 速伝送 手段'12

。表示,印 字 の 品質11

。TV等 既 存 マ ス コ ミ との役 割 分担10

件

件

件

件

件

件

件

件

な どであ るが,必 要 性 が薄 い とい う回答 が61件,実 現 は 無 理 とい うの

が26件 と否 定 的 な意 見 の 多 さ も 目立っ た。

ニ ュース検 索形 の シ ス テ ム形 態 を意 識 し てい る回 答 者 もか な りあ り,

上 記 の意 見 中 ◎ 印 の もの は,こ の グル ー プに入 る とみ られ,記 事 分 類 や

索引 手 法 の確 立,標 準 化 とい うよ うな意 見 もあ っ た。
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そ の他 に,

・社 会 的 要請 か ら好 む と好 ま ざる に拘 らず 進 む 。

。単 独 シ ステ ムで な く総 合 シス テ ム(宅 配 ・集 中検 針 等)と して実 現 さ

れ な けれ ば一 般 家 庭へ の ニ ーズ は生 まれ な い。

。技 術 上 のパ イ ロ ッ ト ・モ デル の早 期実 施 。

な どで あ る。

326マ ル チ ・ア ク セ ス ・ター ミナ ル

この章 で は,3.Z1か ら3.2.5ま で 問 うた サ ー ビス を受 け るこ との 出来

る よ うな機 能 を有 す るマ ル チ ・アクセ ス ・タ ー ミナル に 関 して回 答 者 にそ

の実 用化,お よび価 格 に つ い ての 予想 を求 めた と ころ以 下 の よ うな 回答 結

果が 得 られ た。

(1)今 まで 答 えて 頂 い た よ うな画 像 応答 サ ー ビス,デ ータベ ース検 索,電

子 郵 便,電 子新 聞等 の複 数 サ ー ビス に共 通 に使 え る よ うな マル チ ・ア ク

セ ス ・タ ー ミナル は1985年 頃 に は,

① 実 用化 され 広 く普 及 す る ② 実 用 化 は難 しい

③ わ か らな い

(問15-1)

実 用 化さ れ 、わか らない

広 く普及 す る

15.4%
13.6%

実用化は難 しい

71.0%

図 皿一3-12マ ル チ ・ア ク セ ス ・タ ー ミナ ル 実 用 化 の 度 合(1985年)
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(2)家 庭 用 マ ル チ ・ア ク セ ス ・タ ー ミ ナ ル を あ な た は ど の く ら い の 価 格

(現 在 の 価 格 水 準)な ら購 入 し ま す か 。

①5,000円 以 下/月 ②5,000円 ～10,000円/月

③10,000円 ～20,000円/月

(問15-2)

10・OOO円 ～20,000円/月4 .0%

5,000円 ～5・OOO円 以 下/月

10・OOO円/月61
.8%

34.2%回 答 数

476

図皿一3-13家 庭用マルチ・アクセス・ターミナルの利用可能な価格(月 当り)

本項 目は,こ れ ま で の設 問 の よ うな サ ー ビス ・シス テ ム に共通 に利 用

で き るよ うな マル チ ・アクセ ス ・タ ー ミナ ルの実 用化 に つ い ての 設 問 で

あ る。

問15-1の 結 果 に ょれば,1985年 頃 では実 用化 は難 しい とい う回

答 が719eと 大 多数 を占 め て お り,こ れ は コス ト面 で の実 用化 の 困難 さ

を示 し てい る もの と思 われ る。

問15-2は 家 庭 用 タ ー ミナル の購 入 可 能 価格 を示 し て い るが,月 額

5,000円 以 下 とい う回 答 が60%を 超 え てお り,レ ン タル 換 算 で み る と,

現 在 の 家庭 用大型 カ ラーTVな み の値段 以 下 を想 定 し て い る もの と思 わ

れ る。

本 ア ン ケー ト調 査 は,同 時 に業務 用 タ ー ミ ナル の価 格 も記入 さ れ てい

るが,2万 円/月,20万 円/月,60万 円/月,100万 円/月 とい

一131一



くつ か の レベ ル に 分 かれ てお り,想 定 機能 に よ りい くつか の段 階 を意 識

してい る もの と思 われ る。

これ ま での 設 問 中 で も多機能,多 目的 端末 の必 要 性 を述 べ て い る意 見

が かな りあ り,こ の よ うな タ ー ミナ ル の普 及 は,NU発 展 の ため の重 要

な 鍵 の一 つ で あ ろ う。

327ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ

終 りに ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 実 現 に つ い て の 時 期 お よ び 条 件

等 の 意 見 を 求 め て 分 析 し た と こ ろ,次 の よ うな 結 果 とな っ た 。

(1)こ の よ うな ネ ッ ト ワ ー ク ・ユ ーテ ィ リ テ ィ の 実 現 時 期 に つ い て あ な た

は ど の よ うに 考 え ます か 。

①1983～1985年 頃

③2000年 頃 まで

⑤ わか らな い

2,000年 以 降4.1%

②1986～1990年 頃

④2000年 以 降

　　　 　

aOOO鞍 まで 酪 数199・ 年 頃

33・5%
4895・ ・3%

(問16-1)

図ll-3-14ネ ッ トワーク ・ユーテ ィリティの実現時期 ・.

最 後 の 設 問 は,ネ ッ ト ワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 実 現 時 期,将 来 像 に

つ・い て の 意 識 を 探'る もの で あ る 。

問16-1の 回 答 結 果 に よ る と約 半 数 の 回 答 者 がNUの 実 現 時 期 を
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1986年 か ら1990年 頃 とみ て お り,本 調査 の設 定 し た1985年 頃 では

まだ無 理 で,そ れ よ り数 年 遅 れ た時期 に 実現 す るだ ろ うと して い る。 ま た,

今 世 紀 中(残 り約20年)に は 実 現 す る とみ てい る回答 者 計が 約9割 を 占

め,そ れ 程遠 くな い将 来 には この よ うな仕 組 み が定 着 す る と意 識 され て い

る よ うで あ る。

次 に問16-2のNUの 将 来像,実 現性 に対 する 自由 な意 見 と して は,

295件 の 記入 が あ りi技 術 的 な 問 題 よ りは.コ ス ト面 で の普 及 の難 しさ,

社 会の 仕 組 み として定 着 させ る ため には 個人 ・企業 に お け る価 値 観 の変 容,

雇 用問 題,産 業 構 造 の変 革 等 の社 会 的課 題 の解決 と相 まっ て進 展 させ る必

要 が あ るな どの意 見 が 多 くみ られ た。 これ らの意見 の い くつか を以 下 に 紹

介 す る。

① 会社 へ 出勤 しな い で 自宅 で 勤 務 す る形 が生 まれ るで あ ろ う。 ただ しこ

れ は単 に機 器 が で きれ ば 実現 す る とい うもの でな く,個 人 の意 識 変化,

生 活 様 式 の変 化,新 聞社 とTV会 社 の統 合 の よ うな業 界 の再 編 成,そ れ

に伴 な う失 業 と再 雇 用 な どが 必 要 な の で短 期間 には 実 現 しな い 。

② 機 能 と価格 が 均 衡 す れ ば 実現 す る と思 われ る。 ただ そ の 時 の 経 済効 果,

及 びそ れ が実 現 し た際 の社 会 心 理 的 影 響等 につ い て調 査,.研 究 す る必 要

が あ る。

③1)実 現性 は 高 い。 まず 企 業 に お い て,次 に個 人 へ と。

2)機 密 保持,悪 用 の 防止 が 大 切 。

3)企 業 収 益性 か らの主 導 で な く,政 府 又 は国 民 に選 出 さ れ た人 々に

よ る機 関 での プ ラ ン ニ ング を心 掛 け るべ き。

④ 多種 多様 な シ ステ ム を広 く活 用 で きる趣 旨その もの は 大 き く異 論 は な

いが .

1)利 用者 の ニ ーズ κ十 分答 え られ るか

2)従 来 の もの の 考 え方 か ら ス ム ーズ に移行 で き るか

3)ハ ー ド,ソ フ ト面 の問 題 解 決
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4)現 状 を ど うす るか(例 えば 人,社 会 の し くみ等)

な ど多 方 面 に わ たっ て解 決 すべ き問題 が あ り段 階 的移 行 な ど じっ

く り考 え るべ きで あ る。

⑤ 大 型 耐久 消 費財 不 在 の 今 日,新 しい 商 品が 求 あ られ て い る。 情 報 ネ ッ

トワー ク の タ ー ミナ ルは 有望 商 品 と思 う。

日本 のエ レク トロ ニク ス,通 信 技 術 は世 界 最 高 と信 じて い る。 日本 の 自

動 車 の 次 に 走 る主 力商 品 とな るべ き もの と思 う。

⑥ ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィは単 に家 庭や 会社 に端末 を買 わせ るだ

け で な く,電 気,ガ ス,水 道,電 話 の よ うな 社 会的 設備 投 資 と公 共 企 業

化 が 必 要 で あ る。

実現 に あ たっ て はTVの 普 及 時 の よ うな ス テ ー タ ス ・シンボ ル とし て で

は な く,実 の あ るア プ リケー シ ョンに よ る大 衆 の 引 きつけ(30%以 上

の 国民 が 魅 力 を 感 じ る)が 大 切 であ る。

⑦ 文 明 国 の人 間 だ け がな ぜ情 報 に もまれ,回 線 に しば られ,生 きな けれ

ば な らな いの か,こ の よ うな資 源 の 浪 費 は不 要 で あ る。

⑧ 社 会 が 安 定 す る程,落 ちこぼ れ組 の 破壊 活 動 も過激 にな る。一 ケ所 の

破 壊 で社 会全 体 が 大混 乱 にな る よ うな便 利 さ は許 さ れ な い。 ネ ッ トワー

ク ・ユ ーテ ィ リテ ィは技 術的 に は問 題 な い と思 うが,社 会 シ ステ ム と し

ての安 定 性 につ い て1)破 壊活 動,2)地 震,3)核 爆 発,4)侵 略

等 に 耐 え られ る もの とす べ き で あ り,こ れ が解 決 す れ ば 実現 は 容易 で あ

ろ う。

⑨ 国,地 方 自治 体,企 業 独 自に開 発 し たの で は期 間,コ ス トともに かか

るた め,電 々公 社 の よ うな もの(仮 に 情 報 サ ー ビス公 社 とす る)を 設 立

し て,リ ー ドオ フは公 社 が行 い,企 業 が積 極 的 に機 器 を開発 す る よ うに

し た ら よい。 そ の ため に も国 が もっ と情 報産 業 育 成 に 力を入 れ,補 助 を

すべ きで あ る。

一134一



4.オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン

オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョンとい う言葉 は 古 くて新 しい 言 葉 で あるが,近 時,

日本 語情 報 処 理 の進 展 や ワー ド ・プ ロセ ッサの 登場 に よ り,再 び脚光 を浴 び て

い る。

ただ し,オ ー トメー シ ョン とい う言 葉 自体 には抵抗 もあ る よ うで,オ フィス ・

イン フォ メー シ ョン ・シ ス テム と呼 称 してい る ケー ス も多 い 。

それ は ア ンケー ト調 査 の回答 者 の 意見 に も如 実 に現 れ て お り,い わ ゆ る無 人

化 に至 る概念 と して の オ ー トメー シ ョンには 否 定 的 な反応 が 目立 つ 。

したが っ て,こ こで は オ フィス ・オー トメー シ ョンを,事 務 部 門 内部 の情 報

処理 部門 に よ らない,事 務 の機 械 化 と広 く解 釈す る こと とす る。

い わゆ る事 務 の 機械 化 は,わ が国 では 昭和30年 頃 より急速 に進 展 したわ け

で あ るが,漢 字 を主 体 とす るわが 国 の文 書 体 系が,ア ル フ ァベ ッ トを主 体 と し

た 西 洋型 の 文 書体 系 で は表 現 しに くかっ た とい う事情 か ら,コ ン ピュー タに よ

る計 数 化情 報 の機 械化 の みが 限 りな く先 行 し,邦 文 タイ プ ラ イタ に よる文書 作

成 な ど,非 計数 情 報 の機 械化 が大 き く立 ち遅 れ て現 在 に至 って い る。

この 後者 を オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの対 象 と考 え る な らば,こ れ は ま さ

に コ ロンブ ス 以 降 の新 大 陸開 拓 に もなぞ らえ るべ き無限 の可能 性 を秘 め た分 野

とい うべ きで あ り,80年 代 の情 報化 の 格好 の タ ー グ ッ トと考 え られ る 。

た だ し,こ の分野 の機 械化 が 今 後 急速 に進 展 す るか否 か は意 見 の 分か れ る と

ころで あ り,ア ンケ ー ト調 査 の結 果 では 比較 的お だ やか な反応 が 多 か った。

4.1オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 動 向

4.1.1オ フ ィス の 将来

まず,1985年 頃 ま で に オ フ ィス ・オー トメー シ ョンが どの てい ど進 展

す るか に 関 しては,ほ ぼ70%の 回 答者 が,事 務 量 の増 大 と事務 の機 械化
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がほ ぼ 見合 う形で 進 展 し,間 接 人 員 はほ ぼ現 状 のまX推 移 す る と答 え て 鉛

り,ビ ジ ネス ・オ ー トメー シ ョンは緩 や か に進行 す る と見 てい る。

今 後 は 日本語 の文 書 作成 業 務 や文 書 管 理業 務 な ど新 しい 分 野 の 機械化 が

進み,間 接 人 員はか な り削減 され る とい う回答は24.6%で あ り,ほ ぼ4

分 の1の 人 が オ フ ィス ・オー トメー シ ョンは今後 は 急 速 に進 行 す る とい う

意 見 の よ うで あ る。

事務 の省 力 化 はほ ぼ 限 界 に きて お り,今 後 とも間 接 人 員は 増 え 続 ける,

つ ま り,オ フ ィス ・オー トメー シ ョンには ほ とん ど期 待 で きない とす る意

見 は4.7%で 少数 で あ り,ほ とん どの 事務 が 自宅 で端 末 機 で行 え る よ うに

な り,現 在 の形 の オ フ ィス は姿 を消 す,つ ま り,オ フ ィス ・オ ー トメー シ

ョン革 命 が到 来 す る とい う意見 はO.4%(2人)と 更 に少 い。

これ ま で の急 速 な コン ピ ュー タ リゼー シ ョンに もか か わ らず,間 接人 員

は 増え 続 け てい るこ とを考 え る と,間 接 人 員 が今 後 は 横這 い も し くは減 少

と予想 す る 人が94.3%に 達 す る こ とは,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンへ

の期 待が根 強 く存在 す る と見 て よい ようで あ る。(問21)

①

②

③

④

⑤

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100S

①

②

③

④

⑤

間接人員は増え続け る

間接人員はeasc現 状 のまS

間接人員はかな り削減 される

現在 の形 のオフ ィスは姿を消す

まった く予想できない

図 皿一4-1オ フ ィ ス の将 来
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4.1.2テ レ ビ 電 話

現在 一 部実 用化 され てい る技術 の今 後の 普及 ぶ りに 関 す る質 問 で は,ま

ず テ レ ビ電 話 につ い て は,41%の 人 がほ とん ど普 及 しない と答 え てk・り,

導入 す る企業 が 目立 ち初 め る(た だ し電 話 器 全体 に 占め る比 率 は 一 割以 下)

とす る40%を 加 え る と全 体の8割 を越 え,テ レ ビ電話 に対 す る消 極 的 な

反応 が 目立 つ 。

面 白 い のは 回答 者 の現在 の 仕事 の 内容 に よる差が 見 られ る こ とで,ほ と

ん ど普 及 しない とす る回答 が,経 理 な どの純 事務 関係 では27.3%と 低 く,

テ レ ビ電 話 に対 してや つ背 定的 なの に比 し,非 事 務 部 内 の 製 造 関 係 では

5&6%,営 業関 係 で は50.0%と 高 い 。(問17)

100%

①

②

③

④ii

⑤

⑥

① ほ とんどがテレビ電話になる

② 半分はテレビ電話になる

③ 一割以上がテレビ電話になる

④ 導入する企業が目立ち初める

⑤ ほとんど普及 しない

⑥ まったく予想できない

図fi-4-2テ レ ビ電話の普及

4レ3事 務 用 フ ァ ク シ ミ・リ

事 務 用 フ ァク シ ミ リに関 して は,ほ とん どの事 業所 に設 置さ れ る とす る

もの39.3%,か な りの 事 業 所 に設 置 され る とす る もの3&4%,合 わ せ

て77.7%で あ り,各 企業 の ほ とん どの 部 署 に設 置 され る とす る現 行 の 複

写 機並 み の普及 を 予測 す る ものは わず か に14.7%で あ る。
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現 状 レベル で す で にか な りの事 業 所 に設 置 され てい る こ とを考 え る と,

今 後 は大 きな伸 びは期 待 で きな い とす る回 答が 半 分近 くにな る わけ で,む

しろ伸び 悩 み の傾 向 と な る。 今 よ り もかえ って減 少 す る と した 回答が 合 わ

せ て6.1%あ った こ と と共 に注 目され る傾 向で あ る。(問18)

%

①

②

③

④

⑤

⑥

① ほ とん どの部署 に設置 される

② ほとん どの事業所 に設置 される

③ かな りの事業所に設置される

④ む しろ伸び悩みの傾向 となる

⑤ 今 よりもかえ って減少す る

⑥ まった く予想できない

図 皿一4-3事 務 用ファクシ ミリの普及

4.1.4期 待 され る技 術

あ なたが 特 に 期 待す るオー トメーシ ョン技 術は何 か とい う設 問 に関 して

は,一 番 多 か った の が漢 字 や グ ラフ も印刷 で きる汎 用 プ リン タで,全 体 の

65.2%の 人 が ベ ス トス リー に選 ん でお り,次 が 日本 語 の音声入力が50.O

%,あ とは手 書 きカナOCR,オ フ コ ンや端 末機 用 の大 容 量 ファ イル,音 声

に よるオ ペ レ ー シ ョン ・ガ イダ ン ス,フ ァ ク シ ミ リ とOCRの 結 合 と続

き,COMや テ レ ビ電話 に対 しては 意外 に関心 が低 か った 。(問19)
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

%

① 汎用 プリンタ

② 日本語の音声入力

③ 手 書 きカナOCR

④ 大 容量 フ ァイル

⑤ 音声 ガイダンス

⑥ フ ァクシ ミリOCR

⑦COM

⑧ テ レ ビ電話

図 皿一4-4期 待 するオー トメーション技術

4.1.5日 本語 ワ ー ド・プ ロセ ッサ

この ア ンケ ー ト調 査 で は 日本語 ワー ド ・プ ロセ ッサ が 一つ の焦 点 で あ っ

たが,こ れ に 関 しては,普 及 す るま でに は 至 らない とす る回答 が59.7%

で大 半 を 占め,ほ とん ど期 待 で きない,ま った く予想 で き ない とい う回答

を合 わ せ る と全 体 の80%と な り,回 答 者 の 慎 重 な態 度 が ひ と きは 目立 っ

た 。

もっ と も,現 状 では そ れ ら しい製 品が よ うや く世 に 出た ば か りで あ り,

ワー ド ・プ ロセ ンサの 概念 もまだ十 分 に 熟知 されて ない と思 わ れ る ので,

ほ とん どの事 業 所 に設 置され る,も し くは そ れ 以 上の普 及 を予測 す る回 答

が20%を 越 え た ことの方 をむ しろ積 極 的 に評価 すべ きか もしれ ない 。

(問20)
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①

②

③

④

⑤

⑥

10 20 30 40 50 60 70 80 90100%

① 事務机のほ とんどが なる ④ 普及す るまで には至 らない

② ほ とん どの部署に設置 される ⑤ ほ とんど期待できない

③ ほ とん どの事業所 に設置される ⑥ まった く予想できない

図 皿一4-5日 本語 ワー ド・プ ロセッサの普及

4.1.6ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン

オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の ビ ジ ョ ン と して 事 務 机 の 将 来 を 尋 ね た 設

問 で は,一 番 多 か っ た の が 表 示 装 置 に よ る デ ー タ ベ ー ス 検 索 とそ の 内 容 の

ハ ー ドコ ピ ーで あb ,1,2位 を 占 め た 。

次 が 日本 語 に よ る 文 書 の 作 成 と編 集,つ ま リ ワー ド プ ロ セ ッサ ¢)機 能 で

55.7%,そ の 次 が パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュー タの54.3%で,い ず れ も5

割 を 越 え て い る。

これ に 続 くの が フ ァ ク シ ミ リの44.3%で あ る 。

ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ の 拡 張 機 能 で あ る 磁 気 媒 体 か らの 文 書 検 索 が34.8

%と 続 くが,音 声 に よ る 漢 字 入 力 が25.7%と4分 の1を 占 め た ～二とは 特

筆 さ れ て よい で あ ろ う。 音 声 入 力 を コ メ ン トで 特 に 強 調 して い る 意 見 も複

数 見 られ,今 後 の 一 つ の 方 向 と して 注 目 さ れ る 。

自 由 記 入 欄 で 一 番 多 か っ た の はTSSタ ー ミナ ル や イ ン テ リジ ェ ン ト ・

ター ミナ ル な どの タ ー ミナ ル 機 能 で あ り,そ の 他,マ イノ ロ ・フ ィル ム,

複 写 機 能,プ ロ ッタ ー 機 能 な どが 目 立 っ た 。
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概 して現在 の情 報 処 理 技術 の延長 線 上 に ある 回答 が 多 か っ たが,回 答者

の 大 半(74.9%)が 情 報処 理 関 係の仕 事 に 従事 して い る とい うこ とは念

頭 に 置多 い て 見 る必 要 が あろ う。 ・(問22)

①

②

③

④
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① 表示装置 によるデータベース検 索

② 表示 内容 のハー ドコ ピー ↓

③ 日本語 による文書の作成 と編集

④ パー ソナル ・コンピュータ

⑤ ファクシ ミリ

⑥ 磁気媒体か らの文書検 索

⑦ 音 声による漢字入力

⑧ テレ ビ電話

⑨ 磁気媒体 のファイル伝送

⑩ 磁気 デ ィスクな どに内臓された用語辞典

、図 皿一4-6将 来 の事務机に装備 される機能

4.2オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン 普 及 の 条 件

4.2.1推 進 の 施 策

わ が 国 が 今 後 オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョ ン を 推 進 し て い くた め に は,そ
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の 前提 と して何 を為 す べ きか とい う,国 家施 策 へ の 要 望 に関 す る設 問で は

次の 回答 を得 た 。

まず,一 番 多 か っ たの は,安 価 な漢 字 入 力装 置の 開 発 を急 ぐとい う意 見

で,全 体 の79%に 達 し,オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョンの ボ トル ネ ックが

漢 字の 入力 費 用に あ る こ とが浮 き彫 りに され た。 次 い で,日 本語 の ワー ド・

プロセ ッサの 開 発 を国 が 援 助 す る とい う意 見 が69.5%で,オ フィス ・オ一一

トメー シ ョン の中 心 が 日本 語 ワー ド ・プ ロセ ッサに あ る こ とを 窺 わせ る。

次 には,企 業間 め 商取 引 や企 業 の会 計監 査 が 磁気 媒 体 だ け でで き る ように

法 令 を改 正す る とい う意 見で5&8%あb,磁 気 記 録 の 公認 が オ フ ィス ・

オー トメー シ ョンの 大 きな課題 で な る こ とを示 して い る。

続 いて,通 信 料 金 の 全国 均 一 料 金制 を 採用 す るが47.0%で あ るが,付

記 意 見の 中 に も通 信 料 金 の 低廉 化 や通 信 回線 の 自 由 化 を求 め る ものが か な

りあ り,通 信 料 金 に対 す る 関心 の深 さが 判 る。

カ ナ文 字 の 手書 きOCRの 開 発を 強力 に進 める とい う意 見は44.1%で

あ り,ひ らが なOCRや 漢字 か な湿 りOCRと い う意 見 もあ った。

ここまで は あま り異 論 の ない ところ であ ったが,現 行 の言語 体 系の改 革

案 に対 しては コメ ン トに よ る極 め て 強い 反 応 が見 られ た。

まず,設 問 に対 す る 肯定 回答 は,漢 字 制 限 を更 に強 化 して 用字 の標準 化

を進 め るが32.oo/o,漢 字 の字 画 を制 限 し略 字化 を進 め るが20.4%,昔

か ら ある住 所 氏 名 も当用漢 字 に 置 き換 え るが20.0%で あb,事 務 用文 書

の カ ナ文 字化 を進 め,漢 字 を徐 々 に廃止 す る方 向 に持 って い く,英 語 を公

用語 と し事務 用文 書 の 英 語化 を進 め る と共 に わず か に6%で あ った。

類 例以 外 の追 加 意 見で一番 多 か ったの は,事 務 の標 準化 や簡 素 化 を進 め

る こ とが 先決 とい う もの で あ り,次 が 回 線料 金 の 低廉 化,通 信 回線 の 自由

化 と続 き,住 所 コー ドな ど各種 コー ドの 標準 化,帳 票 な ど特 に 公 文書 の規

格化 を求 め る もの も目 につ い た。(問23)
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安価な漢字入力装置の開発

日本語 ワード・プロセッサの開発

磁気媒体記録の公認

通信料金の全国均一料金制

カナ文字用手書きOCRの 開発

漢字制限の強化

漢字の簡略化

住所氏名の当用漢字化

事務用文書のカナ文字化

英語の公用語化

図ll-4-7オ フィス ・オートメーションを推進するための施策

自由意 見 で 一番 多 か った の は なん とい って も日本 文化 擁護 論 で ある。 日

本 文化 は 漢 字か な湿 り文の上に成 り立 って い るの で あ り,経 済性 の安易 な追

求 に より これ を破 壊 しては な ら ない とい う意見 が大勢 を 占め た 。

.機 械 化 の障 害 に なるか ら とい うだ けの理 由で,漢 字 制 限 や 略 字化 を進 め

るのは もっての ほ か で あ り,ま して や漢 字 の使 用 を禁止 した り英語 化 を 計

る な どは 言語 道 断 とい う意 見 で あ る。

オ フィス ・オー トメー シ ョンは これ か らの 重要 なテ ー マで あ ろ うが,わ
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が国 のそ れ は 欧米 の単 な る模 倣 では な く,日 本 の風 土 に合 致 した もので な

け れ ば な ら ず,そ の ため に は漢 字 を避 けて は通 れ な い。 そ の場 合 ,最 大

の ネ ックが入 力 の 問題 で あ り,安 価 な入 力 方 式 の開 発 な か ん ず く 日本 語

ワー ド ・プ ロ セ ッサ の開 発 が そ の中 心 テ ー マに な る。

そ の場 合 の 日本 語 ワー ド ・プ ロセ ッサ は 日本語 の辞書 を内 臓 した もの で

あるべ きで,音 声 に よる 日本語 入 力 も有望 で ある。

一方 ,日 本 に おけ る事務 の機 械 化 の最 大 の ネ ックは漢 字 であ り,商 業 文

の カ タカ ナ化 も しくは英 語 化 が ビジ ネス ・オ ー トメー シ ョ ンの近 道 で あ る

とい う意 見 もあった が,こ れ は少数 意見 で あった 。

注 目す べ き意見 と して は,オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの 普及 と商 業 活

動の 国際 化 との相 乗作 用 に より国 語 の変 質 は 避け られ ず,場 合 に よって は

商 用国語(英 語化 の可能 性 もあ る)と 生 活 用国語 の二 重 言語 生 活 を余 義 な

くされ る恐 れ もあ る。大げ さ に言 え ば文 化 的危 機 で あ り,今 後 は情報 処 理

の方 針決 定 には言 語 学者 の参 加 を求 める べ きで ある とい うもの で あ った。

確 か に,漢 字 のJIS化 の 問題 に して も当 用漢 字 の問題 と切 り離 して は

考え られ ず,通 産 省 と文 部省 との境 界 領 域 も発生 し ょう。

カ タカナOCRに は か な りの関 心 が寄 せ られ,漢 字 か な温 い 文 月 の手 書

きOCRへ の期 待 もあ った 。通 信 回線 の 自 由化 や通 信 コス トの低 減 に関 す

る意 見 も多 く,今 後 の オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの進 展 には入 力費 用 と

通信 費 用 の 低減 が最 重 要 の課 題 で ある こ とが わか る。

オ フ ィス ・オー トメー シ ョンは 意 識革 命 で あ る との意 見 も多か った 。 経

営者や 管理 者 の 意識 づ けが 先決 だ とい う意 見,経 営 管 理 シ ステ ムの抜本 的

整備 が必 要 だ とす る意 見,政 府 が率 先 して進 め,官 公庁 か らまず 実施 せ よ,

そ のた め には 公文 書 の標 準化 や 簡素 化 が 先 決 とす る意 見,今 の 中年以 上 で

'
は も う革 新 は 無 理 だか ら,次 の 世 代 に期 待 し ょ うな どとい う意見 も目に つ

い た。

雇 用対 策 や 中高年 対 策 の 見地 か らオ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンは さ し控
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え た方 が よい とす る意見 もあ リ ダ何 で も ブー ムに して一儲けをた くらむ メー

カー の商 法 に躍 ら され る な とい う意 見 や人間 性,生 き甲斐 とい う見地 か ら

古 き良 き時 代 の 日本 語 を聖 域 と して残 そ うとい う意 見 もあ った 。 セ キ ュ リ

テイーの 問題 もい くつ か指 摘 され てい る 。

概 して保守 的 な意見 が多 か ったが,オ フィス ・オ 二一トメー シ ヨンが情 報

処 理 の将 来 に あっ ては 限 りない可能 性 を秘 め た処 女地 で あ り,な ん らか の

国 家的 対 応 が必 要 で あ る とい うこ とに は異論 は ない よ うで あ る。(問23)

4.3オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 将 来

オ フィス ・オ ー トメー シ ョンの将来 の展 望 は次 の 二つ の 意見 に 代表 され る も

の と思 われ る。

そ の 一 つ は テ レ ビ電 話,マ イク ロ ・フィ ッシ ュ,事 務 用 ファ ク シ ミ リ,イ ン

テ リジェ ン ト ・コ ピア な どに よる複合 化 の方 向で あ り,も う一 つは ワ「 ド ・プ

ロセ ッサを 中心 と したEDP化 の方 向で ある 。

前者 は現 行 技 術 の延 長 線 上に あるので 比 較 的理 解 が しや すい が,日 本 語 に よ

る現 行 の事務 用文 書 の大 半 が 手書 きのま ㌧残 る とい う考え 方 を前提 と して お り,

マ イ ク ロ ・フ ィ ッシ ュ化 に よって検 索効率 の 向 上 と省 空間 を実 現 し,フ ァ クシ

ミリに よっ て文書 の伝 達 効率 を 高 め,複 写 機 の イン テ リジ ェン ト化 に よって文

書 の複 製 効 率 を計 って,電 話 に よる コ ミ ュニ ケー シ ョ ンに映 像 を 加 えれ ば.そ

れ な りの オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンが 可能だ とす る考 え 方 で あ る。

一 方のEDP化 の 方 向 と して は ワー ド ・プ ロセ ッサ を単 な る文 書 作成 機 とし

てで は な く,む しろ 日本 語 の 入 力機 ど しての機 能 を 中心 に考 え,電 子 フ ァイ ル

や 電子 メー ル と結 ん で,情 報 検索 や情 報 交換 な どをすべ て電子 化 しよ うとす る

考 え 方 で ある ご

超LSI技 術 など 集 積 回路 の超 高 密度化 が 進 み,磁 気 デ ィスクの超 高 密 度 化

や ソ リッ ド ・ス テ ー ト化(磁 気 バ ブルやCCDな ど)に よる安価 な大 容 量 フ ァ

イル の実 現 が十 分 に 見込 まれ る現状 か ら見れ ば,技 術 的 には 日本 語 ワー ド ・プ
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ロセ ッサ を中心 と した事 務 机 の コン ピ ュータ化 は可能 で あ り ,ペ ー パ ー レス に

近 い 新 しい オ フィスが 実現 す るで あ ろ う。

た だ し,と の場 合 に は現 行 の 日本 語 体系 の あ るて い どの手 直 しに よる標準 化

や簡 素化,た とえ ば住所 氏 名 な どの 当 用漢字 化 や,漢 字 な どの ドッド・マ トリソ

クス に よる表 現 の 一部 簡素 化 を含 むJIS化 な どが不 可 欠 な前提 に な る と思 わ

れ る。

当然,こ れ に対す る知 識 人 な どの 反発 は激 化 し よう し,製 紙 業 界,印 刷業 界

な ど産 業界 に与 え る影 響 も多大 な ものが あろ う。

k・そ ら くは複 合 型 の ビジ ネス ・オー トメー シ ョンが まず 先行 し,徐 々にEDP

型 の比 重 が増 して きて,や が てEDP型 の オ フ ィ ス ・オ ー トメー シ ョンが 主 流

とな る と思 わ れ る。

ハ ー ドウェア の コス ト・パ フォーマンスが どこま で向 上 す るか ,日 本の ビジ ネ

ス風 土 に合 った ソフ トウ ェアが開 発 され るか 否 か,漢 字 や 住 所氏名 の標準 化 や

磁気 記録 の公 認 な ど法制 面 での 支援 が どこまで 期待 で きる か,産 業 界 の再 編 成

が 大 きな摩擦 な く進 行 し得 るか,こ れ らが オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの将 来

を 占 う鍵 となろ う。

オ フィス ・オ ー トメー シ ョンに関 す るニ ー ズ はわ が国 の方 が欧 米 よりは は る

か に高 い と思 われ る。

なぜ な らば,欧 米社 会 にお い ては タ イ プ文 書 がす で に普 及 しつ くして お り,

文 字 もア ルフ ァベ ッ トが 主 体 のた め ほ とん ど機 械 化の 障害 には なって い ない こ

とか ら,事 務 の世 界 と情 報 処 理の 世 界 が わが 国 の よ うに二 分 され てお らず,オ

フィス ・オー トメー シ ョンが漸 進的 に進 行 して きたの に較 べ,日 本 の 場合 は 漢

字 が機 械化 の大 障 壁 と して横 たわ って い た関 係 上,機 械化 が破 行 し,オ フィス ・

オー トメ ーシ ョン の分野 が ほ とん ど手 つ かず で残 った とい う事情 か らで ある。

複 写機 や フ ァクシ ミリの需 要 が わ が国 で特 に旺 勢 なの もそ の 裏付 けの 一 つ とな

ろ う。

わ が国 の オ フィ ス ・オー トメー シ ョンに関 して 言 え ば,今 後は複 合 型 が 先行
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し,1985年 までにそ の 全盛 期 を迎 え る もの と思 われ る。

テ レ ビ電話 は 通信 コス トの よほ どの低 減 が ない か ぎ り,あ ま り大 きな期 待 は

持 て ない と思 うが,フ ァク シ ミ リや複 写機,マ イ ク ロ ・フ ィル ムな どの イ ンテ

リジェン ト化 と 多機 能 化 が 進 み,そ れに伴 っ て需 要 も拡 大 す る で あ ろ う。

た だ し,こ の 方 向 は漢 字 を主 とす るわ が国 の事務 用文 書 の 大半 は従 来 どお り

手書 きで作 成 され る とい うこと を前提 と して お り,あ くま で も機 械 化 の版 行 を

助 長 す る方 向 なの で,や が て は 日本語 情 報 処理 の 技術 的 進 展 に伴 い,EDP型

に とって代 わ られ る運 命 に あ る もの と思 われ る 。

そ の意 味 では わ が国 の オ フ ィス ・オー トメー シ ョンの本 命 はEDP型 で あb,

そ の 中心 は 日本語 ワー ド ・プ ロセ ッサで あ るが,こ れ が 単 な る文 書 作 成 機 で な

い こ とは前述 した とお りで,超 高密 度 フ ロ ッ ピー ・デ ィス クや,磁 気 バ ブル素

子 な どに よる大 容量 プア ィルを 擁 し,ド ッ ト方式 で文 字 は もち ろん の こ と図 で

も絵 で も写 真 で も自 由 に印 刷 で き る プ リン ターを 持 ち,デ ジ タル通 信 回線 でい

つ で もどこへ で も情 報 の 分 配 が で きる,電 子 プア ィル,電 子 郵便 の機 能 を併 せ

持 った ビジ ネス ・ス テー シ ョンに な るはず で,こ れは む しろ将 来 の電 子 事務 机

とで もい うべ き もので あろ う。

もち ろん この時 点 で は 情 報 処 理 と事務 の分 野は 完 全 に一 体化 して お り,情 報

処理 シ ス テ ムに対 す る入 出力 は 共 に ペ ーパ ー レスで 行 われ る可 能性 が 高 い。

こ うなれ ば ビジ ネス はほ ぼ ペー パー レス に近い 形 に な ろ う が,複 合 型 か ら

EDP型 へ と移 行 す る 一 つの 転 機 が省 資 源運 動 で ある可 能 性 も ある 。石 油 と同

様,紙 パル プ資 源 も現 在 の 濫 用の 前 には 有限 で あるはず で あ る 。

とは いえ,わ が 国 の オ フ ィス ・オー トメー シ ョンが複合 型 か らEDP型 へ移

行 す る時期 は基本 的 には 技 術 革 新の 進展 如何 に よる もの と思 わ れ る が,そ の 中

心 は 日本語 入 力 の問 題 で あ る と思 われ る 。

その うち革 新 の テ ン ポが 特 に 速い と思 われ るの は 集積 回路 と音 声処 理 との結

合 技 術 で,音 声入 力 や 音 声 応 答 が オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンを加 速 す る可 能

性 が あ る。
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特 に 日本語 は 音 声処 理 に とbわ け有 利 で あ り,50音 鍵盤 に替 って音声 入 力

が,CRT表 示装 置 に 替 っ て 音声 に よるオ ペ レ ー シ ョン ・ガ イダ ンス が普及 す る

の では ない か 。

しか しなが ら,オ フ ィ ス ・オー トメー シ 白ンの 急展 開 に は 企業 の雇 用 問題 や

産業構 造 変 化 な ど の社会 問題が 大 き く係 わ り合 うと予 想 され るの で,結 局 は 事

務量 の増 加 に よる間 接 部 門 の肥 大 と,事 務 の省 力化 に よ る直接 費 の 改善が,丁

度 よ くバ ランスす るて い どの変 革速 度 に落 着 くもの と思 われ る。

もっ と も,間 接 部 門 も昨今 では 調査 部 門や 設 計部 門の 増 勢 か激 し く,純 粋 な

事務 部 門 の省 力化 は 従 来 を 上 廻 るペ ース で進 めたい とい う企 業 ニー ズが あ る 。

企 業 競 争 にお い ては 常 に 生産 性 の 高い 方 が生 ・き残 る ので あ り,生 産性 の高 さ

は労働者 の質 と労 働 装 備 率 で決 ま る。 ここで一 番 もの をい うの は生 産 設備 で あ

るが,オ フ ィス に おい て はそ れ が 事務 機 械 で あ り,オ フ ィス ・オー トメー シ ョ

ンの ニー ズが そ こに あ る。
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5.日 本 語情 報 処理

昭 和53年 に は,春 の ビ ジネ ス ・シ ョ ウで大 小 メー カー か ら低 価 格 の 漢字 処

理 シ ス テ ムが競 っ て発 表 さ れ,秋 の デ ー タ ・シ ョウでは 日本 語 ワー ド・プロセ ッ

サが 話題 の中心 とな った 。

また,情 報 処 理 学 会 の夏 の シ ンポ ジ ウムでは,「 日本 語 情報 処 理 」 が テーマ と

な り,参 加 者 数 が 予想 をは るか に 上回 る盛 況 で 多 くの発表 に真 剣 な討 議 が な さ

され た こ とが 報 告 され てい る。

(こ こで の テ ー マで あ る 日本 語 情 報処 理 の定 義 づ けは,「国語 に 関 す る情 報 処

理 で,特 に漢 字 仮 名 ま じ り文 の情 報 処理 技 術 につ い ての 研 究 ・開発 ・・応 用 の総

称 」 と してい る。)

そ して,漢 字 に関 す るJISコ ー ド(53年1月1日 付,情 報 交 換 用 漢字 符

号系JISC6226)も ようや く設 定 され,昭 和53年 が 「日本 語 情 報処 理 元

年 」 と もい わ れ てい る。

そ こで,今 回 の ア ン ケー トで も,こ の テー マ で,次 の よう な項 目につ い て ,

回 答者 の見 方,意 見,要 望事 項 な どを聞 くこ と と した。

・現 状(機 器 導 入 実 施
,外 注 実施,検 討 中 な ど)

・実 施 の場 合 ,適 用 業務(処 理 パ タ ー ン別)

・現 状 で の問 題 点(価 格 ,入 力 方法,ソ フ トな ど)

・事 務 関係 の コン ピュー タ処 理 で の 漢字 使 用 の見 通 し

・将 来 の方 向(大 型機 へ 包含
,オ フ コン傾 向,専 用機 な ど)

・入 力方法 の 選 択(シ フ トキー 方式
,ワ ンタ ッチ方 式 な ど)

・プ ログ ラ ミ)/グ 言語 へ の漢 字 邦 文 の 使用'

・発 展普 及 の た めの施 策

・将 来像(イ メー ジ
,夢)

以 下,各 設問 の 集 計 を も とに,ア ンケー ト結 果 に つい て述 べ る こ と とす る。
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5.1現 状

まず,ア ン ケー ト回答者 に つい て,実 施 の 現状 をみ る と,図 皿 一5-1の よ

うに機 器 を導 入 して の実 施 と外 注 に よる 実施,お よび近 く実 施 予定 を合 わせ て

37%で あ り,実 施 せず(不 明 と予 定 な し)は60%で あ る。 お そ ら く,こ の

実施 比率 は,一 般 に比 べ て高 い と思 われ るが,亡 れは 回答者 の 所属 機 関 の業 種

が,計 算 セ ン ター,コ ン ピ ュー タ製 造 で 約40%を 占め て い るた めで あろ う。

(こ のた め,「その 他 」 として,受 託処 理 を行 な ってい る,あ るい は,メ ー カー

と して販売 開 始 な どを記入 した 回答 が あ った 。)また,ユ ーザ ーと して も,従 業

員1,000人 以 上が68%を 占め てい るの で,大 手企 業 中心 とみ る こ とが で き る

か らで あ る。'(問25)

0

80

70

実施 の 予定 な し

205件(44.7%)

機 器 を導入 して実 施

108件(23.5%)

実 施 又は

近 く実 施

実 施 せ ず170件

274件(37%)外 注 で 実 施

(59.7%)
41件(8.9%)

鯨
検討中だが実施は不明

69件(15.0%)

40

回答数459件

図ll-5-1日 本語情報処理の現状
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メ ー カ ー とユ ー ザ ー との 比 較 は ,業 種 に よるク ロス(計 算 セ ン ター,コ ン ピ ュー

タ製 造 と そ れ 以 外 の 業 種)を と る と ,表 皿 一5-1の よ う に,実 施 が そ れ ぞ れ

表 皿一5-1業 種 別現状

金 保 計コ製 一 全
業 種

融 険
算 ン
セピ

般
ユ

ン ユ

現 状
証 タ1 七
券 1タ 造 | 体

10 61 47 108
入 出 力機器 を導入 して実施

(30.3) (35.9) (16.3) (23.5)

11 7 34 41一部の業務 を外注処理で実施

(33.3) (4.1) (11.8) (8.9)
1

0 12 9 21

近 い 将 来 実 施 を 予 定
一 (7.1) (3.1) (4.3)

1

21 80 90 170
(実 施)小 計

(63.6)
.

(471) (31.1) (370)

3 24 45 69

検討しているが実施の時期不明
(9.1) (14.1) (15.6) (15.0)

9 54 151 205
ここ当分 は実 施の 予定な し

(27.3) (31.8) (52.2) (41.5)
.

0 12 3 15

そ の 他
一

1
(7.1) (1.0) (3.3)

計 33 170 289 459件

(全 体 の 比 率) (72) (371) (62.9)

*()内 数字は%
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47%と31%と な って い るこ とか ら,そ の差 を知 る ことが で き る。

そ して,一 般 ユー ザ`T-一の 実施 では,図 皿 一5-2の よ うに機 器導 入が520/o,

外 注 が38%,近 く実 施 が10%で,外 注 に よる実 施 がか な りの ウ ェイ トを 占

め てい る こ とがわか る 。す なわ ち,漢 字 処 理 の第1段 階 は外注 実施 が多 い とい

われ る現 象 を よ く表 わ してい る と思 う。

また,回 答 件数 は 少 ない カ㍉ 業種 の中 で も金 融 ・証 券 ・保 険 関 係 だけ を とる

と,実 施が64%近 くに な って いて,こ の 業 界で の漢 字 利 用 が先行 してい る こ

とを示 して い る。 ここ では,導 入 と外注 は 半 々で ある。

なお,先 行 ユー ザ ー と考 え られ る新聞 ・雑 誌 関係 は 回答数 が4件(導 入2,

外 注1 ,)のた め,と りあ げ な い こ と と した 。

5.2適 用 分 野

適 用業務 につ い ては 定 ま った 分 類 方法 もないの で,一 応,次 の よ うな処 理 パ

ター ン別 分類 に よ って ま とめ てみ た 。(問26)

① 漢字 デ ータ処 理

a.証 明 書類 の 発行

(運 転免 許 証,会 員証,住 民 票,辞 令,投 票 所 入場 券 な ど)

b.名 簿 類の 発行

(社 員名簿,顧 客 名簿,会 員 名簿,DM宛 名 な ど)

c.明 細 資料 の作 成

(レ セ プ ト,請 求 書,注 文 書,給 与 明細 な ど)

d.統 計(集 計)資 料 の作 成

(営 業 報告,管 理 資料,会 議資 料 な ど)

e.そ の 他

② 邦 文書 処 理

a.文 章 の編 集,校 正,複 製処 理

(新 聞編 集,書 籍 作 成,公 共 商 用書翰 な ど)
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0

件

θ

外

注
実
施

4

8

3
日

近

く

予
定

件

脇

0
》

1(

実 施
'(ま た は近 く実 施)

9.0件

機

導
入

47件

(52%)

50

図 皿一5-2実 施 ユーザ[の 外注率

表 皿一5-2適 用,業 務

業 種

分 野

計 算 セ ン タ ー

コ ン ビ.ユ 一 夕 メーカー 金融 ・証券 ・保険
全 体 .

」

漢

字

デ

ー

タ

処

理

証明 書類の発行 24(25.0%) 8(38.1%) 39(22.2%)

名簿 類 の 作 成 58(60.4) 17(8LO)

`

102(58.0)

明細 資料の作成

.

28(29.2) 6(28.6)

.

62(35.2)

統計 資料 の作 成 勿(29.2)、 4(19.0) 56(31.8)

そ の 他 29(30.2) 6(28.6)

`

50(28.4)

小 計

1

167 41 309件

邦
文
処
理

文章の編集,校 正
複 製 処 理

`

13(13.5) 0(=) 35(19.9)

台帳 登 録 とIR 37(38.5) 2(9.5) 60(34.1)

そ の 他 8(8.3) 1(4.8) 11(6.3)

小 計 58 3 106件

そ の 他 3(3.1) 0(一) 9(5.1)

合 計
(全 体の比率)

96(54.5%) 21(11.9%)

1

176件
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b.台 帳登 録 と情 報検 索

(不 動 産 台 帳,特 許 出願 台 帳,人 事 経歴 台 帳,法 令集,判 例 集,文

献 目録,図 書 目録 な ど)

c.そ の 他

③ そ の他 の 分 野

ア ン ケー ト用 紙 に上 記 の か っこ内 の例 示 が示 され て い なか った こ と もあ

り,回 答者 側 に十 分,分 類 の意 図 が伝 え きれ なか ったの は残 念で あるo

ま ず,大 雑 把 につい て,漢 字 デー タ処 理 と漢字 文 書処 理 の 比率 は3:1

(309件:106件)で,そ の 内 訳 は,名 簿 類,明 細 資料,台 帳登線 と

情 報 検索,統 計資 料 の順 位 とな って い る。 これ らは 一 応 うなづ け る結 果 と

み て よい で あろ う。

な お,現 状 の設 問 とあ わせ て,21件 の回 答で はあ るが ・金融 ・証券 ・保 険

関 係 に つい て み る と

名簿 類81.0%明 細資 料28.6%

証 明書3&1%統 計 資料19.0%

で あ り,使 用 目的 が は っ きり しぼ られ て い る。 「そ の 他」 の項 目につ い て,

記 入 され た例 の うち,か っ この 中に 書 い た具 体例以 外 の もの を紹 介 して お

こ う。

ソ フ トウ ェ ア ・マ ニ ュア ル

}の 作 成4件
ドキ ュ メンテ ー シ ョン

各 分 野 での メー カ と して の利 用 研 究3件

プ ライス ・カー ドの作成3件

会 計処 理 の摘 要 文章,年 賀状 の作成,メ モ 記 録 の 電 算 処 理,

薬価基準書 各1件

5.3問 題 点

問 題 点 につ い て は,か な り細 か い レベ ル も含 め て,10項 目を あ げ,こ れ ら
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〔漢字データ処理 〕

②名簿類の作成

③明細資料の作成

④統計資料の作成

①証明書類の作成

⑤ その他

〔邦文処理 〕

⑦台帳登録 と情報検索

⑥文章の編集,校 正,

複製処理

⑧その他

〔その他の分野 〕

⑨その他

75 loo件 数

102(58.0%)

62(35.2)

56(31.8)

39(22.2)

50(28.4)

60(34ユ)

35(19.9)

11(6.3)

106件

309件

9(5.1)

図ll-5-3日 本 語情報処理適用分野 の状況

一155一

回答 数176



⑤入力方法

⑤入出力機器の価格

〔プリジターの性能〕

⑥印字速度

@証 票としての適格性

⑤字 数

⑤複写可能

⑦用 紙

⑤その他

〔ソフ トウェア〕

①汎用プ・グラム

①カナ漢字変換

⑪各種の漢字ソート

① その他

⑯その他

50 loo 150 ㎜ 籾

262(652%)

172(428)

26(6.5)

21(52)

19(47)

18(4.0)

3(O.7)

16(4.0)

113(2&1)

88(219)

65(16.2)

25(62)

14(3.5)

15(3.7)

図 皿 一5-4

192(478)

回 鰭402

機能別問題点の分布状況

－i56_

件数

300



うちか ら2つ を選 択 して も らった 。 、(問27)

入 力 方法 が65%で1位,入 出力 機器 の価 格が43%で2位 は,だ れ もが 問

題点 と して あげ た い点 で,当 然 の結 果 とい え る 。

プ リン ター の性 能 と ソフ トウ ェア につ い て は,さ らに項 目を分 け て問題 点 を

選 ん で も らった が,一 応 これ らを集 めた 件数 でみ る と

プ リンタ ーの性 能

ソ フ トウ ェア

と な り,

わ か る。

113件(2&1%)

192件(47.8%)

や は リ ソ フ トウ ェ ア の 問 題 力㍉ か な り の'gエ イ トに な っ て い る こ とが

実施 中の とこ ろ と実 施 してい ない とこ ろで ク ロス を とつて み る と,次 の よ う

な点 に違 い が 出て い る。

実施(中) 実施せず

入出力機器の価格

プリンタ(:

全

ソフ ト(麗 二

変換

全

写

紙 「

体

体

39.3%〈
声　一一 一

44.7%

1.9

)0.4
26.8

9.0>

1.4'>

30.3>～.・ 一
172<

179>

46.2<
一 一・　一一

w

24.5

)
15.2

48.6

つ ま り,入 出力機 器 の価 格 と ソフ トウ ェア で は実 施 してい ない ところ で 問題

と し,プ リン ター の性 能,カ ナ漢字 変 換 で は 実施 してい る とこ ろが 問題 に あげ

てい る こ とが わ か る。

また,外 注 実 施 の と ころで は,全 体 と比 べ て,入 出力機 器 の 価 格 より も プ リ

ン タ ーの性 能 の問題 に 多 くの回 答 が 出て い るの が 特徴 であ る 。

全 体 外注実施
c

入出力機器の価格 42.8%'〉 24.2%タ

プ リンターの性能 28.1%〈 42.4%
き

こ の設 問 で は,項 目の選 択 と同時 に,'具 体的 な要望 や 意 見 を記 入 して も らっ

た。 これ らを ま とめ る と173ペ ー ジの表 ■-5-11と して分 類 し,載 せ て
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入 出 力機器 の価格

入 力 方 法

〔プ リンター の性能 〕

字 数

速 度

複 写 可 能

用 紙

証 票 の 適 格 性

そ の 他

小 計

〔ソフ トウェ ア 〕

汎用 プ ログラ ム

ヵ ナ 漢 字 変 換

各種 の漢 字 ソー ト

そ の 他

小 計

そ の 他

合 計

図ll,一一5-5

50 100(%)

62

62

4.8

2.7

1

5

4

q
】

17.9

15.2

46.2

48.6

5

0

5

5

6

6

実施状況別の日本語情報処理における問題点
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表 皿一5-3実 施 状況別問題点

経 験
問題点 外注実施 実 施 ・ 実施せず 全 体

入 出力機器の価格 8(24.2) 57(39.3) 115(44.7) 172(42.8)

入 力 方 法 22(66.7) 95(65.5) 167(65.0) 262(65.2)

プ

リ

ン

タ

ー

字 数

速 度

複 写 可 能

用 紙

証票の適格 性

そ の 他

3(9.1)

2(6.0)

5(15.2)

1(3.0)

1(3.0)

2(6.0)

7(4.8)

11(76)

13(9.0)

2(1.4)

4(2.8)

7(4.8)

12(4.7)

15(5,8)

5(1.9)

1(0.4)

17(6.6)

9(3.5)

19(4.7)

26(6.5)

18(4.0)

3(0.7)

21(5.2)

16(4.0)

'小 計
14(42.4) 44(30.3) 69(26.8) 113(28.1)

ソ
フト

ウ
エ

ア

汎用プログラム

カ ナ漢字 変 換

漢 字 ソ ー ト

そ の 他

3(9.1)

10(30.3)

3(9.1)

1(3.0)

25(172)

26(179)

9(6.2)

7(4.8)

63(245)

39(15.2)

16(6.2)

7(2.7)

88(21.9)

65(16.2)

25(6.2)

14(3.5)

小 計 17(51.5) 67(46.2) 125(48.6) 192(478)

そ の 他 2(6.0) 6(4」) 9(3.5) 15(3.7)

合 計

(全 体 の 比 率)

33

(23.1%)

145

(36.1%)

257

(63.9%)
402件
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あ るの で合 わせ て参 照 され たい。

なお,細 い レベル で は,プ リン タの性 能 の 中で,「証 票 と して の適 格性 」 を 問

題 に した 回答 が比 較 的 多 く出て い る こと を添 記 してお こ う。

5.4全 体 の 見 通 し

1985年 頃,事 務 関係 の コ ン ピ ュー タ処 理 で どの 位 漢 字 が使 用 され てい る

かの 問 で は,「まだ,部 分 的 に しか 使 用 され ない 」 が過 半数 で57%,「 大半 の も

の に漢字 が使 用 され る よ うに な る」 が36%,「 ほ とん どすべ て 漢字 が使 用 され

る よ うにな る」 は,わ ず か5%弱 で あ る。

従 っ－lr,漢 字使 用 の見 通 しは,多 くの 人が7年 後 も現在 と大 幅 に は変 らな い

と考 え て い る とい え よ う。,(問28)

た だ し,今 回の ア ン ケー ト回答 者 は,情 報 処 理 ・シス テ ム関 係 者 が'75%を

占め てい るの で,こ の よ うな結 果 が 出た と解 釈 す るこ と もで きる。 つ ま り,他

部門 の人 た ちの 方が,直 接 漢 字処 理 の問 題 点 に接 しない し,技 術 面に 触れ ない

だけ に,も う少 し楽 観 的 な見 方 をさ れ るの では ないだ ろ うか ……

なお,今 回 の ア ンケ ー ト回答 者 の う ち,他 部 門の人 た ち(25%)だ け を と

つ て,集 計 して み たが,デ ータが少 な いせ いか 顕 著 な傾 向 は見 られ な か った 。

「そ の 他」 の項 の記 入 は,次 の通 りで ある 。

①

②

③

④

⑤

「部 分的 よ りは 多い が,大 半 ま では いか な い」

「強力 な施 策 が必 要で,そ れ に よって変 って くる 」

「教育漢字 の範囲がせいぜい」

「入出 力 の範 囲 に とどめ るべ き」

「漢字使 用の範囲を拡大すべ きで ない」

5.5将 来 の 方 向

件

件

件

件

件

ウ
臼

ウ
ピ

ー
▲

1

1
⊥

将 来 の 方向 につ い て,4つ の方 向 を あげ て1つ を選 択 して も らった が,集 計

結果 は 図 ■-5-7の よ うに,オ フ コン と専 用機 が28%台 で,1,2位 を 占
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表 皿一5-4部 門回答者Sl]全体 の見通 し

部 門

見 通 し

情報処理

システム

情報システム

以 外 の 計
全 体

1

ほ とん どすべて漢字が

使用されるようになる

14

(4.0%)

8'

(70%)

22

(4.8%)9

大半のものに漢字が使

用されるようになる

130

(37.4)

37

(32、2)

167'

(36.1%)

まだ部分的に漢字で使

用される程度

198

(56.9)

66

(574)

264

(570%)

そ の 他
6

(1.7)

4

(3.4)

10

(2.2%)

計

全 体 の 比 率

蹴

(75.2%)

115

(24.8%)
≠

463件

ま だ部 分的に しか

漢 字は使用 され

ない264件

(57.0%)

ど
漢
ん
で
と
べ

0

そ
の
他

2
%

回答数

463件

大半のものに漢字
が使用される

167i牛(36.1%)

20

50

図ll-5-6全 体 の見通 し
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表 皿一5-5経 験別将来の方向

経 験

方 向
導入使用中 当分使用せず 全 体

現在の汎用 コンピュータに漢字 ・邦文の処

理性能が包含される方向

29

(276%)

37

(18.7%)

108

(23.7%)

漢字 ・邦文処理機能を もつたオフ ィスコ ン

ピュータが増加する方向

①

(28.6%)

54

(2Z3%)

129

(28.4%)

スタンドアロン型の高性能 漢字 プ リンタ ー

が 安価で使用し易い ものになる方向

27

(25.7%)

32

(16.2%)

90

(19.8)

適用業務を限 った専用機が増加する方向
19

(18.1%)

75

(379%)

128

(28.1)

計

全 体 の 比 率

105

(23.1%)

198

(43.5%)
455件

80

75

70

0

回 答 数

(455件)

ス タン ドア ロン型

高性能 プリンター 増加

90件(19.8%)

60

5550

図 旺一5-7
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オフ ィスコンピュータの

129件(2&4%)

35

40

45

将 来 の方向

20

25

30



め,汎 用 コ ン ピュー タ に よる処 理 が24%で3位,ス タン ド ・ア ロン型 高性 能

プ リン タが20%で 最 下 位 で あ った 。一 応,上 記 の順位 で は あるが,そ れ ほ ど

大 き な差 は な く,4つ の方 向に は,こ れ とい った決 め手 を も ってい ない とい え

よ う。(問29)

使 用経験 に よる比 較 で,導 入 使 用 中 と当分 実施 しない とこ ろの クロス を とっ

てみ る と

導入使用 当分使用せず

① 汎用機へ包含 276% 18.7%

② 独立型高性能機 ゐ.7% 16.2%

③ 専 用 機 18.1% 379%

の よ うに な り,① ② の大 型機 傾 向の 分が,③ の専 用機方 向 へ 回 ってい る こ とが

わか る。

ltk・,特 筆iす べ き点 と して,他 の 設 問 と同 じ よ うに,「そ の 他」 の 項 を設 け て

具 体 的 な記 入 を求 め た が,こ の項 を使 用 した 回答 は1件 もなか った。 従 って,

ア ン ケー ト案 作 成 者側 は,そ の他 の 項 を設 け た こ とか ら もわ か る よ うに,そ れ

ほ ど確信 を もって選 ん だ4つ の方 向 で は なか った が,現 段 階 で は この 辺bが 考

え られ る妥 当 な線 と判 断 して よいの か も しれ ない 。

5.6入 力 方 法 の 選 択

日本 語情 報 処 理 の大 きな問 題点 で 参 り,現 在 各 所 で話題 とな って い る入 力方

法 に つhて 調 べ て みた 。(問30)

ベ ス ト3は 図 ∬-5-8に 見 る とteり いず れ も20%台 で,ワ ン タ ッチ方式

が22.4%で1位,音 声 入力 が20.4%で2位,カ ナOCR入 力 後 変 換は20.0

%で3位 で ある 。続 い て,カ ナ キー入 力 後 変換 が17.9%で4位,シ フ トキ ー

方式 は10.8%で 最 下 位 で ある 。'

これ を現 在 実施(ま た は近 く実施)の ところ と 当分実施 しな い ところ とで比

べ てみ る と ,表 皿 一5-6の よ うに な る。
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す なわ ち,実 施 してい る と ころ では,ワ ンタ ッチ方 式 の比率 が 高 く,続 い て,

カ ナに よるOCR入 力後 変 換 で あ る 。

一 方,当 分実 施 しない ところ で は,将 来 の 問題 のせ い か,カ ナOCR後 変 換

と音 声 入力 へ の期 待 が 大 き く,現 状 の 入 力方 法の大 勢 を 占め てい る ワ ンタ ッチ

や シ フ トキー 方式 の比率 は か な り低 い 。従 って,現 状 の入力 方 法 で は問 題 が 多

いが,カ ナOCRや 音 声入 力 に な った ら使 用 した い と考 え てい る とい う見 方 も

成 り立 つ か も しれ ない 。

な ま㍉ 「その 他」 の項 の記 入 は,次 の通 りで ある 。

「手 書 き漢 字 のOCR入 力」

「項 目 にあ る(1)～(5)の 併 用」

「プ ロ用 と一 般 用 とを区 別す る」

「項 目に ある(1)～(5)は 期 待 で きない 何 か別 の発 想の 方式 」

「漢字の部首 を利用 した方式」

「音訓 を利 用 した ガ イ ダン ス方 式 」

「筆 順 を識 別 す る方 式 」

「脳波 を利 用す る方 式 」

「(ワン タッチ方 式)十(デ ィス プレ イに よる 自動化)」

「(カナ キー入 力)十(タ ー ミナ ル方 式 刀 な ど

17件

5件

3件

3件

2件

各1件

5.7プ ログ ラ ミン グ言 語 の 将 来

プ ログ ラ ミング 言語 へ の漢 字 の 導 入 に つい て は,従 来,比 較 的 とり あけ られ

てい ない ととろ なの で,そ の 反応 を 期 待 したが,結 果 は図ll-5-9に 表 わ さ

れ る とお り次 の よ うに な った。

「漢 字 が使 用で きるよ うには な ら ない 」が 圧倒 的で60%を 占め,つ いで,

「部 分 的 に使 用 で き る よ うにな る」 が30%で あ る。"(問31)

「そ の 他」 の 中 には,

「この 分野 に 漢字 は必 要 な し」'26件
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表 皿一5-6経 験 別入力方法

経 験

方 式

導入 ・外注

近 く実施計

当 分

使 用 せ ず

シ

全 体

和文 タイプ,漢 テレの ように シフ

トキー方式

21

(12.6)

16

(8.4)

48

(10,8%)

ブック形式,マ ット形式の ワンタ

ッチ方式

50

(29.9)

26

(13.7)

100

(22.4)

ガナキー入力をソフ トで漢字カナ

湿り文に変換

27

(16.2)

37

(19.5)

80

(179)

カナの手書 きOCR入 力 をソク ト

で漢字カナ湿 り文に変換

29

(174)

51

(26.8)

89

(須).0)

音声入力でライブラ リーを検索す

る

1・27

(16.2)

45

(23.7)

91

(20.4)

そ の 他
12

(72)

15 、

(79)

38

(8.5)

計

(全 体 の 比 率)

167

(374)

190

(42.6)
446件

0'"

80

75

音声 入 力で検 索

91件(20.4%)

そ の 他

38件

(&5%)1

回答数

446件

カナOCR入 力後 変換

89件(20:0%)

ワ ン タ ッ チ方 式

100件(22.4%)

カ ナキ ー入 力後変換

80件(179%)

50

図 皿一5-8入 力 方 法
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表n-5-7部 門回答者別プログ ラミング言語 の将来

部 門

将 来

情 報 処 理

システム部門 叉 ㌶)以外
全 体

漢字が 自由に使えるよ

うになる

5

(1.4%)

2

(1.8%)

7

(L5%)

漢字が部分的に使用で

できるようになる

97

(28.1%)

37

(32.7%)

134

(29.3%)

漢字で使用できる よう

にならない

212

(61.4%)

63

(55.8%)

275

(60.0%)

そ の 他
31

(9.0%)

11

(9.7%)

42

(9.2%)

計

(全 体 の 比 率)

包5

.(75.3%)

113

(24.7%)
458件

そ の 他

42件

(9.2%)

㍉
㌔
㌔

ち

已

ん

㌔

%
.
＼

漢字が自由に使用できるよ

回 答 数

458件

漢字が部分的に20

使用できるように

なる

50

図fi-5-9プ ロ グ ラ ミン グ 言 語 の 将 来
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「リテ ラ ル,コ メ ン トの レ ベ ル で 可 能 」

「現 在 の カナ文 字 の レベ ル で可能 」

「項 目名 の レベ ルで 可能 」

な どが あ る。

件

件

件

'4

ワ
一

2

なお,～ 二の 設 問 につ い ては,表 ■-5-7の よ うに情 報 処理 シス テ ム部 門 も

他 部 門 も大 き な違い は な く,ほX'同 じ よ うな見 方 で あ った 。

5.8プ ログ ラ ミング言 語 へ の要 望

こ こで は,前 間 に続 け て 日本 語 に よる プ ログ ラ ミング言語 につい ての 意 見 や

要 望 を,自 由 に文 章 で記 入 して もら った 。(問32)

一応
,回 答 例 を3つ あげ てお いた が,文 章 記 入 に もか かわ らず,総 数 で335

件 の 回答 が あ り,以 下 の2問 とと もに集計 に い さ さか うれ しい悲 鳴 をあ げ た次

第 で あ る。

大雑 把 に分 類 した結果 は,表 皿 一5-8の 通bで あ る 。

「プ ログ ラ ムの 中に漢 字 や邦 文 は必 要 ない 」 とい う意見 が30%で,「 デ ー タ

の み 扱え れ ば よい」(7.2%)と 「英 語 の まSで よい」(5.7%)を 合 わせ ると42:4

%と なる。

一 方
,「日本語 に あっ た言 語の 作成 」(10.4%)と 「動作 や 定 義 も漢 字 で表 わ

す」(6.3%)の 計は16.7%で あ る。

例示 と して あけ た 「項 目の レ ベル のみ 漢 字 が必 要 」は13.1%で,メ ン テ ナ

ンス を容 易 に す るた め の ドキ ュ メンテ ー シ ョン とい う意 味 か ら も ,も つ と高 い

比 率 に な るか と思 われ たが,比 較 的 件数 が少 なか った。

そ して,件 数 と してそ れほ どで は ない が,専 門 家用の プ ログ ラム言語 は 現 状

で よい が,一 般 用の 言 語 と して い ろい ろ な言 語 形 式 の中 に漢 字,邦 文 の 使 用 を

期 待 して い る声 が ある こ とを見 のが しては な らないだ ろ う。

ま た,「現 在 の言語 形 式 に漢 字,邦 文 が 使用 され るので は な くて,プ ログ ラ ム

形式 そ の もの を変 え る方 が よい 」 は13.1%で あ った。
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な お,「仕 様 書 の レベ ルか ら日本語 で 入 力 で きる もの 」 とい う希望 が4件 あ る。

「そ の 他」 の中 に は1次 の よ うな意 見 が あ った。

・ 「デ シ ジ ョン ・テ ー ブル を漢 字表 現 で書 き ,コ ンパ イ ラが英 語 に翻 訳す る」

・ 「日本 の 一流 企 業(金 融 ・保 険 な ど)がIBM－ 辺倒 で ある以 上,プ ログ ラ

ム言語 が 日本 語 化 さ れ る ことは な い。 国産 メー カ ーが開 発 して も大 手企 業 が

利 用す るか ど うか疑 問 」

・ 「日本語 は コン ピュー タ向 きで ない の で ,日 本語 の プ ログ ラ ム言語 開発 は 邪

道 であ る。 た だ し,日 本 語 向 け の コ ン ピ ュー タ を設 計 す る な ら理 解 で きる」

5.9発 展普 及のための施策

発 展普及 のた め の施 策 につ い て も,自 由意 見 を文章 記 入 して もら・っ た。

(問33)

回 答者 数 は264件 で,こ れ らを大 き くグ ルー プ分 け す る と,次 の5つ に な

る。

・漢 字 日本 語 の 簡 略 化 ,標 準 化 』98件(37.1%)

1コ ン ピ ュ ー タ(ハ ー ド ・ソ フ ト)サ イ ドの 問 題 の 解 決 … …82件(31.1%)

・国 家的援 助

・そ の他 の方 法 ,焦 点 の あて方

・日本語 情 報処 理 の必 要 性 な し

この結 果 か らみ て もst日 本語 自身 と コン ピ ュー タサ イ ドの問 題 が,ほX'半 々

で 現 われ てい る こ とが わか る。

も う少 し細 か く分類 した項 目で,ベ ス ト5を とる と次 の よう に なる 。

①

②

③

④

⑤

漢字 の制限

45件(17.0%)

30件(11.3%)

8件(3.0%)

入 出力機器の開発

国家的援 助

入力方法の改善

漢 字 コー ドの統 一 化

30件(11.4%)

25件(9.5%)

23件(&7%)

2'1件(&0%)

20件(7.6%)
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「そ の他 」 の項 で は,小 数 なが ら次 の よ うな意 見 もあ った。

「日本 国 内 とい う枠 を 打破 して の 開発,中 国 との共 同研 究」

「郵 便 の宛 名 に カナ文 字 を禁 止 す る とニ ーズ が 高ま る」

「IBMの 漢 字 シス テ ムの 発表 待 ちで,こ れ を 上 回る国産

シス テ ムが 出 現す る と普及 期 を 迎え る」

「現在 の カナ文字 だ けで もエ ラー が あ っ て大 変 なの に,漢

字 に な っ た ら ど うなる か?本 当 に扱 え る 日が くるのか?」

件

件

2

2

1件

5.10将 来 像

1件

こ のテ ー マ の終bの 設 問 と して,・1985年 頃の 日本語 情 報処 理 につ い て描 い

てい る イ メー ジあ るい は 夢 を文 章記 入 して もらった。(問34)

表 皿一5-10は それ を分 類 した もので あ る。

回答 者数 は230件 で,こ れ も文 章記 入 と して は かな りの 回答 率 で あ った 。

回 答 は 大 き くわ ける と,表 皿一5-10の よ うに次 の3つ の グ ル ー プに な る。

・普 及 の レベ ル を書い た もの

・ハ ー ド ・ソ フ トな ど具 体 的 な普 及 を期 待 してい る もの

・そ の 他

106件

87・ 件

37件

普及 の レベ ル を書 い た もの のヰ では

① ・今 とそ れ ほ ど変 らない

②

③

が ベズ ト3で ある 。2,

か な湿 り文 を含 め て 日本語 処 理 の普 及 を期 待

出 力の ほ とん どが 漢字 使 用』

3位 は設 問が 夢 を含 め て い るの で,期 待 とい う よ うな

ニユア ツ ス で書 かれ てい る'もの が 多 い 。

ハー ド ・ソフ ト関係 で は,

①

②

③

音声入力

29件

21件

12件

手書 き漢字のOCR入 力

専 門 家 で な くて も使 え る 日本語 プ ログ ラム言 語 の普 及

30件

21件

10件
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の順 で,音 声 入 力 と手 書 きOCRへ の 期 待 が大 きい こ とが わか る。

そ の他 の グル ー プの うち,日 本 語 情 報処 理 の強 力 な推 進 を主 張 す る 回答側 を

示 してお こ う。

。 「コ ン ピ ュー タは情 報処 理 装 置 で あ っ て数 字 だ けを扱 うもので は ない ,文 章

の 処理 が で き なけれ ば"情 報"と い う言 葉 が泣 く。

日本語 の文 章 が扱 え て,は じめ て足 が 地 に つ き,日 本 にマ ッチしたコン ピュー

タ化 とな ろ う。 」

・ 「現在 の カ タ カナ時 代 は コン ピュー タ リゼ ー シ ョンの過 渡期 と考え られ ,日

本 人 で あ る限 り,絶 対,漢 字 か らは のが れ られ ない と思 う。 この よ うな状態

が くる前 に何 か 手 だ て をこ うじな けれ ば …… 」

。 「欧米 との競 争 にお い て,日 本語 は デ メ リ ッ トに な らない と思 う。現 在 ,情

報 処 理 面 での 不 利 が あ るが,将 来 の コス トダ ウ ンと技術 進歩 に よ り,そ の 差

は な くな り,む しろ,人 間の 読 み 易 さ,検 索 しや す さ な どの メ リッ トが生 き

て くる と思 う」

。 「高性能 で経 済 的 シス テ ムの開 発 は 日本の 使命 ,こ の実 現 は世 界 の文 化 に 貢

献 す る。 そ のた め に は,超LSI開 発 の よ うな 国家 指 導型 の 開 発,協 同組 合

的 な構想 が あ って も よい と思 う。 」

。 「現 在 の コン ピ ュー タ産 業 はIBM社 が半 独 占で あ るが,も し日本 が 漢字 を

含 む 日本 語 デ ー タ処理 を完 全 に克服 で きれ ば,十 分IBMに 競 争 して勝 て る

と思 う。 なぜ な ら,世 界の英 語 文 化 圏 は30%程 度 であ り,世 界的 にむ つ か

しい 日本 語 のデ ー タ処理 の ノ ウハ ウは容 易 に ア ラ ビア語 や中 国語 な どに応 用

で き るか らで あ る。 日本語 デ ー タ処理 シス テ ムはIBM社 等 の 米 国 メー カー

に よって で な く,日 本 自身 に お い て開発 す る もの で,こ の点 が特 に重 要 で あ

る。 」

消極 的 な回 答 と しては,
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表il-5-8日 本語 によるプログラ ミング言語使用

反 対 142

プログラムに漢字 ・邦文の必 要な し 99

データのみ扱えれば よい
24

英語のままで よい
19

賛 成
56

日本語にあつた言語の作成 35

動作や定義 も漢字で表わす(例1) 21

準賛成(or部 分的賛成) 78

項目名の レベルのみ漢字が必要(例2) 44

アマチュア用 として,次 のような形式の言語の 中に採用する

エ ン ド ・ユーザーの会話型言語 7

音声入力による日本語言語 7

パ ラメータ形式の 日本語に よる簡易言語 7

(ラ イブラリ的)マ クロ言語に漢字の採用 5

カナ文字による日本語言語 5

限 られたオフ ・コンの邦文言語 3

形式の変更 51

プ ログラム形式そのものの変更(例3) 44

仕様書のレベルからの 日本語入力 4

フ ロ ー チ ャ ー トか らの 入 力 3

そ の 他 8

記 入 総 件 数 335

表 皿一5-9発 展普及の施策

漢字 ・日本語の簡略化,標 準化
98

漢字の制 限(固 有名詞,当 用漢字,3,000字 程度)
30

漢字 コー ドの統一化
20

漢字の簡略化 15

EDPを 前提 とした 日本語の標準化

(分 ち書 き,漢 字 ソー ト,動 詞 についてな ど) 12

(一般 的 に)標 準化 11
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国語自体の再検討 6

用語の簡素化,標 準化 4

コンピュータ ・サイ ドの問題の解 決 84

入出力機器の開発(ハ ード中心) 25

入力方式の改善 21

ハ ー ド,ソ フ トの 充 実 11

日本語プログラム言語の普及 7

手書き漢字のOCR入 力 6

パター ン認識の研究 5

日本語タイプライタの普及 4

(入力装置)の 文字配列の標準化 3

ソフ トウェアの有償 化 2

国 の 援 助 45

(一 般 的)国 の援助 23

ぱ 驚 灘 實 力 ジエクト'嚇 下策')
入出力機器開発への国家的援助 14

ソフ トウエア開発への 国家的援助 6

日本語 ワー ド・プ ロセッサへの国家的援助 2

そ の 他 30

官公庁の書類から 13

(日本語と情報処理について)教 育上の改善 8

日本語の良さを生かして強力な推進を 5 ,

重点をしぼつてやれ 4

日本語情報処理の必要なし 8

記 入 総 件 数 猫

表 皿一5-10将 来 像

普及のレベル 106

今とそれほど変らない

かなまじり文を含めて,日 本語処理の普及を期待

出力のほとんどが漢字使用

29

21

12
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現在のかな文字による出力が漢字に置きかえられる10

情報検索の分野で普及 9

文書の処理に利用 8

特定の分野でのみ利用 7

官公庁での積極的利用 6

自動翻訳(英 文からの 自動変換,国 際電話)・
`

4

ハ ー ド ・ソ フ ト 87

音声入力 30

手書き漢字のOCR入 力 21

専門家でなくても使える日本語プログラム言語の普及 10

日本語 ワー ド ・プロセッサ の普及 8

(日 本語)タ イプ ライタの実用化 7

学校,家 庭で マイコンの普及 と共に 7

日本語によるシステム設計書からの入力を期待 2

もつとCOMを 利用した方向を考えては 2

そ の 他 訂

日本語情報処理の強力な推進を 12

わからない 4

普及の必要なし 3

夢は,な し 2

その他,独 立 した意見 16

記 入 総 件 数 230

表 皿一5-11日 本 語情報処理の問類点の コメ ン ト

a.入 出力機器の価格

高す ぎる,も っと安 くしてほしい
25

入出力機器の価格が普及のかぎを握っている 14

価格について(具 体的数値をあげている回答)

金額で表現

(シ ステムで500万 ～100万/月) 12

現状から何分の1に ダウン

(現 状 の1/2,1/3,1/5,1/10な ど) 7

英数字カナ処理と同程度L 5
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英文 タイプライター位 4

メモ リーの価格ダ ウンのように 1

CPUと の バランス 1

英数字入力の2倍 1

間接人件費の5%程 度など 1

とくに出力機器の価格が問題 4

安価でもつと高性能,高 信頼性のもの 4

とくに軽便で安価な入力機器 3

品質が向上 し,普 及すれば コス トが安 くなるだろうから,そ れまで利用を待つ 2

消耗 品が高 く,ペ ージ当 りコス ト高 1

分散処理になる と思われ るので,1台 当 りの価格が安 くなるこ と 1

英数字 カナに比べコス ト・パ フォーマ ンスが悪すぎる 1

費用と効果を比べ,導 入する業務なし 1

b .入 力方法の問題

簡単な入力機器の開発を望む 46

OCRに よる漢字入力を期待 26

音声入力を期待 17

入力方式の統一化 13

専門家を必要としない入力方法の開発 13

字数の制限,簡 素化が必要 12

入力 コス トの低減化 6

漢字入力の便利な方法は困難 6

カナ入力から漢字変換での方向 5

入力特のチェ ック,修 正の容易性 が必要 4

発想の転換 1

数種の方法の組合せ 1

筆順判断法 1

CRTの メ ニ ュー方式 1

CRTの セ レク ト方式 1

漢字セグメ ン ト分解
1

c.プ リンタの性能

① 字 数

制限がむつかしい 1

日常使用するものはすべてほしい 1

制限しているうちは普及しない 1

当用漢字と人名漢字程度 2

字数,字 体,大 きさは 自由度がほ しい
1

1万 字位は必要 1

外字を簡単に処理できること 1
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1

② 用 紙

1消耗品は安いことが必要 2

③ 証票としての適格性

品質向上 を期待 3

社会全般で打出しを証票 として認 めること 2

官公庁 での汎用化,標 準化,規 格化 2

④ そ の 他

文字の大きさを自由に選択できること 5

プ リンタの価格が高い こと
ρ

4

文字の読みやすさ,出 来上 りの美しさ 2

小型 プリンタの開発 2

漢 字コー ドの統一 2

故障の少ない もの,レ ーザー技術の応 用 1

(メ ー カごとに違 う)機 能の標準化 1

d.ソ フ トウ エ ア

① 汎用プログ ラム

コ ー ドの 統 一 9

文字編集の ソフ ト 3

分類のソフ ト 3

入力部分を支援するソフ ト 2

日本語に近いエ ンド ・ユーザー言語 2

COBOLで 処理できる もの 2

業種業務別の汎用プログラム 2

オンライン用ソフ ト,漢 字 データベース,小 型機用 ソフ ト 1

どう汎用化 してよいか不明 1

汎用化を嫌 う気質が日本人に多い 1

② カナ漢字変換

同音裏話 な どに より,困 難ではないか 7

変換用 コー ドが問題(規 格化など) 4

人名 ・住所 など,特 殊な分野 3

既存のカナファイルからの変換に必要 3

共通に使える辞書 1

ロジックの公開 1

③ 各種漢字 ソー ト

標準方式の制定 1

これか らの課題 1

工夫によつて若干は対処可能 1

漢字の整理 1

分類の促進など 1
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④ そ の 他

各種のエデ ィターの開発 3

EBICDICコ ー ドを拡大 して漢字 コー ドを含めたソフ ト 2

オ フ コ ン の ユ ー テ ィ リ テ ィ不 足 1

初期 フ ァイルの作成更新の ソフ ト 1

e .そ の 他

メーカー間 の様式,コ ー ドの統一化 6

現システムとの変換性 ,1

メ ー カー 間 の イ ンタ ー フ ェ ー ス 1

日本語に適 したアーキテクチャの システム 1

漢字COMの 開発,OCRの 改 善 1

・わ か らな い(4件),普 及 の 必要 な し(3件)

。夢 は ない(2件)が ある 。

ま た,そ の他 の意 見 には,次 の よ うな 回答 が あ る。

。エ ン ピツ,消 し ゴム を な くした い 。

。真 の 日本 語処 理 は2000年 近 くまでか か る ので は ないか 。

。必 ず しも明 る くない。従 来 の フ ァ イル 体系 か らの移 行 な ど過度 的 な問題 が か

な り発生 す る。 しか し,小 ま わ りの き く,中 小企 業 は 普及 が著 しい と思 う。

・ソ フ トウ ェアの 開発 費 用 と メ ンテ ナ ンス費 用の 関係 の ように ,資 料 と関 して

も メン テナ ンス費 用 の 占め る割 合 が 増 して い く。各 種 資料 が 漢字 を含む 邦 文

で,磁 気 プ ア イル と して蓄積 され,容 易 に 検索 で きる と共 に手 軽 に かつ 低 コ

ス トで メ ンテナ ンス で きれ ば,我 々の仕 事 もか な り省 力化,合 理 化 で きる と

期 待 され る。

5.11ま と め

現 在,漢 字 入 出力 機 器 の メー カー は約30社,外 注 処 理 セ ン ター は約50社,

導 入 ユ ーザ は 約300社 とい われ る。

ア ンケー ト回答 者 の 中 には,漢 字 情 報処 理 の必 要性 を認 め なか った り,従 来

の カ ナ 文字 名 称 を漢字 に 置 きか え る程 度 で よい とい う意見 もあ っ た。
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また,一 部 に は情 報処 理 関 係 の テ ーマ不 足 か ら,こ の分 野 が 脚 光 を あ び出 し

た の では ない か とい う変 な見 方 もあ る。

しか し,日 本 の情 報処 理 は,米 国 か らの輸 入 技術 を中心 に発 展 し,非 アル フ

ァベ ッ ト言語 使 用 国 の 悩み は 解 決 されて い ない。 た とえば,タ イ プ ライ タ機 器

の利 用,(デ ー タの)項 目や 名 称 の表 現,文 書 の作 成,情 報 検 索 な ど ,ア ル フ ァ

ベ ッ ト言 語 使 用国 では 考 え られ ない不 自 由 さが残 され てい る。

これ らの問 題が 解決 され な けれ ば,日 本 に おけ る本 当の 意 味 の情 報処 理 は達

成 で きたこ と にな らな い とい って よいで あろ う。

そ して,こ の 日本 語 情報 処 理 の分 野 こそ,日 本 人 の手 に よる開 発 が な さ れ な

けれ ば な らない と ころで あ る 。

将 来(1985年)の 予測 として,今 回 のア ンケ ー トの結 論 は,「着 実 な歩み は

続 け るで あろ うが,飛 躍 的 な発展 は のぞ め ない」 との見 方 が 強い 。

ま た,問 題 の 中心 と もい うべ き入 力 方法 に は,音 声入 力 や 手 書 き漢 字 の㏄R

入 ガ に期 待 す る 回答 が 多 く,現 状 の入 力 方法 へ の抵 抗 と機 械 的 ア プ ロー チを 避

けた方 向へ の願 望 を み る こ とがで きる。何 か この 辺 りに も 日本 的発 想 が 感 じ ら

れ る。

終 りに,こ の 分 野 は施 策 に おけ る意 見 の集 計状 況 の よ うに,日 本 語 自身 の 問

題 と コン ピ ュー タ ・サ イ ドの2つ の 面か らの ア プ ロー チが必 要 で,こ れ を調 和

させ なが ら,日 本 の 風土 に あっ たセ ンス の良 い結 合 を はか つ て,は じめ て開 花

が期 待 で きる ので はな いだ ろ うか ……
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6.キ ャ ッ シ ュ レス ・ソ サ エ テ ィ

6.1キ ャッ シ ュ レス時 代 の 到 来

ク レ ジ ッ トカ ー ドの発 行 とそ の使 用 が増 え てい る とい われ る。 経 済 の高 度 成

長 に ともな い,国 民 所得 が着 実 に伸 び,=豊 か な消 費 生活 を享 受 す る こ とが で き

る よ うにな ってい る こ とは誰 の 目に も明 らか で あ る。

しか し,国 民 の 欲 求 は と ど ま る と こ ろ を知 らない 。 レ ジ ャ ーに教 養 に と,

そ の支 出は増 え続 け てお り,高 額 な消 費 支 出 に も積 極 的 で あ る。 働 け ば確 実

に収 入 が得 られ る こ とか ら,明 日の給 料,ボ ーナ ス を あて に して そ の欲 望 を満

足 させ る支 出 に も,抵 抗 が な くな って きて い る。

一 方 ,企 業 も安 定 成長 時 代 を迎 え た今 日,そ の販 売 促 進 手 段 として クレ ジ ッ

ト販 売 に 力 を入れ ば じめ てteり,カ ー ドの 加入 のPRに 余 念 が ない。

そ うした キ ャ ッシ ュ レス時 代 の到 来 に あた って,こ れ ま でそ れ ほ ど問題 に な

らなか った,い ろ い ろ な犯 罪 や 事 故 も社 会 的 な トラブル とな って き てい る。 借

金 の重 み に耐 えか ね た蒸 発 や 自殺 の ケ ース が,よ く新 聞紙 上 に みか け る よ うに

な ってい るo

キ ャ ッシ ュレ ス社会 の 出現 に よ る ユ ー トピア な ど と安 易 な未 来 展 望 に,批 判

もで てい る。

企 業 に とって も信 用販 売 に と もな う代 金 回収,精 算 業 務 の 作業 量 が増 えて,

そ の 管 理 コ ス トが か さ な る よ うに な って い る。 さ らに,未 払 い事 故 や盗 難 カ

ー ドに よる他 人使 用 の た め の損 失 な ど も看過 で きない もの とな って い る。

そ こで,コ ン ピ ュー タや電 話,デ ー タ通 信 な どの 情報 処 理 機 器 に よる シス テ

ム化 に努 力 して お り,POSタ ー ミナ ル に よる高 度 なオ ー ン ライ ゼ ーシ ョン(

信 用 チ ェ ック)シ ス テ ムの稼 動 もみ られ る よ うに な った。

ク レ ジ ッ トの先進 国 ア メ リカで は,全 米 を ネ ッ トワーク す る シス テ ム化 が定

着 してい る が,そ の発 展 過程 を み る と

一178-一



第1段 階 一 電 話 に よる オ ー ン ライ ゼ ーシ ョン(ク レジ ッ ト ・セ ン タ ーへ の 照

会)

第2段 階 一 音 声 応答 装 置 に よ るオ ー ソ ライ ゼ ーシ ョン(応 答 の定 型 化 に よる

応 答 時 間 の短 縮化)

第3段 階 一 信 用 照会 端 末 機 に よる オ ー ソ ライ ゼ ーシ ョン(ク レ ジ ッ ト ・セ ン

ター,コ ン ピ ュー タ との直 結 に よる応 答 時 間 の短縮)

第4段 階－POSタ ー ミナ ル に よ るオ ー ソ ライゼ ーシ ョン(多 能 な オ ー ソ ラ

ィゼ ー シ ョン ・シス テ ムの実 現)

とな ってい る。

さて,良 きに つ け,悪 し きにつ け 着 々 と進 展 して いる キ ャ ッシ ュレ ス社会 に

つ い て,従 来 ア メ リカの 国 民性 や 歴 史 と違 うとい われ て い る わ が国 の 国 民意 識

は ど うなの か,変 わ って きて い るの か,を 中心 に今 回の調 査 は鳥 撤 してい る。

6.2キ ャ ッ シ ュ レ ス 社 会 へ の 期 待 と 不 安

ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドにつ い て の現 状 と方 向 に つい ては そ の対 象 が一 般 大 衆,

消 費者 で な けれ ば な らず,一 方 未 来 の ク レ ジ ッ ト社会 の 洞 察 に つ い て は コン ピ

ュー タや デ ータ通 信 技 術 の発 展動 向 と もか らみ あ った知 識 を背 景 と しな けれ ば

な らず,調 査 とそ の結 果 の 解読 は難 しい もの で あ る。

6.3ア ンケ ー ト調 査 結 果 の 概 要

今 回 の調 査 は,こ うした調査 の難 しさ を承 知 の うえ で特 定 の 対 象者 に 限定 し

て,お こな った もの で あ る。以 下,そ の結 果 の概 要 を報 告 したい。

(1}ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドを持 って い る か(問35)

JCBやUCな どの何 らか の カ ー ドを1枚 以 上持 って い るか ど うか は,

表 皿一6-1に ある とお りで ある0494人 中 の260人 が,何 らか の カ

ー ドを 所持 してい る。
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表 ■-6-1ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドの 所 有 状 況

何 らかの カー ドを持 ってい るか 人 数 比 傘

持 っ て い る 260 52.6%

持 っ て い な い 217 43.9

不 明 17 3.5

合 計 494 100.0

② どの よ うな カー ドを持 って い る か(問35)

表ll-6-2に よる とJCBカ ー ドを所 持 して い る125人 を筆頭 に,

い わ ゆ る銀 行 系 カ ー ドが多 い。 カ ー ド保 有 枚数446枚 で あ り,260人

が1人 平 均1.7枚 保 有 してい る こ とに な る。

「そ の他 」の カ ー ドを保 持 して い る人 が42人 で あ る が,そ の内 訳 をみ る

る と,

百 貨店系

スーパー系

石 油 系

外国 カー ド

金 融 系

三 越,高 島 屋,東 急,西 武,伊 勢 丹,大 丸,京 王,東 武,

小 田 急

ジ ャス コ,ダ イ エ ー

出 光,日 石,共 石,三 菱,大 協

ア メ ッ ク ス

平 和,KC,新 京 都 信 販,オ リエ ン ト ・フ ァ イ ナ ン ス

な ど と な っ て い るo

表ll-6-2 持 って い る ク レ ジ ッ ト ・ カ ー ド名

ク レ ジ ッ ト J u ダ 日 ダ 住 丸 ミ そ
・カー ド名 イ

ア 本
イ
友
ク リ

合

所
有

C モ
信
ナ

膓 オ
の

者 ン 1
ツ 計

数 B C ド 販 ス ト 井 ン 他

回 答 数 125 64 47 47 38 35 25 23 42 446

(複数回答)
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(3)使 用 状 況 と使 用 金 額(問36～38)

約 半 数 近 くの107人 が 毎 月 使 用 し て い る が,一 方 で は,カ ー ドを 保 有

し て い な が ら も使 用 して い な い 人 が27人 も い る。(表 皿 一6-3)

表 ■-6-3ク レ ジ ット・カー ドの使用頻度

使
用
頻
度

毎
日

使
っ

て

い

る

時
々

使
っ

て

い

る

た

ま

に

儂
て

い

る

使
っ

て

い

な

い

合

計

人 数 107 66 60 27 260

比 率 41.2 25.4 23.0 10.4 100.0

使 用 金 額 は1万 円 ～3万 円の範 囲 が第1位 で92人 で あ る。10万 円以

上 も毎 月使 ってい る人 が5〈 い る。 今 回 の 対 象者 の推 察 され る所得 か ら判

断 して,大 変 な使 用 額 で あ るが,大 丈 夫 なの で あろ うか。(表 皿一'6-4)

表皿一6-4ク レジット・カー ドの毎月の使用金額

使 10

万

円以

上

5

～

10万

円

3

～

5万

円

1

～

3万

円

5～

千1

円 万

円

5
千
円以
下

不

明

合

計

人 数 5 24 50 92 44 30 15 260

比 率 2.0 9.2 19.2 35.4 16.9 1L5 5.8 100.0

今後 の ク レ ジ ッ ト ・カー ドの使 用 に つ い て の意義 は,「 適 当 に使 い た い 」

とい う解答 者 が半 数以 上 を占 め てい る。 しか し,「 あ ま り使 い た くな い 」

とい う解 答 も多 い こ とは注 目 して よい で あ ろ う。(表 皿一」6-5)

(4)ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドを何 故 持 ってい ない か(問39)

表ll-6-6に 示 す よ うに こ の設 問 は三 つ までの複 数 選択 にな って い る

ため,総 回答 数 は479で あ る が表 皿一6-1よ リク レ ジ ッ ト ・カ ー ドを

所 持 して い な い人 数(す なわ ち回 答者 数)は234人(不 明 の17人 も含
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表 皿一6-5今 後 のクレジ ット・カー ドの利 用の意志

(所有者)

予

亀
＼

ど

し

ど便

しい

た

い

適
当
に使

い

た
い

あ

ま便

りい

た

く

な
い

そ

の

他

合

計

人 数 27 175 54 4 260

比 率 10.4 67.3 20.8 1.5 100.0

表 丑 一6-6ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドを持 って い な い 理 由

亘
理 て
い

由 な
い

必

要
性
が

な

い

紛
失盗

難
が
心
配

カ

1

ド勧

加誘

入が

のな
い

使
い

過
ぎ
が
心
配

借

婁k

6
い

借
金
な恥
のず
でか
し
い

そ

の

他

合

計

回 答 数 181 86 65 60 47 2 38 479

比 率 77.4 35.8 27.8 25.6 20」 0.1 16.2 203.0

(複数回答)

む)で あ る。

カ ー ドの 「必 要性 がな い 」とい う人 が181人 で,77.4%を 占め て い

る。 次 い で,「 紛 失 ・盗難 が心配 」 なの が多 い。 「カ ー ド加 入 の 勧 誘 が な

い 」ため に所持 してい ない 人 も多 い。

「借 金 なの で,恥 か しい 」 とい う人 は,わ ず か2人 で ある。 よ く,日 本

人 は欧米 人 と違 って,借 金 す る とい うこ とに抵 抗 の あ る民族 で あ る とい わ

れ る。 そ の た め にア メ リカ と同 じ よ うに ク レ ジ ッ トは 普 及 し ない とい う識

者 が少 な くない。 しか し,こ の 回 答 をみ るか ぎり,こ うした 国民 意 識 は み

られ な いか,あ るい は意 識 が変 わ って きてい る とい うこ と に なる。

「そ の他 」とい う理 由 で カ ー ドを保持 してい ない人 が38人 い るが,そ
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の理 由 に は,「 使 用 合計 がわか らな くな るの で 」 「ク レジ ッ トよ り も現 金

を望 む店 が 多い 」 とい う もの が あ る。

{5)ク レ ジ ッ ト ・カ ー ドを持 って使 ってみ た い か(問40)

カ ー ドを所持 してい ない人 に つ い て の今後 の希 望 につい て で ある。(表

fi-6-7)

カ ー ドを持 つ こ とに積 極 的 で もな けれ ば,消 極 的 で もない 人 が94人 で

40.3%を 占め て い る。使 いた くな い 人 が85人 で36.3%も 占め る。 こ

れ らの人 々の理 由 は 「使 用 で きる店 が少 ない 」 「金銭 管理 が だ らしな くな

る 」 「使 用 方 法 が わか らない 」 「無 くて済 む 」 「現 金 の方 が得 で あ る 」 「

トラ ブル の場 合 の チ ェ ックが わず らわ しい 」な どと な ってい る。

表皿一6-7ク レジット・カード利用の意志(未 所有者)

使 使 使 ど そ 無 合
用 つ い ち

の て た ら

意
志 み く で

も

の 回

た な な
い い い 他 答 計

人 数 38 85 94 5 12 234

比 率 16.2 36.3 40.3 2.1 5.1 100.O
T

(6)'ク レ ジ ッ ト ・シ ス テ ム は 今 後 普 及 す る か(問41)

こ れ に つ い て は 全 回 答 者494人 中 の381人,77.2%の 人 が普 及 す

表 皿一6-8ク レ ジ ヅト・システム普及の予想

普 爆音 普 そ こ そ 無
及 発及 及 れ し れ し

見 的す す ほな 以な

込 にる る どい 上い の 回

み だ だ 普だ 普だ
ろ ろ

9及 ろ
及ろ

う う う う 他 答

人 数 15 381 76 10 2 10 494

比 率 3.0 77.2 15.4 2.0 0.4 2.0 100.0
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る とい う予想 を して い る。 そ れ ほ ど普 及 しない,こ れ以 上 普 及 し ない とみ

て い る人 が76人 と15%も い る。 た だ し,こ う した人 も条 件 次第 では普

及 す る と注 記 して い る人 も少 な くない。(表 皿一6-8)

(7}ど こで カ ー ドが ど し ど し使 え る よ うに なれ ば よい か(問43)

現 在 は百貨 店 で使 用 され る比率 が,あ る調 査 で 約50%で あ るが,今

後 使 用 したい店 として は,ホ テル,飲 食 店 な どの,い わ ゆ る サ ー ビス業 で

の 期待 が 大 き い こ とが わ か る。 レ ジ ャ ー ・サ ー ビス業 で気 楽 に使 え る こ

とを希 望 す る こ とは,察 しがつ くこ とで あ るoチ ェー ンス トア では,よ う

や くカ ー ドの取 り扱 い をす る店 が 出 は じ め て い る が,こ こでの カ ー ド使

用希 望 も高 い。

「そ の他 」の使 用希 望 分 野 と して,国 鉄,私 鉄 な どの運 輸 機 関,書 店,

劇 場 な どの意見 が多 い。(表 皿 一6-9)

表皿一6-9ク レジット・カードを使用したい場所

ホ 百 病 チ 専 家 そ 合
し テ 工

た ル 1
い ・ ■ 貨 ン 門 の
場 飲 ス

所 食 ト

店 店 院 ア 店 庭 他 計

回 答 数 217 155 128 109 88 82 55 834

比 率 43.9 31.8 25.9 22.1 17.8 16.6 11.1 169.2

(複数回答)

(8)キ ャッシ ュレス ・ソサ エ テ ィ実 現 の条件 は何 か(問44)

ク レ ジ ッ トの使 用 を き らい,あ るい は,キ ャ ッシ ュレ ス社会 の到 来 を 不

安 げ にみ てい る人 も少 な くな い が,今 回 の 意識 調査 の結果 をみ るか ぎ り,

い わ ゆ る キ ャ ッシ ュレス社 会 の実 現 は間 近 い もの とみ てい る とい って,よ

い の で は なか ろ うか。

そ うした,キ ャ ッシ ュレス 社会 の実 現 の 条件 と して は まず 第1に 「'カー
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ドの標 準 化,統 一 化 」を あげ てい る。 約 半 数 の 人 が この こ とを指 摘 してい

る。 この カ ー ドの標 準化 につ い ては,磁 気 ス トラ イ プ付 き カ ー ド(ISO

規格 準 拠 版 と銀 行 系 カ ー ド準拠 版)と,OCR-Bフ ォン ト表 示 カ ー ドの

JIS化 研 究,作 業 が進 め られ てい る。

特 に,OCR-Bフ ォン ト付 きカ ー ドは,百 貨店,チ ェー ンス トアのP

OSシ ス テ ムにお け るJIS値 札 との整 合性 か ら検 討 が進 め られ てお り,

近 い 将来 の一 般 カ ー ドと し て提 案 され てい る。

ア メ リカで も,シ ア ーズ,J・Cペ ニ ー,モ ン ゴ メ リウ ォー ドの大手 小

売業3社 がOCRカ ー ドの ク レ ジ ッ ト ・シ ス テ ム化 に努 力 して い る。

「信 用 情報 セ ン タ ーの確立 」 も209人,42.3%の 人が キ ャ ッシ ュ

レス 社会 実 現 の条 件 と して あ げ てい る この信 用 情報 セ ン ターの あ り方 につ

い て は,通 産 省 のPOSシ ス テ ム施設,研 究 の一貫 と して とりあ け られ て

お り,こ の ほ ど とりま とめ られ て答 申 され てい る。

「カ ー ド紛 失 に 対 す る予 防措 置 」に つ い て も要求 が強 い が,こ れ は,ク

レ ジ ッ ト ・チ ェ ック ・シ ステ ムの高度 化,す なわ ち信 用 情 報 セ ン タ ーの確

立 に と もな って 解 消 され る課題 とい え る。

「端 末機 の普 及 」を条 件 と して い る人 が187人,37.6%も ある。 こ

れ は い わ ゆ るPOSタ ー ミナ ル の普 及,あ る いは デ ー タ ・テ レホ ン と よば

れ る電 話機 に イ ンテ リジ ェンス(.オ プ シ ョン と して,記 憶 や判 断 機 能 の あ

る機 器)を もたせ た機 器 が普 及 し よ うと して い る今 日現 実 的 な もの と して

とらえ て よい で あろ う。(表fi-6-10)

6.4キ ャ ッ シ ュ レス ・ソサ エテ ィにつ い て の 意 見

国 民意 識 と しての キ ャ ッシ ュレス ・ソサ エテ ィに つい て,質 問 の最 後 と して

記述 式 の意 見 を求 め た。 以 下 は そ の意 見 をま とめ,記 した もの で あ る。

未 来 の キ ャ ッシ ュレス 社会 につ い て,そ の実 現 を否 定 す る人,賛 成 す る人 あ

るい は否 定 で も賛 成 で もな い が,そ うい った 社会 が確実 に到 来 す る と予測 す る
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tCll-6-10キ ャ ッシ ュ レ ス ・ ソ サ エ テ ィ実 現 の 条 件

実 現 の 条 件 回 答 数 比 率

カー ドの標準化 ・統一化 234 47.4

カード紛失に対する予防措置 211 . 42.7

信用情報 センター確立 209 42.3

端末機の普及 187 37.6

カー ドによるサービスの多様化,差 別化 163 33.0

通信回線の低れん化 125 25.3

カード保険の立法化(業 務づけ) 100 20.2

日本人の借金意識の払しょく 74 14.8

背・番号制度の実施 47 9.5

カード発行者(企 業)の 積極的PR 21 4.3

無 回 答 57 11.5

合 計 1,428 288.6

(複数回答)

人 もいれ ば,日 本 人 の生 活慣 習 な どか ら近 い 将来 に もキ ャ ッシ ュレ ス社 会 が実

現 しない と予想 してい る人 な どさ ま ざま で あ る。(問45)

(1)否 定 的意 見

キ ャ ッシ ュ レス社会 が到 来 す る とは予 想 して い な い人 の 意見 を み る と,

「日本 の場 合,現 金で商品 サー ビスを提 供 す る,買 わせ る,あ る い は買 う

とい う習 慣 がつい てい る の で普 及 しない だ ろ う。」

「現 金 が一 番 便 利 で あ る と思 う。」

「ア メ リカほ どの普及 は考 え られ ない 。 それ は,日 本 で は現 金 を所持 し

て い る こ とに不安 を感 じ ない か ら。」

「特 定 の 人以外 は借 金意 識 及 び 金銭 管 理(ル ー ズに な りが ち)の 面 か ら,

必 ず し もあま り普 及 しない の で は ない か。」

「 日常 生活 にお い て はそ れ ほ どの必 要 性 を感 じな い。 た だ長 期 の旅 行 な
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どの場 合 は 大 金 を持 ち歩 くこ とが不 安 で あ るた め必 要 か も しれ ない が,現

在銀 行 の キ ャ ッシ ュ ・カ ー ドが あ る ため そ れ ほ ど普 及 する とは 思 われない。」

「カ ー ドと現 金 との等 価 性 が保 証 され ない 限 り,拡 大 ・普 及 は難 しい と

思 う。 等 価 性 とは カ ー ドの使 用 に と もな う金利 負担,サ ー ビス料 の 負 担 を

なん らか の形 で な くす とい うこ とで あ る。」

「 日本 の 場 合,家 の 近 くの小 売 店 で 日用 品 をそ の都度 買 って い る の で,

カ ー ド利 用 の 分野 は限 定 され る。 この小規 模 店 の組 織化 が な され な けれ ば,

キ ャ ッシ ュレ ス時代 は こ ない。」

「キ ャッシ ュ レス の根 本 的思 想 が西 欧 的 で あ り,日 本 に は な じま な い の

で は ないかo」

「 日本 人 の借 金意 識 へ の抵 抗,盗 難 事故 の少 なさ,現 金処 理 の ス ピー ド

な ど欧 米 に比 べ普 及 要 因 が少 ない。」

「社会 不安 が増 え ない 限 り,日 本 では普 及 しない。 欧米 は 社会 不 安 が あ

る た め キ ャ ッシ ュ レスに な らざ る をえ ない。」 等 の声 が挙 って い る。

(2)肯 定 的 意 見

これ に対 し,キ ャ ッシ ュレス社 会 が無条 件 に到来 す る と考 えて い る人 は,

「今 の若者 は借金 を苦 に しな い欧 米 型 に な ってい るの で,キ ャ ッシ ュレ ス

社会 は必 ず来 る。」

「将 来 にわ た って,キ ャ ッ'シュレ ス ・ソサ エテ ィは 進 行 して行 くもの と

思 わ れ る。 一 方,人 間 の 意 識 面 では 使 い 易 い こ と もあ り.浪 費傾 向 を生 み

出 す もの と思 わ れ る。 社 会 的問題 と しては 借 金過大,信 用 失格 者 の問 題 が

出 て くる。 これ ま で の貯 蓄 意識 は 払 拭 され るであ ろ う。 」

「 キ ャ ッシ ュ レス の ニ ー ズは非 常 に高 い が,事 故 防 止 の きめ細 か な シ ス

テ ム実 現 とそ れ を可 能 にす る ハ ー ドの開 発 を進 める必 要 が あ る。」 等 の よ

うな考 え を持 って い る。

③ 反 対 的 意 見

さ らに キ ャ ッシ ュレ ス社 会 の到 来 に不 賛 成,あ るい は激 しい 反 発 を示 し
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てい る人 の意 見 を紹 介 す る。 こ う した 反 対派 の意見 は非 常 に多 い よ うで あ

り,十 分 受 け とめ てお く必 要 が あ ろ う。

「 カ ー ド利 用 の歯 どめ が ない の でオ ーバ ー ・ロ ー ンの危 険 性 が あ る。 こ

れ 以 上,層 が広 が る とカ ー ドに よる破 産 者 が続 出 し,社 会 問題 に な る。 キ

ャ ッシ ュレ ス社会 が夢 だ な ど と とて も思 え ない。」

「反 対 で あ る。 日本 人 の特 性 と して,カ ー ド,カ ー ドの呼 び 声 が高 くな

る と皆右 に な らえす るで あろ うが,カ ー ドを持 つ に ふ さわ し くない人 も多

々 あ り,社 会 的 混乱,悲 劇 が起 こる。」

「個 人消 費 がル ー ズに な り,堅 実 な生 活態 度 が失 なわれ る。 生活 の無駄

が 多 くなる。」

「使 い過 ぎが心配 。 紛 失 ・盗 難 が心 配。 必 要 性 が ない。 借 金 を した くな

い な どの理 由で 反対 で あ る。 ダ イナ ー ス,ダ イヤモ ン ドカ ー ドを持 って い

る が,極 め て消 極的 に加 入 した。 従 って,実 際 には カードを使 ってい ない。」

「キ ャ ッシ ュレス 社会 の 実現 の た め の投 資 な らば,も っ と他 の ユ ー トピ

アの 実 現 の た め に振 り替 えて は ど うか。 」

「キ ャ ッシ ュレス 社会 に よる逆 の面 か らの 国民 総 背番 号 制 の実 施 を心 配

す る。 カ ー ド甑 に よ って個 人 の す べ て の信 用情 報 が集 中 管理 さ れ る こ との

危 険 を バ ラ色 の イ メ ージ で隠蔽 して い こ う とす るや り方 が悪 質 。 」

「キ ャ ッシ ュレス ・カ ー ドを使 う場 合,個 人 の メ リッ トは現 金 を持 た な

くて も良 い とい うこ とだ けで あ り,万 一 落 とした場 合 の危 険 を考 えた ら大

した メ リッ トは ないo」

「社会 的 に も莫 大 な人,物,金 を投・じて,カ ー ド ・シス テ ムを維 持 す る

に 見合 った経済 性 が成 り立 た な い と思 わ れ る。」

「まず第1に キ ャ ッシ ュレス に な って 本 当 の メ リッ トが どこ に あるか,

も う一 度 原点 に立 って考 える 必 要 が あ る。」

「広 く普 及 させ る の は好 ま し くない 。 ① キ ャ ッシ ュ レス化 の メ リ ッ トの

大 部 分 は サ ー ビス を提 供 す る企 業側 に あ り,② そ れ に もか か わ らず,サ ー

一188一



ビス を受 け る側 の払 う犠牲 が大 きす ぎる し,③ 欲望 の抑 制 が きか な くな り.

物 欲 が増 大 す る。」

「無 駄 の多 い 社会 に な りはせ ぬか と心 配 で ある。」 等 あ らゆ る面 で キ ャ

ッシ ュ レス ・ソサ エテ ィの実 現 には 強 く否 定 の念 を抱 く人 もお り,こ の ア

ンケ ー トの質 問 自体 を 「無駄 で あ る 」あ る い は 「キ ャ ッシ ュレス ・ソサ エ

テ ィ実 現 の必 要 性 を誇 張 しす ぎてい る。」 とい った,調 査 に批 判 的 な意 見

が あ った こ と も付 記 してお きた い。

(4}実 現 の条 件 に つい て の意 見

以 上 の よ うな不賛 成 や激 しい批 判 を受 け な が ら もキ ャ ッシ ュレス 社会 は

進展 す る可 能 性 が大 きい ので は ない か と考 え られ るの で,次 に そ うした社

会 の実 現,維 持 す るた め の制度 的,法 制 的 な条 件 につ い て 回答者 は どの よ

うに考 え てい るか を探 ってみ る と

「契 約 に対 す る意 識 の徹 底化 が 前提 。」

「金利 を低 くす る。 サ ー ビス提 供 側 の メ リ ッ トの一 部 を購 入 者 側 へ還 元

す る こ と。」

「一 枚 の カ ー ドで全 国 ど こで もシ ョ ッ ピン グ な どがで きる よ うに す る こ

と。 カ ー ドで 買物 ので き る店 を増 や す こ と。」

「カ ー ドの種 類 を増 や さ ぬ こ と。 減 らす こ と。 デ パ ー ト,ホ テル,銀 行

毎 な どは ナ ンセ ンスo」 ノ

「中 小専 門店 に対 す る資金 や技 術 指 導 の 援 助 がポ イ ン ト。 一 人 立 ちの ま

ま では進 歩 し ない。」 等 非 常 に細 か な ア ドバ イ スを した の もあ り,さ らに

こ う した キ ャ ッシ ュレ ス社会 の 実現 に は,「 通 信 回線 の 解 放。」 「端 末機

の普 及 」等,技 術 面 の条 件 を唱 え る 回答 者 も少 な くなか っ た。

6.5流 通 シス テ ム 化機 器 の導 入,利 用 状 況

(1)流 通 シス テ ム化 機 器 の定義

流通 業 界,流 通 機 能 な どとい って もそ の 範 囲 は広 く,定 義 は難 しい。 わ
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が国 の流 通 機 構は複 雑 で あ り,暗 黒 大 陸 とよ く例 え られ る。 海 外 の企 業 の

わ が国へ の上陸 と進 出 は容 易 で な く,流 通機 構 それ 自体 が関税 障壁 の代 り

とな ってい る と嘆 か れ て い る ほ どで あ る。

した が って,そ うした流 通 分野.流 通 機能 にお い て必 要 とされ る,あ る

い は使 われ てい る機 器 の と らえ か た も難 しい。何 故 な ら,複 雑 な流通機 構

は伝 統 的 な歴 史の なか に形 成 さ れ た もの で あ り,そ の取 引 慣 行 は複 雑 な も

の が残 され てい る ため,ク ール な機 器 に な じま ない の で あ る。 人 間 的判 断

や 処理 が 多 く必 要 で あ る。

(2)使 用 してい る流通 シス テ ム化 機 器(問46-1)

流 通 シ ス テ ム化機 器 の利 用 状 況 は 図H-6-1の よ うに な って お り,自

社 コン ピ ュ ータを利用,デ ー タ伝 送 用 タ ー ミナル,フ ァク シ ミ リ,が50

%以 上 に利 用率 を上 げ て い る。 次 い で デ ー タ ・エ ン ト リー機,テ レ タイ プ

ま た は テ レ ックスの利 用 も高 くな ってい る がPOSタ ー ミナ ルに つ い ては

ま だ 多 くな く約1割 で ある。 しか し この 調査 では,複 雑 な流通 分 野 に対 し

て の ア ンケ ー トで,し か も極 め て限 定 され た対 象数 で もあ り,こ の アン ケ

ー ト結 果 の み で流通 シス テ ム化 機 器 の導 入 ,'利 用動 向 を完 全 に把 握 す る こ

とは も と より無 理 で ある こ とは十 分 考慮 してお かね ば な らず,ま た,各 種

機器 もそ の呼 称 に よる 明確 な 区分 が難 しい が,少 なか らず そ うした欠 点 や

限 界 が あ る こ とを 前提 に把 握 して い く必 要 は あろ う。

(3}将 来 導 入 したい機 器 に つい て(問46-2)

前間 の現 在 活 用 して い る機 器 と比 較 して 次の こ とが わか る。(図 皿一6

-2)

フ ァク シ ミ リ,'POSタ ー ミナ ル,ピ リング ・マ シ ン,在 庫 管理 機,電

子 レジ ス タ ーの5種 類 の機 器 は将 来,活 用 を希望 してい る。

特 にPOSタ ー ミナル に つ い て は現 在 の状 況 に比 べ る と将 来,大 い に導

入,活 用 したい とい う期待 が示 され てい る。

他 方,コ ン ピ ュー タ,テ レ タ イ プな どは利 用 の 低下 傾 向 を示 して い る が,
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これ らは 相 当 普 及 してい る こ とや,当 然 の利 用 傾向 としてそ れ ほ ど重 視 し

て い ない と解 釈 して お くべ きで あろ う。 テ レ タイプ,テ レ ック スは そ の代

替 手 段,機 器 の登 場 に よってそ の機 器 的 使 命 を終 りつ つ あ る もので ある。

(4)流 通 機 器高 度 化 の た めの 情報機 器 利 用 を妨 げ る要 因 につ い て

(問46-3)

こ こ ではPOSタ ー ミナル,POSシ ス テ ムへの 期待 が大 きい こ とか ら,

この機 器 を 前提 と した コメ ン トを加 え たい 。(図ll-6-3)

① 障 害 とな って い る筆頭 の 「機 器 の コス ト高 」に つい て は現 在 ユ ーザ ー

の希 望 価格 とメ ー カ ーの 提供 価格 に約4倍 の開 き が あ る とい われ てい る 。

現 在 のPOSタ ー ミナル の標 準 価格 は1台150万 ～200万 円 前後 で

あ る が ユ ーザ ーの希 望 価 格 は50万 ～80万 円 とい う とこ ろで あ る。

② 障 害 の 第2は 「通 信 回 線 の コス ト高 」で あ る。 流 通 業 や 流通 機 能 に必

要 とされ る情 報 処理 は情 報 の発 生,処 理 拠 点 間 の連 結 シ ス テ ムで あ り,

そ の た め デ ー タ通 信 回線 の利 用 度 は 高 い。 現 在 の 情報 処 理 デ ー タの発 生

量 や単 位 当 りの支 出可 能 単 価 に比 べ る と現 状 の通 信 回線 コス トで はペ イ

しな い で あ ろ う。

③ 障 害 の第3は 「統 一 コ ー ド ・統一 値札 な どの社会 的条 件 の不 備 」を あ

げ て い る。 こ う した社会 的 条 件 の整 備 は 流通 機 構 や し くみ に よる特 性 で

あ るた め,各 国 で もそ の条 件 づ くりに苦 心 してい る。 わ が 国 で もPOS

シス テ ムの普 及 条 件 として い くつか 研 究 が進 め られ,一 部JIS化 がは

か られ て い る もの もある。

④ 障 害 の第4は 「取 引 条件 な どの機 械 化以 前の非 近 代 性 」が あ げ られ て

い る。 こ うした非 近 代 性 は確 か な事 実 で あ る が,高 度 成 長 期 か ら低成 長

期 に移 った わ が国経 済 の 時代 的 背景 か ら,流 通分 野 の 非 合理 性 も問題 視

され 改 善 の方 向 に あ る とい って よい で あ ろ う。例 え ば三 越 の 公 正取 引委

員 会 に よる糾 弾 な どは,三 越 と取 引 す る納 入 業者 か らの訴 え に よ って と

りあ け られ て い る もの で あ り,正 しい契 約 に基づ く取 引 の 必 要 性 が業 界
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関係 者 の 要請 す る と ころ とな ってい る。

⑤ 障 害 の第5は 「関連 機 器 の不 備 」で あ る。POSシ ス テ ムを運 用す る

場 合,そ の 前提 とな るの は値 札,ラ ベ ルの正 確 な作 成,取 り付 け作 業 の

シ ス テ ム化,機 械化 が あ る。 と ころが,こ うした機 器 は そ の メ ーカ ーが

零 細 で あ り,人 材 が 不足 して お り,高 品質 か つ高 性能 で 低 コス トな機 器

の開 発 が遅 れて い るの は事 実 で あ る。POSシ ス テ ム化 の ア キ レ ス腱 と

い われ て い る機 器群 で あ るo

⑥ 「 ソフ トウ ェアの 不備 」が障 害 の第6で ある。 この 問題 は従 来 か らい

われ て い る こ とで ある が,POSシ ス テ ム化 の 分 野 で もそ の実 用 化 が現

実 的 な もの とな って きた今 日,極 め て重 要 なテ ーマ とい え る。

流 通機 能,流 通 分野 にお け る高 度情 報 機 器 の活 用上 の ポ イ ン トは,各 企業 の

戦略 的 差別 条 件,企 業 格 差 と もな り うる,い わ ゆ る ノ ウハ ウ と して の ソ フ トウ

ェア の開 発,活 用 は企 業 の 存亡 を か け た もの で あ る とい って過 言 で は ない。
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⑤ 自社導 入コンピュータ

① データ伝送 用ター ミナル

⑮ ファクシ ミリ

⑤ データ ・エン トリー機

(⊃テレタイプ叉 はテレックス

⑤ ビリング ・マシ ン

⑤ 計算 セ ンタ ー利用

①POOタ ー ミナ ル

⑤POSタ ー ミナ ル

⑥ 在庫 管 理 機

⑤ 電子 レジスター(ECR)

@全 く使用 してい ない

① そ の他

50 100 150 200 籾 ㎜ ⑤
件数鋤

42(9.9)

39(92)

38(9.0)

28(6.6)

18(43)

図 皿一6-1流 通 システ ム機器の導入,利 用状況分布
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⑭ フ ァ ク シ ミ リ

⑤POSタ ー ミナ ル

◎ デ ー タ伝送用 ター ミナ ル

⑤ デー タ ・エン トリー機

,

⑥ ビ リング ・マシ ン

⑤ 自社導 入 コ ンピュータ

⑧ 在庫管理 機

①POOタ ー ミナ ル

⑤ 計算 セ ンター利 用

⑤ 電子 レジスター(ECR)

G)テ レタイプ又 は テレックス

① そ の 他

40 60件 数

回 答 数185(複 数 回答)

図 皿一6-2将 来 導入 したい機器の分布
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⑧機器のコスト高

⑤通信回線のコスト高

⑯統一コード,統 一値札な
どの社会的条件の不備

①取引条件などの機械化以
前の非近代性

⑧関連機器の不備(例 えば
値札作成機 計量機など)

⑧ ソフトウェアの不備

⑤経営トップの認識不足,
無理解

㊦専門家の不足

◎機器の複雑な操作性

①社内の抵抗

⑯機器メーカーの流通業界
の認識不足

⑤取引先の抵抗

⑪合理化を必要としないほ
ど経営が良好である

⑤その他

.501 100150
11

200
` 御 柳 件数 ,

279(672)

264(63.6)

243(58.6)

204(492)

回 答 数415(複 数 回 答)

163(39.3)

162(39.0)

93(224)

91(219)

77(18.6)

41(9.9)

40(9.6)

25(6.0)

6α4)

21(5.1)

図 皿一6-3 流通機能高度化のための情報機器利用を妨げる要因の分布
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7.分 散 処 理

分散 処理 とい う概念 は,約10年 前 の,ア メ リカの コ ン ピ ュー タ ・メ ーカ ー

で ある バ ロース社 の"ダ イナ ネ ッ ト"とttイ ンテ リジ ェン ト ・タ ー ミナ ル"の

発表 に端 を発 す る とい われ てい るo

日本 にお い て は,分 散 処 理 に関 す る議 論 が コン ピ ュー タ ・ジ ャーナ リズムを

に ぎわ し,多 くの メ ーカ ーか ら分 散 処理 指 向 と銘打 った 製 品 が発 表 され だ した

の は,ほ ん の数 年 前か らで あ る。

そ れ らを見 るか ぎ りにお いて は,分 散 処 理 時代 到 来 とい う感 じがす る が,実

際 には,ユ ーザ ーの間 で どの よ うに取 り入 れ られ,ど う評価 され,ど うい う問

題 意 識 が持 たれ て い る の で あ ろ うか。

本 章 で は ア ンケ ー トを通 して,分 散 処理 に関 す る イ メ ー ジ,意 識 に つい ての

分析 を行 い,同 時 に関 連 して行 わ れ て い る各 方面 の議 論 の整 理 をす る こ とと し

た いo

分 散 処理 の定 義vaつ い て は 種 々述 べ られWる が」 まだ 定説 と も言 うべ き も

の は ないo

この 調査 に おい ては 一 応 次 の よ うに定 義 した。

「演算 処 理 の機能 を持 つ 複数 の プ ロセ ッサ ーが相互 に 結 合 され,そ れぞ れ の

プ ロセ ッサ ー が互 い に あ る機 能 を 分担 しつつ,全 体 として与 え られ た 目的 を果

す シ ス テ ムで ある。」

この定義 に つい て も種 々の議 論 が有 るか と も思 われ る が,こ の調 査 の 目的 か

らみ て特 に厳 密 な定義 は 行 わ ない こ と とす る。

7.1分 散処理の進展 の背景

ア ン ケ ー トの分析 に入 る前 に,分 散 処 理 が これ だけ急 速 に取 入 れ られ る よ う

に な った背 景 に つい て簡 単 に ま とめ て み る こ とにす る。

(1}LSIを 中心 とす る エ レ ク トロ ニク ス技術 の進歩 は,ミ ニ コン ピ ュー タ
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な どの ハ ー ド ・ウエ ア の価 格 の 低減,機 能 向上,小 型 軽 量 化 を もた ら した。

これ に よ り情報 処 理 機 能 を,エ ン ド ・ユ ーザ ーの近 くに分散 さ せ る こ とが

可能 とな った。

② デ ー タ通信 とデ ー タ処 理 を効 率 的 に結 合 す る技 術 が進 ん だ。 い わ ゆ る ネ

ッ トワ ーク ・ア ーキ テ クチ ャは オ ン ライ ン ・シス テ ムの 構築,ソ フ ト開 発

を容 易 な ら しめ る もの で あるo

(3)各 種 入 力機 器 の 開 発 は,エ ン ド ・ユ ーザ ーの多様 な要望 に応 え,低 価 格

化 は数 多 く分散 さ せ る こ とを可 能 に した 。

{4)通 信 コス トが,ハ ー ド ・ウエ ア の コス ト ・ダ ウン に比 較 して それ 程 低 減

して い な いo

{5)オ ペ レ ーテ ィ ング ・シ ス テ ム(OS)の 巨大化,複 雑 化 は,ユ ーザ ーの

シス テ ム開発 の ロ ー ドを増 大,コ ン ピ ュー タ資源 の オ ーバ ー ・ヘ ッ ドを増

加 さ せ て,ユ ーザ ーの不満 を増 加 させ た 。

㈲ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの集 中処 理 は,シ ス テム 開発 お よび運 営 に画 一

性,硬 直性 を もた ら し,エ ン ド ・ユ ーザ ーへ の きめ の細 か い サ ー ビス が難

し くな った。

(7}コ ン ピ ュー タの利 用 が企 業 の重 要 な部 分 に及 ぶ よ うに な り,事 故,シ ス

テ ム ・ダ ウン,企 業 妨 害 な どか らの危 険 の分 散 をす る必 要 が 出 て きた。

{8}企 業 組織 に お い て も,管 理 社会 化 へ の 反 省か ら,小 集 団制,プ ロ ジ ェク

ト組 織 制 な どの分 権 化 が 進 め られ てい る。

7.2分 散 処 理 の現 状

72.1稼 動 状 況

図 皿一7-1は,こ の ア ン ケ ー トの回 答者448名 の 所 属 す る企 業,団 体 の

分散 処理 の 導 入状 況 の分 布 を示 した もの で ある。 これ に よる と,33.7%に あ

た る151名 が 「既 に設 備 を 設置 して 現 実 に 稼動 してい る 」と答 え て い る。 こ
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れ に 「実 施 を予 定 して い る 」 もの15.4%を 加 え る と,約 半 分 に あ た る49.1

%が 近 い将来 に 分散 処理 を実 施す る こ とにな る。

⑤ 不 明

66(14.7%)

④ 実施予定 な し

93(208%)

① 稼 動 中

151(33.7%)回 答 数

448%

③ 検 討 中 ② 実 施予 定

69(!5.4%)
69(15.4φ)

回答数448

図 皿一7-1分 散処理の実施状況(全 体)

さ らに 「検 討 中 」と答 え た15.4%を 加 え る と64.5%が 分 散 処理 に対 して

積 極 的 に 取 組 ん でk・ り,「 実 施 の予 定 な し 」 と答 え たの は20.8%に す ぎない。

(問47)

次 に この結果 を業 種 別 に分析 した もの が 図 皿一7-2で あ る。 この ア ンケ ー

①稼動中 ②実施予定 ③検討中 ①予定なし⑤不明 回答数

製 造 業213

サ ー ビス業

公 共 団 体

408%17.4%14石%15.5%11・7%

','.,"
,','"/!,','ノー.'

30.1% 13.5% 15.5% 23.8% 17.1%

,r,,',.
,'","'"

,',',""

,',"

13.2% 15.8% 158% 34.2% 21%

lb勿 釦4b〔c〔 も7b～ibgoloo

193

38

図 皿一7-2分 散 処理の実施状況(業 種別)
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ト回答 者 の所属 企 業,団 体 の数 が業 種 に よ りか な りのば らつ きが 有 るの で 個 々

に は比 較 で きな いか ら,図 の ご と く製造 業(業 種01～09),サ ー ビス業

(業 種10～17),公 共 団体(業 種18～20)の3つ に集 約 した。

これ に よる と 「稼動 中 」お よび 「導 入予 定 」 と回答 した 人 の各 々の 業 種 に お

け る比 率 は製 造 業 で5&2%,サ ー ビス業43.6%,公 共 団体 が29.0%と な

って い る。 逆 に 「予 定 な し 」 と解 答 し た比率 は 製 造業 で15.5%,サ ー ビス業

が23.8%,公 共 団体 が34.2%と 正 反対 の傾 向 を示 してい る。

さ らに企 業,団 体 の規 模(従 業 員 数)と 分 散 処 理 の導 入 動 向の 関 係 は ど うで

あろ うか 。

図ll-7-3に 見 られ る ように 「稼 動 中 」toよ び 「導 入 予 定 」 と回答 した人

の 比率 は,従 業 員数5,000人 以 上 で61.3%,1,000人 以 上5 ,000人 未 満54.

9%,500人 以 上1,000人 未 満29.3%,500人 未 満25.7%と い う よ う

に規 模 に比例 して増 加 して い る。一 方 「予 定 な し 」の比 率 は1,000人 以 上 の規

模 で は13%～15%で あ るの に対 して,1,000人 未満 で は35%前 後 の比 率

に な ってい るo

前 に も述 べ られ た こ とで ある が,こ の ア ン ケ ー ト対象 者 の属 す る企 業,団 体

は従 業 員tw5,000人 以上,資 本 金50億 円以 上 とい う大 企 業 が約半 数 を 占め て

① 稼 動 中 ②実施予定 ③検討中④予定なし ⑤不明
従 業 員数

5,000人 以 上

1,000人 ～

4,999人

500人 ～

999人

499人 以 下

44.8% 16.5% 13.2% 13.7% 11.8%

,"ノ ノ'!
,'ノ'

、、

、

35.1% 19.8% 19.8% 15.4% 9.9%

,'

一 ,一''〔','" .'-,'''

24.4%
%
4.9 244% 36.6% 9.7%

,'.',.
,",","

,/!一 一〔,-z

11.3% 14.4% lL3% 34% 29%

,■.
102030405060708090100%

図 皿 一7-3分 散 処 理 の 実 施 状 況(規 模 別)
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い る。 ま た業 種 をみ て も電子 計 算 機 製 造 業,電 機 ・機 械 製 品製 造 業 な どの言 う

なれ ば"EDPS先 進 企 業"が 多 い とい う事 情 が あ る。 したが って この結果 だ

けか ら一 般 的 に こ うだ と断 定 す る こ とは問題 が あ る が,一 つ の傾 向 は 示 して い

る ので は な い だ ろ うかo

(1}全 体 的 に見 る と既 に実 施 して い る もの が1/3,予 定 を含 め る と約半 分

に な る。 これ に検 討 中 を加 え る と約2/3と な り分 散 処理 はか な り浸 透 し

て い る とみ られ るo

② 業 種 別 にみ る と,製 造 業,サ ー ビス業,公 共 団 体 の 順 に分 散 処 理 が取入

れ られ てい る。 この ア ン ケ ー トの対 象 企 業,団 体 にか ぎ って言 えば,現 在

検 討 中 の ものの半 分 が導 入 に踏 み切 る とす る と,将 来,製 造 業 の2/3,

サ ー ビス業 の1/2,公 共 団体 の1/3が 分散 処 理 を導 入 す る こ とに な る。

この よ うな傾 向 は,こ の 業 種 間 の規 模,EDPS導 入 の歴 史,ア プ リケ

ー シ ョンの複雑 さの違 い に よる もの と推 測 され るo

(3)同 様 の考 察 を規 模(従 業 員数)の 面 か らtoこ な うと,従 業 員 数1,000人

以 上 で は約2/3が 分 散 処理 を採 用 す る こ とに な る が,1,000人 未満 では

半 分 に も満 た ない。

一 般 的 に に
,人 員 が 多 くなる … …組 織 が大 き くなる ほ ど管理 の限 界 か ら

の問題 が 出 て くる わ け で,こ の 結果 は それ に起 因 してい る もの と思 われ る。

(問47)

72.2分 散処 理の 適 用 業務

分 散 処理 を導 入 済,予 定,検 討 して い る企 業 は,そ れ に よ り どの よ うな業務

を処 理 し よ うと してい るの で あ ろ うか。 図il-7-4は 導 入 状 況 に対 して 「既

に導 入 してい る 」,「 導 入 を予 定 して い る 」,「 導 入 を検 討 中 」と答 え た人 が

対 象 と考 えて い る適 用 業 務(複 数 回 答)に つ い て の比率 を示 してい る。 これ と

対 比 す る た め に,分 散 処 理 に こだ わ らない一 般 的 な適 用 業 務 の利 用 状況 に つい

ての順 位 を み た もの を 次 に記 す。
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◎購買/在 庫

⑤販 売

⑤生 産

③輸送/流 通

⑤経営/財 務

⑤設計/技 術

⑪企画/調 査

⑦金 融

①行 政

①その他

100 鋤 289件 数

48(16.6%)

46(159%)

12(4.2%)

16(5.5%)

回答数289

複 数回答

図 皿一7-4分 散 処理における適用業務(全 体)
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適 用業 務 の オ ン ライ ン化 順 位

現 状

売

庫

融

産

売

庫

産

務

通

後

財

流

/

/

年

営

送

販

在

生

経

輸

5

①

②

③

④

⑤

適用業務 の使用頻度順位(全 体)

①

②

③

④

⑤

人事/給 与計算

財 務/会 計

在 庫

販 売

購 買

(出 典)日 本情報処理 開発協会

「オ ン ライ ン化需要調 査報告書 」

(昭 和52年 版)

本 調査 の ア ンケ ー トと 「オ ン ライ ン化 需 要調 査 」の ア ンケ ー ト とは対 象者 が

異 な って い る が,適 用 業務 の順 位 が オ ン ライ ン化 順 位(5年 後)と 非 常 に似 た

傾 向 を示 してい る。

ま た,こ れ は オ ン ライ ン だ けで ない全 体 の適 用 業 務 の使 用 頻 度 順 位 とは全 く

異 った傾 向 とな ってい る。 分 散 処理 に お いて は販 売,在 庫/購 買 が人事/給 与,

財 務/会 計 より上位 に きてい る ことは,"現 場 第1線 業務 の効 率 化"と い う分

散 処 理 の特 色 を示 してい る もの と言 え よう。

適 用業 務 は業 種 に よって か な りそ の 比重 が異 な るはず で あ る。表 ∬-7-1
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は 図 皿一7-4の 順 位 を製 造 業 とサ ー ビス業 に分 け てみ た もの で あ る。 この順

位 に よって さ らに第1線 業 務 指 向 がは っ き り認 識 され る。(問48)

表■-7-1分 散処理の適用業務順位

(業 種別上位5位)

製 造 業 サ ー ビ ス 業

順 位 適 用 業 務 名 順 位 適 用 業 務 名

1 生 産 1 販 売

2 購買/在 庫 2 購買/在 庫

3 販 売 3 経営/財 務

4 設計/技 術 4 輸送/物 流

5 輸 送/物 流 5 金 融

72・3分 散 処 理導 入 の狙 い

分散 処理 導 入 に対 す る一 般 的 な背 景 に つい て は7.1で 説 明 した。

で は実 際 に ユ ーザ ーは どの ような狙 い に重 点 をお い て,分 散 処理 を選択 した,

もし くは選 択 し よ うと して い るので あろ うか。

この ような意 図 で,分 散 処理 を 「導入 済 」,「 導入 予 定 」,「 導 入 検 討 中 」

の 回答 者 を対 象 にそ の狙 い を質 問 した結 果 が図 皿一7-5で あ る。 この 図 は各

々の狙 い に つき,そ れ を選 択 した回答 者 の数 とそ の 全回 答 者 に対 す る 割合 を示

して い る。 なお この質 問 に対 す る回 答者 合計 は290名,回 答 は最 大3個 選 択

の複 数 回答 で あ る。 この結 果 か ら導 入 の狙 い を集 約 す る と以 下 の よ うな こ とが

言 え る。

(1)エ ン ド ・ユ ーザ ー指 向 の シス テ ム化 の実 現

第1位 の 「デ ー タの発 生 また は利 用 す る現場 に情 報 処 理機 能 を持 た せ る

ことに よb,部 門 の ニ ー ズに合 った シス テ ムの実 現 」,お よび第2位 の 「

処理 量 の 分散 に よ り処 理 能 力(タ ーン ・ア ラ ウン ド ・タイ ム)の 向上 」は

い ずれ も,エ ン ド ・ユ ーザ ー主 体 の シス テ ム開発,運 営 お よび サ ー ビス を
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⑤ エント・ユーザーのニー
ズに合ったシステムの実現

⑤処理量の分散により処理
能力の向上

⑧組織に合わせた情報処理
の実現

⑥危険の分散により信頼性

安全性の向上

⑤オンライン・リアルタイ
ム処理 対話式処理の容

易な実現

◎通信回線の負荷の軽減

@シ ステムの拡張性

①情報処理コス トの低減

①システム開発ロードの低減

①そ の 他

100 200
件数
即

46(1ξL9%)

46(15.9%)

16(55%)

6(2.1%) 回答数290

複 数 回答(最 大3個)

図 皿一7-5分 散処理導入の狙い

主 な狙 い と して い る。

情 報 処理 機 能 の 集 中 化 は,と もすれ ば シス テ ム開発 にお い て トー タル

・シ ス テ ム指 向,過 度 の標 準化 指 向,技 術 偏重 傾 向 を強 め る ことに なる。

ま た シ ス テ ムの運 営 に あ た って は,画 一 化,サ ー ビス の低 下 を もた らす よ

うにな って きた。 この よ うな問題 への反 省 と して 分散 処 理 が位 置 づ け られ

てhるo

情報 処理 機 能 を エ ン ド ・ユ ーザ ーに接 近 させ る。 そ して業 務 を最 も よ く
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知 って い る エ ン ド ・ユ ーザ ー主 体 で シス テ ムの開発,運 営 が行 なわ れ る。

これ に よ リ コン ピ ュ一 夕 ・シ ス テ ムが実 際 の業 務 に組 み込 ま れ,真 の意 味

での 第1線 業 務 の効 率化 が達 成 で きる よ うに な る。

② 経 営管 理 上 の観 点 か らの狙 い

ア ンケ ー トに お いて第3位 の 「組 織 に合 わせ た情 報 処理 の実 現 」,と 第

4位 「シス テ ム ・ダ ウン,災 害,事 故 時 にk－け る被 害 を最 少 に して,信 頼

性,安 全 性 の確 保 」は,主 に経 営 管理 の観 点 か らの狙 い で ある。

情報 シス テ ムは,企 業 の組 織 間 の 神経 系統 の役割 をは た す もの で ある。

組織 に お いて も,管 理 社会 化,官 僚 主義 化 へ の反 省 として,分 権 化,小 集

団化 へ の動 きが活 発 で あ る。

この よ うな組 織 の変化 に対 応 した情報 シ ス テ ムの構 築 も分散 処 理 の1つ

の狙 い で あ る。

ま た最 近 の よ うな"不 安 の時 代"で は,常 に危険 に備 え る こ とが経 営 管

理 の使 命 の一 つ で あ る。 分散 処 理 シス テ ムはそ の よ うな要請 に答 え得 る シ

ス テ ムで あ る とい う こ とが 出来 る。(問49)

(3)情 報 処 理 部 門 の効 率化

分散 処 理 と開 発 ロ ー ド,情 報 処理 コス ト,通 信 回線 負 荷 な どの問 題 は 前

に述 べ た の で こ こで は特 に ふれ ない こ とに す る。

7.3分 散処理 システ ムの形態 と構成

ここで は,1985年 時 点 を 目標 と した分 散 処理 システ ムの ハ ー ドウェア的な

組 合 せ形 態,構 成 に つ いて ア ン ケー トを も とに して検 討 を行 な う。

7.3.1分 散 処理 システ ムの 形態

将 来 の分散 処 理 の形 態 は,そ の対 象 業務 な どに よ り色 々な バ リエ ー シ ョンが

で きる と思 われ る。 この調 査 では,そ の基 本 型 を 次の五 つ の形 に分類 した。

(1}階 層 型(垂 直型)分 散 シス テ ム

これ は,ホ ス ト ・コン ピュ ー タを中心 と して,通 信 処 理 プ ロセ ヅサ,分
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散 プ ロセ ッサ,各 種 タ ー ミナ ル が通 信 回線 に よ リ ツ リー状 に連 結 され て い

る型 で ある。 デ ー タベ ース に つい て は,ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ータに よ リマス

タ ー ・デ ー タベ ース が管理 され,分 散側 で は分 散 プ ロセ ッサに よ り各 々の

階層 で分散 デ ー タベ ース が管 理 され るo

この形 態 の1例 を あげ る と,ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タは本 社 なb本 部 な り

の管 理 部署 に おか れ,分 散 プ ロセ ッサ,タ ー ミナ ルは 工場,支 店 な どの 現

場 部 門 に近 い と ころ にお かれ る。

この場 合,そ の部 門 固有 の業 務,迅 速 な処理 が要 求 され る業 務 はそ の 分

散 サイ ドで 処理 され るoま たデ ー タは現 場 の 詳細 な ものは 分散 サ イ ドで保

管,維 持 され,そ の集 約 され た もの の み ホ ス ト ・コン ピ ュー タに送 られ マ

ス ター ・デ ー タベ ー スが維 持,更 新 され る。 これ に よ りホ ス ト側 では,企

業,団 体 の経 営 管理 に 必要 な情 報 を得 る こ とが 出来 る。

この よ うに組 織 の 構造 に合 わ せ て,機 能,情 報 の 分散 に階層 制 を持 た せ

て い るの が この形 態 の特 色 で あ る。

② 水平 型(横 型)分 散 シス テ ム

これ は,平 等 な ま たは並 列 的 な関係 に あ る プ ロセ ッサ に よ り構成 され る

形態 で あ る。 通 常,各 分散 プ ロセ ッサの機 能 関係 に階層 関係 がな く,各 々

に独立 性 が強 い の が特 色 で あ るo

デ ー タベ ー スに つ い て言 え ば,各 構 成 要 素 の 分散 プ ロセ ッサ毎 に持 ち,

各 々の場 所 で完 結 す る こ とが 多 い。

この利 用 例 は米 国 の シ テ ィ ・バ ン クの分 散 処理 に見 られ る。 こ こで は並

列 的 に業 務 を遂 行 さ れ る部 門,支 店 に プ ロセ ッサを配 し各 々の業 務 を行 な

い,必 要 な場 合,各 プ ロセ ッサ間 で デ ー タの や り とりが行 わ れ る。

(3}階 層/水 平 混 合型 シ ス テ ム

これ は例 え ば,複 数 の階 層 型 シ ステ ムが水 平 に結合 され る よ うな,文 字

通 り階 層 型 と水平 型 の混合 した分 散処 理 形 態 で あ る。 した が ってそ の特 色

も,そ の両 者 の もの を兼備 え て い る。
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④ 放 射状 型 分 散 シ ス テ ム

これ は ホス ト ・プ ロセ ッサ が有 り,こ れ に放 射状 に イ ンテ リジ ェ ン ト ・

ター ミナ ル な どを配 した よ うな形 が基本 で ある。

これ は従 来 の集 中型 の1類 形 と も階 層 型 の最 も1シン プル な もの と も見 る

こ とが出来 る が,分 散 の程 度 の 少 ない シス テ ム…… デ ー タ ・チ ェ ック,ビ

リン グ機 能 を分 散 させ る…… で 多 く見 られ る もので あ るの で特 に取 出 して

みたo

㈲ 独 立 型 分散 シ ス テ ム

複 数 の ミニ コン ピュ ー タ,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ な どが,あ る業 務 を

遂 行 す る た め に オ フ ライ ンで構 成 され るシ ス テ ムを独 立 型 分 散 シ ス テ ム と

分類 した。

通 信 回線 に よ り相互 接 続 しない もの は 分散 処 理 とみ な さ ない とい う議 論

も有 る と思 われ る が,例 えば,オ フ ライ ンで フ ・ ッピ ー ・デ ィス クで デ ー

タを受 け渡 した り,必 要 な場 合 のみ公 衆 回線 で接続 す る よ うな形 態 は,規

模ジ 業 務 に よ って は実 用的 なシ ス テ ムで あ る。

将 来 の分 散 処 理 の形 態 の イ メー ジ と して,前 の5種 類 か ら どれ を選 択 した い

か とい う質 問 に対 す る 回 答 の分布 が 図 皿一7-6で ある。

これ に よる と最 も多 い の が階 層/水 平混 合 型 で,回 答 者449名 の うち44.

8%に あ た る201名 が これ を選択 してい る。

以 下,階 層 型(22.3%),水 平 型(14.5%),放 射 状 型(9.8%),独

立型(6.9%)の 順 に な ってい る。

この形 態 につ い て の議 論 は,対 象 となる業 務,規 模,経 営 体 質,導 入 シス テ

ムな どに よ り変 る もの で,一 般 的 に どれ が 良 い どか 悪 い とか い うもので は ない

で あ ろ う。 また ア ン ケー トの回 答 にお いて も そ うい う指摘 が 多 く見 られ た
。

しか し,こ の ア ンケ ニ トの結果 を,規 模,業 種 別 に比 較 したか ぎ りでは 図 皿

一7-6の 結果 と大 きな違 い が見 られ なか うた
。'

第1位 の階 層/水 平 混 合 型 は,垂 直 型 の機 能 の 分 散,水 平 型 の負 荷 の 分散 の
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④放射状 型

44(98%)

② 水 平 型

65(145%)

独立 型

31(69%)

① 階 層 型

100(223%)

⑥その他
8(IB%)

回答数449

図 皿一7-6将 来採 用 したい分散処理 システムの形態

もの で,約 半 分 の 人 が これ を選択 した こ とは うなづ け る と ころで ある。

こ こで特 徴 的 な こ とは第1位,第2位 と もハ イア ラキ ーを基 本 と して いる こ

とで,こ れ が全 体 の67.1%に 達 してい る。

階 層型 は分 散 処理 と言 い な が ら も同時 に ホス ト ・コ ン ピ ュ ー タへ の集 中 とい

う性格 を強 く残 して い る。 いわ ゆ る集 中型 分散 処 理 で ある。 これ は メ イン ・フ

レ ー ム ・メ ーカ ーの 多 くが推 して い る もの で,そ の 宣伝 効 果 もあ るで あろ うが,

む しろ ピラ ミ ッ ド型 の経 営 階 層 とい う組 織 構 造 と情 報 シス テ ムの一 致 が1番 大

き なポ イ ン トに な って い るの で は な い だ ろ うかo(問50)

7.3.2シ ステ ムの構 成 要 素

図H-7-7は,「1985年 頃 に お け る分散 処 理 シス テ ムの 中心 的 な構 成 要

素 は何 に なるか 」とい う問 に対 す る 回答 の分 布 を示 して い る。

これ に よる と,「 多様 化 され たオ フ ィス ・コ ン ピュー タ,ま たは 高 度 にイ ン

テ リジ ェン ト化 され た タ ー ミナ ル に よ り構 成 され る 」とみ る もの が40%,「
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④ そ の他

(7.7%)

① 大型/中 型の 汎用

コンピュータが 中 心

の構成

111(24.4%)

中心の構成

127(28%)

③ オフィス ・コンピュータ

または インテ リジェント・

ター ミナルによる構 成

181(39.9%)

回答数454

図9-7-7将 来 の分散処理 の構成

ま す ま す 大 容 量 化,高 速 化 さ れ た ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ を 中 心 に 構 成 され る 」 と い

う も の が28%に 達 して い るo

一 方 「大 型/中 型 の 汎 用 コ ン ピ
ュ ー タ が 中 心 と な って 構 成 さ れ る 」 と み る も

の は24.4%に す ぎ な い 。

こ の 結 果 を 見 る 限 り に お い て は,将 来 の 分 散 処 理 は,現 在 の コ ン ピ ュ ー タ ・

ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心 に な っ て い る大 型/中 型 の 汎 用 コ ン ピ ュ ー タ に 取 っ て か わ

って,オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ,イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル,ミ ニ ・コ ン

ピ ュ ー タ が そ の 中 心 的 役 割 を 果 す よ うに な ると 回 答 者 の 多 くは 考 え て い る よ う

で あ るo

こ の よ うな 意 識 は,回 答 者 の 所 属 す る 組 織 の 規 模,業 種 に よ っ て 差 は み られ

な か っ た 。

以 下,こ の 各 々 に つ い て の 特 色,動 向 な ど を 整 理 し,こ の よ う な イ メ ー ジ の

背 景 を さ ぐ って み る こ と に す る 。

(1)オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ/イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル に よ る 構 成

オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ と イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミ ナ ル は,前 者 が 単
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独使 用,後 者 が端 末 機 とい う発 展 の過 程 も し くは 目標 の違 い が ある が,本

質 的 に は 同 じ もの と考 え られ る。

これ らはそ の使 用 の容 易 性,簡 易性 に加 えて

・通 信 機 能 の強 化 とマル チ ワーク ・ス テ ー シ ョン化 に よ りこれ だけ で

水平 型 分 散 処 理 シ ス テ ムを構 成 す る。

・ホス ト ・コ ン ピ ュ ータを 中心 に放 射 状 に ネ ッ トワ ークを組 み そ の イ

ンテ リジ ェ ンス の強 化 に よ り大 部 分 の仕 事 は 分散 側 で処 理 され る。

よ うな使 い方 で第1線 の業 務 の効率 化 に貢 献 す る よ うに なる。 さ らに,

これ はオ フ ィス ・オ ー トメーシ ョン と リンク され,分 散 処 理 の一 つ の 中心

とな る可能 性 を持 って い る。

② ミニ コン ピュ ー タ中心 の分散 処 理

前 に も述 べ た よ うに,ミ ニコ ン ピ ュー タは急 激 な発 展 を遂 げ てい る。 大

容量 化,汎 用 機 並 の オペ レ ーテ ィ ング ・シ ス テ ム,高 級 言語 機能,オ ン ラ

イ ン ・ネ ッ トワー ク機能 な どの機 能 向上 に加 え て,入 出力機 器 の発 達 が組

み合 わ さ って,従 来 の汎 用機 に よる もの に見 劣 りしな い シス テ ムを作 る こ

とが可 能 とな って き てい る。

この よ うに して作 られ た ミニ コ ン ピ ュ ー タを ベ ース と した ネ ッ トワー ク

は

・小 ま わ りが き き,運 営 お よびオ ペ レ ーシ ョン が容 易 な専 用 オ ン ライ

ン ・シ ス テ ムが作 れ る。

・個 々に は コ ンパ ク トな シス テ ム に なる の で シ ステ ム開 発 が比 較 的楽

で あ る。

・設 備 が簡 単

・コス ト ・パ フ ォー マ ンス が 高 いo

とい う特 色 を有 す る。

既 に米 国 の銀 行 で あ る,シ テ ィ ・パ ンク,パ ン ク ・オ ブ ・ア メ リカな ど

で は,こ の特 色 を生 か して従 来 の 大型 機 に よる集 中処 理 方 式 か ら,多 数 の
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ミニ コン ピュ ー タに よる分 散処 理 方 式 に移行 を行 って い る。

更 に最 近 で は メモ リーが1～2メ ガバ イ トの いわ ゆ る"ス ーパ ー ・ミニ

コン"が 登 場 して きて,大 型 プ ログ ラムの実 行,多 重 処 理 の実 行,な どが

可 能 とな り大 規 模 な シス テ ムの核 とな る能 力 を増 して きた。

ミニ コ ン ピ ュー タ に よる シス テ ムは一般 的 には専 用 シ ス テ ムで そ の特 色

が発揮 され る。 そ れ を い くつ か組 み合 わ せ て大 きな シス テ ム を構 成 す る こ

とがで きる。

この専 用 シ ス テ ム的 性格 と ミニ コン ピュ ー タに よる分 散 処理 の特 色 と相

ま って,シ ス テ ムの単 純 化,簡 便 性,安 全 性,コ ス ト ・パ フ ォー マ ンス が

もた らされ るo

この よ うな事 実 か ら,こ の ア ンケ ー トの回 答 者 の多 くは,将 来 の分 散 処

理 は従 来 の 汎 用 の大 型/中 型 コ ン ピ ュー タに代 って,ミ ニ コ ン ピ ュ ータ が

つ

か な りの部 分 を占 め る よ うにな る と予想 した もの と思 わ れ る。

(3)大 型/中 型 の汎 用 コン ピュ ータ が中心 とな る分散 処 理

この典 型 的 な形 態 は,大 型/中 型 の汎 用 コ ン ピュ ー タ がホ ス ト ・コ ン ピ

ュ ー タ として,階 層 の頂 点 に位 置 し,そ の下 に分散 プ ロセ ッサ な リイ ンテ

リジ ェン ト ・タ ー ミナル がぶ ら下 る とい う階 層 型 で ある。

当 然 の こ とな が ら,国 内 外 の汎 用 コン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーの 分散 処 理 は,

これ に焦点 を合 せ て ハ ー ドウエア,ソ フ トウエ アの製 品 開発 が な され て い

るo

昨年 の秋,IBM社 よ り階 層 型 分 散処 理 用 の 分散 プ ロセ ッサ,IBM

8100情 報 シス テ ムが発 表 され た。 そ の後,日 本,米 国 の メイ ン ・フレ ー

ム ・メ ーカ ー よ り,同 様 の概 念 を持 った製 品 が相次 い で発 表 され て い る。

これ の特 色 は

・集 中型 分 散(階 層 型)を 前提 と してい る
。

・分散 プ ロセ ッサ として独 自の オペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ムを持 って

お り,ハ ー ドウ ェア的 に も以 前の 中型 機 並 の 能 力 を持 って い る。
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・中央 よ りの各 プ ロセ ッサ の コン トロール と メンテ ナ ンス

・分散 側 にお け る シス テ ム開発 を容 易 に行 うため の 言語 ,デ ー タ ・ベ

ース管 理 シス テ ムな どを持 って い る。

な どで あ るo

さ らに これ は大/中 型 の汎 用 コ ン ピ ュ ータ と連 結 され て

・汎 用機 の豊 富 な機 能 が使 え る。

・従 来 の集 中型 シ ス テ ム よ り移 行 しやす い。

・大 型 の技 術 計 算 プ ・グ ラム が扱 え る。

な どの メ リ ッ トもあ るo

日本 の汎 用 コ ン ピ ュー タ ・メ ーカ ーは,同 時 に高級 ミニ コ ン ピ ュ ータ ・

メー カ ーで もあ る。 前記 の よ うな ミニ ・コ ン ピ ュー タ中心 の ユ ーザ ーの 意

識 に対 して,ど の よ うな販 売 戦略 を展 開 して くる で あろ うか。(問51)

7。4分 散 処 理 の課題 と問題 点'

Z41分 散 処理 シス テ ム実 現 の た めの 課 題

図 皿一7-8は 分散 処理 実 現 の ため に実 現 を望 ま れ る課題(主 に分 散 側 か ら

見 た ニー ズ)を 選 択 して もら った結果 で ある。

こ こにお け る第1番 目の項 目は,'ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラム開発 の問 題

で ある。

分散 処 理 の 目的 か ら して,こ の導 入 に よ り特 別 な教育 も し くは専 門家 が必 要

とな ったの で はそ の価 値 が半減 して しま う。

現 在,分 散 側 にお け る プ ロ4ラ ムは,RPGな どの簡 易 言語 を用 い て ユ ーザ

ーが作 成す るか ,ま た は ユ ーザ ー提 供 の,業 種 に あ ま り関係 な く共 通 性 の高 い

給 与,販 売,在 庫 管理 な どの パ ッケ ー ジ ・プ ログ ラ ムを 使用 して い る 。 これ ら

は まだ満 足 の い く状態 で は な いo

ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ージ については,自 由意見 に も見 られ た こ とで ある
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㊦ 無人 運転可能な
ハー ドウェア及びソフ トウェア

(1.6%)

75

そ の他'

6(1.3%)

寧

45
50

回答 数450

第1位 に指定 した もののみ集計

図 皿一7-8分 散処理推進のための課題

が,各 メ ー カ ー,各 ユ ーザ ー個 々の 開発 に よる無 駄 を な くす た め に,言 語 の統

一 お よび共 通 の開発 ,流 通 体 制 の 確立 が 期待 され る とこ ろで ある。

2番 目が分散 デ ー タ ・ペ ース の容 易 な実 現 で ある'。

これ には ア ンケ ー トの⑤ の 「安 価 で大 容 量 の フ ァイルの 実現 」と@の 「分 散

デ ー タベ ース管 理 シス テ ムの提 供 」が必 要 とな る。

分 散 デ ー タベ ース とは全 体 的 に論 理 的 関係 を持 ったデ ータベ ース が,分 散 処

理 シ ス テ ム内 で物理 的 に分 散 した もので ある。 これ を,ユ ーザ ーは そ の論 理 的

意 味 のみ で デ ー タを扱 う こ とが 出来 る もの が分 散 デ ータ ベ ース 管理 シ ス テ ムで

ある.。そ こ まで いか な くて も分 散 プ ロセ ッサ にお い て,デ ー タベ ー ス を簡単 な
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件数

⑪組耽 仕事のやり方な
どの人間系のシステム

との問題

③ 重複開発,全 体的な斉
合性が問題

⑤ システム設計が難 しく
なる

⑤機密保持が困難にな
る

トスコア九蘇
ひ
。

⑤情報処理要員の増大

⑤情報処理部門の権限縮少

①集中型 システムのコンバ
ージョンの労力

①経営情報システムの構

築が難 しくなる

①その他
回答数450

複 数回答(最 大3個)

図fi-7-9分 散処理がもたらす管理上の問題

言語 で ア ク セス 出来 る操作 性,フ ァイル保 護 機 能 を持 った シ ステ ムが期待 され

る0

3番 目の課 題 と して あげ られ て い るの が,異 機 種 メ ー カ ーの タ ー ミナル接 続

の問題 で あ る。

最近 分 散 処理 用 の タ ー ミナル と して非 常 に バ ラエ テ ィに富 ん だ もの が発表 さ

れ てい る。 しか しな が ら,こ れ らを種 々組 合 わせ て 目的 の業 務 に最 した シス テ

ム構 成 を 作 ろ うとす る実 際 問題 と して 巧 くい か な い事 が多 い。 また無 理 に接 続
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して も トラブル時 にそ の障 害 の切 り分 け に一苦 労 させ られ る こ とに な る。

今 後 ま す ます 多 様化 され た タ ー ミナ ル が発表 さ れ る と予想 され る が,そ れ が

そ の まま 多 くの ユ ーザ ーの利 益 とな る よ うな接 続 方 式の 標準 化,も し くは安 価

な イ ン タ フ ェ ース ・モ ジ ュ ール が望 まれ る と ころ で ある。(問52)

Z4.2管 理上 の 問題 点

「分散 処 理 は コン ピ ュー タ技 術 と してで な く,経 営管理 上 の問題 と して認 識

す べ し 」とい う意見 が多 い。

図ll-7-9は 分散 処 理 の導 入 に と もない、 経 営 管理 上,シ ス テ ム管理 上 で

て くる と予 想 され る問 題 につ い て関 係 者 が どの よ うに認 識 してい るか み た もの

で あ る。10項 目中 よ り最大3項 目選択 の複 数 回答 に よる もの で,各 々の項 目

に つ い て どれ だ け の人 が問題 点 とみ て い る か を示 してい る。

これ に よる と 「コン ピ ュ ータ ・シ ス テ ムの み な らず組 織,仕 事 の や り方 な ど

の人 間系 の シ ス テ ムの問題 」,お よび 「各 部 門単 位 での 開発 に よる重 複 開 発,

全 体 的 な斉 合 性 」の2つ が,各 々,全 回 答者450名 中,65.1%,624%

とい う大 きな比率 で共 通 に指 摘 され てい る。 これ以 外の 項 目に つい ては,特 に

は っ き り した傾 向 が見 られ ず,各 々の環 境 に よ り変 って くる もの と思 わ れ る。

また この傾 向は,回 答 者 の業 種,規 模,分 散 処理 導入 の 有無 に よる違 い は 見

られ ないo

(1)人 間 系 の シス テ ムの 問題

分散 処 理 の導 入 は,組 織,制 度,仕 事 の や り方 に イ ンパ ク トを もた らす 。

第1に は,情 報 処理 機 能 の分 権化 に と も ない,そ の責 任,権 限 の一 部 を

エ ン ド ・ユ ーザ ーが負担 す る こ とが必 要 と な って くる。

第2は そ の 分 だ け,情 報 処 理 の部 門 の 責任,権 限 お よび経 営 管 理 上 の 位

置 付 が変 って くる こ とで ある。 ア プ リケ ー シ ョン ・シ ステ ムの 開発 の主 体

性 は徐 々に エ ン ド ・ユ ーザ ーに移 って い くか,情 報 処理 に 関す る基 本方 針

策 定,シ ス テ ム管理 な どが重 要 な テ ー マ と な って くる な どの責 任,権 限 の

変 更 が問題 にな って くる もの と考 え られ る。
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も う1つ が分散 処理 体 制 に合 わせ た各 種 の手 続 き,規 程,基 準 な どの 問

題 で あ る。 前記 の責 任,権 限 との 関連 性 に加 え て,全 体 的 な斉合 性,機 密

保 護 の 立場 か らの検 討 も必 要 で あ る。

② シ ス テ ムの分 散 と管理 の 集 中

分 散 処理 の進 展 は逆 に情 報 処理 の 中央 コ ン トロールの必 要 性 を増 加 させ

るo

シス テ ム開発 の無 秩序 な分 散化 は,全 体 シス テ ム との非 斉 合 性,重 複 開

発 に よる コス ト増 大 を もた らす こ とに な る。

また ハ ー ドウェア の面 か ら も,そ れ ぞ れ好 み の機 器 の導 入 を行 え ば,機

器 間 の接 続,互 換 性 に問題 を生 じさせ,コ ス トの 際 限 ない増 大 を もた らす

こ とに なる。

この よ うな事 情 か ら,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェアにつ い て の基 本方 針

設 定,調 整 な どの シ ステ ム管理 機 能 の強 化 が,分 散 処理 に よる分 権化 と併

行 して行 われ る こ とが必要 とな る で あろ う。(問53)

7.5ま と め

以 上 の検 討 結 果 お よび ア ンケ ー トの 自由意見 を も とに して,「 分散 か 集 中か」,

「分 散 処理 の将 来 像 」につ いて ま とめ て み る。

(1)一 般 論 と して 分散 か集 中か の 問題 は,各 々の企 業,団 体 の経 営 特 性か ら

判 断 して,適 応 す る方 式の 選択,ま た は両 方 式 の混合 型 を採 用 す べ き もの

で あ る。

{2)エ ン ド ・ユ ー ザ ー業務 の効 率 化 を 目標 と した分散 処 理 は今 後 もます ます

進 展 す る。

(3)一 方 で は経 済 現 象 にお ける集 中化 の メ リッ ト,必 要性 も見逃 す こ とが出

来 ない。

さ らに現 状 か ら判 断 して 集 中 処理 の方 が適 す るア プ リケ ーシ 三ン も存 在

す る。
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④ 分 散 処理,集 中処 理 は二 者 択一 で は ない 。 集 中,分 散 の長 所 を取 り入 れ

た 中間 の 形 態 …… い わゆ る集 中型 分 散 処理 が一 つの 中心 に な る と予 想 され

るo

㈲ シ ス テ ムの形 態 は階層 型,階 層/水 平型 が 多 く,そ の 中心 的 構成 は従 来

の 大型/中 型 の汎 用 コ ン ピ ュー タに か わ って,オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タ,

イ ン テ リジ ェ ン ト ・タ ー ミナル,ミ ニ コ ン ピ ュータに な る とい うの が こ の

ア ン ケ ー ト回答 者 の平 均 的 な意識 の よ うで あ る。

(6)分 散 処 理 の実 現 の た め に一番 問題 と考 え られ てい るの は,技 術 的 な面 で

は 分散 側 に お け る シス テ ム開 発 の 問題,管 理 上か らは 組織,仕 事 のや り方

との 調和 の問 題 で ある。

(7)「 メ ー カ ー側 の 技術 開発 と ユ ーザ ー側 の ニ ーズ,体 制 との バ ラ ンスの と

れ た 分散 処理 が定 着 す る時 期は い つ頃 に な る と思 うか 」(問54)と い う質

問 に対 す る 回答 は 下 記の よ うで,意 外 に悲 観 的な人 が 多 い。

・1986年 以 降 に な る50 .5%

・1981～1985年45 .7%

・1980年 まで3 .8%

(回 答 数446)

現 行 の 技 術先 行,メ ーカ ー主 導 型 の 分散 処 理 に対 して,ユ ーザ ー側 の 対

応 が なか なか追 い つ か ない とい う こ とで あ ろ うか。
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8.マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ

マ イク ロ ・コン ピュー タ(マ イ コ ン)に 関 す る ア ンケ ー トの 設 問 内容 は,今

回 の調 査 対 象 者 に とって 多 少 厄介 な テー マ で あ った こ とは 否定 で きな い。 これ

は,回 答者 の マ イク ロ ・コ ン ピ ュー タに関す る経 験 度が11～14%で あ る と

い う結 果 か ら も推測 で き る。 した が って,は じめに 回答 者 の マ イク ロ ・コ ン ピ

ュー タに対 す る興 味 の 度合 い を把 握 す る必要 が あ る と考 え る。 ま た,一 つ には,

今 回の母 集 団 で ある コ ン ピュー タ ・ス ペ シ ャ リス トが,マ イ ク ロ ・コ ン ピュー

タ を どの よ うに評価 して い るか を知 るの は興 味 の あ る問題 で あ る。 換 言 す れ ば,

この 人達 が マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タの 分 野 で もけん 引力 を発揮 す るか ど うかは,

そ の潜 在 能 力か ら考 え て,わ が 国 の こ の分野 の 発展 のベ ク トル に か な りの 影響

力 を 持 つ とい え る。 これ を占 うデ ー タ と して,マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タの作成

を希 望 す る者 が,未 経 験者 の うち約60%で あ り,こ の うち約70%が ホ ビー

と して マ イク ・ ・コン ピュー タの作 成 を望 ん でい る とい う集 計 を 得 た 。8.1

節 では,こ の よ うな観 点 か らマ イク ロ ・コン ピュー タの作 成経 験,作 成 希 望,

作成 を希 望 す る動 機 とそ の分 野 な どに つ いて,回 答者 の 興味 とニー ズ に 関す る

調 査 結 果 を ま とめた。
(文献1)

統 計 に よる と マ イク ロ ・コン ピュー タの 製品 価格 に 占め る ハー ドウェ ア と ソ

フ トウェ アの 比率 は30か ら40%を 最 多帯 と し,0か ら 】0%の レン ジが ほ

ぼ 同率 で これ に つづ く。 この よ うに ソフ トウ ェアの価 格 比 が低 い理 由の一 つ と

して,マ イク ロ ・コン ピュー タが ソフ トウ ェア 開発 の あま り厄介 で な い分野 を

選ん で進 展 して い るか らで あ る とす る見 方が あ る。 金 物 価格 が5年 間 に2分 の

1と い う急 降 下 に あ る状 況 の なか で,こ の傾 向 は ます ます 助長 され る か,あ る

い は プ ・グ ラム開発 の手 法 が整 備 され,ソ フ トウ ェア依 存度 が増 加 す るか は ・

1985年 頃 を 目途 として一 つ の分 岐 点 とな るの では なか ろ うか。8.2節 で は,

マ イ ク ロ ・コン ピュー タの ソ フ トウ ェアの 動 向 に焦 点 を 向け た。 これ は今 回 ア

ン ケー トの 母集 団 に とっ て も得 意 とす る分 野 だ と考 え る。
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回 答 者 の ほ とん どが,い わ ゆ る大 型汎 用 計算 機(中 型,小 型 を含 め て,以 下

汎用 機 と呼 ぶ)の 経 験 者 で あ る と～二うか ら,1985年 を 目途 にマイク ロ ・コ ン

ピ ュー タが これ らの汎 用機 と どの よ うに関 係 して くるか,す なわ ち,デ ー タ処

理 の分 野 に どの程 度 進 出 す る か を予 測 して もら った。 これ に よる と,マ イ ク ロ・

コ ン ピュー タは ミニ ・コ ン ピュー タや 汎用機 の代 替 には な らない とす る者 が半

数 を超 えた。8.3節 で は,こ の よ うに マ イク ・ ・コン ピ ュー タ と汎用 機 との

関係,新 しい応 用 分 野 な どに関 す る将 来 動 向 を 中心 と して ま とめ た。 技 術 予 測

に つい ては プロセ ッサの 基 本機 能 の予 測に と どめ,よ り専 門 的 な もの につ い ては

回 を改 め る必 要 が あ る と考 え る。

8.1興 味 と ニ ー ズ

81.1経 験 度

図ll-8-1は 回 答 者 の マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ作 成 経 験 に つ い て 調 査 した

結 果 で あ る。 こ れ に よ る と,ハ ー ドウ ェ ア な い し ソ フ トウ ェ ア を 作 成 した 経 験

の あ る 者 は]]%お よ び14.7%で あ る。 な お,こ れ ら を ク ロ ス した 結 果,

ソ フ ト/ハ ー ド両 方 の 経 験 者 は84%も あ る と と が わ か っ て い る。 今 日 の コ ン

ピ ュ ー タの ソ フ トウ ェ ア 関 係 者 で ハ ー ドウ ェ ア の経 験 者 が ど れ ほ どい る だ ろ う

か 。 この よ うに,ハ ー ド/ソ フ トの 両 面 の 経 験 を 持 つ も の が,マ イ ク ロ ・コ ン

ビ=一 夕技 術 者 の 一 つ の 特 徴 と い え よ う。(問56-1,58-1)

経 験 度 を 回 答 者 の 仕 事 内 容 別 に ま とめ た の が 表 皿一8-1で あ る 。 これ に よ

る と,経 験 者 の 絶 対 数 は ソ フ ト/ハ ー ド共 に 情 報 処 理 ・シ ス テ ム 関 係 の34名,

47名 が 第1位 と な る が,こ れ は 調 査 対 象 者 の 仕 事 内 容 が 片 寄 っ て い る た め と

い え る才 これ に 対 して,経 験 度 では 製造(設 計)に 従事 す る者 の24.1%が

ハ ー ド ウ ェ ア経 験 者 で あb,33.4%が ソ フ トウ ェア 経 験 者 で あ る か ら,情

報 処 理 ・シ ス テ ム関 係 者 の 経 験 度9.5%お よ び13.9%を 大 巾 に 上 回 る。

*調 査対称者の うち約75%が 情報処理 ・システム関係者である。
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経 験 あ り

十
経 験 な し

丁 回 答 数463

A.ハ ー ド ウ ェ ア の 経 験

回 答数448

14.7%

(66人)

85.3

(382人)

B.ソ フ ト ウ ェ ア の 経 験

図 皿 一8-1マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ の経 験 度

表 皿一8-1仕 事 内 容 別 マ イク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ経 験 度

仕
事
域 内
経 容
験

藁

筆

総
務
・

企
画
1三
ム

事

務

製

造

仕
入
・

購
買

そ

の

他

計

ノ 、

|

ド

ウ

エ

ア

あ り
2
(11.8)

2

(7.7)

34
(9.5)

0
(0)

7

(24」)

0

(0)

6
(19.4)

51

(11.0)

な し
15

(88.2)

24

(92.3)

314
(90.5)

11
(100)

22

(75.9)

1
(100)

25

(8α6)

412

(89.0)

計
17

(100)

26

(100)

348
(100)

11

(100)

29
(100)

1
(100)

31

(100)

463
(100)

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

あ り
2
(11.8)

3
(12.0)

47

(13.9)

0
(0)

9
(33.3)

0

(0)

5
(179)

66

(14.7)

な し
15
(88.2)

22

(88,0)

292
(86.1)

11
(100)

18

(66.7)

1
(100)

23

(82.1)

382
(85.3)

計
17
(100)

25.
(100)

339
(100)

11
(100)

27

(100)

1
(100)

28

(100)

448

(100)

*()内 数字 は%
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若干 デ ー タ不 足 の難 は あるが,こ の 比率 か らみ る と,マ イク ロ ・コ ン ピュー

タ技 術が 製造 関係 の 分 野か ら開 拓 さ れ つ つ あ る事 実 と一 致 して い る。 ま た,今

回 の 母集 団 の約75%に 相 当す る情 報 処 理 ・シ ステ ム関 係者 の マ イク ロ ・コ ン

ピュー タに 関 す る経 験 度 が10%前 後 しか な い とい う結 果 か ら,彼 等 が この 分

野 の 実 務 面 に あま り進 出 してい ない の が 現状 で ある と判 断 で き る。

そ れ で は,将 来 にお いて マ イク ・ コン ピュー タを経験 し ょ うとす る意 欲 は ど

うだ ろ うか。 未経 験 者 を対象 に上 記 の点 を 調 査 した結果 を図 皿一8-2に 示 す。

これ に よる と ハー ドウェ アな い し ソ フ トウェア の作 成 を希 望 す る者 は60%弱

で あ り,裏 返 して考 え る と40%強 の 者 が マ イ ク ・ ・コン ピュー タに意 欲 的 で

は な い とい う見 方 が で き る。 た だ し,回 答 老 の平 均年 令 が36.7才 で あ り,既

婚 老8'8%と い う母集 団 の物 理 的 社 会 的 制 約 が マ イク ロ ・コ ンピュー タの 作 成

とい うノ ル マ を拒 否 した公 算 も大 で あ る。 これ を仕事 内 容別 にみ る と,製 造(設

計)に あ る者 の76%が 「作 成 希 望 あ り」 と して いるが,情 報 処理 ・シス テ ム

関係 に あ る者 では60.2%と 約16%減 となり,こ こで も両者 の 差 が表 わ れ

て い るo(問56-4,58-4)

希望あ り 希望 な し

57.9%

(248人)

回答 数428

42.1

(180人)

A.ハ ー ド ウ ェ ア の 作 成 希 望

回 答 数437

59.3%

(259人)

40!7

(178人

B.ソ フ ト ウ ェ ア の 作 成 希 望

図 皿 一8-2マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ の 作 成 希 望
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8.1.2作 成 動 機

マ イク ロ ・コ ン ピュー タの ハー ドウ ェア作 成経 験 者 に対 して,作 成 動 機 を尋

ねた 結 果 が 図il-8-3 -Aで あ る。 これ に よる と,58.2%の 者 が仕 事上 の 必

要 か ら作成 した と答 え て い る。 と くに,製 造(設 計)関 係 に従 事 す る者 で は

86%が 仕事 の上 で作成 した もの と して い る。(問56-3)

Aど のような立場て作成
したか

(回 答数:55)

Bど のような立場で作成
したいと希望するか

(同 額:266)

仕 事で
582%(32)

趣 味 で

23.5%(13)

勉強の ため
12.7%(7)

その雅
5.5%

{3)

仕 事 で

19.2%(51)

趣味で
695%(185)

勉強のた
9β%(26)

‡鎖 、)

図ll-8-3ハ ードウェアを作成した(あ るいは作成 したい)立 場

図ll-8-3Bは 将 来 ハ ー ドウ ェ アを作 成 した い と希 望す る者266人 に 対

して,ど の よ うな立 場 で作 成 した い か を調査 した 結果 で あ る。 これ に よ る と,

約70%の 者 が趣 味 と して作成 す る こ とを希 望 して お り,こ の比 率 は 同 図Aの

約3倍 に も達 して い る。(問57-2)

図 皿一8-4に よれ ば,こ の 傾 向 は情 報処 理 ・シ ステ ム関 係者 に より強 く表

わ れ て い る。

そ鴨 ,、

仕 事 で
1S.4%

(32)

趣 味 で
74.5%

(155)

勉強のた
9,1%

(19)

/ハ
//i

語 語 1
(ち1ご

%

4

鋤

3

(

(上)情 報処理 ・ンステム関係者

ぐF)そ れ以 外

図 皿一8-4仕 事内容別マイコン作成希望の立場

マ イ ク ロ ・コン ピュー タが 種 々の産 業 分 野 で必 要 に な り,そ れ に か か わ る仕

事 の領 域 も拡 大 され つ つ あ る こ とは 事 実 で あ り,同 時 に新 しい ホ ビー と して混
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透 しつ つ あ る こ と も衆 知 で あ るが,こ こで,と くに情 報処 理 や シス テ ム関 係 に

従事 す る者 の うち約75%が 仕 事 と して で は な く,む しろ ホ ビー と して マ イ ク

・ ・コン ピ ュー タを考 え て い る こ とは 興 味 が あ り今後 の 進展 に 大 き く影 響 す る

こ と の ように思 わ れ る。

81,3'各 産 業 分 野 との関連

図 皿一8-5は 回 答者 が 作成 した(あ るい は将 来 作成 しょ うと考 え てい る)

マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タが どの産 業 分 野 と関連 を 持 って い るか を ま とめた もの

で あ るo(問56-2,57-3,59-1)

A.作 成したハードウェア

(回 答数=56)

B.作 成してみたい's－ドウxア

(回 答数:254)

交通18{1}

民生 ・家電

14.3ち(8)

事 務

2M'(,2) 矧
{_信
ヨ.6φ

12)

54多

(3)

コンピエー'関 連機器 汎用マイコン

196φ(11)2L4φ(12)

その飽

89`(5)

ドミ ㍑ ＼
394φ(loo)

392851
91(23)83(21)291(74)

⑪(7}(13)

/ /"一
民生 ・家電

329`(83)

碩 酪

B9φ(35)

工 桑

1α3φ(26)1

針商 ・ン5汎 用マイコ!

蹴 ・・驚8・ 砺(62)

ぷ
司

C.作 成してみたいソフトウtア

(回 答数=252)

図 皿一8-5ど の分野のマイコンを作 りたいか

これ ま で に 作 成 した も の の 分 野(A図)で は,事 務 用 と汎 用 マ イ ク ロ ・コ ン

ピ ュ ー タ が 共 に2].4%で 第1位 を 分 け あ っ て い る。 ま た,工 業 計 測 関 係 の

分 野 が 極 め て 低 い 比 率 に な っ て い る が,家 電 製 品 な どに く らべ て]個 の コ ス ト

が 高 い も の を 作 成 す る の が こ の 分 野 の 特 徴 で あ る 。 参 考 の た め に77年 度 の マ

イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ 出 荷 状 況 の 調 査 結 果(図 皿一8-6)を 見 る と,出 荷 数

量 で は 家 電 の66%,金 額 比 で は 工 業 の 分 野 の27%が 第]位 と な っ て い る こ

とが わ か るo

図ll-8-5Bお よ びCで は,作 成 して み た し(ハ ー ド ・ソ フ ト ウ ェ ア 共 に 民 生 ・

家 電 が 第1位 を 占 め,汎 用 マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュ ー タが こ れ に続 い て い る。 こ の

両 者 は 共 に ホ ー ム ユ ー ス あ る い は パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ と して ホ ビー を 意

識 した 結 果 と し て と ら え る こ とが で き る。
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計測 ・試 験 ・監視

66%家 電

事 務 ・商 業 工業

19%9%

A.出 荷 数 量 比

民 生 ・家電 事 務 ・商 業
13%26%

B.出 荷 金 額 比

図ll-8-6応 用機器出荷数量および金額比率(,77電 子協調べ)

8.1.4望 ま れ る作 業 工程 と価 格

将来 マ イク ロ ・コン ピュー タの ハ ー ドウ ェア を作成 した い と希 望 す る回 答者

に対 して,そ の 望 ま しい作 業 工 程 を尋 ね た結 果 を図 皿一8-7に 示 す。 これ に

よる と,キ ッ トを入 手 して組 み 立 て る とす る者 が54.7%,続 い て完成 品 の

ボー ドを入 手 し,必 要 に応 じて接 続 した い とす る者 が23.6%と な る。 これ

に対 して,基 板 を設 計 しチ ップ(デ ィ ップ)か ら組 み上 げ る とい う特 注 品 的 な

手 法 も約20%の 支持 者 が い る。(問57--4)

作 業 工程 に 関す る希 望 は 回答 者 のバ ック ・グ ラ ウ ン ドに よって影 響 を うけ る。

た とえ ば,同 図B,Cで 明 らか な よ うに,経 験 者 では チ ップ、か ら組 み上 げ る方

法 が41%で 第1位 で あ るの に対 して,未 経 験 者 では15.2%で 第3位 にte

ち る。 また,作 成 し ょうとす る立 場 に応 じて も,仕 事 と趣 味 の違 い に よ って上

記 とほぼ 同様 の調 査結 果 を得 て い る。

図 皿一8-8は 上 記 の回 答者 が どの よ うな価 格 レベル の マ イ ク ロ・コンビL・一

夕 を作 成 した い かに つ い て調査 した もので あ る。(問57-5)こ れ に よる と,

42.4%の 者 が10万 未 満 の価 格 レベ ル の もの を望 ん で第1位 とな り,38.

3%が10～30万 円 の レベル を希 望 して い る。 価格 に つ い て は種 々の 解釈 が

で き るが,こ とでは 周 辺機 器 も含 ん だ 現時 点 の価 格 と して と らえ てい る。 こ こ

で も回答 者 の バ ック・グ ラウン ドに よ り差 が表 わ れ て くる。 た とえば,経 験 者 で

は43.9%の 者 が10万 ～30万 円 の 価格 を希 望 し第1位 とな り,第2位 の
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A.作 成 したい
マイコンの工程
回答数:267

B.経 験 者

C.未 経 験 者

その他2.6%(7)
。特注する
。完成品を購入 し主として

ソフトウゴアを開発 したい

① チ ップか ら
19,1%(51)

② ヤ ッ ト か ら

54,7%(146)

③ 完成 品
ボ ー ドを 使用
23.6%(63)

1

50% 100%

① チ ッ プ か ら
41%

② キ ッ トか ら
26£%

③ 完成品の アセ ンブル
24.4%

その他

7.8%

＼,
15.2% 59.8% 23.7%

1

:
他

1.3φ

図 皿一8-7望 まれる作業工程

]0万 円 未 満 を希 望 す る者 は22%に 減少 して い る。 ま た,仕 事 で作 成 し ょ う

とす る者 の 希 望価 格 レベル は全 体 に ち らば り,ホ ビーを 志 向す る者 の 希 望価 格

は30万 円未 満 の低 価 格 に圧 縮 され てい るのは 妥 当 であ る。

いずれでもよい

回答数:26q

100

10万 円未満

42.4%(112)

10～30万 円

383惜(101)

30～50

615

(16)

50万

堤
53φ

(14)

未定

43チ3.8`

(1り 【10)

1・

50%

図il-8-8作 成したい価格vベ ル

経 験 度 の 高 い技 術 者 が 調査 対象 者 と して数 多 く選ばれ る と,よ り明 白 にな る

こ とだが,経 験 者 と未 経験 者 では マ イク ロ ・コ ン ピュー タの興 味 とニ ー ズが若

干 異 な るの で,将 来 予 測 に あた っ ては,経 験 者 の数 が動 的 に増 加 す る こ とを考

慮 す る必要 が あろ う。

8.2ソ フ トウ ェ ア の 動 向

8.2.1ソ フ トウ ェ ア の 種 類 と 開 発 手 法

(1)図N-8-9Aは マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュ ー タ の ソ フ トウ ェ ア 経 験 者 が こ れ

ま で に 作 成 し た ソ フ トウ ェ ア に つ い て 示 した も の で あ り,同 図Bは ソ フ ト

ウ ェア を 作 成 す る 希 望 の あ る 全 回 答 者 が 将 来 作 成 した い ソ フ トウ ェ アの 種
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類 に つい てま とめ た もので あ る。(問58-2,59-2)こ れ に よる と

両者 共 に 応 用 プ ログ ラムが 第1位 を 占め るが,前 者 が50.6%で あ る の

.に 対 し て 後 者 は79.9%と な り,応 用 分野 の プ ログ ラ ム志 向 が強 ま って

い る。 これ は 将 来 に おけ る マ イク ロ ・コン ピュー タの 利用 範 囲 の拡 大 を意

識 した結 果 で あ り,現 実 に進 行 して い る事実 と も一 致 して い る。

A.作 成 したソフトウエア
の種類

回答数:85

B.将 来作成しkい
ソ7トウsアの種類

回答数:269

①ハートラ」
のチェプク用
82φ

(7)

② ソフトウェア・サポート用

(モ エタ.ア センブラ等)
329φ(28)

⑨応用(専 用)プ ・グラム

506φ(43)

④その他
82φ

(7)

②ソ7トウェアサポート用

(モニタ.アセンブラ
等)

156φ(42)、

①応用(専 用)プ ・グラム

799φ(215)

/

蹴 一 ㌫/

図 皿一8-9作 成した(希 望する)ソ フトウェアの種類

(2)こ の よ うな状 況 が 進 む に つ れ,ま す ま す簡 便 な プ ログ ラ ム開 発 の手 法 が

要 望 され る よ うに な るの だ が,現 状 は ど うで あ ろ うか。 図 皿一8-10に

は,回 答者 が ソ フ トウェ アを 作成 す るた め に用 い た 機 種 を示 して あ る。 こ

れ に よれ ば,約 半 数 の 者 が 目的 とす る マ イ ク ロ ・コン ピュー タ 自身 を用 い

てtsり,汎 用機 や ミニ ・コン ピュー タを用 い た者 は38.5%で あ る。 こ

の 比率 は 汎 用 の大 型 コ ン ピュ ー タ等 に接 す る機 会 の 多 い と思 わ れ る情報 処

理 ・シス テ ム関 係者 も同様 で あ る。 これ に 対 して,製 造(設 計)に 従事 す

る者 で は 汎用 機 等 を用 い た ク ・ ス型 の ブ ・グ ラム開発 を行 った ものが5,

セル フ型 は4の 割 合 とな り,1位2位 が逆 転 して い る。(問58-3)

① 同 一 の マ イ コ ン
508%(33)

③ ミニ コ ンや 汎 用 機
38.5S(25)

4

7i;β

②上位 機 種の マ イ コン
3.1%{2)

図 皿一8-10ソ フ トウェアを作成 した機種
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目的 とす る マ イク ロ ・コ ン ピュー タ 自身 を用 い て ソ フ トウェ アを開 発 す

る場 合 の言 語 分 布 の 目安 と して 図 皿一8-11を 参 照 され た い。 これ は 文

献(1)に よ る応 用 システ ム開発 言 語 の使 用 分 布 とサ ポ ー ト形 態 を示 した

もの で あ り,現 状 では80%が アセ ン ブ リ言 語 を用 い て い る こ とが わ か る。

ま た,サ ポ ー ト形 態 は ク ・ ス型 が58.8%で 第1位 と な ってお り,図 皿

一8-10で 示 した本 調査 の結果 とは 異 な って いる。これは前者が メーカー ・

サ イ ドを 中心 に 調査 した た め,製 品 化 のた め の プ ログ ラム開 発手 法 が よ リ

シ ス テマ テ ィ ック で簡 便 に な って い るた め と解釈 で きる。 これ に対 して後

者 で は ホ ビー ・ユー ザー を含 ん で い るた め,あ る程 度 セ ル フ型 に な らざ る

を得 な い とい う事 情 が 考 え られ る。

コンパイラ言語4%

A.開 発 言 語

機 械 語

16%

ア セ ン ブ リ 言 語

80% 延べ回答件数836件

TSSサ ポ ー ト4.1%
●

B.サ ポ ー ト形 態 .

セ ル フ ・サ ポ ー ト

37.1%

ク ロ ス ・ サ ポ ー ト

5&8% 延べ回答件数704件

図E-8-11開 発手法 の分布

これ らの 現 状 に 対 して,将 来 の 言語 と サ ポー ト形 態 に 対 す る要 望 を 示 し

た もの がll-8-]2で あ る。 こ こで もク ・ ス形 の ア セ ンブ リ言 語 に 対

す る要 望 が 第1位 とな り,現 状 を延 長 した結 果 と して と らえ る こ とが で き

る。 しか しなが らこれ らの状況 も応 用 分 野 に よって異 な り,工 業,計 測,

デ ー タ処 理 の 分 野 で は科 学 技術 演 算 を主 とす るた め,FORTRANな ど

の高 級 言 語 を志 向 し 民生 ・家電,通 信 の 分 野 で は シー ケ ン ス制 御 を主 と し
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て い るた め,高 級 言語 を必 要 と しな い か,む しろ避 け てい る傾 向 に あ るの

で は なか ろ うか。

セ ル フ

(389)

ク ロ ス

(404)

TSS

(197)

陣 件
一154件

1301件

一177件

ロ アセンブリ言語

Z勿 ・ンパイラ言語

1103件

、94件

1(b 加 蜘(件)

馴 一8-12ソ フ トウ・アに対 する要 望

82.2ソ フ トウ エ ア の 価 格 動 向

図 皿一8-]3は マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ ・662件 に つ い て,ソ フ ト ウ ェ

ア価格 比 率 を応 用 分 野 別 に集 計 した もの で あ るこ これ に よる と,総 合 で の ソフ

**
トウェア価 格比 は36%と な り,大 型 計 算機 の ソ フ トウ ェア価格 比80%を は

るか に下 回 る。 これ も応 用 分野 に よ リバ ラツキがあ り,量 産 性の 高 い 家 電,事 務

機 等 で は ソフ トウ ェア価格 比 は低 く,平 均 で30.5%か ら26%で あ るが,

約 半数 の システ ムが 比 率20%以 下 の価 格 帯 に あるの が現 状 とな っ て い る。

図 表 をは ぶ い たが,総 合 では16%(106件)の シ ステ ムが 価格 比]0%

以 下 の価 格 帯 に あ る。 マ イク ・ ・コ ン ピュー タにお い て,こ の よ うに ソフ トウ

ェ ア価 格 比 が 低 く抑 え られ て い る のは,ソ フ トウ ェア開 発 費 が あ ま り重 大 に な

らない よ うな応用 分 野 か ら浸透 して い るか ら とされ てい る が,将 来 は 開発 手 法

の整 備 とハ ー ドウェア価 格 の下 降 に伴 って,ソ フ トウ ェア価格 比 が どの よ うな

*デ ー タは文献(1は り引用され,そ れ らの単純平均を計算 した。

**ベ ーム の推測 文献②
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総 合(652)

ハ ー ド ウ エ ア ソ フ ト ウ ェ ア

貼蜘55件)一 305%

醐 商業(41件)-26・%

工 業(211件)luaZWWZZ[33.9%]

交通 ・輸送(25件)一
計測 ・監視(143件)一
通信(64件)一 402%

データ処理(105件)

その他(8件)

一難 48.7%

図 皿一8-13応 用 分野別 マイク ロコン ピュータハ ードソフ ト価格比

傾 向 を と る か が 興 味 深 い と こ ろ で あ る。

図 皿一8-14は 本 ア ン ケ ー ト回 答 者 に よ る1985年 を 目途 と した ソフ トウェ

ア価 格 比 率 の 予 測 で あ る。(問60-1)

こ れ に よ る と,比 率80～1'00%と 答 え た 者 が31.5%で 最 多 帯 とな り,

以 下 予 測 比 率 の 下 降 に 伴 っ て 回 答 数 は 減 少 し,ソ フ ト ウ ェ ア価 格 比20%未 満

と答 え た 者 は5.9%と な る。ltfo,こ の デ ー タ を デ ル フ ァ イ法 の 第1評 点 と
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して ま とめ る とB図 の よ うに な り,そ の中 央 値 は60%で ある。 な お,こ こで

も,マ イク ロ ・コ ン ピュー タの経 験者 と未経 験 者 では 若 干異 な った 見 方 を して

い る。 た とえば,価 格 比40%未 満 と予 測 した ・・一 ドウ ェア経 験 者 が わず か8

%で あるの に対 して,未 経 験 者 では21.9%と 比 率 の 上 で2.5倍 もの者 が

ソ フ トウェア の低 価格 比 を 予測 してい る。

回 答 数:377

(平 均値703%)

1020304050(%)

A図

〔1985年 頃 の マ イ コ ン ソフ トウ ェア が 占め る価 格(%)〕

%50

1

-
1
四

外

位

点

60%

I

l
l

中
位

点

B図

%

位

点

80

ー

ー
ー
四

分

の

=

図fi-8-14ソ フ トウ ェアの占め る価格比率(1985年 を 目途 とす る)

ソ フ トウ ェ ア の 開 発 費 を 低 く抑 え る た め に 努 力 す べ き 方 法 と して1985年 頃

に 普 及 す る 形 態 に つ い て 調 査 し た も の が 図ll-8-15で あ る(問60-2)。
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これ に よ る と,マ イ ク ・ ・コ ン ピ ュー タ 自 身 の サ ポ ー ト ・ソ フ トウ ェ ア を 拡

充 さ せ る べ き とす る 者 が 第]位 と な っ て い る。TSSあ る い は ク ロ ス ・サ ポ ー

トに よ る 手 法 が,プ ロ グ ラ ム 開 発 一上,よ り簡 便 で あ る と考 え られ て い る が,こ

の 問 題 は 開 発 ブ ・ グ ラ ム の 難 易 度 と関 連 し,あ る い はTSSや 汎 用 機 の 使 用 料

金 と い う コ ス ト上 の 議 論 を 含 み,軽 々 に 結 論 の で な い も の で あ ろ う。

セ ルフ型(マ イクロ ・コンピュ

ー タ自身 のサ ポー ト ・ソフ ト

ウェアの拡 充)

クロス型(ミ ニ コンや汎用機

に ょるサ ポー トの拡 充)

ハ ー ドウエア拡 充

(デ バ ッグツールの普 及)

TSSサ ー ビ ス の拡 充

そ の 他

ー
)

1

%647(5

ー

ー

03

)836(162

)鎚6(062

1

)523(3

1

31

)65(
1

32

F

IOO200300件

図 皿一8-15ソ フ トウェア価格を抑え るため考えるべ き開発手法

(1985年 を 目途 とす る)

8.3将 来 動 向

8.3.1シ ス テ ム の 位 置 づ け

将 来 に お い て,マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タは ミ ニ ・コ ン ピ ュ ー タ や 大 型 汎 用 機

と の 関 連 か ら ど の よ う に 位 置 づ け ら れ る だ ろ うか 。 これ ら の 定 義 は 流 動 的 で あ

ろ うが,一 応 ～二の3種 類 を 今 日 の 通 念 と し て 受 け 取 った と して,1985年 を 目

途 と し て ど う変 化 す る か を尋 ね た の が 図H-8-]6で あ る(問60-3)。
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***
とれ に よれ ば,52.6%の もの が,マ イク ロ ・コン ピュー タは⊥ 位 機 種 の

代替 に は な らず,そ れ ぞ れ の応 用 分野 での み 発 展す る と して い る。 ま た,専 用

業 務 に使 用 され て い る上 位機 種 の 全 部 ま たは 一 部 が マ イク ロ ・コン ピュー タに

置 き換 わ る と した 者 は,そ れぞ れ34.6%と29%あ った。大型機 のオペ レー

テ ィン グ ・シ ス テ ムが マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タ化 され る とい うフ ァー ム ウェ ア

型 を支持 す る者 が27.2%あ り,上 位 機 種 の す べ て が マ イ ク ・ ・コ ン ピュー

タで置 き換 わ る と断定 す る者 も21件(5%)あ った。 なお,情 報 処理 システ

ム関 係 以外 の仕 事 に あ る者 の 方が 若 干 マ イク ロ ・コン ピュ ー タ優 位 の考 え方 を

持 って い る。 た とえ ば,選 択枝 ⑥ の上 位 機 種 へ の 代 替 には な らな い を支持 す る

者 が44.7%,選 択 枝① の マ イク ・ ・コ ン ピュ ー タ ・オ ー ル マ イテ ィ説 を と

る者 が6.9%と い う結 果 が あ り,こ れ は全 体 集 計 に対 して,そ れぞ れ8%減

お よび2%増 とな る。 ま た,マ イク ロ ・コ ン ピュ ー タの経 験 者 で は設 問 ⑥ を支

持す る者 は6].2%で 全 体 よ り8.6%増 となb,上 位 機 種 の 分野 へ の進 出

に 悲観 的 とな って い る。

そ の他 の 意 見 と して 多 くの 記述 が 寄 せ られ た が,つ ぎの5点 に集 約 で き る。

① 汎 用 機 は マ イク ロ ・コン ピュ ー タの集 合 体 とな る。

② 区 別 自体 が あい ま い とな り,コ ン ピュー タの能 力は 入 出 力の能 力に依 存

す る よ うに な る。

③ 汎 用 機 のOSの 大 部分 は マ イク ・ ・コン ピュ一一タに な るが 全面 的 に は 置

き換 わ らない。

④ 汎用 機 ミニ コ ン,マ イ コンの対 称 業 務 の 内容 は 進 化 す るが,こ れ らの

区 別 は 残 る。

⑤ 高級 言 語 レベ ノレで 互換 性 と流通 化 が進 む。

亡の ア ンケ ー ト項 目で は,デ ー タ処理 の 分野 に どの程 度 強 力な マ イ ク ロ ・コ

ン ピュー タが 出現 で きるか,と い う技 術的 な予 測 と同時 に デ ー タ処理 の形 態 が

*延 べ 回答数848件 について,回 答者数424を 分母 と した

**ミ ニ ・コン ピュータ,大 型(中 型,小 型)コ ン ピュータをここでは仮に上位機種と呼ぶ。
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ミニコンピュータ(ミ ニコン)や 汎用機 は,

研 究用や デバッグ用の一 部を 残 して マイ コ
ンに置 きかわ る

5φ

・・件1

272%

♪

52.6%

汎 用機OSは マイコンにより置 きかわ る 115件1

29.0%
ミニ コンや 汎用機 の うち,専 用 業務に使

用 されているものはマイコンに置きかわる 123司

314.6%
ミニコンのうち専用業務に使用 されてい るも

のはマ イコンに置 きかわ る
147件1

1L6%
ミニ コンはほ とんどが マイ コンに置 きか

わ る
49件1

マイコンは相応す る分 野 で発展 し,ミ ニコン

汎 用機 の代替 にな らない 223件1

40.2%
その他 170件1

回答 者数:424

延べ 回答総 数:848

' 1`1 1

10 20 30 40 50(£

図 皿一8-16マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ と上 位 機 種 との 関 係

(1985年 を 目途 と し て)

コ ス トとの関 連 で どの よ うに移行 す るか を考慮 す る必 要 が あ る。 技 術 的 に は ア

ン ケー トの 集 計 中 に も16ビ ッ ト ・マ シンが 続 々 と登場 し,デ ー タ処 理 分 野 の

市 場 を開 拓 し続 け て い る。 また,マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タのCPU,メ モ リー

価 格 の急 激 な低下 に 加 え て,最 近 の分 散処 理 志 向 が どの よ うな形 態,構 成 を望

ん で い るか に よ り,こ の 分野 へ の マ イ ク ロ ・コ ン ピュー タの 喰 い込 み が 可 能 と

な ろ う。

8.32知 識 技 術 の 普 及 度

今 日で は コ ン ピュー タに関 す る知 識 は 一般 に 広 く普 及 して お り,こ れ らの 知

識 技術 が不 可 欠 の職 種 も拡 大 された 。 い ま か ら10年 前,一 般 の人 々 に とって,

この こ とが どの程 度 予 測 し得 た で あ ろ うか。 同様 な ことが,将 来 の マ イク ロ ・

コ ン ピュー タに つ い て生 じ るだ ろ うか。 図 皿一8-]7は1985年 を 目途 と し

て マ イク ロ ・コ ン ピュー タの知 識 ・技術 が一 般 に どの程度 必 要 か につ い て回 答

して も らっ た結 果 で あ る(問61-1)。

これ に よる と,選 択 枝② の 「誰 もが 概念 を知 ってお く必 要 が ある」 と答 え た
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者 が34・5%で 第1位 とな り,わ ず か の差 で選択肢①の 「専 門家 だけ が知 っ て

い れ ば よい 」 の32.2%を 上 回 った。 また,極 端 な もの と して の選択肢④ 「〔

イ コ ンの知 識 ・技 術 が なけ れ ば 日常 生 活 に不 便 を来 たす 」 も5件 あ った。 ま た,

情 報 処 理 ・シ ステ ム関係 に従 事 す る者 と,そ れ以 外 では 若 干様 子 が 異 な り,た

とえ ば,選 択 枝① の 「専 門家 だ けが 知 って い れ ば よい」 とす る者 が 前者 では3

4.5%,後 者 では29.0%と5.5%の 差 を も って,前 者 の 方 が 専 門家 依

存 度 が 高 くな って い る。

電化製品等を

分で修理できる程

度の知識が必要と
なる

12.5%(55件)

誰 もが 概 念 を知 っ て お く必要 があ る

34.5%

(152)

セ'図 皿一8-17マ イクロ・コンピュータの知識,技 術はどの程度必要か

(1985年 を目途とする)

こめ設 問 は 多少 設 定不 備 で あ り,正 確 な回 答 を得 難 か っ たが,そ の他 の意 見

と してつ ぎの よ うな ものが 寄 せ られ た。

(1)'マ イ コ シを使 用 す る知 識 は必 要

(2)将 来 は 現在 よbは るか に簡 単 に 使 用 で き るので 「大 工 道 具 や ソ ロバ ン」

の選 択 肢 が本 来 の 意 味 と して適 当
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(3)マ イ コ ン は 完 全 な ブ ラ ッ ク ・ボ ッ ク ス と な り,保 守 単 位 も装 置 全 体 の 交

換 とな る。

(4)無 意 識に 使 え る よ うに な る。

(5)設 問 が被 害 妄 想 射 す ぎる。 今 の 車

いo

・テ レ ビ と同様 に内 容 を知 る必要 は な

8.33CPUの 機 能 の 向 上

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ の 技 術 的 な 予 測 の 範 囲 はCPU,メ モ リー,周 辺 機

器 な ど の 各 々 に つ い て 極 め て 広 く,そ れ ら の 主 た る もの に つ い て の み 調 査 す る

*

と し て も一 編 を 設 け る 必 要 が あ る だ ろ う。 こ と で は フ ァ ジ ン に よ る マ イ ク ロ ・

プ ロ セ ッサ の 実 用 限 界 を手 掛 り と して,1985年 を 目途 と した 時 の 電 源 電 圧,

動 作 周 波 数(ク ロ ッ ク),ゲ ー ト消 費 電 力,チ ッ プ 当 り の ゲ ー ト数 を 予 測 し て

も ら っ た(問61-2)。

表 ∬-8-2に は 集 計 結 果 の 叛 す い を示 し,図 皿一8-18に は4項 目 に つ

い て の 回 答 結 果 を 第1評 点 と し た デ ル フ ァ イ図 を 提 示 した 。

表ll-8-2マ イクロ・プロセ ッサの実用予測(1985年 を 目途)

単 位

ファジンの

実用限界値

代 表 的

市 販 品
平 均 値 中 央 値 最 多 帯

回 答

件 数

電 源 電 圧

(ボ ル ト)
0.4

'

5 1.75 1.5
1～2

(59.1%)

171

動 作 周 波 数

(メ ガ ヘ ル ツ)
100 2 64.9 ⑳

10～20

(29.4%)

163

ゲ ー ト消 費 電 力

(1/ワ ッ ト)
1/1億 1/5千 1/7千 万 1/100万

L/1億 未満

(248%)
161

ゲー ト数/チ ップ

(個 数)
1億 5千 τ500万 100万

10万 ～100万

(29.1%)

1β5

*F・Faggin現 在 のMOS(金 属 酸化物半導体)技 術の延長 としてのマ イク ロプ ロセ ッサ

の実用的限界を推測 した1977年10月 デ ータショーvak・け る国際シンポ ジウム。

-235一



電 源 電 圧

四
分
の
三
位
点

2.0(ボ ル ト)

動 作 周 波 数

50(メ ガヘルツ)

ゲ ー ト消 費 電 力

1/1051/10e 1/9×10T(ワ ッ ト)

チ ップあた りのゲ ー ト数

1id,,.,

8×10f

図 皿一8-18マ イ ク ロ ・ プ ロセ ッサ の 実 用 予 測

(198.5年 を 目途 と したデ ル フ ァイ 図

電 源 電 圧 に つ い て は1.5ボ ル トが 中 央 値 と な り1～2ボ ル トの 帯 域 に 入 る

者 が 全 体 の 約60%に も お よん だ。 こ れ は 最 も ポ ピ ュ ラー な1.5ボ ル トの 乾

電 池 を 意 識 して の 結 果 と も考 え られ る。 動 作 周 波 数 で は20メ ガ ヘ ル ツ を 中 央

値 と し,10、 ～20メ ガ ヘ ル ツ が 約30%で 最 多 帯 と な っ て い る。 これ に よる

と1985年 頃 に は,現 在 の ア ー キ テ ク チ ャ ー が 不 変 で あ る と仮 定 して も メモ リ'

「 加 算0.5マ イ ク ・秒 の マ イ ク ・ プ ロ セ ッサ ー が 実 現 す る 。 ま た,100メ,

h'ヘ ル ソ以 上 と:,Lる 者 も22.2%あ り,こ の 分 野 に お け る 技 術 の 急 進 を 意 識
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し て い る。 ち な み に,ア ン ケ ー ト調 査 中 に も動 作 周 波 数8メ ガ ヘ ル ソ の16ビ

ッ トマ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タが 市 販 さ れ る よ うに な っ た 。 つ ぎ に ゲ ー ト消 費 電 力

に つ い て は 現 在 の 約1/200の 百 万 分 の1ワ ソ ト(1マ イ ク ロ ・ワ ッ ト)を

中 央 値 と し て い る が,ば らつ きが 多 く,最 多 帯 は]億 分 の1ワ ッ トよ り少 とす

る者 の24.8%で あ り,こ れ は フ ァ ジ ン の 推 測 を 越 え て い る 。 ま た チ ッ プ あ

たbの ゲ ー ト数 も現 在 の 約200倍 を 見 込 ん だ 百 万 ゲ ー トが 中 央 値 と な り,や

は り10万 ～100万 ゲ ー トとす る 者 の29.1%が 最 多 帯 と な っ て い る。 こ

の 数 値 は 先 の ゲ ー ト消 費 電 力 と の バ ラ ン ス か ら考 え れ ば,妥 当 な も の とい え る。

図 皿一8-19は,1985年 に 達 成 を希 望 す る メ モ リー(RAM)の ス ピー

ドに 関 す る 調 査 で あ り,文 献(1)よ り 引 用 した 。 これ に よ る と,31.9%

の 者 が50ナ ノ セ カ ン ド(50×1『9秒)以 上 の 高 速RAMを 期 待 し て お り,

こ れ を 実 現 す る た め の マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ の ス ピー ドは 現 在 の も の の10

倍 の 高 速 化 が 期 待 さ れ る 。 こ の こ と か らす る と本 ア ン ケ ー トの 回 答 者 が 動 作 周

波 数 を20メ ガ ヘ ル ツ と予 測 した こ と は 極 め て 妥 当 で あ る と い え る。

50ns以 下
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319%
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コ
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図fi-8-191985年 に お け る メ モ リ ー ・ス ピ ー ドの 要 望
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8.34予 想 され る応 用 分野

ア ンケー トの最 後 に1985年 頃 ま でに 開 発 され る で あ ろ うマ イク ロ ・コ ン ピ

ュー タの 新 しい応 用 分野 を予 想 し列 挙 して も ら った(問6]-3)。

これ らをす べ て生 の デ ー タ と して収 録 した い の だが,回 答数139,総 件 数

293と い う多 くの 回答 が寄 せ られ た ため,一 部 の ものの み記 述 内 容 を提示 す

る ととと した の で悪 しか らず ご了承 願 い た い。 ま た,解 析 の材 料 と して,こ れ

まで に用 い て きた 分類 表 に よb293件 を整理 区 分 しグ ラフ化 した もの が 図H

-8-20で あ る。

同 図か ら明 らか な よ うに,全 件数 の約65%に あ た る19玉 件の内容が 民生 ・

家 電 の 分野 に区 分 で き る。 と くに,家 電 製 品,ガ ス,水 道 な どの ユ ー テ ィ リテ

ィを システ ム と して 統 合 し家屋 を総 合 的 に 管理 す る とい う,い わ ゆ る ホー ム ・

ユー テ ィ リィテ ィ と して の中心 的役 割 を志 向 した もの が41件 で 第1位 とな り,

従来 か らの 夢物 語 を実 現 す るた め の 寵児 と して マ イク ロ ・コン ピュー タをクロー

ズ ア ップ して い る。 ま た,現 在す でに 先 端 的 な もの と して 開発 され つ つ ある 自

動 車へ の利 用 や 医療 福 祉 へ の 応用 を記 述 した 内容 が 多 い。 これ らは,新 し く開

発 され る とい う よ り も,今 後 ま す ます 普 及 し,よ り多 くの 製 品や シス テ ムが登

場 す るこ とを予想 して い る と解釈 すべ きで あ る。 同様 に教 育 面へ の利用 も,ホ ー

ム ・コ ン ピュー タ的 な ものや テ レ ビや 電 話 回 線 との結 合 を意 識 した もの が 多 し～

以 下 に若 干 の 記述 例 を 示 す。

(ホ ー ム ・ユ テ ィ リテ ィ)

○ 家屋 内 の ガス 器 具,電 化 機 器 類 を 家屋 ご とに集 中管 理 す る シ ステ ム。

o家 屋 内の 窓,ド ア,電 灯 の 自動 開 閉 と防災。

o電 力,ガ ス,水 道 な ど日常 生 活 の 支 出管 理 を行 う家 計薄 シ ステ ム。

○ 銀行 や ク レ ジ ッ ト会 社 に対 す る 口座 残 高 照会 な どの情 報 提 供 機 器(電 話 回

線 との結 合)

○ 自動検 討,VTRな い し新 聞 の 自動 録 画。

(教 育)
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〇 一 般 家 庭用 会 話 型教 育装 置

○ 商経 系 統 の大 学 に お け る訓 練 用(た とえば,経 営学,会 計 学,監 査 論,ビ

ジネ・ス ・ゲー ム)

○ 進 学の た めの受 験 勉 強 ス ケ ジュ ール用

(自 動車)

○ 始 業点 検 の 自動 化

o点 火 時 期,混 合 比 の制 御(エ ン ジ ン関 係)

○ 道 路情 報 の選 択 と道 路 判 断 へ の サ ポ ー ト

Oス ピL・一声ド制 御

(医 療 福祉)

o身 体 障 害 者 向け 補 助機 器 へ の 応 用(車 イス義手)

○ 人 口臓 器 の制御

○ リモー ト診断(入 院 せ ず に治 療)

o健 康補 助商 品

民生,家 電 に区 分 され る もの以 外 では,事 務 関 係 の22件 が 筆 頭 で あ るが,

民 生,家 電 の約10分 の1に す ぎな い。 こ こでは,POS端 末 へ の利 用 が7件

で最 高 とな り,以 下,ワ ー ド ・ブ ・セ ッサ,FAX,複 写 機 な どへ の応 用 が上

げ られ てい る。 汎用 マイ ク ロ ・コ ン ピ ュー タの分 野 では,パ ー ソナル ・コ ン ピ

ュー タに属 す る もの が7件 あるが,こ の中 に は小 型 翻訳 機 や 時 刻 表,電 話 帳 な

どの よ うに メモ リー に重 点 を置 い た もので,む しろ単 能機 に属 す る もの も入 っ

て い る。 以 下 に これ ら以 外 の 記述 内容 を抜 粋 して示 す。

(事 務)

○ 予 算 管理,商 証 管理

o中 小 企業 向け の販 売管 理 シ ステ ム

○ キ ャ ッ シュ レス ・カー ドに代 替 され る声 紋,指 紋 識 別 装置

(工 業)

o多 品種 少量 生産 工 程 へ の応 用
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・'産 業用 ・ ボ 。 ト

o工 作機 器 の制 御

o製 造行 程 に おけ る多 種 類 の機 器 の集 中制御 。

(交 通)

O列 車 の運 転 制 御 、

○ 信 号 制御

o事 故 防止 装 置 へ の 応 用

(計 測 ・監 視)

o距 離,重 さ,速 度 な ど何 で も測 れ る万 能 ゲー ジ

○ 現 場 実験 用 計 測 処理 装置(ポ ー タブル な もの で,モ ジ ュー ル 単 位 に ア セ ン

ブル で きる)

o無 人環 境 監 視

o原 子 力等 の 高度 な大 規 模 シ ステ ムの 診断 サ ポーLト。

(通 信)

○ 音 声,画 像伝 送 の 多重 制 御

○,ト ラ ンシー バへ の応 用

(コ ン ピュー タ関連)

OCPUの 診断 用

o汎 用 機 の オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム

○ 数 千 ～ 数万 の マ イク ロ ・コン ピュー タ を並 列 に した 科 学 技 術 計算 機

○ デ ー タベー スの ア ク セ ス ・メ ソッ ドお よび バ ッフ ァ ・イ ンデ ク ス管理

o入 力デ ー タの事 前 チ ェ ソク

oソ フ トウェ ア部 門 の フ ァー ム ウェア化

(そ の他)

○ 温 室 制御

○ 農 器 具 の制 御

O養 殖 漁 業 の監 視 シ ステ ム

一241・ 一



o食 堂 の調 理 監理(同 一 グ ル ー プ の客 に対 し同 じ時間 に料理 が 出来 上 る よ う

に調 理 の時 間 を管理 す る。

以 上,出 来 るだ け生 の デ ー タを列 挙 したが,先 に述 べ た よ うに,既 に一 部 開

発済 の もの や技 術 的 に ある い は コス ト的 に,か な り検 討 を要 す る ものが 混 在 し

ょ う。 つ ぎに提 示 す る記述 内容 は,む しろ総 括 的 な意 見 と して一 考 に値 す る。

○ 現 在 は販 売 価 格10万 円台 の 製品(電 化 製 品 を主 と して考 え て い る)に マ

イ コンが組 込 まれ て い るが,1985年 に は1万 円程 度の製 品に 組 み 込 まれ る

こ と と思 われ る。

oほ とん どあ らゆ る製 品 に組 み込 まれ,従 来 人 間 の カ ン,技 術 に 頼 ってい た

こ とを マ イ コ ンで 実 現 す る。

oマ イ コ ンの問 題 点 は ア プ リケー シ ョンで ある。 新 しい ア プ リケ ー・・一シ ョンを

考 えつ い た ら他 人 に知 らせず 製 品化 す る。 したが って 答 え ませ ん。 ・

○ 予想 もつ か な い。 人 間 生 活 の(特 に 日本,米 国 の)殆 どすべ て の分 野 にか

か わ りを もつ。 現在 の電 気 抵抗,コ ン デ ンサ,コ イル,ダ イオ ー ド,ト ラン

ジス タ と全 く同等 に,マ イ コ ンが完 全 に一 個 の部 品 と して扱 われ るた め,電

機(子)機 器 の 中 に ご く自然 に部 品 と して と り こまれ る。 価格 も,1個500

円 を割 る で あ ろ う。 ひ よっ とす る と200円 を割 るか も知 れ な い。

8.4ま と め

今 回 の ア ンケ ー ト調 査 が 個 人 を対 象 と してい るた め,事 業 所 を単 位 とす るマ

イク ロ ・コン ピュー タの採 用 計 画 や これ に対 す る評価 と要 望 な どの 市場 調査 性

に欠 け る点 が あ った。 ま た,各 専 門 分 野で の 開発 計画 や 技 術 予 測 も同様 な理 由

か ら得 る こ とは 出来 な か った。 しか しなが ら,こ の 母集 団 な らで は得難 い数 々

のデ ー タを収 録 す る こ とが で きた こ と も確 か で あ る。 た とえ ば,第1線 で 活 曜

す る コ ン ピュー タ ・ス タ ッ フの マ イク ロ ・コ ン ピュー タに関 す る経 験 度,彼 等

が 持 つ 情 報 処 理 に つ い て豊 富 な知 識 技術 に基づ い た評 価 と予 測,新 しい 応用

分 野 に つ い て の記 述 な どで ある。 これ らは,か な らず しも]985年 におけ る マ
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イク ロ ・コ ン ピュー タの動 向 予 測 と して正 確 に,あ るい は直接 に 作用 す る もの

では ない が,今 後 の作 業 に大 きな教 訓 を残 した。 一 つ に は経験 者 と未経 験 者 に

よる興 味 と ニー ズ の違 い。 そ して,マ イク ロ ・コ ン ピュ ー タの要 員 と して,将

来 の戦 力 とな るの は どの集 団か とい う問題 で あ る。 これ は 将 来動 向や 需 要予 測

の根 底 に あ る もの と して,い ず れ堪 り起 こされ なけ れ ば な る まい。

発 展途 上 に ある マ イク ・ ・コ ン ピュー タの技 術 予 測 と応 用 分野 の予 測 は極 め

て困難 で あ り,今 後 は 分 野 を限定 して 作業 を進 め る必要 が あ る と思 わ れ る。 た

とえ ば,デ ー タ処 理 に お け るマ イク ロ ・コン ピュー タの浸透,あ るい は ホ ビー

と して の マ イク ロ ・コ ン ピュー タの将来 な どが そ れ で あ る。 ま た,先 に も述 べ

た よ うに マ イク ロ ・コン ピュー タの 要員 の 確 保 と教 育 の問題 は 今 後 の 一 つ の課

題 とな ろ う。

参 考 文 献:

(1)マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る調 査 報 告 書

(日 本 電 子 工 業 振 興 協 会:昭53.3)

(2)TransactiononComputers-B.W.Boehm

(IEEE;V・1・C-25N・.12,1976.12)
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A.情 報 処理 動 向 に関 す る ヒア リン グ

要 旨

1.ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 展 望

1.1ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 概 念

ネ ッ ト ワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ(NetworkUtility-NU)の 概 念 は ・国

際 的 に は ま だ 確 立 さ れ た と は い え な い 。 これ に 類 似 した 概 念 と し て は,イ ン フ

ォ ー メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィが あ り,ア メ リ カの リ チ ャ ー ド ・ス プ ロ∵ グ

が 「イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィ」 と い う著 書 を 書 い て い る。 現 在 の

と こ ろ,こ れ が イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ユ ー テ ィ リテ ィに 関 す る最 も ま と ま っ た

資料 とい え よう。 も う一 つ の 類 似 概 念 と して,コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ

が あ り,こ れ も社 会 的 に 定 着 しつ つ あ る よ うに 思 わ れ る。

これ ら3つ の類 似 概 念 は,厳 密 に 吟 味 して 使 い 分 け られ て は い な い の で あ り,

重 複 して い る 部 分 もか な り あ る よ う に 思 わ れ る。 ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ

ィ と い う概 念 は,他 の2つ の 概 念 に 比 較 し て,ネ ッ トワ ー ク 性 に 力 点 が お か れ

て い る と こ ろ に 特 徴 が あ る。

米 国 で は 現 在EFTS(ElectronicFundTransferSystem)に 精 力 的 に

取 り組 ん で い る が,こ れ な ど は ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の しつ と し て 発

展 す る 可 能 性 は 大 き い 。 一 方,わ が 国 は 世 界 で 最 も オ ン ラ イ ン ・バ ン キ ン グ ・

シ ス テ ム の 整 備 さ れ た 国 で あ り,そ の 意 味 で は す で に ネ ッ ト ワ ー ク ・ユ ー テ ィ

リテ ィが 形 成 さ れ つ つ あ る とみ る こ と も で き る。

1.2デ ー タ ・ベ ー ス の 形 成 と利 用

(1)



欧 米 で は情 報 を商 品 と して扱 うこ とに な じん でお り,デ ー タ ・ペ ー スの形 成,

利 用 の 面 で一 日の長 が あ る。 ま た,最 近 テ キ ス ト ・イ ン フォ メー シ ョン とい う

考 え 方 が 脚 光 を浴 び つ つ あ るが,わ が国 では まだ そ の重 要 性が認 識 され て い な

い。 そ の理 由 と して,日 本語,と りわけ 漢 字 の 問題 が あげ られ て い る。 漢字 を

扱 うとい うハ ンデ キ ャ ップか ら,デ ー タ ・ペ ー スの形 成 や利 用 が非 常 に立 ち遅

れ る原 因 と もな って い る。

1.3オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 進 展

オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に つ い て も,内 外 の ギ ャ ソ ブは か な り拡 大 しつ

つ あ る よ うに 思 わ れ る 。 文 字 構 造 の 簡 単 な 欧 米 で は,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ

ョ ンは 着 々 と進 め られ つ つ あ る。 た とえ ば,狭 帯 域 ネ ソ トワ ー ク に よ る コ ン ピ

ュ ー タ会 議 の 実 用 化 な ど,よ り経 済 的 な シ ス テ ムの 開 発 も進 展 して い る。 今 後

ワー ド ・プ ロ セ ッ シ ン グ な どの 領 域 で,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンは ま す ま

す 急 ピ ン チ で 進 め られ る こ と と な ろ う。 も っ と も,管 理 社 会 化 に 反 発 す る オ フ

ィ ス 労 働 者 へ の 配 慮 が 必 要 で あ り,欧 米 で は 心 理 学 的 側 面 に つ い て の 研 究 も関

心 を集 め て い る。 ま た,オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン とい っ た 用 語 は 誤 解 を 招

き易 い の で,オ フ ィ ス ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム と 呼 ぶ べ き だ とす る 意

見 も有 力 で あ る。

1.4ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 将 来 動 向

ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 将 来 は,以 下 の3つ の 側 面 か ら検 討 す べ き

で あ るo

(1)技 術 の発 展 動 向か ら

狭 義 の 電 気通 信 では な く,コ ン ピュー タ,テ レ ビ,ラ ジオ な ど も含 め た

広義 の テ レ コ ミュニ ケ ー シ ョンの 世 界 では,大 きな技 術 革 新が 進 展 しつ つ

あ る。 そ れ は,デ ィ ジタル伝 送 技 術,電 子 交 換 技術 等 の発 達 に よ り,情 報
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の処 理,伝 送,蓄 積 の各機 能 の 境 界が あい まい に な り,融 合 化 され る とい

う動 きで あ る。

た とえ ば,今 ま で コモ ン ・キ ャ リア(公 衆 通 信業 者)は 情 報 の伝 送 を業

務 の 中心 と して きた。 これ は 輸 送業 の 概 念 か ら類 推 され た もの で あ るが,

情 報 とい う荷 物 そ の もの に手 を加え る こ とは,コ モ ン ・キ ャ リアの仕 事 の

枠 を越 え る もの で あ る と考 え られ て きた の で ある。

しか し,技 術 の 進 展 に伴 い,・ コモ ン ・キ ャ リア概 念 も次 第 に 変 化 しつ つ

あ り,そ れ と とも に ネ ソ トワー ク ・ユー テ ィ リテ ィ業者 へ の道 が 開け つ つ

あ る。

プ レス テ ル(PRESTEL)を 例 に と って説 明 す る こ とと したい。 英

国郵 電公 社(BPO)は,電 話 で遠 隔 地 に あ る コ ン ピュー タを呼 び出 し,

デ ー タ ・バ ンクか ら希望 す る情 報 を電 話 の 押 しボ タンな どで探 索 し,そ れ

を カ ラー ・テ レ ビ受像 機 に うつ し出す とい うシ ステ ムを 開発 し,こ れ を プ

レス テ ル と名 付 け,1978年6月 より商 用 試験 を開 始 して い る。 プレ ステ

ル の加 入者 は,加 入 料,通 話料,情 報 料 を支払 って とれ を利 用す る。 この

うち,BPOは 加 入料,通 話 料 を受 け 取 り,情 報 提供 業 者 が情 報 料 を受 け

取 る こ とに な る。

この よ うに,ネ ソ トワー ク ・ユー テ ィ リテ ィ業 者 は,情 報 の伝 送 の み で

な く,情 報 の蓄 積 や処 理 の 面 に も進 出 し,業 務 内容 が複 合 化 しつ つ あ るが,

この よ うな 動 きの 背景 には,技 術 の 進展 が あ るの で ある。

現 在 の 技 術 水 準 か らいえ ぱ,専 用 端末 を使 うこ とは コス トが 高 くつ き,プ

レス テル の よ うな新 しい サ ー ビスの導 入 は遭 々 た る もの とな ろ う。 しか し,

10～20年 の スパ ンで考 え る と,光 フ ァイ バ,衛 星 とい った伝送 シ ステ

ム や,専 用 端 末 な どの コス ト ・ダ ウン も実現 す るで あ ろ うか ら,新 しいサー

ビス も普 及 す る可 能 性は 大 きい。 たYし,わ が国 の 場合,こ の 種 の画 像 情

報 シ ステ ムが 変 化 す るか 否 か の鍵 は,日 本 語 とい う複雑 な文 字 構造 を もつ

言語を経済 的に扱 うことが できるような技術 開発が可能か否かにかか っているo
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(2)心 理 的 インパ ク トの側 面 か ら

新 しい端 末機 が 導 入 され た 場合 の心 理 的 な インパ ク トが どの よ うに な る

か は,ネ ソ トワー ク ・ユー テ ィ リテ ィの動 向 を左右 す る重 大 な要 素で あ る。

これ は実 際 に 試 してみ ない とわ か らな い こ とが 多 いが,欧 米 諸 国 で行 なわ

れ た 実 際 の結 果 に よれ ば,ネ ッ トワー ク ・ユー テ ィ リテ ィが オ フ ィ スや 家

庭 に浸 透 した場合,人 間 に イ ンパ ク トを与 え,イ ラ イ ラや情 緒不 安 定 を起

す 危 険 が ある こ とが 指摘 され てい る。 日本 の場合 に は,欧 米 人以 上 に情 緒

的 な 傾 向 が あ り,ま た言 葉 以 外 の メ ッセー ジを利 用 して の コ ミュ ニケ ー シ

ョン(ノ ン ・バー バ ル ・コ ミュ ニ ケー シ ・ン)が 重 要 な役 割 を果 して い る

とい う日本 的 特 性 を反 映 して配 慮 が 要請 され るdネ ッ トワーク ・ユー テ ィ

リテ ィ発 展 の条件 の1つ は,こ の よ うな 日本 人 の心 理 を どの よ うに重 視 す

るのか とい う点 に あ りそ うで あ る。

(3)社 会 的 ニー ズ の面 か ら

社 会 的 ニー ズ を さ ぐる うえ で,情 報 化 社会 の進 展 と い う視 点 は重 要 で あ

る。 あ る サ ー ビスや あ る端 末 だ け を と り出 して,ニ ー ズ を予 測 す る こ とは

非 常 に 固難 な時代 に な って きた。 ベル研 究 所 に永年 勤 め て いた ジャ ン ・ピ

アー スは,電 気 通 信 の 未 来 に つ いて の論 文 の なか で,ま ず 技 術 が 先 に 出 現

し,そ れ が社 会 に刺 激 を与 えて,そ れ に よって ニー ズ が生 じる とい って い

る。 つ ま り,ニ ー ズ に おけ る技 術 主 導 の考 え 方 を述 べ て い る。

しか し,現 在 で は技 術 自体 が 非 常 に高 度 化 して しま った た め,技 術 を一

.般 の人 に 提示 して も,そ れが どの よ うな機 能 を持 ち,ど の よ うな インパ ク

トを及 ぼ す ものが な か な か理 解 しに く くな って い る。 従 って,技 術 主 導 で

もなか なか ニー ズの 創造 に は結 び つか な い面 が あ る。 い いか え れ ば,ネ ッ

トワー ク ・ユー テ ィ リテ ィに対 す る社 会 的 ニ ーズ の把 握 や そ の実 現 につ い

て の 関係 者 の説 得 が 大 き な課 題 とな っ てい る ので あ る。

た とえ ば,筑 波 研 究 学 園 都 市 の研 究 者 に,未 来 指 向型 の コ ミュ ニ ケー シ
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ヨン ・メデ ィア につ い て イン ター ビュ ー した こ とが あ った が,彼 らは 現 在

の メデ ィアで十 分 で あ り,こ れ以 上 は い らな い とい う答 え が 多 か った。 最

も未来 的 な都 市 で も この よ うな状 況 で あ り,社 会的 ニー ズ の把 握 は 難 しい。

1.5ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィへ の 期 待

ネ ッ トワー ク ・ユー テ ィ リテ ィへ の期 待 は何 か。 それ を考 え るには まず 未来

(た とえば]985年)の 状 況 に つ い て の シナ リオ をつ くる ～ことが 必 要 で あ る。

これ ま で の多 くの未 来 予 測 手 法 のほ とん どは,そ の応 用 分 野 が限 られ る もの で

あ り,こ の プ ロ ジ ェク トでは シナ リオ ・ライテ ィ ン グの 利 用が 適 してい るの で

は な いか と思 わ れ る。 シナ リオ は各 分 野 の専 門家 な ど関係 者 の討 論 の なか か ら

生 れ る もの で あ り,そ の過 程 で ネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィに対 す る ニー ズ

も明 らか に す る ことが で き る。

ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ をめ ぐ って の議 論 はま だ海 外 で も乏 しい の で

あ り,わ が国 が この面 で は む しろ リー ドして い る形 で ある。 しか し,VANや

テ レテ キ ス トな ど,具 体 的 な ユ ー テ ィ リテ ィの ブ ・ジェク トは 海 外 の 方 が 先行

して い るか に見 え る。 これ ら内外 の 動 きを総 合 的 に検討 す る ～二と も,ネ ットワー

ク ・ユー テ ィ リテ ィの 性格 を 明 らか に す るため の 課題 とい えそ うで あ る。
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2.POSシ ステ ムの 現状 と将 来動 向

2.lPOSシ ス テ ム ー 開 発 の 現 状

開 発 の過 程 は 次 の よ うな期 間 を経 て行 くもの と考 え られ,現 在 は,準 備 期の

最 終 段 階 に入 って い る といえ る。

昭和49年 ～50年 研 究期

51～54年 準 備 期

55～57年 導 入期

58～ 普 及期

この 段階 では,直 面 す る問 題 に つ いて 次 の よ うに挙 げ られ る。

①POSシ ス テ ムの研 究 開 発 にお い て現 在 の とこ ろ ハー ド面 では あま り大

き な問 題 は ない が,ソ フ ト面 に は種 々の 問題 が 混 在 して い る の で研究 開 発

を急 が ねば な らな い。

② コー ドの統 －tJIS化 を図 る と とが 当面 の課 題 で あ る と言 え る。

しか し流通 業 界 は,そ れ ぞ れ の機能 を様 々な人 々が機 能 を分 担 してい る世

界 で あ り,そ の 間 の標 準 化は 非 常 に難 し く,普 及,発 展 の た め には,技 術

関 係 者,小 売 関 係者 が足 並 をそ ろえ て 開発 して い く姿 勢 が 大 切 で あ る。

2.2POSシ ス テ ム の ね ら い

POSシ ステ ムを開 発 さ せ る 目的 は 主 に以 下 の こ とが上 げ られ よ う。

① 省 力 化

② 商 品 管理 一 この 点 に 関 す る具 体 化 が遅 れ てい る。

③ 顧 客 管理 一 ク レ ジ ソ トカー ドは 顧 客情 報 の収集 の た め の媒 体 と して,商

品情 報 の収 集(商 品 管 理)に お け る値 札 と同様 に重要 な役 割

を果 た す と考 え られ るが,現 在,ク レ ジ ソ トカー ドの発 行 量

は非 常 に 多 く,カ ー ドの 発 行が 即,信 用 には つ なが って い な
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い。 ク レジ ソ トカ ー ドの早 期標 準化 が 望 まれ る と と もに ,信

用 の 再 チ ェ ソクが 必 要 な 現状 で あ る。

2.3POSシ ステ ム導 入 に よ る メ リ ッ ト

流通 業 界 の立 場 か らみ る と,現 在 の いわ ゆ る在 庫 管理 は,管 理 とい うよ りは

在庫 統 計 にす ぎな いがPOSの 導 入 に よ り

① 売 り場 効 率 が 向上 す る。

在 庫 を か 減 られ とが 可能 で あ り,従 来 は,た とえ ば5・ 品 目 しか 入

らなか っ た売 り場 に100品 目陳 列 で きる よ うにな り,物 流 コス トの削 減

が 図れ る。

② 統 一 伝 票 の採 用 に よ り,人 件 費 の削 減 が 図 れ る。(た とえ ば,パ ンチ ャ

の人数は約在 す ることが可能 時 ると見 られ る.)

さ らに 国 民経 済 的 見 地 か ら も,シ ミュ レー シ ・ン等 の結 果,POSシ ス

テ ムの 開発 の 必要 性が 叫 ば れ てい る。

2.4POSシ ステ ム導 入 の問 題 点

① 細 分 化,一 般 性

流通 の末 端 に いけ ば い わ ゆ る"細 分化"が 起 り,1つ]つ の商 品(単 品)

の 管 理が し きれ ない。 ある いは"誰 で も"POS機 器 等 の操 作 が容 易 に 出

来 る とい う条 件 が 必 要 に な る。

値 札等 の情 報 自動 読取 は 絶 対条 件 で あ り,そ の た め には,コ ー ドのシ ン

ボル も不特 定 多数 に 共通 で なけ れば な らな い。

② 共 通 コー ドの 必要 性

共 通 の コー ドは,そ の基 本 に な る のは メー カー,発 売 元が どこか とい う

こ とで あ り,そ して商 品 が何 か とい うこ とで あ る。

共 通商 品 コー ド体 系(標 準 タ イ プ)は 次 の よ うに1つ の案 と して考 え ら

れ るo
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(国 コー ド)(商 品 メー カー コー ド)(商 品 アイテムコー ド)(誤 り防止 コー ド)

③ ソ ー ス マ ー キ ン グ の 必 要 性

さ ら に コ ー ドシ ン ボ ル の つ け ま ちが い を 防 ぐた め に,ソ ー ス マ ー キ ン グ

の 実 施 を 行 う こ とが 望 ま し い。

ソー ス とは 商 品 メ ー カ ー,発 売 元 の こ と で 生 産 段 階 で コ ー ド シ ン ボ ル を

印 刷 表 示(マ ー キ ン グ)す る こ と を ソ ー ス マ ー キ ン グ とい うが,こ の よ う

に ソ ー ス マ ー キ ン グ の 導 入 に よ り細 分 化 の 問 題 は 解 決 さ れ る と い え よ う。

2.5関 連 質 問

ロ バ ー コー ドとOCRコ ー ドの 使 い 分 け

商 品別 で は な く,プ ラ イス ゾー ン別 にJANタ イ プか,OCRタ イプか を決

め る。 現 在 は 耐久商 品 はOCR,食 品 は バ ー コー ドと両者 を併 用す る形 で進 め

てい る。 両 者 間 の互 換性 を 図 る こ とも考 え ては い るが統 二 化 は 困難 で あ る。

ロ バ ー コー ド,OCRコ ー ド等 の統 一

た とえば,各 社独 自の コー ドを持 って いれ ば10社 と10社 の組 み合 わせ ば

10×10と な るが統一 コー ドを採用 す る と10十10で 済 む よ うに な り,数

が 多 くな る と小 売業 の流 通 在 庫 管 理 に と って大 変 大 きな メ リッ トとな る と考 え

られ る。

口POSシ ステ ム導入 に よ る小 規 模 小 売業 界 への 影 響 と小 売 業 界 の合 理化

流 通業界の不合理性に も利点 は あ る,合 理 化 が必 ず し も よい結 果 を招 くとは 限

ら ない。

流 通 に おけ る事務 処 理 の合 理 化 と,弱 者 の救 済 とい う こ とを 両立 す る こ とは

難 しい。
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口 日本 のPOSシ ステ ムを普 及 させ る環 境,条 件 の 整備

(米 国 にお け るPOSシ ステ ムの普 及 は か なbの もの で あ り,マ ー クのは っ

て ない商 品 を捜 す ほ うが難 しい とも言 え る状態 で あ るが 一 方,日 本 で は,石 油

シ ョック以 来 設備 投 資 意欲 を失 って しま って い る状 況でPOSシ ス テ ムを普及

させ る環 境 設 定,条 件 と して は どの よ うな もの を考 えて いか ね ば な ら ないだ ろ

うか。)』

POSシ ス テ ムの 提 供 は,NCR,IBM両 者 に よる寡 占状 態 に あ る。

NCR,IBMの シ ス テ ムは全 て ホ ス トコ ン ビ).'一 夕を併 な う大 が か りな も

の で あ り,コ ス トも高 い。 小 売業 は 売 り場 が生 命 なの で場 所 を と らな い コ ンパ

ク トな分散 型 の シス テ ムの 開発 が 望 まれ る。

また,日 本 の 場 合 に は,特 に生 鮮 食 品 の全食 品 に 対す る割 合 が 高 い の で,計

量 関 係技 術 者,情 報処 理 技術 者,流 通 業 関係者 等 が一 丸 とな って 進 め ない とP

OSシ ス テ ムは 普 及 して い か ない だ ろ う。
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3.キ ャ ッ シュ レス社 会

3.1銀 行 業 界 の 性 格

銀 行 業 界は そ の歴 史 も長 く,仮 説 を た てそ の方 針 に基 づMて 運 営さ れ て きた

もの では な く,常 に そ の動 きは 自然 発生 的 で あ った とい え る。

メー カの動 き,産 業 界 の 動 き を的確 に把 握 す る こ とは 困難 で あ るた め,銀 行

自身 ど う動 くか わ か らな い とい う不 確 定 要 素 が大 き い業 界 で あ る。

3.2日 米 の 現 状 比 較

米 国 一小 切 手 を 使 う習慣 が あ り,日 本 よりは るか に キ ャ ッ シ ュレス化 し

て い るo

日本 一ーキ ャ ッシ ュ フル,チ ェ ック レスの社 会 で あ るo

この事 実 は コ ン ピュー タの技 術 の問 題 とい うよ り もむ しろ国民 性 の相違 に よ

る ところが 大 で あ る とい え,次 に簡 単 にそ の違 い を述 べ てみ る。

(D国 民 性 の 相 違

米国 ① 社会情勢が不安である。(治 安状 態が よくないので金銭を持

ち歩 く習慣が ない。)

② 米国入は暗算が不得意で ある。

③ 雑 多民族故に他人に対す る信頼感が薄い。

日本 ① 治安状態が よく安全 なので現金 を持 ち歩 いて も心配ない。

② 漢字処理 の問題が あり,キ ャッシュレス化 した場合の個人の

識別 が容易 では ない。

(2)銀 行 の業 務 内 容 の 相 違

① キ ャ ッ シュ レス社会 を提 供 す る。 証 券 業 界,銀 行 業 界 に お い て米国 で
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は この境 界 の 垣根 が低 い とい え る。

米 国 で は銀 行 が ク レ ジ ッ ト業 務 を行 って い るの に比 して,日 本 で は と

の境 界 の垣 根 が 高 い。 した が って 日本 では 銀行 が 直接 ク レ ジ ッ ト業 務 を

行 う こ とは 禁 じ られ てい る。

日本 で進ん で い るのは オ ン ラ イ ン システ ム等銀 行 間(Inter-Bank)

の つ なが りで ある。 米 国 は この点 では 遅 れ て い る。

米国 のEFTS8000台 の うち82%は 小切手 確 認 の た め に あ る。

(小 切 手 を情 報 と して取 り扱 う習 慣 が 米 国 には あ る。)

3.3日 本 の キ ャ ッ シ ュ レ ス ・ソサ エ テ ィ化 の 条 件

① まず 証 券業 界,銀 行業 界,流 通業 界 等 の区 分 が弾 力的 に な る ことが 必

要 な条 件 で ある。

② ま た,カ ー ドに よる個 人 の識 別,信 用 の識 別 が容 易 に な らなけ れ ば な

らな い。 とれ らの条 件が 整 った 段階 で カー ドが使 え る よ うに な る とい え

るo

③ 日本 で もユー テ ィ リテ ィ関係 の支 払 い(ガ ス,電 気,電 話,水 道 等)

は 既 に キ ャ ッ シュ レスに な っ て い るが,将 来 は さ らに 自宅 に居 なが らに

して 電 話 で支 払 いが で きる よ うな"PaybyHome"の シ ステ ム も利用 で

き る よ うに な るで あろ う。

3.4関 連 質 問

口 郵 便 局 の オ ン ラ イン化 に よ る銀 行 シ ステ ムへ の影 響

郵 便 局 は 機械 化 とい う点 で は銀 行 に 遅 れ を取 って いるが,郵 便 局 が オ ン ライ

ン化 され れ ば,そ ちらに 替 え た い とい う声 も多 い。

郵 便 局 は そ の数 も非 常 に 多 く,銀 行 の 支店 の な い とこ ろ に も あ るた め,何 よ

り も近 くて便 利 で あ る。

しか し郵 便局 は 銀行 と違 って法 人 取 引 に 関 して は法的 に 制 約 が あ る。 外 国 関
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係,法 人 関係 の業 務 は銀 行 の業 務 範 囲 で ある。

BilledAecountに 関 して は両 者 ともに 同 じ条 件 下 に 置か れ る こ とに な る。

口 通 信 回線 が破 壊 され た時 の キ ャ ッ シュ ・デ ィスペ ンサ(現 金 自動 引 出 し機)

の対応 策

毎 日,前 日の残高 が 出 され るの で引 き出 し者 の残 高 を認 知 して支 払 うこ とは

可 能 で あ る。

ユ ーザ ー の全 部が,毎 日キャ ッシ ュ ・デ ィスペ ンサ を 利 用 する訳 で は な いが,

利用した場合 にはその後の残高を ラインプ リンタ等 で 出す ことはで きる。
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4.ネ ッ トワ ー ク国 際 化 の将 来 像

4.11980年 代にお ける情報産業 の市場規模 と動向予測

(1)EDPの 成 長 予 測

こ こ で あ げ る数 字 は ア メ リカ の 調 査 会 社(InternationalDataCorp-

oration・QuantumScience社,Logica社,Input社)の 調 査 結 果 をG

Eが ま と め た も の で あ る。

ま た こ こ でDEPコ ス トと は,ハ ー ドウ ェ ア の トー タ ル コ ス ト,ソ フ ト

ウ ェ ア 関 係 の コ ス ト,伝 送 コ ス ト',人 件 費 全 て を 含 む も の と す る 。

① 米 国Vak・ け るEDP平 均 成 長 率(]977～1987)を1]～14%

と 予 測 し,こ の 間 の イ ン フ レ要 因 は,3～5%,国 民 総 生 産 の成 長 率

は4～6%と 見 て い る。

② 地 域 別EDPの 成 長 予 測

地 域 別 のEDP成 長 率 を あ げ て み る と 次 の 表 の よ うに な る。

項 目

地 域

EDP平 均 成長率

1977～1987

金 額(単 位:10億 ドル)

1977 1987

北 米 13～16% 29 110

欧 州 14～16 17 77

ア ジ ア

11

16～19 7 33*

開 発 途 上 国 19%前 後 6 36

全 世 界 16%前 後 58.5/1976 256.2/1986

も

含

む

*

オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
地

区

(2)ア プ リケ ー シ ョン の傾 向 予測

ハー ドウ ェア 入 力 の傾 向 と して今後10年 間 に どの よ うな変 化 が あ るか

予 想 してみ る と,従 来 のバ ッチ処 理 サー ビス,デ ー タ ・ベー ス検 索 サー ビス
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1976

11./

50(%) 283

'

1

、

1'、'＼
、
、.、＼

、

、

、

、

10.2
〔58.5B$〕

＼ 、 、
＼ 、 、 、

＼ 、 、
、 、 、

1986 北 米

42(%)

欧 州

28

ア ジ ア

12

開 発途 上国

18

〔256.2B$〕

の他 に ネ ッ トワー ク を利 用 した 分散 型 の イ ン テ リジ ェ ン ト端 末 に よる トラ

ザ ク シ ョ ン処 理 サ ー ビスの利 用 が 増大 す る と思 わ れ る。

また,個 々の国 に よ る個 々の 処理 では な くて グ ・一 パ ル に コ ン ピュー タ

利用 が 行 なわ れ る よ うに な る と見 られ,生 産 管 理,部 品管 理 等 が 世界 的規

模 で行 な われ る よ うに な る。(特 に 自動 車,家 電,金 融業 界 では そ の処理

が不可 決 に な って きて い る。)

(3)ハ ー ドウ エア の 傾 向 予 測(RandCorp・ 会長 談 よ リ引 用)

1980年 代 に は,コ ン ピュー タ 自体 が 非 集 中型 にか わ る。 通 常 の利 用,

す なわ ち フ ァ イル の デ ー タを 出 し入 れ す る程度 ではIBMの 大型 コンピュー

タの メ イ ンコ アま で は必 要 と しな い。 検 索機 能 だけ あれ ば よい。

そ こで今 後 の傾 向 と しては,処 理機 能 を,TSSプ ロセ ッサ.エ デ ィテ ィ

ング プロセ ッサ,フ ロン トエ ン ドプ ロセ ッサ,バ ック エ ン ドプ ロセ ッサ等 の専用

プロセッサ に分 散 して必 要 な機 能 が 個 々に利 用 で き る よ うな形 に な る こ とが

予 想 で きる。

(4)業 界 の 動 向

グ ローバ ル な情 報 処 理 を行 なえ る 大企 業 が1980年 代 も市場 を征 醸 す る

と考 え られ,そ の他 も例 え ばIBMの 機 器 と互換 性 の あ る ものが 生 き残 れ

る とす る見 方 もあ る。
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4.2ネ ッ トワ ー ク国際 化 の将 来 像

(Dコ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の 形 態

コン ビ=一 夕 ・ネ ッ トワ ー ク の 形 態 は ス タ ー 型,分 散 型 の2種 に 大 別 す る

こ と が で き る。

① ス ター型 … メー カー の 指示 通 りに 構 築す るい ちば ん容 易 な形二 高 レベ

ル の通 信技 術 者 は 必要 と しな い。

現 在 の ものは 大抵 この形 で あ る。

② 分 散 型 …TYMNET,TELENET等 が これ に あ た る。

分 散 型 のG}obalNetworkは ま だな い。

自社 の 内部 利用 の 目的 で構 築 す るネ ッ トワー クは ス ター型 の単 純 な タ

イ プに な る。 様 々 な人 が種 々 の 目的 で 構成 した ネ ッ トワー ク を接続 す る

こ とは イ ンハ ウス の レベ ル では 通信 業 者 の電 話網 とは 勝 手 が 違 って不 可

能 で あろ う。

GlobalNetworkの 構築 を,現 存 す る ス ター型,分 散 型 の ネ ソ トワー

クの接 続,延 長 上 に考 え る こ とは難 しい。

(2)注 目され るATTの 動 き

① ネ ソ トワー ク発祥 の 地 は ア メ リカで あ り,ネ ッ トワ ー クの 基本 形 は ア

メ リカに あ る。 ア メ リカ を網 羅す る ネ ッ トワー ク を拡 大 す る こ とでG-

10balNetworkに な る とい う考 え 方 が あ る。

② 異 な る ネ ッ トワー ク,あ るア ブ リケ ー シ ・ンで結 ぶ こ とは大 事 業 で あ

り,言 語,コ ンピュー タ ・アー キテ ク チ ャ等 の 相違 を克 服 せ ねば な らな い

た め,私 企 業 の ス タ ッフで は困 難 で あ る。

これは,通 信 業者 が 世 間 に奉 仕 す べ きで あ る。

③VAN(付 加 価値 網)を 利 用 して 自分 の ネ ッ トワー クを つ くる こ とは

で きるが,独 自に つ くっ た別 々の ネ ッ トワー クを接 続 して 自由 に通 信 す
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る ことは まず 不 可 能 で あ る。

(考 え られ て い るACS(後 述)は これ を あ る程度 まで可 能 とす る もの

で あ る。ACSが 実 現 す れば ユー ザ ー に とって こん な素 晴 しい ものは な

い とい う評価 も聞か れ る。)

4.3GlobalNetworkの 開 発

(1)ACS(AdvancedCommunicationsService)

①ACSは 現 在 の ネッ トワー ク ・サ ー ビ ス,WATS(WideAreaTel-

ephoneService),DSDS(DataphoneSwitchedDigitalServi-

ce),等 を 拡 大 し,機 能 を付 加 して 構 築 した も の で,ACSと し て の 構

想 が 発 表 さ れ た の は 昨 年(1977)で あ り,FCCへ の 認 可 申請 を1978

年7月10日 に 行 な った 。

②NTTのDCNA(DataCo㎜unicationNetworkArchitecture)

よ り も実 用 レ ベ ル で あ り,ユ ー ザ ー はCPUと 端 末 を 用 意 す る だ け で よ

い 。 ユ ー ザ ー は こ の 大 規 模 な ネ ッ トワ ー ク の 中 に 自 分 の 仮 想 サ ブ ネ ッ ト

を 構 成 し利 用 す る 。

ネ ソ トワ ー ク の 内 部 は トラ ン ス ペ ア レ ン トで な け れ ば な ら ず,通 信 業

者 は 回 線 だ け を 提 供 す る と い う従 来 の 考 え 方 とは 違 っ た もの で あ る。

③ATTに 対 抗 す る もの と し てIBMの 動 きが 常 に あ り,ATTのAC

S申 請 が い つ 頃 認 可 さ れ る か,認 可 に あ た り条 件 等 が 付 加 さ れ るか な ど

IBM裁 定 と の か ら み も あb,認 可 に 至 る ま で に は 政 策 的 に か な りの 時

間 を要 す る と思 わ れ る。

しか し技 術 的 に は か な りす す ん で い て コ マ ン ドも既 に で き て い る。

利 用 可 能 と な る の は,1980年 頃 と予 想 さ れ る。

(2)ACSの 機能

r・ ・ゼー 較 換 機 、 これ らの機能 をまずノくケ ・ 咬 鯛 で提供 し
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コー ド変 換 機能 際 々に デ ジ タル交換 網 に 切 り換 え,バ ル クデ

プ ・ トコル 変換 機 能 一 夕の転 送 も効 率 よく行 なえ る よ うに して い

自動 ア ドレ シ ン グ機 能 く。

ネ ッ トワー ク処 理 機 能

ネ ッ・トワー ク 蓄積 機能

異 機 種 とい うこ とを ユー ザ ーは 一 切 気 にす る ことな く通 信 で き るた め,

ユ ー ザー に と っては 非 常 に 便 利 で あ る。

また ファ イルの 共 有 とい って も,現 在 は フ ァ イル の転 送 の み が行 え る だ

け で あ る。 しか し,1980年 代 に は フ ァイル相 互 間 の 完全 共 有 が可 能 とな

るで あ ろ う。

現在,プ ライベー ト・ベースのオンライン ・ネッ トワークが2000シ ステム あ る。

5年 後 の1983年 に は 米国 内360万 の端 末 が オ ン ラインで 接i続 され

る こ とが予 想 され て い るが,ATTのACSに 接続 され る端 末 は137 ,000

台 と見積 られ てい る。

ATTのACSは 既 に あ る ネ ソ トワー クを全 て吸収 して しま うの では な

く,回 線 だ け借 りて 自分 の ア プ リケー シ ョンの ため の専 用 ネ ッ トを独 自に

つ くる とい う従 来 の ネ ソ トワ「 ク も,依然 と して残 る。,,,

(3)lBMの 動 き

ATTに 対 してIBMの 動 き も活 発 で あ り,ド イ ツに お ,いて は 以 下 のS.

う な フ ァ シ リテ ィ マ ネ ジ メ ン トの 実 験 等 を 行 な っ て い る。

〔実 験 の 概 要 〕

a.IBMが 個 々 の 企 業 の ア ブ リケ ー シ、ヨ.ンに 最 も適 した ハ 「 ドウ.エ ア

を 提 供 す る。

b.こ う した 企 業 を 増 や し て い き,除 々 に コ ン ピ ュー タ を 数 社 で 共 同 使

用 す る形 に も っ て い く。,

c.コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ を衛 星 で 結 ん でGlobalNetworkを 構 築 して い
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く。

この よ う なIBMに よ るGlobalNetworkで は,IBMと 互 換 性 の な い

もの は 陶 汰 さ れ て し ま う こ とに な る。

一 方 ,ATTのACSは 異 機 種 性 を 考 慮 す る 必 要 が な く,IBMのSN

A(SystemNetworkArchitectuve)ま で もそ の中 に 吸 収 して し ま う と い

う,ユ ー ザ ー に と っ て は 夢 の よ うな 構 想 で あ る と い え る。

(4)新 通 信 メ デ ィ ア

近 い 将 来,10年 後 位 に は,デ ー タ ・メー ル,エ レ ク トロ ニ ック ・メー

ル に あ らゆ る 機 能 が 吸 収 さ れ て,こ れ が 通 信 メ ヂ ィ ァ の 中 心 的 存 在 と な る

こ とが 予 想 さ れ る。

4.4関 連 質 問

口 国 際 ネ ッ トワー ク構築 の意義

在 庫 の 世界 規 模 で の 調 整等 のた め に 国際 ネ ッ トワー クの 構築 は 今 や急 務 で あ

る と言 え る。 特 に 自動 車 業界,家 庭 電気 業 界 等 で は 部 品 の手 配 を グ ローバ ル ベ

ー スで 行 な わ ねば な らない し,銀 行 業 務 も世 界 規 模 の ネ ッ トワー クな しで は も

はや 遂 行 は不 可 能 で あ る。

しか し異 種種 間 ネ ッ トワー クが 国 境 を越 えて 国 際 間 とな る と,人 種 の違 い,

時差 等 も考慮 せ ねば な らず 問題 は一 層 複雑 に な る。

現 在 の コ ン ピュー タ業 界 は 日進 月歩 で ある の で常 に連 絡 し合 うと とが 大切 で

あ る。

口 国際間のデータ流通 と機密保護問題 の調和
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この 問題 に 関 しては 何 を今 さ らの感が あ る。 新 聞,雑 誌 等 の記 事 は 国 境 を 越

え て の フ リー フ ローが 日常 に な って い る。

口 国 際 間 の 回 線料 金 の適 用

欧 州 では 国 際 間 とい って も感 覚 的 に本 州 と九 州 で 行 な う よ うな感 じで あ り,

国 際 間 通 信 が 比較 的 発 達 して い る。

米 国,欧 州 間 の通 信 で も国 に よって 値段 が 違 っ てい る。

日本 の 回 線 料金 は ア メ リカの8倍,ド イ ツの2.5倍 で あ るo

この回 線料 金 が高 い とい うこ とが 日本 で ネ ッ トワー クが 発 達 しな い原 因 の ひ と

つ に な って い るo

亡の 他 に,ネ ッ トワー ク開 発 を妨 げ る要 因 と しては,日 本 で は競 合 関 係 が な

い こ と,国 の通 信政 策 が 消 極 的 で あ る こ と等 が 考 え られ る。

(19)





情報 処理動 向調査 アンケー ト票
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情 報処 理 動 向 調 査 ア ンケ ー ト フ ェ ー ス シ ー ト

■ 太線 ワ クの 中 に ご記 入下 さい 。

氏 名

フ リ ガナ

あなたの連絡先(ま たは住所)

電 話( )

才ロ‥
○印を付けて下 さい。

1010

性 別[コ 男,口 女

○印を付けて下 さい。
　　 　エ

ロ 独身,[三]既婚

職 業

■ あ なた の職 業,勤 務 先 につ い て ご記 入 下 さい。

ご記 入下 さいo

現在,

(学 生の場 合は在学校 名,学 科を

に(勤 務,在 学)中

■ 上記の勤務先,在 学先についての業種,職 種 を下記の 中か ら選んで該当す る番号

を記入 して下 さい。

01.農,水 産,鉱 業

02.食 品製 造業

03.鉄 鋼,非 鉄 金 属製 造 業

04.電 機,機 械 製 品 製造 業

(電 子 計算 機 製 造 業 を 除 く)

05.石 油,化 学 品製 造 業

06.紙,繊 維製 品製 造 業

07.土 木,建 設 業

08.電 子 計算機 製 造 業

09.そ の 他 製造 業

10.卸,商 社 業

11.輸 送 業

12、 新 聞,雑 誌 発 行 業

13.電 力,ガ ス サ ー ビ ス業

14.観 光,娯 楽 施 設 サ ー ビ ス 業

15.金 融,証 券,保 険 業

16.計 算 セ ン タ ー,ソ フ トウ エ ア業

17.広 告,情 報 提 供 サ ー ビ ス業

18.そ の 他 小 売,販 売 業

19.学 校,研 究 機 関

20.病 院,そ の 他 医 療 関 係

21.官 公 庁

22.そ の 他 非 営 利 団 体

23.学 生

　　 　ヨ

ロ

(22)



-□
7

■ あなたのお仕事の内容 について下記の中か ら該当するものを選んで番号を記 入 し

て下 さい。(あ なたの役職名 にかかわ らず 実際の勤務 内容か ら 判 断 して お 答 え下

さい。)

営 業,販 売関係

総 務,企 画 関 係

情報処理,シ ステム関係

事 務,経 理 関 係

製造(設 計)関 係

仕 入れ,購 買関係

その他

　る

口

15

・ あなたの勤務す る会社 の従業 員数1

20

21 　 　

已1

人

28

資本金1 1 1 1万 円

(正 確 な数字が記 入で きない場合は概算で記 入 して下 さい。)

(23)



記 入 ,上 の 注 意

1.こ の調 査 票 は7項 目61の 設問か ら成 って お り ます が,1985年(現 在 よ リ約7年 後)

の時 点に情 報 化 お よび 情 報処 理 の 分 野 が どの よ うに変 って い るか を あ な た個 人 の意 見

と して お聞 きす る もの です。

2.記 入 に 際 しま して は,特 に ご 自分 の 専門 外,あ るい は ご関 心 の薄 い 項 目 に つい て は,

お答 え 頂 く必要 は ござい ませ ん。

3.ご 記 入 は全 て ア ンケー ト票 とと も にお送 りし ま した フ ェースシー トお よび 回答 用紙 に

記 入 して下 さい。

4.回 答形 式 につ いて

(1)回 答 して頂 だ く形 式 は,

① 選択 枝の 番 号,記 号 を記 入欄 に 記 入す る,方 法 と,

② 具 体 的 な 内 容 を文 章 で記 入 す る,方 法が あ り ます 。

① の番 号,記 号 を 記 入 す る場 合 は,設 問の 指 示 に従 って所 定 の数 だ け記 入 して下

さい 。

(2)ま た,「 そ の 他 」を選択 され た場 合 で も,「`そ の 他 」の 番号 を記 入欄 に記 入 し,

か つrそ の 他 」の 内容 を,

○ その他
の欄 に記述 して 下 さ るよ うお願 い致 します 。

例 ・ 問31□ 隠:略 化され
て使用されると思う.

{3)そ の他,あ な たの ご意 見,お 考 え 等 を記 述 して頂 く欄 が あ ります が,で き るだ け

具体 的 に 記述 して下 さ るよ うお願 い 致 し ます 。

5.ご 回答 いた だ き ま した ア ンケ ー トにつ き ま しては フ ェ ース シ ー トと回 答 用紙 のみ を

同封 した返 信 用封 筒 に 封 入 の上,な るべ く12月11日(月)ま で に 到着 す るよ うご返 送

下 さい。

(24)
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1.1985年 にお・け る社会 環 境

問1日 本の社会環境に大 きな影響 を与え るもの として,1985年 までに起 こりそ うな

出来事の うち次の ものの うちか ら3つ まで選んで記入欄 に番号 を記入 して下 さい。

① エネルギー危機 ② 原材料資源危機 ③国際通貨危機 ④輸 出環境の悪化

⑤大 きな不況 ⑥ 大 きな震 災 ⑦ 日本 に影響の大 きい戦争 ⑨その他(具 体

的 な事項を記入 して下さい。)

問21985年 の 日本の経済環境はどのよ うであ ると思い ますか。tつ 選んで番号 を記

入 して下 さい。

① 成長経済 ②安定経済 ③低迷経済 ④ わか らない。

問31985年 までの約7年 間に世 帯平均収入は現在の何倍 にな ると思い ますか。

⌒ 己入して下さし㌦ 口 爆 口
倍(回答用線 記入して下㍉

[≡](1+…4)

(1十 〇.08)

.32(1十 〇.06)=L50

.71(1十 〇.10)==1,95

問4カ ラーテ レビ,ル ーム ・クー ラ ー,自 動 車 の 次 に一般 大 衆 が 求 め る耐 久 消 費財 と

して どんな も のが 考 え られ ます か 。 番号 を記 入 し,① を選 んだ場 合は 具体 的 な製品

名 を書 いて 下 さい。

①(製 品名)② わか らない 。

問5勤 務体 制 として 次の もの の うち,1985年 にか な り普及 して い る と考 え られ るも

の3つ ま で選 ん で番号 を記 入 して 下 さい。

① 官 庁,銀 行 を含む 全般 的週 休2日 制 。

② 週 休3日 制 。

③ フ レ ックス ・タイ ム(出 勤 時刻 が 自由で,勤 務 時 間数 を定 めた もの)。

④ 自宅勤 務 の 企業 や 職務 。

⑤ 終 身雇 傭制 が くずれ 転職 が 多 く行 わ れ る。

(26)



⑥ 地方や故郷 で働 ら くUタ ーン現象が多 くなる。

⑦ その他(具 体的 に記入 して下 さい。)

問6流 動的経済社会や高令化社会 に対応 して行動する企業の活動 は1985年 まで には

ど うな ってい るか,可 能 性 の 強 い もの3つ'ま で選んで記号を 記入 して下 さい。

③ 企業の本社,工 場の地方分散が おきる。

◎ 部課制が プ ロジ ェク ト ・チーム制 に変わり,人 事組織が流動的 になる。

◎ 系列企業 との人事 交流が行われ る。

④ 研究開発投 資が大幅 に増大 する。

⑥ 特許,ノ ーハウの企業間流通が高 まる。

① 手間や時間をかけた製 品を重視す る。

@企 業の業務や サ ービスの集 中,ピ ークを避け,平 準化稼 動を指向する。

⑪ 作業の能率や稼動率を ダ ウンし,非 熟練労働化を指向する。

① 停年制の年限が ロ コ 才位までに延長(あ るいは繍)さ れる・

(上記①を選んだ方は年限の数字を記入して下さい。)

① その他(具 体的に記入 して下さい。)

問71985年 頃における一般市民の意識がどの ような傾向にな りますか,3つ まで選

んで番号を記入 して下さい。

① 情報への対価意識が高 まる。

② 情報の氾濫か ら逃避 しようとす る傾向が出て くる。

③ アンチ文明的生活を志す人が 多 くなる。

④ 個性的な生活が尊重 され る。

⑤ 意見や選択 の多様 化によ り,も の事が まとまりに くくな る。

⑥ 個人が,企 業集団の外 に趣味集団,奉 仕集団,同 郷集団等 多 くの集団 に属す る

よ うになる。

⑦ その他(具 体的に記入 して下さい。)
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問8情 報化 の社会 または個人に与 える悪い影響について可能性の強い ものを問8-1

および問8-2よ りそれぞれ3つ まで選んで番 号を記入 して下 さい。

問8-1個 人的側 面

① プライバシーの侵害

② 情報の無 差別利 用(情 報への過剰依存)

③ 意識,行 動の分裂

④ 情報か らの逃避

⑤ 機械 との対話増大に伴 う人間疎外感

⑥ その他(具 体的 に記入 して下さい。)

問8-2社 会的側面 ～

① 大衆行動 の付和雷同化

② 情報 パニ ック ・

③ 情報の集 中権 力化

④ 情報に よる大 衆操作

⑤ 情報犯罪

⑥ その他(具 体的に記入して下 さい。)

(28)



2.ネ ッ トワ ー ク ・ユ ー テ ィ リ テ ィ

ネ ッ トワ ー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィと は,各 種の 端 末 か ら多 種 多様 な シス テ ムを 自 由に

利 用 で き るよ うな仕 組 みを 意 味 し,利 用者 全体 が情 報 を公 平 に受 け る こ との で き る ネ

ッ トワ ー クを介 した ユ ーテ ィ リテ ィで あ り ます 。

そ の理 想 像 は,各 家庭 や事 務 所 に置 かれ た端 末 装 置が社 会 全体 の 接 続点 と して機 能

し,そ れ を通 じて必要 な 情 報 ・知 識 を随 意 に取 り出す こ とを可能 とし,あ わせ て社 会

活 動 への 能動 的 な 参加 へ の 窓 口 とな る よ うな姿 を想 定 してい ます。

この よ うな ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィの 実 現 性,将 来像 につ い て皆 さんの 御 意

見 を伺 いた い と思 い ますの で,下 記 に示 した よ うな諸 サ ー ビスに関す る各 設 問 にお 答

え願 い ます。

問9画 像 応 答 サ ー ビス

端 末 と してTV,キ ーパ ッ ド(押 ボ タン型 簡 易 デ ー タ入力機)電 話器 を使 用 した

各 種 情報 提 供 サ ー ビスが,現 在,英 国 におけるPRESTEL,日 本のCAPTAINSと

して実 験 サ ー ビス開始 あ るい は 計画 中の 段 階 に あ ります。 提供 情 報 の 種類 と して は,

学 習 ・教 養 ・趣 味ジ 医療 相 談,シ ョ ッピ ング情 報,各 種 経 済情 報,レ ジ ャー情 報 ,

各種 予約 シ ス テ ム との結 合等 多 岐 に亘 り,一 般 家庭,ビ ジ ネス界 に おい て 広 範囲 な

利 用 が期 待 され て お り ます。 この よ うな サ ー ビスの実 現 性 につ い て ど う考 え ます か ,

適 当 と思 う もの を問9-1か ら問9-3ま で それ ぞれ1つ づつ また,問9-・4は3

つ ま で選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

問9-1個 入,ま た は 一般 家庭 用 として,1985年 頃 には,

① 大部 分の 家庭に普及する

③ ほ とんど普及 しない

問9-2業 務用 として1985年 頃 には

① かな り普及 す る

③ はとんど普及 しない

問9-3

② 一部の家庭 に普及す る

④ わからない

② 一部普及す る

④ わか らない

あ な た は,こ の よ うな シス テ ムを利 用 した い と思 い ます か。
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① 利 用 した い と思 う ② 利 用 したい と思 わな い

③ ど ち ら とも 言 え ない

問9-4問9_1,問9-2で,「 ② 一部 普 及 す る」 あ るい は 「③ ほ とん ど普 及 しな

い」 に答 えた方 は,こ の よ うな シス テ ムの普 及 をは ばむ 原因 につ い て ど う考 え ます

か,3つ ま で選 ん で番 号を 記 入 して下 さい 。

① 情 報 の使 用 コス トが それ ほ ど低 廉 にな らな い。

② 端 末 が まだ 高 価 で あ る。

③ この よ うな 双 方向 の利 用 形態 には な じま ない 。

④ 一 般TV,新 聞等 に よ る一方 通 行 情 報 の 選択 利 用で 十 分で あ る。

⑤ 有効 な情 報 の 整備 が 大変 で あ る。

⑥ 電話 料 金 が コ ス ト高 だ し,距 離格 差 が 大 きす ぎ る。

⑦ その他(具 体 的 に記 入 して下 さい。)

問10遠 隔 自動 検 針

電 気 ・ガ ス ・水 道な ど の遠 隔検 針 シ ス テム(各 家 庭の 検針 装 置 と セ ン タ ーの コン

ピ ュー タを 回線 で結 合 した 自動 検針 シ ステ ム)は,日 本 お よび諸 外 国 にお い て実 用

化 実験 の 段階 に 入 ってい ます。 この よ う なシ ス テ ムの実 現性 に つ い て ど う考 え ます

か 。 問10-1か ら1つ,問10-2は3つ ま で選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

問10-11985年 頃 に は

① 全 国 的 に実 現 す る ② 一 部 の 地域 で 実 現 す る ③ 実 現 は難 しい

④ わ か らな い

間10-2問10-1で ② あ るい は③ と答え た方 は,こ の よ うな シス テ ムの実 現 を はば む

要 因 とに つ い てど う考 え ます か 。

① 検針 装 置 の コス ト高

② 既存 通信 回 線(専 用,電 話,電 力供 給 線)等 の安 価 な利 用 が 困難

③ 光 フ ァイバ など を 利用 した 新規 通 信網 が 必要 とな るので ニ ュー タウ ン等 これ か

らの計 画 都 市 に しか普 及 し ない。

④ 現 在 の検針 要 員 ・人件 費 で十 分ペ イす るの で新 システ ムは 必要 な い 。
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⑤ 機械 に よ る 自動 的 な 検 針 で は間 違 い が心 配 であ る。

⑥ その 他(具 体的 に記 入 して 下 さい。)

問11デ ー タベ ー ス

問11-1最 近,特 にその 重 要性 が認 識 され つ つあ るデ ータベ ース につ い て 今後1985

年頃 に は どの よ うな分 野 の デ ー タベ ー スが 必要 で あ り広範 囲 に利 用 され るよ うに な

る と思い ます か,該 当 す る もの を選 ん で番 号 を 記入 して 下 さい。

① 工学,科 学 技術 関係 ② 化 学 ③ 経済 統計

④ 特許 情 報

⑤ その 他()()()

(具 体的 な 分野 名を 回 答欄 に記 入 して 下 さい 。)

問11-2あ なた が 使 いた い と思 われ るデータベースの 分野,種 類 を回 答 欄 に記 入 して下

さいo

問11-3こ の よ うなデ ー タベ ースを 利 用 す る上 で漢字 によ る表 現 の 必 要 性 は ど うで す

か,1つ 選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

① 必 要 で あ る ② 現 状 の カナ英 数 字 で十 分 ⑨ わか ら ない

問11-4こ の よ うな デ ータ ベー ス提 供 サ ー ビスの形 態 は どの よ うに した らよい か 。

1つ 選 ん で番 号 を記入 して下 さい。

① オ ン ラ インで なけ れ ば な らな い。

② バ ッチ処 理,窓 口渡 しあ るい は郵 送 で十 分。

③ ど ち ら も 必要

④"わ か らな い 。

問12異 種 シ ステ ム異企 業 間 の相 互 結 合 につ い て,問12-1,問12-2よ りそれ ぞれ

1つ づつ 選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

問12-1最 近,国 鉄 と旅行 代理 店3社,航 空会 社 との 相互 結 合,情 報処 理 サ ー ビス業

者 と企 業 シ ス テムの結 合,全 銀 シ ステ ム,NCSな ど異 種 シ ステ ム,異.企 業 間 の相

互 結 合が 盛 ん にな りつつ あ り ます が,こ の よ うな相 互結 合 の ニ ー ズは1985年 頃 に

は ど うな る と思 い ます か 。
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① ます ます 増 大 す る ② やや 増 大 す る ③ 現在 と変 らない ④ わ か らな い

問12-2相 互 結 合 の 形態 は どの よ うな もの が多 い で し ょうか。

① 同業 他社 間 ② 流 通 等 水平 横 断形 ③ 企 業 グル ープ等 垂 直型

④ リソース共 用の 相互 依 存 型 ⑤ その他(具 体 的 に記 入 して下 さい。)

問13電 子 郵便(ネ ソトワークを介 した端 末間 通 信,フ ァクシ ミ リ等 の 電 子 的 手段 に よ る郵

便の伝送,配 達 システム)に ついて 問13-1,問13-2よ り1つ づ つ選 ん で 番 号 を

記 入 し,問13'-3に つ いて はお考 え を お 聞か せ 下 さい 。

問13-1一 般 家庭 へ の宅 配 の電 子 郵 便 へ の移行 は1985年 頃 にはどうな ると思いますか。

① 全国 的 に 実 用化 され る ② 一 部 の 地域 で 実 用化 され る ③ 実 用化は難 しい

④ わか らな い

問13-2ビ ジ ネ ス ・メール(企 業 内 ・企 業間 の業 務 用文 書 の 配送)の 電 子郵 便 は1985

年 頃 に は ど うな ります か。

① かな り実 用化 され る ② 一 部 の会 社 で使 用 ③ ほ とん ど使 用 され ない

④ わか らない

問13-3電 子 郵 便 の 実用 化 ・普及 の た め の課 題 につい て あ な た は ど う考 え ます か。

〔具 体 的 な お考 え を書 い て下 ざい 。 〕

問14電 子 新 聞(家 庭 用 フ ァクシ ミ リ端 末 等 へ の電 送新 聞,TV端 末 とハ ー ド ・コ ピー

装 置 を用 い た ニ ュー ス検 索 形 の シ ステ ムな ど)に つ いて 問14-1よ り1つ 選 ん で

番 号 を記 入 し,問14-2で は お考 え を お聞 か せ 下 さい 。

問14-1一 般 家庭 へ の 新聞 宅配 の 電子 化 は1985年 頃 には,

① 全 国 的 に実 用 化 され る ② 一 部 の 地域 で実 用化 され る ③ 実 用化 は難 しい

④ わか らない'上

間14-2電 子 新 聞 の 実 用化 ・普及 のた め の課 題 につ い て あな た は ど う考 え ます か 。

〔具 体 的 な お考 え を 回 答欄 に 記 入 して 下 さい。 〕

周15上 記 機 能 を総 合 して 入 力す る マル チ ・ア クセ ス ・ター ミナル に関 して 問15-1・

問15-2よ りそ れ ぞれ1つ づ つ選 ん で 番号 を記 入 し,問15-3は 金 額 を記 入 して

下 さい 。
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問15-1今 まで答 え て頂 い たよ うな 画像 応 答サ ービス,デ ー タベ ース検索,電 子 郵便,

電 子 新聞等 の複 数 サ ー ビスに共 通 に使 え るよ うな マ ル チ ・ア クセ ス ・タ ー ミナル は

1985年 頃 には,

① 実 用 化 され 広 く普及 す る ② 実 用化 は難 しい ③ わ か ら ない

問15-2家 庭 用 マル チ ・ア クセ ス ・タ ー ミナルを あなた は どの くらい の価 格(現 在の

価 格 水準)な ら購 入 します か 。

①5,000円 以 下/月 ②5,000円 ～10,000円/月

③10,000円 以 下/月 ④10,000円 ～20,000円/月

間15--3業 務用 マル チ ・ア クセ ス ・タ ー ミナルは どの位 の 価格 な ら広 く普及 す る と思

い ま すか?

ll!1千 円/月(回 答 用紙 に記 入 して 下 さいo)

千万 百万 十万 万 千

問16ネ ッ トワー ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ

問16-1こ の よ うな ネ ッ トワー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの実 現 時 期 につ いて あ なた は どの

よ うに考 えます か,1つ 選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

①1983～1985年 頃 ②1986～1990年 頃

③2000年 頃 まで ④2000年 以 降

⑤ わ か らな い

問16-2こ の よ うな ネ ッ トワ ー ク ・ユ ーテ ィ リテ ィの将来 像,実 現 性 につ い ての あ な
∂

たの意見 をお聞かせ下 さい。

〔具体的 なご意見を回答欄に記入 して下 さい。 〕
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3.オ フ ィ ス オ ー トメ ー シ ョ ン

オ フ ィスオ ー トメー シ ョンにつ い て次 の設 問 に お 答 え くだ さい。

問17オ フ ィス で は テ レビ電 話 が 今後 どの て い ど普 及す るで し ょうか 。1985年 頃 を 目

途 と した あ な たの 予 想 を お 聞か せ下 さい。 適 当 と思 うもの を1つ 選ん で 番 号 を回 答

用 紙の記 入 欄 に 記 入 して下 さい 。

① 電 話器 の ほ とん ど が テ レビ電 話 にな る 。

② 電 話 器 の半 分 は テ レビ電話 に な る。

③ 電 話 器 の 一割 以 上 が テ レビ電話 に な る。

④ 導 入 す る企 業 が 目立 ち初 め る。

⑤ ほ とん ど普 及 しな い 。

⑥ ま った く予想 で き ない 。

問18事 務 用 フ ァ クシ ミ リは 今後 どの て いど普 及す るで し ょうか 。1985年 頃 を 目途 と

した あ なた の 予想 を お 聞 かせ くだ さい。適 当 と思 うもの を1つ 選 ん で番 号 を記 入 し

て下 さいo

① 各 企業 の ほ とん ど の 部署 に設 置 され る。

② 各企 業 の ほ とん ど の事 業所 に 設置 され る。

③ 過半 数 と まで は い か ない まで も,か な りの 事業 所 に設 置 され る。

④ オ ン ライ ン ター ミナル その他 に押 され て,今 後 は む しろ伸 び悩 み の傾 向 と な る。

⑤ 今 よ り もか え って減 少 す る。

⑥ ま った く予 想 で きな い。

問19あ な たが 特 に期 待す る オ フ ィスオ ー トメーシ ョン技 術 は 次の どれ です か,3つ ま

で 選 んで番 号 を記 入 して 下 さいo

①OCRに よ る手 書 き カナ文字 の入 力

② フ ァク シ ミ リに よ るOCR原 票の 伝送

③COM(computeroutputmicro-film)

④ テ レ ビ電 話 に よ る会 議
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⑤ 音 声入 力方 式 に よ る 日本 語(五 十 音)の 入 力

⑥ オ フ ィス コン ピ ュー タや ター ミナル の オ ペ レー シ ・ン ガ イ ダ ン スの 音声応 答方

式 化

⑦ 英,数,カ ナ文字 の他 漢 字 や グ ラ フを 印刷 で き る汎 用 プ リン タ

⑧ オ フ ィス コン ピュー タや タ ー ミナル 用 の と りはず し交 換 可能 な大 容 量(100MB

以 上)記 憶媒体

問20日 本 語 の ワー ドブ。ロセ ッサ は今 後 どの てい ど普 及す るで し ょうか 。1985年 頃を

目途 と したあ な た の予 想 をお 聞か せ くだ さい。 適 当 と思 う もの を1つ 選 ん で番 号 を

記 入 して下 さいo

① 事務机 の ほ とん ど が事 実 上 の ワー ドプ ロセ ッサ にな る。

② 各 企 業の ほ とん ど の部 署 に設 置 され る。

③ 各企 業 の ほ とん ど の事 業 所 に 設置 され る。

④ あ るてい どは 伸 び るが 普 及 す る まで は至 らな い。

⑤ ほ とんど期 待 で きな い。

⑥ ま った く予 想 で きない 。

問21オ フ ィスは将 来 ど うな る と思 い ます か,1985年 頃を 目途 と した あ な た の予 想 を

お聞 かせ くだ さい 。適 当 と思 わ れ る ものを1つ 選ん で 番 号 を 記入 して 下 さい 。

① 事務 の 省力 化 は ほs"限 界 に来 て お り,今 後 とも間接 人 員 は増 え続 け る。

② 事務 量 の増 大 と事 務 の 機械 化 が ほ ゴ見 合 う形 で 進展 し間 接 人 員 は ほ ゴ現 状 の ま

ま推移 す る。

③ 今後 は 日本 語 の文 書 作 成 業務 や文 書 管理 業務 など新 しい 分野 の機 械 化 が進 み,

間 接人 員 はか な り削減 され る。

④ ほ とん どの 事務 が 自宅 で 端末 機 で 行 え るよ うにな り,現 在 の形 の オ フ ィスは 姿

を 消す 。

⑤ ま った く予 想 で き ない 。

問22あ なた が将来 あ な たの 事務 机 も し くは数 入 が共 同 で使 う ワ ー ク ステ ー シ ョン に装

備 したい と思 われ る機 能 は 次 の どれ で すか,5つ まで選 ん で記 号 を記 入 して 下 さい。
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⑤ 表示 装置 によるデ ー タベースの検索

⑥ 表示内容 のハー ドコピー

◎ 磁気媒体 の ファイル伝送

⑥ 日本語による文書の作成 と編集

⑥ 磁気媒体か らの文書検索(文 書 はすべて磁気媒体で保存)

⑦ 磁気デ ィスクなどに電子的に内臓 され た用語辞典

⑧ 音声による辮 入力(た とえば 「ハチ」と言えば 囚 回 田 などが表

示 され,そ れを セ レク トして入力す る)

⑮ テ レビ電 話

① ファクシ ミリ

① パ ー ソナル コンピュー タ

⑮ その他(),(),(),

(具 体的に記入 して下 さい。)

問23我 国が今後 オ フィスの オー トメーシ ョンを推進 してい くためには,そ の前提 とし

てどのよ うな施策が必要 と思いますか。最 も必要だ と思われ るものを下記の項 目か

ら5つ まで選ん で記号を記入 して下 さい6

⑤ 事務用文書 のカナ文字を進 め,漢 字を じ ょじ ょに廃止す る方向に持 ってゆ く。

⑤ 英語 を公用語 とし,事 務用文書の英語化を進め る。

◎ 日本語の ワー ドプ ロセ ッサの開発を国が援助す る。

⑥ 漢字制限 を更に強化 して,用 字の標準化 を進め る。

⑧ 昔か らあ る住所氏名 も当用漢字 に置 き換 える。

⑦ カナ文字の手書 きOCRの 開発を強力に進め る。

⑧ 通信料金の全国均一料金制を採用す るb

⑪ 企業間の商取引や企業の会計監査が磁気媒体だけで で きるように法令を改正す

るo

① 安価な漢字入力装置 の開発を急 ぐ。

① 漢字の字画を制限 し,略 字化を進め る。
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⑮ そ の他(),(),(戊

(具 体 的 に記 入 して下 さい。)

問24オ フ ィス オー トメー シ ョンに 関す るあな た の意 見(ア イデ ア,注 意 点 など)を お

聞か せ くだ さい。

〔具 体 的 なご意 見を記 入欄 にお書 き下 さい 。〕
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4.日 本 語 情 報 処 理

問25現 状

あなたの所属す る企業,団 体では 日本語(漢 字 または邦文の)情 報処理 を実施,

または計画 してい ますか,該 当す るものを1つ 選んで番号を回答欄に記入 して下 さ

いo

記載1響 ㌫ トー

illi灘1;㌔∵ トη…
問26適 用業務

問25で ①②③ のどれかを選択 された場合,主 な適 用分野はどの ような ものです

か,該 当す るもの全てを番号 で記入 して下 さい。

〔漢字デー タ処理 〕

① 証明書類 の発行

② 名簿類の作成

③ 明細資料 の作成

〔邦文処理 〕

⑥ 文章の編集,校 正,複 製処理

⑦ 台帳登録 と情報検 索

⑧

〔その他の分野 〕

⑨

④ 統計 資料の作成

⑤ その他(具 体事項を記入して下さい。)

その他(具 体事 項を記入 して下 さい)

その他の分野(具 体的分野 を記 入して下 さい。)
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問27問 題 点

現 状 の ハ ー ド,ソ フ トに つい て の問 題 点 と考え られ る次 の項 目の うち,最 も重要

と思 わ れ るもの をaか らmま で2つ を 選 んで 記号 を 記入 し,そ の2項 目につ い て具

体 的 な ご要 望や ご意 見 を お聞 か せ下 さい。

⑤ 入 出 力機 器 の価格

⑤ 入 力方 法

〔プ リンター の性能 〕'

◎ 字数 ⑧ 印字速度

@証 票 としての適格性

〔ソフ トウェア 〕

① 汎用プ ログラム ①

⑮ 各種の漢字 ソー ト ①

〔その他 〕

㊥ その他(

問28全 体の見通 し

◎ 複写可能 ㊦ 用紙

㊨ その他(

カナ漢字変換

その他(

)

)

)

将 来(1985年 頃),事 務 関係 の コ ンピュ ー タ処理 に は,ど の位 漢 字 が使 用 で

きる よ うに な る と思 わ れ ますか 。1つ 選 ん で番号 を 記入 して下 さい。

① ほ とんど す べ て漢 字 が使 用 され るよ うに な る

② 大半 の もの に,漢 字が 使 用 され る よ うに な る

③ まだ,部 分的 に しか 漢字 が 使 用 され る よ うに は な らない

④ そ の他()

問29将 来 の 方向

将 来(1985年 頃)の 日本 語 情 報処 理 の方 向 は,以 下 の どの よ うな もの が 中心

と思 われ ます か,1つ 選 ん で番 号 を 記 入 して下 さい 。

① 現 在 の汎 用 コ ン ピ ュー タに漢 字,邦 文 の処理 機 能 が包 含 され る方 向

② 漢字,邦 文 処 理 機 能 を も った オ フ ィス ・コン ピュー タが増 加す る方向

③ ス タ ン ドア ロン型 の 高性 能 漢 字 プ リン ターが 安 価 で使 用 し易 い もの に な る方 向
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④ 適 用業 務 を 限 っ た専 用機 が増 加 す る方 向

⑤ その他(.)

問30入 力 方法 の 選択

漢字,邦 文 の入 力 は,以 下 の どの よ うな 方式 が よ い と思 わ れ ます か,1つ 選 んで

番号 を記 入 して下 さい 。

(1>和 文 タイ プ ライ ターや 漢 字 テ レ ックス な ど に使 用 されて い る シフ ト鍵 盤 方式

(2)ブ ック形 式 や マ ッ ト形 式 の ワ ン タ ッチ 方式

(3)カ タカナ鍵 盤 に よる 入 力を ソ フ トウ ェアで漢 字 カナ湿 り文 に変 換 す る方式

(4)カ タ カナの手 書 きOCRに よ る入力 を ソ フ トウ ェアで漢 字 カナ 湿 り文 に変 換す

る方式

⑤ 音 声入 力で ライ ブ ラ リを検 索す る方 式

(6}そ の 他()

問31プ ログ ラ ミン グ言 語 の 将来

将 来(1985年 頃)プ ログ ラ ミン グ 言語 に どの 位漢 字,邦 文 が使 用 で き るよ う

にな る と思 わ れ ます か 。1つ 選 んで番号 を 記 入 して下 さい。

(1)こ の 分野 で も漢 字が 自 由に使 用 で きる よ うに な る

② この 分野 で も漢 字 が 部分的 に使 用 で き る よ うに な る

(3)こ の 分野 で も漢 字 が使 用 で きる よ うに は な らな い

(4)そ の他()

問32プ ログ ラ ミン グ言 語 へ の要 望

日本 語 に よ るプ ログ ラ ミング 言語 に つ い て,ご 意 見,ご 要 望 を 聞か せ て下 さい。

⑭ 〔1〕 将来,定 義 や 動作 を 示 す部 分,項 目名 など の レベ ル まで 日本語 が 使用 で

き る よ うに な る とよい

〔2〕 項 目名 の レベル だ け に,漢 字 が使 用 で きる よ うに な れば,定 義 や 動作 を

示 す英 文 の まSで よい

〔3〕 現 在 の 言語 形 式 に漢 字,邦 文 が使 用 され るので は な くて,プ ログ ラム形

式 そ の もの を 変 え る方 が よ い

(ご 意 見)〔 回答 欄 に具 体 的 に記 入 して下 さい。 〕
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問33発 展 普 及の ため の施策

今 後,日 本 語 情報 処理 が発 展,普 及 して い くた めには,そ の 前 提 と して,ど の よ

うな施策 が必 要 と思 わ れ ますか 。

〔具 体的 に 記入 して下 さい 〕

問34将 来 像

将 来(1985年 頃)の 日本 語 情 報処 理 に つい て あなた が描 い てお られ るイ メー

ジ あ るい は夢 をお 聞か せ下 さい。

〔具 体 的 に記 入 して 下 さい。 〕
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5 キ ャ ッ シュ レ ス ソサ エ テ ィ

キ ャ ッシ ュ レス ソサ エ ティ とい われ る未来 社 会 も コン ピュ ータ ー と通 信 技術の組

み合 わせ に よ る情 報化 時 代 の ユ ー トピアの1側 面 とい え る で しよ う・

い つ で も,ど こで も,現 金 決済 に よ らず に それ ぞ れ の信 用 を証 明 す る情 報(認 識 カ

ー ド,身 分 証 明書 な ど)の 確認 だけ で 多様 な サ ー ビスの 提供 を 受け る こ とで き る社 会

の 到来 が近 い とい わ れ てい ます。

こ う した キ ャ ッシ=レ ス ソサエ テ ィの ネ ッ トワー クイ メージ と して図5-1の よ

うな もの を描 い てみ ま した。 こ う した ソサ エテ ィの実 現 性,あ るいは,実 現条 件 につ

いて,い くつ か おた ず ね します が,ま ず あな た ご 自身の現 状 か らお 聞か せ 下 さい。

図5-1
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問35あ な た は 次 の ク レジ ッ トカー ドを どれ か お持 ちです か 。 該 当す る もの の 番号 を

回答 欄 に 記入 し,「 ① 持 ってい る」 場 合 は,あ な たが お 持 ち の クレジ ッ トカ ー

ド名 を 全 て下 記 の欄 か ら選 んで そ の記 号 を回答 欄 に 記 入 して下 さい。

① 持 って い る)問36～38,41以 降へ

⑤UC⑤ ダ イナ ース ◎JCB

④ 住 友 ◎ ダイア モ ン ド ㊦ ミ リオ ン

@日 本 信 販 ⑮ 丸井

① そ の他(ク レジ ッ ト名を 回答 欄 に記入 して 下 さい。)

② 持 ってい ない 一 一一一 → 問39,以 降へ

問36

a.

b.

C.

d.

ク レ ジ ッ トカー ドを持 って い る人(加 入 してい る こ と)の 場 合

カー ドの使 用 状況 はど の程 度 で しよ うか 。1つ 選ん で番号 を 記入 して下 さい。

ほ とん ど毎 月 使 ってい る

と きど き使 ってい る

た まに使 って い る

使 って い ない

問37ク レジ ッ トカー ドを使 ってい る場 合,所 有 され て い る全 カー ド合計 の毎 月平 均 使

用 額 は い くら ぐらいで しよ うか 。該 当す る もの を1つ 選 ん で番 号 を 記入 して 下 さい 。

①10万 円 以 上

②5～10万 円

③3～5万 円

④1～3万 円

⑤5,000～1万 円

⑥5,000円 以 下
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問38今 後,ク レジ ッ トカ ー ドを もつ と使 って い くつ も りで す か 。1つ 選 ん で 番 号 を

記入 して下 さい。

① ど しど し使 いた いt'

② 適 当 に使 い たい

③ あ ま り使 い た くな い

④ その他(具 体的 に記入 して 下さい。)→ 問41以 降へ

ク レジ ッ トカー ドを持 って い な い人(加 入 してい な い こ と)の 場 合

問39

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

問40

何故持 っていないのですか。3つ まで選んで番号を記入 して下 さい。

必要性がない

使 い過ぎが必配

借金 なので恥ずか しい

借金を した くない

紛失 ・盗難 が心配

カー ド加入の勧誘がない

その他(具 体 的な理 由を書いて下 さい。)

今後 ク レジ ッ トカー ドを使 ってみたいですか。1つ 選んで番号を記入 して下 さ

いo

① 使 ってみたい

② 使 いた くない

③ ど ちらでもない

④ その他( )

あなたご自身のことでな く,一 般 的な立場で次 の質問にお答 え下 さい。

(カ ー ドの所有の有無 にかかわ らず)
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問41今 後 ク レジ ッ トシ ステ ムは普及 す るで しよ うか,1つ 選 んで番 号 を 記入 して下

さい 。

① 爆発 的 に普 及 す るだ ろ う

② 普 及 す るだ ろ う

③ それ ほど普 及 しな い だ ろ う

④ これ以 上普 及 しな い

⑤ その他()

問421985年 頃 に実 用化 され てい るキ ャ ッシ ュ レスサ ー ビスで は ど の よ うな もの

が あ る と思 い ます か,該 当す るもの 全 て を選 ん で番号 を 記入 して 下 さい ・

①

②

③

④

⑤

ほ とんど店 で カ ー ドが 使 え る

カ ー ドで 即座 にか な りの 借金 がで き る

家 庭 で カ ー ドシ ョ ッピ ングがで き る

カ ー ドで シ ョッ ピングで き る無 人店 舗 が 出現す る

1.そ の他(

2. )

問43

(回 答 欄 に具 体的 に記 入 して下 さい)

,次 の ど こで カ ー ドが ど しど し使 わ れ るよ うにな れば い い と思 い ます か。2つ ま

で選 んで番号を記入 して下 さい。

① 百貨店

② チ ェーンス トア

③ 専門店

④ ホテル,飲 食店 などのサービス店

⑤ 病 院

⑥ 家庭(TV,電 話などを通 じて)

⑦畔iii

)
(回 答欄に具体的な使 われ る所 を記入 して下さい。)
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問44キ ャ ッシ ュ レス ソサ エ テ ィ 実 現 の条 件 につ い て重 要 な もの3つ まで選 ん で 記

号 を記 入 して下 さい。

⑤

⑤

◎

⑥

◎

⑦

@

㊨

①

①

問45

問46最 近,

る高 度 情 報機 器 の導 入 が 活発 にな って きてい ます 。

こ こで は,流 通 合 理 化 へ の対処,あ るい は システ ム化 機 器 の 今後 の 開発 につい て

.あ な た の ご意 見 を お たず ね します。

問46-1あ なたの所属してい る企 業,団 体 で は,流 通機 能(販 売,在 庫,仕 入,商 品企

画,取 引 先 な どの管 理 業 務)に 次 の機 器 の どれ を使 用 してい ます か。 使 用 して い る

機 器 の 記 号 を全 て 記 入欄 に記 入 して 下 さいo

⑤ 自社 導 入 コン ピ ュー タ@電 子 レジ ス ター・d(ECR)・

㊨ 計 算 セ ン ター利用 ㊨POSタ ー ミナル

⑤ ビ リン グマ シ ン ①POOタ ー ミナル

⑧ 在庫 管 理 機 ① テ レタイプ叉 は テ レ ック ス

⑤ デ ー タ ・エ ン ト リー機 ⑪ フ ァ クシ ミリ

⑦ デ ー タ伝 送 用 ター ミナル

日本 人 の借金 意 識 の 払 しよ く

背 番 号 制度 の実施

通 信 回線 の低 れ ん化

端末 機 の 普及

信 用情 報 セ ン ターの 確立

カー ド紛 失 に対 す る予防措 置

カー ド保険 の立 法化(業 務 づ け)

カ ー ド発 行 者(企 業)の 積極 的PR

カ ー ドに よ るサ ー ビス の 多様 化,差 別 化

カ ー ドの標 準化,統 一 化

キ ャ ッシ ュ レス ソサ エテ ィにつ い て 自由な意 見を お聞 かせ 下 さい。

〔具 体的 に 記入 して下 さい 〕

流 通 業 界(卸 売業,小 売 業,サ ー ビス業)に も コ ン ピュー タをは じめ とす
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① そ の他 ⑯ 全 く使 用 してい な い

()

()

問46-2問46-1の 機 器 で 未 だ 使用 して お らず 将 来 導 入活 用 してみ た い機 器 を3つ

ま で 選 ん で記 号 を 記 入 して下 さい。

⑤ 自社 導 入 コ ン ピ ュー タ

⑥ 計 算 セ ン ター利 用

◎ ビ リング マ シ ン

⑧ 在 庫 管 理 機

⑥ デ ー タ ・エ ン トリー機

⑦ デ ー タ伝 送 用 ター ミナル

@電 子 レジ ス ター(ECR)

問46-3

選 ん で記号 を記 入 して下 さい。

⑤ 機 器 の コス ト高

⑮ 通 信 回線 の コ ス ト高

◎ 機器 の 複雑 な 操作 性

⑧

⑤ 経 営 トップ の認 識不 足,

① 専 門 家 の 不足

@ソ フ トウ ェ アの 不備

㊨

① 社 内 の抵 抗

① 取 引先 の抵 抗

⑮

①

⑯

⑥ そ の 他(

㊨

①

Φ

⑪

①

POSタ ー ミナル

POOタ ー ミナル

テ レ タ イ プ 又 は テ レ ッ ク ス

フ ァ ク シ ミ リ

そ の 他

(

(

)

)

流通機 能高 度化のための情報機器 の導入,活 用を妨げている要因を5つ まて

関連機器 の不備(例 えば値 札作成機,計 量機 など)

無理解

合理 化を必 要 としないほど経営 が良好 である

統一 コー ド,統 一値札などの社会 的条件の不備

取引条件などの機械化以 前の非近代性

機器 メーカ ーの流通業界の認識不足

)
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6.分 散 処 理

・ 分散 処 理 の 現 在 およ び1985年 頃 を 目途 と した将 来に つ い て以 下の 質 問 にお 答 え

下 さいo

。 分 散 処理 の定 義 は一 応 次 の よ うに い た します。

「演 算 処理 の機 能 を持 つ 複数 の プ ロセ ッサが 相互 に結 合 され,そ れ ぞれ の プ ロセ

ッサが 互 に あ る機 能 を 分担 しつ つ,全 体 と し て与 え られ た 目的 を 果 す シ ス テム で あ

る。」

問47現 状

あ な たの 所 属 す る企業,団 体 で は 分散 処理 を実 施 また は 計画 して お ります か 。1

つ 選 ん で 回答 欄 に番 号 を 記入 して 下 さいo

i難ill黙 ∵L選一
:㌶ ㌘ 熟 は当 一 問・・以降一

問48適 用業務

問47で ①,②,③ のいつれかを選択 された場合,そ の対象 となる業務はどのよ

うな ものですか,該 当するものを全 て選ん で記号を記入 して下 さい。

⑤販 売 ⑤生産 ◎購 買/在 庫 ⑥ 輸送/流 通 ⑤ 設計/技 術

⑦金融(為 替,預 金,貸 付)⑧ 経営/財 務 ⑪ 企画/調 査 ①行政

① その他(具 体的に項 目を記入 して下 さい。)

問49狙 い

問47で ①,②,③ のいつれ かを選択 された場合,そ の導入の狙 いは次のいずれ

で しょうか。主なものを下記 よ り3つ まで選んで記号を記入 して下 さい6

⑤ デー タの発生 または利用す る現場に情報処理機能を持たせ ることによ り,部 門

のニ ーズに合 った システムの実現
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⑥ 処 理 量 の 分 散 に よ り処理 能 力(タ ー ン ・ア ラ ウン ド・タ イム)の 向上

⑥ 通信 回 線 の 負 荷 の軽 減

⑧ シ ス テ ム ・ダ ウン,災 害,事 故 時 にお け る被 害 を最 少 に し,信 頼性 の向 上,セ キ

ュ リテ ィの 確 保 をは か るo

◎ オ ン ライ ン ・リアル タイ ム処理 ま た対話 式 処理 の容 易 な実 現

⑦ シ ス テ ム開発 ロー ドの 低 減

⑧ シ ス テ ムの拡 張 性

⑮ 組織 に 合 わ せ た情 報 処 理 の実 現

① 情 報処 理 関 係 コス トの低 減

① そ の他(具 体 的 に書 い て下 さい。)

問50形 態

将 来(1985年 頃)の 分 散 処理 の イ メ ージ と して,次 の い ずれ の形 態 を 利 用 した い

と思 い ま す か,次 頁 の 図 の例 を参 考 に して1つ 選 ん で番 号 を記 入 し て下 さい 。

① 階 層 型(垂 直型)

② 水平 型

③ 階層/水 平 混合 型(① と② を 混合 した もの)

④ 放 射状 型

⑤ 独 立型(あ る特 定 の業 務 シ ステ ムの た めに複 数 台 の ミニ コン ピ ュー タ,オ フ ィ

ス コ ン ピ ュー タ,パ ー ソナル コン ピュ ー タが,必 ず し も全 部通 信 回線

で結 合 され て い ない もの)

⑥ その 他(具 体 的 に記 入 して下 さい。)
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例図
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③ 階層/水 平混合型(省 略)

④ 放射状型

インテ リジェン ト

タ ー ミナ ル

インテ リジェン ト

タ ー ミ ナ ル

インテ リジェン ト

タ ー ミナ ル

⑤ 独 立 型(省 略)

問51構 成

将 来(1985年 頃)の 分 散 処理 の構 成 は以 下 の どの よ うな もの が 中心 とな る と思

わ れ ます か,1つ 選 ん で 番号 を 記 入 して下 さい。

① 問50の 形 態①,②,③ の コン ピ ュー タの全 部 また は主 要 な部 分 が大 型/中 型

の 汎用 コ ン ピュ ー タに よ り構 成 され る。

② ます ます 大容 量 化,高 速 化 され た ミニ コ ン ピ ュー タ中心 に構 成 され る。

③ 多様 化 され た オ フ ィス ・コン ピュ ー タ又 は高 度 に イ ンテ リジ ェ ン ト化 され た タ

ー ミナル に よ り構 成 され る。

④ そ の他(具 体 的 に 回答 欄 に 記 入 して下 さい。)

問52ニ ー ズ

分 散 処理 の効 率 的 な実 現 の ため に は,以 下 の ど の よ うな項 目が可 能 とな って 欲 し

い と思 い ますか,重 要 と考 え られ る もの5つ を選び,重 要 さの順 に回答 欄 に そ の記 号

を記 入 して 下 さい。

⑤ エ ン ド ・ユ ーザ ー向 の簡 易言 語,ま たは パ ッケ ー ジの 開発 に よ り完 全 な プ ロ

グ ラマ ・レスの実 現

⑤ 安価 な大 容 量 フ ァイル の 実現 に よ り端末 サ イ ド(リ モ ー ト側)で 比較 的 大 き

な デ ー タ ・ベ ー スが 出来 るよ うに な る。
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⑥ 分散 化 され た デ ー タ ・ベ ー スを あ たか も 自分 自身の サ イ ドに あ るか の よ うに処

理 で きるデ ー タ ・ベ ー ス管 理 シ ス テ ムが 提 供 され る。

⑧ 通 信 制 御手 順 の標 準 化 に よ り別 メー カ ーの ター ミナル で も 自由 に接 続 が 可能 と

な るo

◎ 異 系統 メー カ ーの ネ ッ トワー クの 相互 乗 入 れ が,容 易 に実 現 す る。

① 端末 装 置 の 多 様 化 に よ り各 々の適 用業 務 に適 した操 作性 の高 い ものを 選 択 す る

ことが 出来 るo

⑧ 通 信機 能,デ ー タ ・ベ ー ス,マ ル チ プ ログ ラ ミング等 の 高 い 能 力 を持 つ オ フ ィ

ス ・コン ピ ュー タの提 供

(D無 人運 転 可能 な ハ ー ドウェ アお よび ソ フ トウェ アの提 供

① 通 信 回線 の料 金 体 系,制 約 の 改 訂

① 低 廉 な 端末 機 の 出現 に よ り1人1台 設 置 可能 とな る。

⑮ その 他(具 体 的 に 回 答欄 に記 入 して 下 さい。)

問53問 題 点

分 散処 理 の 導入 に よ り,将 来 主 に管 理 上 ど の よ うな問題 が 出 るこ とが 予想 され ま

す か,次 の うちか ら予想 され る もの を3つ ま で選 ん で記 号 を記 入 して下 さい。

⑤ 情報 処 理 機 能 の一 部 エ ン ドユ ーザ ー移 管 に よ り情 報 処 理 部 門 の権 限の縮 少

⑮ 情報 処 理 要 員 の増 大

◎ ハ ー ドウェ ア ・コス トの増 大

⑥ 各部 門単 位 で の 開発 に よ り重 複 開発,全 体 的 な斉 合 性 が 問題 とな る。

⑥ 情 報 の機 密 保 持 が 困難 に な る。

⑦ 従来 の 集 中指 向 型 シ ステ ムの コ ンバ ー ジ ョ ン作 業 に労 力が 要 求 され る。

⑧ コン ピュ ー タ ・シ ス テ ムのみ な らず組 織,仕 事 の や り方 等 の 人 間 系 の シ ス テ ム

の変 更 が 必要 と な る。

⑮ 集 中型 処理 に比 較 して シ ス テム設 計 が難 し くな る。

① 情 報 が 分 散 し,経 営 情報 シ ステ ムの構 築 が難 し くな る。

① その 他(具 体 的 に回 答欄 に記 入 して下 さい。)
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問54実 現 時期

メー カー ・サ イ ドの 技術 開発 とユ ーザ ー ・サ イ ドのニ ー ズ/体 制 との バ ラ ンス の

とれ た 分散 処理 が一 般 的 に定 着 す るの は い つ 頃 と考 え ますか,1つ 選 ん で番 号 を記

入 して 下 さいo

(1)1980年 まで(2)1981年 二1985年

(3)1986年 以 降

問55将 来 ビジ ョン

1985年 を 目途 と して分 散 処理 につ い て次 の よ うな項 目につ い て特 に ご 意見 が

り ま した ら お聞 か せ下 さい。((D,佃,⑯ の う ち一 項 目で も全 部 で も結 構 で す。)

(1)分 散 か 集 中か,ま た は全 く異 な る形 態 か

ω 分 散 処 理 用 の ター ミナル/オ フ ィス ・コン ピュ ー タへ の要 求

⑧ その 他 分 散 処理 の将 来 像 に つ い て
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7.マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

マ イ ク ロコ ン ピュー タに つい て,以 下 の 設 問 にお 答 え 下 さい。

なお,こ こで取扱 うマ イ ク ロコ ン ピュー タに は,マ イ ク ロプ ロセ ッサ等 を コン ポ ー

ネ ン トと して使 用 してい る機 器 た とえば,表7-1に 示 す よ うな マ イ ク ロ コン ピュ ー タ

の応 用 機器 が含 まれ てい ると考 え て下 さい。

表7-1マ イ ク ロ コン ピ ュー タお よび応 用分 野 の分 類 表

分類
番号

分 類 項 目 例

1 民 生 ・家 電 自動 車,家 電,電 卓,頑 冥,教 育,自 動 販 売機

2 事 務 事 務 計算,ワ ー ド処理,事 務管理,会 計 業務

3 工 業 プ ロ セ ス ・コ ン トロ ール,機 械 制 御,生 産 管 理,検 査 器

4 交 通 信号制御,通 行制御,駅 務 自動化

5 計測 ・監視機器 分析 器,医 用測 定機,監 視

6 通 信 有 線通 信,無 線 通 信,デ ー タ通信,放 送

7 コン ピュー タ関 連 入 出力機 器,端 末 制 御,デ ー タエ ン トリ,生 産 開発 機器

8
汎 用 マ イ ク ロ コ

ン ピ ュ ー タ
パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ

9 そ の 他 ビル 管理,ホ テル シ ステ ム

(54)



問56マ イ ク ロ コン ピュー タの 作 成経 験

問56-1あ な たは マイ ク ロ コン ピュー タを作 成 した経 験が あ ります か,ど ち らか を選

で番 号 で 回答 欄 に記 入 して下 さいo

① あ

② な

る

い

問56-2以 降 へ

問56-4以 降 へ

間56-2あ な たが 作成 した マ イ クロ コン ビ=一 タは 表7-1で の 分類 項 目に属 す と考 え

ます か。表7-1の 分 類 番 号 を記 入 して下 さい。(作 成 した機 器 が複 数 個 あ る場 合 は

代 表的 な ものを1つ だ け)

問56-3あ な た は,こ の機 器 を 主 と して,ど の よ うな立 場 で 作 成 され ま した か,1つ

選ん で番 号 を記 入 して下 さい 。

① 仕事 で

② 趣 味で(自 分 や 家庭 の 利便 の道具 として 作 る こと も含 む)

③ 勉 強の た め に

④ その他(具 体 的 に記 入 して 下 さい)

問56-4あ な だ は マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを作 成 して み たい と思 い ます か,ど ち らか を

選 ん で 番 号 を記 入 して 下 さい。

① 思 う

② 思 わ な い

問57マ イ ク ロ コン ピュー タ作成 の意 志

問57-1あ な たは将 来 も マ イ ク ロ コン ピュー タの 開発 や,作 成 を し たい です か,ど ち

らか選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

①'し た い

② した くない

問57-2以 降 へ

問58-1以 降 へ

問57-2あ な たは,将 来 主 と して ど の よ うな立場 で マ イ ク ロ コン ピ ュー タの 作成 を し

た い です か,1つ 選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

① 仕 事 で

② 趣味 で(自 分 や家 庭の 利 便 の道 具 と して 作 る こ とを含 む)

③ 勉 強 の た め に

④ その 他(具 体 的 に記 入 して下 さい)
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問57-3あ な たが 将来 作成 したい と考 え てい るマ イ ク ロ コ ン ピュー タは,表7-1の 分

類 項 目の うちで,ど れ に属 して い ます か 。表7-一・1の 分類 番 号 を 記 入 して下 さい。

問57-4あ な た はど の よ うな工 程 で マイ ク ロコ ンビ=一 夕を 作成 したい と考 え ます か,

1つ 選 ん で 番号 を記 入 して下 さい 。

① チ ップ(デ ィ ップ)を 入手 し,組 上 げ て い く

② キ ッ トを入 手 し,組 立 て る

③ 完成 品の手 直 しや,イ ン タフ ェー ス等 を 作成す る

④ そ の他()

問57-5あ なた が作 成 しよ う とす る マ イ ク ロ コン ピ ュー タの価格 レベ ルは,ど の くら

い が適 当で す か,1つ 選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい 。(周 辺機 器 も含 ん だ現 時点 で

の価格 で お答 え 下 さい)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

問58

10万 円 未 満

10万 円 以 上,30万 円 未 満

30〃50〃

50〃100〃

100〃200〃

200〃

い ず れ で も よ い

未 定

マ イ ク ロコン ピュー タの ソフ トウ ェア作成 経験

問58-1あ な た は マ イ ク ロ コン ピュ ー タの た めの ソ フ トウ ェアを作 成 した 経験 が あ り

ます か,ど ち らか を選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい 。

① あ る 問58-2以 降 へ

② な い 問58-4以 降へ

問58-2あ なた が作 成 した ソ フ トウ ェアはつ ぎ の うちどれ に属 しま すか,1つ 選 ん で

番 号を記 入 して下 さい 。

① ハ ー ドウェアの チ ェ ック用 プ ログ ラム

(ロ ー ダや ブー トス トラ ップ も含 む)
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② エデ ィタ,ア セ ン ブ ラ,モ ニ タ,コ ンパ イ ラな どの ソ フ トウ ェア サ ポ ー ト

③ 応用 分 野の 専 用 プ ログ ラム

④ その 他()

問58-3あ な た は この ソ フ トウ ェアを主 と して どの よ うな手 段 で 作成 しま した か,1

つ選 ん で番 号を記 入 して 下 さい 。

① 対 象 とす るマ イ ク ロ コン ピ ュー タを用 い た

② 上 位 機 種の マ イ ク ロ コン ピ ュー タを用 い た

③ ミニ コン ピ ュー タや汎 用 機 を 用 い た(TSSも 含む)

④ そ の他()

問58-4あ な た は マ イ ク ロコ ン ピ ュー タのた め の ソフ トウ ェアを 作 成 してみ た い と思

い ますか,ど ち らか を選 ん で番 号 を記 入 して 下 さい。

① 思 つ

② 思わ ない

問59

問59-1

問59-1以 降 へ

問60-1以 降 へ

マイ ク ロコ ン ピ ュー タの ソ フ トウ ェア作 成 の意 志

将来,あ な た は ど の分 野 の マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの ソ フ トウ ェアを 作 成 して

み た いで す か,表7-1か ら1つ の分 野 を選 び,そ の 分類番 号 を記 入 して下 さい。

問59-2将 来,あ な たは マ イ ク ロ コン ピュー タの ど の よ うな ソフ トウ ェア を作成 して

み た いで す か,1つ 選 ん で番 号 を 記 入 して 下 さい 。

① ハ ー ドウ ェアの チ ェ ソク用 プ ログ ラム(ロ ー ダや ブ ー トス トラ ップ等 も含 む)

② エデ ィ タ,ア セ ン ブ ラ,モ ニ タ,コ ンパ イ ラな どの ソ フ トウ ェア ・サ ポ ー ト

③ 各応 用 分 野 の 専用 プ ログ ラム

④ そ の他

聞60マ イ ク ロ コン ピュー タの 動 向

問60-1マ イ クロ コ ン ピ ュー タに おけ る ソ フ トウ ェアの 占め る価 格 は,1985年 頃 を

目途 と して,平 均 何%ぐ らい に な って い る とお考 え です か,数 字 を記 入 して下 さい 。

約 ロ ココ%

(回 答 欄 に記 入 して下 さい。)
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問60-2マ イ ク ロ コン ピ ュ ー タの ソ フ トウ ェア開発 費の 比 重 を低 く抑 え る方法 と して,

どの よ うな ことが1985年 頃 までに最 も普及 す るで し ょうか,3つ まで選 ん で番 号 を

記 入 して 下 さい 。

① マ イ ク ロコン ピュ]タ 自 身の サ ポ ー トソ フ トウ ェア(高 級言 語,デ バ ックツ ー

ル)の 拡 売

② ミニ コ ンや汎用 コン ピ ュー タに よ る ク ロスサ ポ ー トの拡 売

③TSSに よ るサ ー ビスの拡 充

④ ハ ー ドウ ェアに よ る デバ ックツ ール(MDS-micro-comPuterdeveloPment

systems,PROMラ イ ター等)の 普 及

⑤ その 他

聞60-3マ イ ク ロ コン ピ ュー タ,ミ ニ コン ピュー タ,汎 用 コン ピュー タの関 係 は,

1985年 頃 ま で に ど の よ うに な って い る とお考 え です か,2つ まで選んで番 号 を記 入

して 下 さい。

① ミニ コン ピ ュー タや 汎 用機 は,研 究 用 やデ バ ック用 の 一 部 を残 して,マ イ ク ロ

コン ピ ュー タに置 きか わ る。

② 汎用機 のOSは マ イ ク ロ コン ピュー タに よ って お きか わ る。

③ ミニ コン ピュー タや 汎用 機 の うち,専 用業 務 に使 用 され て い るもの は,マ イ ク

ロ コ ン ピュー タに置 きか わ る。

④ ミニ コン ピュー タの う ち,専 用業 務 に 使用 され て い る もの は,マ イ クロコ ン ピ

ュー タに置 きか わ る。

⑤ ミニ コ ン ピュ ー タは○ は とん どが マ イ ク ロコ ン ピ ュー タに置 きか わ る。

⑥ マ イ ク ロ コン ピュー タは,た とえ ば,表7-1の よ うな 分野 で,そ れ ぞれ の機 器

の イ ンテ リジ ェ ン トな 役割 を行 うもの と して発 展 し,ミ ニ コン ピュー タや汎 用 コ

ン ピュー タの代 替 に な らな い。

⑦ そ の他(・)

問61マ イ ク ロ コン ピュー タの 将来 像

問61-1マ イ ク ロ コン ピ ュー タに関 す る知 識 ・技 術 は将 来 ど の程 度 必要 に な ると思 い
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問61-2

っこ内は現状の代表的市販品の値です。1985年 頃 ま で に,ど の よ うな値 まで実 現 され

てい るで し ょうか,表 の右 に あな たの 予 測値 を数 字 で回 答 用 紙 に記 入 して 下 さい。

ますか,1つ 選ん で番 号 を記 入 して下 さい。

① 専門 家 が知 ってい れば よい 。

② 誰 で もが,概 念 を知 って お く必 要 が あ る。

③ 電 化 製 品等 を 自分 で修 理 で き る程 度 の知 識 は必 要で あ る。

④ 大 工 道 具 や ソ ロバ ンの取 扱 い と同程 度 の知 識 は 必要 に な る。

⑤ マ イ ク ロコン ピ ュー タの 知 識 ・技 術 が ない と 日常生 活 に 不便 を来 た す 。

⑥ その 他()

フ ァジ ンに よ る マイ ク ロプ ロセ ッサの実 用 限 界の推 測 値 を 下 に示 し ます。 か

ファジン

の予側値
代 表 的
市 販 品 単 位

電 源 電 圧 0.4 (5) ボ ル ト

動 作 周 波 数 100 (2) メ ガ ヘ ル ツ

ゲー ト消費電 力 1億 (5千) 分 の1ワ ッ ト

ゲー ド数/チ ップ 1億 (5千)

あ なたの予測

(1985年)

一 □[エ エコボル・

(小数点)

メ ガ ヘ ル ツ

千 百 十

－l iliii

lllll

十 億 一 億 千 万 百万 十 万

口 分の1ワ ・・
万 千

・_.ii;li
コ 　 コ コ 　

十徳一億千万百万十万 万

万/チ ップ

(回 答欄に記入して下さい)

問61-31985年 頃 ま でに開 発 され る と思 われ るマ イ クロ コ ン ピ ュー タの新 しい応 用

分 野を3つ あ げ て 回答用 紙 の 記 入欄 に具 体 的 に記 入 して下 さい 。
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G主 要 英 略 譜 表
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主 要 英 略 語 表

ACS

AdminitrativeDecision

Analytic`InformationSystem

Antiope

APL

ARPA

AT&T

BasicSystemMemory

Bildschirmtext

BPO

CAD

CAPTAIN

CCD

CD

CEEFAX

ComputerreadableIＬanguage

CPM

DB/DC

DBP

DCNA

DDX

DML/DDL

AdvancedCommunicationsService

管 理 的 意 思 決 定

分 析 的 情 報 シ ス テ ム

フ ラ ン ス の 画 像 ・ デ ー タ 応 答 シ ス テ ム

AProgrammingLanguage

AdvancedResearchProjectAgency

ア メ リ カ 電 信 電 話 会 社

シ ス テ ム 記 憶 装 置

西 ド イ ツ の 画 像 ・デ ー タ 応 答 シ ス テ ム

BritishPostOffice

ComputerAidedDesign

CharacterAndPattern

TelephoneAccessInfor-mation

Network

ChargeCoupledDevice

CashDispenser

英 国 の テ キ ス ト情 報 サ ー ビ ス

コ ン ピ ュ ー タ で す ぐ 使 え る 言 語

CriticalPathMethod

DataBase&DataCommuication

DeutschesBundesPost

DataCommunicationNetwork

Architecture

DigitalDataexchange

DataManipulationLanguage/

DataDescriptionLanguage
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DRI(DataResourcelnc.)

DSDS,

FCR(ElectronicCashRegister)

EFTS

Entrepreneur

EnvivomentalScanning

EURONIi】T

FCC

GlobalNetwork

High'RataDataBas

Input.

IDC(lnterhationalDhta

Corporation)

IPAD

LavorSaving・

LearningSociety

LinearProgramming

Logica

ManagementbyException

MOSLSI ,

NBER

NCS

NEEDS

米 国 調 査 会 社

DataphoneSwitchedDigital

Service

電 子 レ ジ ス タ ー

ElectronicFunds

TrasnferSystem

経 営 者

環 境 走 査

欧 州 ネ ッ トワ ー ク

FederalCommunicatiohCo㎜ission

国 際 ネ ッ トワ ー ク

高 速 母 線

米 国 調 査 会 社

米 国 調 査 会 社

IntegratedProgramsforAerospace-

vehicleDesign

省 力 化

学 習 社 会

線 型 計 画 法

英 国 コ ン サ ル タ ン ト会 社

例 外 原 理

MetalOxideSemiconductorLarge

ScaleIntegratedcircuit

NationaIBureauofEconomic

Research 、 、

NationalCashService

「'Nikk
ei正 】conomicElectricData-

bankService日 経 新 聞 社 経 済 デ ー タ

バ ン ク
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NTT

NU1'

OCR

OIS

OperatingDecision

PCM録 音

POO

POS

PostIudustrialSQciβ .ty

PPM

Prestel

QuantumScience

RAM

RandCorp

RPG

SBU

Simscript

SNA

StrategicDecision

TechnetronicEra

TELENET

TYMNET ..、

VAN. ,

VENUS

WATS

日本 電 信 電 話 公 社 ・

NetworkUtility

OptialCharacterReader

オ フ ィス ・イ ンフォ メーシ ョン ・シ ス テム

業 務 的 意 思 決 定

PulseCodeModulation

PointofOrder

PointofSales

脱 工 業 化 社 会

ProductPortfolioMatrix

英 国 の 画 像 ・デ ー タ応 答.シ ス テ ム .

米 国 調 査 会 社

RandomAccessMemory

米 国 調 査 会 社

ReportProgramGenerater'

StrategicBusinessUnit

シ ミ ュ レ ー シ ョン 言 語

SystemNetworkArchitecttire

戦 略 的 意 思 決 定

電 子 技 術 複 合 時 代

米 国 の 商 用 付 加 価 値 通 信 網 名 称

米 国 の 商 用 付 加 価 値 通 信 網 名 称

ValueAddedNetwork,付 加 価 値 網

ValuableandEfficientNetwork

UtiiityService

WideAreaTelephoneService
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